
 

 

 

（別紙） 

様式３－１－１ 行政執行法人 年度評価 評価の概要 

 

１．評価対象に関する事項 

法人名 独立行政法人製品評価技術基盤機構 

評価対象事業年

度 

年度評価 令和 3 年度 

主務省令期間 令和 2 年度～令和 6 年度 

 

２．評価の実施者に関する事項 

主務大臣 経済産業大臣 

 法人所管部局 産業技術環境局 担当課、責任者  製品評価技術基盤機構室長 相沢 一宏 

 評価点検部局 大臣官房 担当課、責任者  業務改革課長 佐野 究一郎 

 

 

３．評価の実施に関する事項 

評価のために実施した手続き等については、次のとおり。 

・令和 4 年 6 月 16 日（木）及び 27 日（月）に、経営に関する有識者（芦邉 洋司、國井 秀子）及び評価に関する有識者より、製品評価技術基盤機構の自己評価書について意見を聴

取。 

（独立行政法人製品評価技術基盤機構に係る経営に関する有識者及び評価に関する有識者） 

芦邉 洋司 フーリハン・ローキー株式会社 顧問 

梶屋 俊幸 一般社団法人セーフティグローバル推進機構 理事 

國井 秀子 芝浦工業大学 客員教授 

原田 房枝 日本化粧品工業連合会 サステナビリティ部長 

松田  譲 公益財団法人加藤記念バイオサイエンス振興財団 名誉理事 

向殿 政男 明治大学 名誉教授 

 

・令和 4 年 6 月 28 日(火)及び 29 日（水）に、 経済産業省産業技術環境局長より、製品評価技術基盤機構理事長及び監事から自己評価結果等についてヒアリングを実施。 

 

 

 

４．その他評価に関する重要事項 

特になし。 
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様式３－１－２ 行政執行法人 年度評価 総合評定 

 

１．全体の評定 

評定 

（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、

Ｄ） 

Ａ：事業計画における所期の目標を上回る成果が得られていると認められる。 （参考）主務省令期間における過年度の総合評定の状況 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

Ｂ Ａ ‐ ‐ ‐ 

評定に至った理由 各部門の業務において事業計画を上回る成果を上げたと判断し、評価基準に基づきＡ評定とした。 

 

２．法人全体に対する評価 

法人全体の評価 ・経済産業省と密接な連携の下、法執行や法執行支援に係る業務を事業計画どおり着実に実施し、経済産業行政に貢献した。 

・基盤整備／重要項目を含む事業計画を着実に実施し、全ての分野で基幹目標を達成する等、社会や産業界に貢献する大きな成果をあげており、外部有識者か

らも高い評価を得た。 

・特に、製品安全分野では基幹目標を大幅に上回る成果を上げるとともに、幅広い層に対する国民のニーズを捉えた積極的な広報活動や機構に長年蓄積された

ノウハウや知見を生かした取組により、重大製品事故等の再発防止を強化し、産業界の安全対策の推進に貢献した。また、化学物質管理分野及びバイオテクノ

ロジー分野では、全ての評価指標を高いレベルで達成し、産業の健全な発展に貢献した。 

全体の評定を行う上

で特に考慮すべき事

項 

特になし 

 

３．項目別評価における主要な課題、改善事項等 

項目別評定で指摘し

た課題、改善事項 

－ 

その他改善事項 － 

主務大臣による監督

命令を検討すべき事

項 

－ 

 

４．その他事項 

監事等からの意見 ・令和 3 年度は、アウトプットとアウトカムの関係について意識して取り組んだことが高い達成率に繋がり、非常に良かった。 

・外部に向けて広報活動に非常に力を注いでおり、製品安全分野をはじめとした素晴らしい動画の作成を行う等、良い取組をした。 

・令和 3 年度は、第一期中期方針の最終年度であったことから、次期である第二期中期方針の策定を行い、若手職員の意見を取り入れ具体化しているが、機構

の目標とは別に各部署の個別目標とした取組は、非常に良いと思う。 

・機構の理念は「安全・安心の社会を作ることに貢献していく」としているため、社会への安全・安心に関する貢献は必要であるが、機構職員自身の安全・リ

スク管理も進めてほしい。 

・社会変化に応じて機構の役割も変化し、役割の変化に伴い拡大する業務については負担が増えるばかりであるが、バランス管理をどのようにしていくのかが

今後の課題である。 

・機構の業務について、形式的に行っていないかという視点で確認したが、職員一人一人が真摯に業務を遂行し、成果を上げている。 

その他特記事項 外部有識者からの主な意見は以下のとおりであり、総じて高い評価を受けている。 

（製品安全分野） 

・事故の再発防止という社会課題に向けて、事故の原因を追求しデータを公開して終わりという姿勢から、事業者に寄り添った働きかけに注力し、事業者の再

発防止措置の検討にかかる負担を軽減したという成果が非常に出た。製品安全分野では「伝える・認知」のところに成果がなければ、事故防止の全体効果が落

ちる。広報活動により広く認知され、認知度が過去最高になる等、令和 3 年度は成果が実を結んだ。単に情報発信する機関でなく、知的労働を通じた価値ある

情報を提供する等、踏み込んだ取組により成果が出たことを高く評価する。また、ガストーチ及びリチウムイオンバッテリーの機構の取組について、いち早く
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製品事故の原因究明を行い、国や業界団体に注意喚起すると共に、多様な SNS を使って積極的に広く消費者等へ広報したことで再発防止に貢献し、社会へ与え

た影響は大きく質的には非常に効果があった素晴らしい成果であり、高く評価する。 

（化学物質管理分野） 

・有害物質排出リスクは、経営判断が必要な困難度の高い４事業者に対して、単なる情報提供だけではなく、化学物質を管理・コントロールする方法等を提案

する形で事業者に対して踏み込んだ支援を行った結果、事業者だけでは見い出せなかった事業所のリスク低減や事業者の負担軽減に貢献し、着実な成果を出し

た。また、NITE-CHRIP や NITE-Gmiccs によって、情報を加工し使いやすい形で提供したことが、事業者の負担軽減等の質的な成果として実を結んでおり、高く

評価する。NITE-CHRIP は、ユーザーのニーズを捉えたシステム改良が進んでおり、欧州でグリーンディールが発表され、今後ますます事業者にとって法律を理

解することや有害性データをすぐに入手できることは非常に大きな力になる。化管法の政令改正における取りこぼしのない対応や、PRTR 物質になると GHS の分

類や SDS の発行が必須となるため、機構は先に進んだ分かりやすい対応をしている。化粧品の成分に関する QSAR については、今後、ますます役割を担うと考え

る。 

（バイオテクノロジー分野） 

・データ駆動型のバイオものづくり等において、生物資源データへのニーズが高まりつつあることをうまく捉えている。生物資源データプラットフォームの充

実と広報を通じたデータの利活用は、これまでの菌株の利活用に加えて、菌株の価値を示すデータを活用してもらうことで、これまで以上に社会実装に繋がっ

ていることを示しており、大きな成果である。また、ヒトマイクロバイオームの標準化について、ユーザーが求めていることを着実に把握し、サービスに落と

し込んでスピーディーに社会実装している。長年の努力が令和 3 年度の成果に繋がっていることを高く評価する。 

（適合性認定分野） 

・品質を支える基準、適合性評価、市場監視、市場からの要請等、従来は単独であった機能を日本版品質チェーンとして俯瞰的な体系で整理して品質を向上さ

せるという方向性を打ち出したことは、認定分野の画期的な成果であり質的にも大きな成果である。また、社会のニーズに合わせて、抗ウイルス性試験所の認

定プログラムや防爆機器の認定プログラムを迅速に対応したことを評価したい。特に、抗ウイルス性試験所の認定プログラムについては、国民生活に直結して

おり、機構の取組により安全・安心な製品の流通に貢献したことは、高く評価する。 

（国際評価技術分野） 

・災害リスクによる蓄電池試験のニーズの高まりや、蓄電池に求められる大型化・多用途化により、機構がニーズにあった新たな試験システムや試験手法を開

発し、社会実装や製品実装の推進に貢献したことは社会的な大きな成果と言える。また、単に試験・評価だけをするのではなく、業界全体を巻き込み、蓄電池

の安全性に関わるハブとなってデータの共有を実現する等、我が国の蓄電池産業を牽引したことを高く評価する。 

（マネジメント分野） 

・単に情報を提供するのではなく、社会ニーズに合った高付加価値な情報を Youtube や Twitter 等、様々なツールを活用して広く国民へ発信し、認知度を着実

に向上させたことで、安全・安心な国民生活の実現に大きく貢献した。また、役職員の IT パスポート試験の取得率が 73％に達する等、民間企業と比較しても

高い取得率であり、これらは機構の DX 推進にも繋がり、成果として着実に向上している。令和 3 年度は機構が独自に行っている第一期中期方針の最終年度であ

るが、単なる情報発信機関から課題解決型の質の高い情報を発信する機関へ転換し、成果として実を結んだ年であった。さらに、機構の強みである非財務デー

タ（知的価値）と財務データの両方の観点からビジョンや方向性を示す「統合レポート」について、他の機関にはない新たな取組をいち早く取り入れ、着実に

発行できたことは大きな成果と言える。 
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様式３－１－３ 行政執行法人 年度評価 項目別評定総括表 

 

年度目標（事業計画） 年度評価 項目別

調書№ 

備考 

 

 年度目標（事業計画） 年度評価 項目

別調

書№ 

備考 

  平成  

２９  

年度  

平成  

３０  

年度  

令和  

元  

年度  

令和

２  

年度  

令和

３  

年度  

  平成  

２９  

年度  

平成  

３０  

年度  

令和

元  

年度  

令和

２  

年度  

令和

３  

年度  

Ⅰ．国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項  Ⅱ．業務運営の効率化に関する事項  

 製品安全分野  B B B B A Ｉ－１  －    B B B B B Ⅱ － 

化学物質管理分野  A A A A A Ｉ－２  －  Ⅲ．財務内容の改善に関する事項  

バイオテクノロジー分野  A A A A A Ｉ－３  －    B B B B B Ⅲ － 

適合性認定分野  B B A B B Ｉ－４  －  Ⅳ.その他業務運営に関する重要事項  

国際評価技術分野  A A S A B Ｉ－５  －   １．広報、情報提供の推進       Ⅳ-1 －  

           ２．組織・人事に関する目標       Ⅳ-2 －  

            A B B B B   
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I-1.製品安全分野                                

１．当事務及び事業に関する基本情報 

I―１ 製品安全 

業務に関連

する政策・施

策 

安全・安心 のうち、製品安全 当該事 業実施

に係る根拠（個

別法条文等） 

独立行政法人製品評価技術基盤機構法 

消費生活用製品安全法（消安法） 

電気用品安全法（電安法） 

液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律（液石法） 

ガス事業法 

産業標準化法 

家庭用品品質表示法 

当該項目の

重要度、難易

度 

【基幹目標】 

製品起因である重大製品事故のうち、原因の詳細が不明なため再発防

止措置を求めることができない事故（焼損が著しいものを除く）の割合

を前年度比 14％減少させることにより、再発防止を強化する。 

【重要度：高】 

関連す る政策

評価・行政事業

レビュー 

行政事業レビューシート番号 0389 

 

２．主要な経年データ 

 ①主要なアウトプット（アウトカム）情報  ②主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報） 

指標等 達成目標 基準値 
平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

 平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

【基幹目標】 

製品起因である重大製

品事故のうち、原因の

詳細が不明なため再発

防止措置を求めること

ができない事故（焼損

が著しいものを除く）

の割合を前年度比 14％

減少させることによ

り、再発防止を強化す

る。 

前年度比

14％減少 

 － － － 前年度比 

20.8%減少 

前年度比 

37.9%減少 

予算額（千円） 1,676,346 1,759,135 1,849,125 1,754,362 1,723,646 

消費生活用製品安全法

に基づく重大製品事故

の原因究明調査及び特

定保守製品等の経年劣

化に関する技術上の調

査の実施件数 

全件実施 （参考）過

去 3 年平均 

961 件 

 

797 件 

(全件実施) 

793 件 

(全件実施) 

1,136 件 

(全件実施) 

953 件 

(全件実施) 

973 件 

(全件実施) 

決算額（千円） 2,027,503 1,729,541 2,046,251 

 

（予算額と

の差異 10

％超の主な

理由は、予

算時には法

人共通に配

分した施設

整備費補助

金を決算に

おいて分野

ごとに配分

1,878,782 1,617,833 



   

 

5 

 

したためで

ある。） 

各法律に基づく立入検

査及び適合性検査の実

施件数 

全件実施 （参考）過

去 3 年平均

220 件 

214 件 

(全件実施) 

212 件 

(全件実施) 

237 件 

(全件実施) 

210 件 

(全件実施) 

215 件 

(全件実施) 

経常費用（千円） 1,930,617 1,847,293 1,849,549 1,499,637 1,638,240 

整合規格案の技術評価

件数 

全件実施 （参考）過

去 3 年平均

23 件 

46 件 

(全件実施) 

12 件 

(全件実施) 

27 件 

(全件実施) 

29 件 

(全件実施) 

34 件 

(全件実施) 

経常利益（千円） 47,278 28,160 50,000 86,153 72,403 

消費者向け啓発活動の

広告費換算値 

令和 2 年度

実績値を上

回る 

（参考）令

和 2 年度実

績値 11.0

億円 

- - - 11.0 億円 25.1 億円 行政サービス実施コ

スト（千円） 

2,428,301 2,371,821 － － － 

        行政コスト（千円） － － 3,316,372 1,967,107 2,056,414 

        従事人員数（※） 126 118 110 77 76 

※令和 2 年度の組織変更に伴い、支所における従事人数を分野で計上しないことに変更  
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価及び主務大臣による評価 

 
年度目標 事業計画 

主な評価

指標 

法人の業務実績・自己評価 
主務大臣による評価 

業務実績 自己評価 

 基幹目標 

消費生活用

製品安全法

に基づく製

品事故の原

因究明等に

より得られ

た経験・知

見を活かし

て、製品安

全行政を支

援するとと

もに、事業

者に再発防

止を求める

こと等によ

り、事故の

再発・未然

防止を図

り、重大製

品事故の発

生を減少さ

せる。 

基幹目標 

消費生活用

製品安全法

に基づく製

品事故の原

因究明等に

より得られ

た経験・知

見を活かし

て、製品安

全行政を支

援するとと

もに、事業

者に再発防

止を求める

こと等によ

り、事故の

再発・未然

防止を図

り、重大製

品事故の発

生を減少さ

せる。 

製品起因

である重

大製品事

故のう

ち、原因

の詳細が

不明なた

め再発防

止措置を

求めるこ

とができ

ない事故

（焼損が

著しいも

のを除

く）の割

合を前年

度比 14％

減少させ

ることに

より、再

発防止を

強化す

る。 

【基盤整備/重要項目】 

これまで蓄積してきた製品安全に関する知見と技術を活かし、中期的

な視点から製品事故の未然防止に向け、以下を実施した。  

 

①  製品事故増加要因となっている製品群への対策  

リチウムイオンバッテリー搭載製品（LIB）に対する取組として、事

故が多発する非純正バッテリーの事故について、調査を実施した。また、

不要となった LIB の回収・処理工程での事故に着目し、業界団体等への

技術的知見の提供や危険性の周知を実施する等、LIB の安全性確保に寄

与した。 

 

②  製品事故情報の徹底した分析等による製品事故の防止に向けた取組  

事故原因の詳細が不明なため再発防止措置を求めることのできない

事故の割合を減らすため、原因究明と再発防止のバランスをみきわめな

がら、AI や RPA（Robotic Process Automation）等の新技術を活用する

ことで調査作業の効率化を図った。効率化により得られた時間を活用す

ることで、個別事故調査の過程で得た調査結果や過去の事例から事故原

因を推定するとともに仮説等に基づくリスク低減案を検討し、再発防止

措置を躊躇する事業者や措置等に係る知見のない事業者に対し、粘り強

く寄り添った働きかけに基づく措置の提案を実施した。また、過去デー

タ等を活用することで新たに見えた傾向等を元に国や業界団体等への

取組提案を実施した。これにより製品事故の再発防止に寄与した。  

 

③  様々なメディアを通じた幅広い世代への情報発信 

製品に起因しない事故として誤使用・不注意による事故が毎年 20～

30%程度発生している状況をふまえ、YouTube や Twitter といった SNS

の活用に加え、事業者とのコラボレーションによるプレスリリースを実

施したほか、YouTube 内に消費者向けにわかりやすく、かつ、消費者自

身ができる事故防止の取組までを解説した動画を新たに配信する「せい

あんちゃんねる」を開設し、情報発信力を強化することで製品安全意識

の向上に寄与した。 

 

 

評定：S 

 

令和 3 年度の基幹目標の指標である「製品起因である重大製

品事故のうち、原因の詳細が不明なため再発防止措置を求める

ことができない事故（焼損が著しいものを除く）の割合を前年

度比 14％減少させる」について、令和 2 年度の実績 12.1%に対

し、令和 3 年度は 7.5%となり、前年度比 37.9%減少させ、指標

比 270.9%と指標を大きく達成した。 

これは機構がこれまでの製品事故の原因究明等により得られ

た経験や知見、過去の類似事項による推定原因を積極的に提示

し、事業者の再発防止措置の検討に係る負担を軽減したことに

より、早期かつ着実な措置の実施に繋がったことに起因するも

のである。 

その他の指標も全て達成するとともに、以下について、機構

独自の知見・技術や連携を生かして主体的に取組を行い、行政

や産業界、国民に積極的に働きかけることにより、社会や産業

界に対し事業計画で求められる水準を超える成果を生み出し、

安全・安心な国民生活や健全で持続性のある産業発展に貢献し

た。 

 

○製品事故増加要因となっている製品群への対策  

輸入事業者 2 社が販売した他社製コードレス掃除機用非純正

バッテリーによる火災事故が多発したことにより、当該バッテ

リーのリコールが実施されたが、機構は調査の過程で使用せず

保管している状態でも事故発生リスクがあることを突き止めた

ため、経済産業省へ緊急報告書を提出した。さらに、機構は継

続して安全な回収・廃棄方法についても検証を実施し、放電す

ることで発火に至ることを防ぎ、安全に運搬できることを確認

し、経済産業省へ報告した。これにより経済産業省からは直ち

に使用中止と安全な保管に係る注意喚起がなされ、次いで検証

結果を踏まえた処理方法の周知が行われた。迅速な初動対応と

確実な措置が段階的に実施され、事故発生件数は注意喚起前後

において 81%減少したほか、技術基準解釈改正の契機となった

ことで、リチウムイオン蓄電池を用いた製品全般への事故防止

にも寄与した。 

 

○製品事故情報の徹底した分析等による製品事故の防止に向け

た取組 

エアコンのメンテナンス不足による事故の発生状況やエアコ

ンの普及状況と熱中症搬送者数に着目し、エアコンの点検キャ

評定 Ａ 

令和 3 年度は、次の①～③の取組

を行い、基幹目標の指標を含む、全

ての評価指標を高いレベルで達成す

ることで、事故の原因調査だけでは

なくリスクアセスメントの観点につ

いても積極的に取り入れ、製品起因

である重大製品事故のうち、原因の

詳細が不明なため再発防止措置を求

めることができない事故（焼損が著

しいものを除く）の割合を大幅に減

少させた。また、事故再発防止のた

めの啓発活動についても例年以上に

大きく力を入れ、効果的な広報活動

を工夫しながら製品安全への取組や

意識向上を支援し、社会や産業界に

対して大きく貢献する成果を上げ

た。 

 以上から、所期の目標を上回る成

果が得られていると認められるた

め、「A」評価と判断した。 

 

①経年劣化事故の低減及び長期使用

製品安全点検制度に係る政省令改正

への貢献 

平成 21 年の制度制定以来、経年劣

化の原因究明及び分析に取り組み、

事業者や業界団体に対して情報提供

を行うことで、市場における流通製

品の経年劣化を原因とする製品事故

減少に努めつつ、毎年開催される産

業構造審議会や消費経済審議会への

報告のための事故発生率の算出を行

ってきた。こうした長年の取組によ

り 100 万台あたりの経年劣化事故が 1

件以上の発生率であった特定保守製

品 9 品目のうち 7 品目について、基

準値を大幅に下回るまで経年劣化事

故を低減させることに貢献した。そ

の結果、今後の事故発生率も低いこ
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ンペーンを経済産業省に提案するとともに、熱中症防止や事故

リスク低減のため、シーズン前の 2 か月連続で早期点検を呼び

掛け実施した。これにより初めて省庁横断的（経済産業省・環

境省・消費者庁）な取組が実施されることに繋がり、さらには

重大事故の発生件数も減少（令和 2 年 6 月-9 月：17 件 → 令

和 3 年 6 月-9 月：10 件）し、事故の未然防止に貢献した。  

また、製品安全の取組に関して連携協定を締結している事業

者と、個別各社の強みや課題・ニーズに応じた取組を実施した

ことで、直接消費者に対する製品安全意識の向上に寄与した。  

 

○様々なメディアを通じた幅広い世代への情報発信  

毎月実施の定例プレスのうち約半数にあたる 6 回で事業者・

業界団体等とのコラボレーションを実施したほか、視聴者に対

し魅力的かつメッセージ性のある再現映像の作成、SNS を介し

た情報発信、記事見出しや記事内容に対する相談といった記者

に対する手厚いフォローを実施した。  

こうした情報発信を積極的に進めた結果、広告費換算値は

25.1 億円（前年度比 228.2%増）となり、指標を大きく達成した。

特にテレビによる報道件数は前年度比約 59%増となり、一部の

番組では視聴率等から換算すると約 200 万世帯に情報発信する

ことができたなど、テレビ報道のみで前年度広告換算値の約 1.8

倍に相当する約 20 億円の広告換算値を得ており、製品安全の普

及・意識向上に寄与したことは大きな成果である。  

 

 

＜通則法第 28 条の 4 に基づく評価結果の反映状況＞ 

●機構に対する指摘事項、業務運営上の課題及び改善方策（実

績に対する課題及び改善方策など） 

・「SAFE-Lite」の消費者への周知を含めた、情報発信の取組

について継続して行っていくこと。  

・LIB の調査対象を拡充し、幅広い製品における非純正電池パ

ックの安全性調査を行うなど、事故の原因分析をより徹底し

て行うこと。 

 

●反映状況 

・「SAFE-Lite」については、「ガラガラ」などの擬音や旧社名

等でもそのまま検索が可能なあいまい辞書機能を強化し、検

索精度及び利用者の利便性を向上させるとともに、製品安全

業務報告会や NITE 講座等のイベントでの紹介、機構 Web サイ

トに「SAFE-Lite」のポスターを掲載、「PS マガジン（製品安

全情報メールマガジン）」や「主婦連たより」への記事掲載、

Web 上の記事掲載サイト「note」の取材対応等の普及啓発活動

を行い、多くの消費者に対して製品事故リスクへの気づきや

製品安全の意識向上を図った。 

とが見込まれたことから、長期使用

安全点検制度に係る政省令が改正

（令和 3 年 8 月）され、指定対象製

品が 9 品目から 2 品目へと見直しが

行われた。また、これにより同制度

における製造事業者の負担が軽減

し、1 社あたりの平均対応費用が 18

億円減少した。機構が長年取り組ん

できた成果が事故発生率の低下に寄

与し、政省令改正に貢献したこと

は、高く評価する。 

 

②重大製品事故減少に向けた取組と

成果 

令和 3 年度の重大製品事故のう

ち、調査中（令和 4 年 7 月 27 日時

点）の事故を除いた、約 44%が製品の

誤使用及び製品起因によるものであ

る。前者は製品安全に関する情報発

信を含めた消費者教育によって、後

者は個々の製品事故の防止に向けた

徹底した対策によって、未然の防止

が可能である。 

機構は、令和 3 年度に次の 2 つの

取組を実施し、重大製品事故の原因

を究明し、再発防止に向けた対策を

積極的に行った。また、原因不明な

事故についても原因究明と再発防止

のバランスを見極め、案件ごとに優

先順位をつける等工夫をし、製品起

因による事故の可能性が高い案件に

ついては、原因特定前に積極的に再

発防止を求めた。こうした機構の取

組は重大製品事故の再発防止に繋が

り、国民の安全・安心な生活の実現

と産業の健全な発展に貢献してお

り、高く評価する。 

 

・効果的な広報による重大製品事故

減少への寄与 

効果的な広報を実施する観点か

ら、毎月、重大製品事故の動向を踏

まえたテーマ対象製品を設定し、ま

た、製品事故の発生要因と製品事故
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 その結果、令和 2 年 11 月のサービス開始から累計検索件数

約 2 万 4 千件（約 2 千件/月）と堅調に推移している。  

 

・LIB については、上記の非純正バッテリーにおける調査結果

がもととなり、各電池ブロックの電圧監視の重要性が認知さ

れ、「電気用品の技術上の基準を定める省令の解釈について

（20130605 商局第 3 号）」別表第 9 の廃止及び別表第 12 の

整合規格に一本化する技術基準改正の契機となり、今後の事

故減少が期待される。 

 

 

＜機構評価・計画諮問会議委員からのコメント＞ 

DXを上手に活用したことでの時短により事業者の負担軽減に

繋げ、満足度が増えたということで、S 評価に近い内容である。

（菊池委員） 

NITE の認知度は経済産業省よりも高くなっている。製品安全

の活動によって NITE の認知度が高くなり、他の部門も同様に広

報に力を入れ、認知度が向上したのは素晴らしい。今回は S 評

価に相当することを強調したい。 

原因究明が非常にうまくいっており、DX をうまく使った効果

かもしれないが、高く評価。長期使用製品安全点検制度につい

て、品目を減らせたことは高く評価できる。（向殿委員長）  

を防止するための映像等を作成する

ことで、消費者が注意すべき点を明

確化した。こうした映像等を作成し

たことにより、多くのメディアで取

り上げられ広告費換算値が 25.1 億円

にまで高まる等、多くの消費者への

注意喚起につながり実際の重大製品

事故の減少にも大きく寄与してい

る。具体的には、各月(令和 3 年 4 月

～令和 4 年 2 月)のテーマ対象製品の

重大製品事故の合計数について、全

ての月において前年度比で減少し

た。更に個別製品に注目すると、テ

ーマ対象製品全 54 製品中 25 製品

（約 46％）において前年比で事故件

数が減少。令和 2 年度、令和 3 年度

ともに事故が発生しなかったテーマ

対象製品 11 品目を除けば、約 6 割の

テーマ対象製品で事故件数が減少し

ている。特に令和 2 年度に死亡事故

が顕著に目立った「除雪機」につい

ては、令和 3 年 12 月にリリースを行

い、11 件(令和 2 年度)から 3 件(令和

3 年度)と実に 7 割以上の減少に繋が

った。また、6 月のテーマである「エ

アコン・携帯用扇風機」のリリース

に関連して、「エアコン」の重大製

品事故は 31 件（令和 2 年度）から 18

件（令和 3 年度）に減少し、減少率

は 41.9％となった。そのほか、11 月

の「ストーブ・ファンヒーターの事

故」のテーマ対象製品である石油ス

トーブについても、前年度比 50％以

上の事故減少が見られる等、機構に

よる重大製品事故の動向を踏まえた

テーマ設定による効果的な広報が重

大製品事故の減少に大きく寄与して

おり、高く評価する。 

 

・個々の製品事故減少への寄与 

1）ガストーチの自主基準策定への貢

献 

 機構が保有するガストーチ事故の

知見から原因を体系的に整理し、市
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場流通品にこれら事故原因要素を包

含するものがある実態を調査によっ

て突き止め、機構が実施している業

務報告会で報告するとともに、今後

の販売台数の増加に伴う製品事故の

増加を見込み、危険性をふまえた基

準策定等の取組の必要性を経済産業

省へ提案した。その結果、経済産業

省より業界団体に対する自主基準の

策定が促され、（一財）日本ガス石

油機器工業会（JGKA）の会員企業に

おいて、自社基準に加えて（一財）

日本ガス機器検査協会（JIA)の検査

基準を履行することとなった。今

後、市場規模約 70 万台（令和 2 年

度）のうち約 98%の製品が基準を満た

すことになると見込まれ、より安全

なガストーチの流通に寄与しただけ

でなく、将来的には重大製品事故が

起こりやすいガストーチの事故減少

に貢献したことは、高く評価する。  

 

2）非純正バッテリー等事故への対応  

2 事業者が販売した他社製コードレ

ス掃除機用非純正バッテリーによる

火災事故が多発したことにより、当

該バッテリーのリコールが実施され

たが、機構の原因究明調査の過程

で、使用せず保管している状態にお

いても火災事故発生リスクがあるこ

とを突き止めたため、経済産業省へ

緊急報告書を提出した。この緊急報

告書により、経済産業省として同日

付けの緊急の注意喚起を実施するこ

とができた。さらに、当該製品を購

入した消費者が安全に処分する方法

の確立が求められることになった

が、機構による継続的な原因究明調

査・実証試験により、当該製品を購

入した消費者による安全な処分につ

なげることができた。このように、

火災事故発生リスクの低減や安全な

処理方法を確立し、国民の安全・安

心に貢献したことは、高く評価す
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る。 

 

③効果的な広報活動のための様々な

工夫 

機構は、単に情報発信を実施する

だけではではなく、国民のニーズを

捉え、幅広い層の人々に製品安全の

情報を伝えていくために、令和 3 年

度は新たにＴＶ局への企画提案や記

者発表のオンライン実施を活かした

地方の記者への呼びかけを強化し、

以下の情報発信チャネルを新たに開

拓した。その結果、除雪機の事故に

ついては、死亡事故発生件数を前年

度比 57％減少させる等、一定の成果

に結びついた。また、製品安全コン

テンツが教材として取り上げられた

ことで、全国の中学生の半数以上が

教育の一環として初めて製品安全を

学習することになったほか、小学生

向け授業で初めて製品安全が取り上

げられることになった。こうした積

極的な広報活動により、機構の認知

度が前年度より大幅に上がるととも

に、効果的な広報活動が行われたこ

とで、より多くの国民へ情報が提供

され、国民の安全・安心な生活の実

現と産業の健全な発展に貢献したこ

とは、高く評価する。 

 

・事業者・業界団体等とのコラボレ

ーション 

専門メーカーや団体にコラボレー

ションを提案し、6 件の共同プレスリ

リースを実施。コラボレーション先

の具体的な商品を活用したメッセー

ジ性のある動画素材を作成すること

により、今まではコンタクトできて

いなかった消費者層へのアプローチ

が可能となった。 

 

・職員自ら登場する「YouTuber」動

画の配信 

職員自らが YouTuber となり、「せ
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いあんちゃんねる」を立ち上げ、動

画配信を開始し（9 月下旬～）、消費

者向けにわかりやすく、かつ、消費

者ができる事故防止の取組まで解説

した動画を 13 本配信した。 

 

・教育に係る取組 

中学生向け教科書や小学校教員向

け教科書に製品安全コンテンツが採

用された。 

 

＜指摘事項、業務運営上の課題及び

改善方策＞ 

（実績に対する課題及び改善方策

等） 

・情報発信の取組については、今年

度の内容に満足せず、より一層幅広

い消費者に伝わるよう効果的な取組

を引き続き継続し、機構の取組によ

る社会への効果（アウトカム）を検

証すること。 

・誤使用事故の減少のための取組に

も力を入れること。 

 

＜その他事項＞ 

（有識者等によるコメント） 

・製品安全分野は、事故原因の追及

だけではなく、再発防止というアウ

トカムに踏み込んでいる。事故の再

発防止という社会課題解決に向け

て、今までのデータを公開して終わ

るという姿勢から、マインドチェン

ジして事業者に寄り添った働きかけ

に注力し、事業者の再発防止措置の

検討にかかる負担を軽減したという

成果が非常に出たと考える。 

・広報活動については、機構は貴重

な情報を提供する組織活動を行って

いる。バリューチェーンにおける製

品安全分野では、上流の事故原因を

追求、試験、評価、解析、原因、リ

スク等の形で情報として整理し提供

していくが、下流工程では、伝える

・認知してもらうというところにア
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ウトカムがなければ、全体の効果が

落ちてしまう。特に機構のビジネス

のバリューチェーンにおいては、そ

れぞれがかけ算で足し算ではないと

いうのがポイントである。広報活動

によって広く認知してもらい、安全

のための産業活動や国民生活を改善

していくということがうまく動かな

ければ、全体の成果は０になってし

まう。第一中期方針の成果により、

認知度が過去最高になる等、実を結

んだというのが令和３年度であった

と思う。大きく評価すべきことであ

る。 

・再発防止が重要であり、そこに対

して非常に成果を上げている。積極

的に広報活動や啓発活動をしてい

る。安全な製品を出す国という評価

は国際的に重要で、機構の取組は国

レベルで貢献していると思う。定量

はもちろんのこと質的にも効率的に

実施し、きちんとアウトカムに繋げ

ており、一つの流れとして、システ

ムとしてフローがしっかり出来てい

るところを評価している。 

・DX の取組を機構内で着実に行い、

事業者との対応においても DX の取組

は相当効果が出ており、事故調査に

おける事業者の負担が非常に小さく

なった。 

・製品安全分野での消費者への情報

発信は、国の機関の中では一番であ

ると思っている。最近は新しい方法

の情報発信に挑戦していて、他の部

門にも影響を与えている。機構の認

知度が相当上がっているのは、しっ

かり消費者に伝わっているというこ

とだと思っている。機構の役割は、

事業者と技術的な話をし、消費者に

対し安全性を広めていくことだと思

っているが、機構が間に入ること

で、国・事業者・消費者とのコミュ

ニケーションが非常に良くできてい

ると思う。 
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・長期使用製品安全点検制度は、消

費者にも積極的に注意喚起してきた

ため事故も減り、特定保守製品 9 品

目が 2 品目に減った。事業者や消費

者に対して安全を確実に実現したと

いうことは、質的な成果であると評

価できる。 

・ガストーチについては、流通数が

多いため大きな事故になる可能性が

あったが、機構が早くからガストー

チの問題を見つけ、国や業界団体に

注意喚起し情報を広めたことにより

事故を未然に防止したということ

は、素晴らしい成果であり評価に値

する。 

・バッテリー問題についても、リチ

ウムイオンバッテリーの不良品が多

く事故が起きているが、機構が原因

を究明し、国や業界団体に情報提供

した結果、火災事故を相当減らして

いる。放置しておけば 70～80％が事

故を起こしていた可能性がある製品

を未然に防いだということは、質的

には非常に効果があった素晴らしい

成果である。 

・消費者に多くの情報が届き出し、

機構が原因究明機関だけではなく、

情報発信機関であると思えるほどの

実績が出ており、非常に高く評価す

る。 

・機構は職員自ら YouTube に登場す

る等、積極的な情報発信に対応して

いる。技術者の生の声が見える効果

は大きいため、今後も続けることで

機構の認知度は上がると思う。 

 １．国の法

令業務等に

対する支援 

（１）製品

事故情報の

収集及び原

因調査・分

析 

消費生活用

1．国の法

令業務等に

対する支援 

(1)製品事

故情報の収

集及び原因

調査・分析 

消費生活用

製品安全法

消費生活

用製品安

全法に基

づく重大

製品事故

の原因究

明調査及

び特定保

守製品等

消費生活用製品安全法に基づく重大製品事故及び特定保守製品等の経

年劣化に関する技術上の調査について、事故の多発性や被害の重篤度等

を考慮した経済産業省の指示に基づき、柔軟に対応できる体制を構築す

る。 

調査にあたっては、警察、消防、消費生活センター等の関係機関と連携

し、可能な限り迅速かつ的確に行う。また、事故調査結果等の分析機能を

向上させる。 

 

 

消費生活用製品安全法に基づく重大製品事故の原因究明調査

及び非重大製品事故の原因究明調査（非重大製品事故として受

け付け）を全件実施し、指標を達成した。  

 

輸入事業者２社がリコールを実施したコードレス掃除機用非

純正リチウムイオンバッテリーパックについて、使用せず保管

してるだけでも出火するおそれがあることを突き止め、経済産

業省へ緊急に報告書を提出しただけでなく、引き続き安全な処

理に向け、回収した同等品を用いた実証を行い、その結果も報
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製品安全法

に基づく重

大製品事故

及び特定保

守製品等の

経年劣化に

関する技術

上の調査に

ついて、事

故の多発性

や被害の重

篤度等を考

慮した経済

産業省の指

示 に 基 づ

き、柔軟に

対応できる

体制を構築

する。 

調査にあた

っては、警

察、消防、消

費生活セン

ター等の関

係機関と連

携し、可能

な限り迅速

かつ的確に

行う。また、

事故調査結

果等の分析

機能を向上

させる。 

に基づく重

大製品事故

及び特定保

守製品等の

経年劣化に

関する技術

上の調査に

ついて、事

故の多発性

や被害の重

篤度等を考

慮した経済

産業省の指

示に基づ

き、柔軟に

対応できる

体制を構築

する。 

調査にあた

っては、警

察、消防、

消費生活セ

ンター等の

関係機関と

連携し、可

能な限り迅

速かつ的確

に行う。ま

た、事故調

査結果等の

分析機能を

向上させ

る。 

 

の経年劣

化に関す

る技術上

の調査の

実施件数

（全件実

施）  

事業計画 1.(1)にある製品事故については、いずれも評価指標にある原

因究明調査を全件実施した。詳細は以下のとおり。  

  

消費生活用製品

安全法に基づく

重大製品事故の

原因究明調査及

び特定保守製品

等の経年劣化に

関する技術上の

調査について、

経済産業省の指

示に基づき、全

件調査を実施し

た。年度 

重大製品事故の 

消費者庁受付件数 

重大製品事故の 

調査指示件数 

令和 3 年度 988 973 

令和 2 年度 1,024 953 

 

非重大製品事故に係る製造事業者等からの報告に基づき、以下の表のと

おり、全件原因究明調査を実施した。  

年度 原因究明調査実施件数 

令和 3 年度 1,901 

令和 2 年度 741 

  

上記に関連して、以下①～④のとおり、収集した事故情報についてリス

ク分析を実施し、緊急性の高い案件の選択に資するとともに、重大性の高

い事故については、分析結果を経済産業省に報告した。また、警察、消防、

消費生活センター、国民生活センター等関連機関との積極的な連携、専門

技術者、外部有識者の知見の活用、事故の多発性、被害の重篤性等を考慮

し、緊急性の高い案件は優先的に調査を実施した。  

  

①リスク分析の活用 

●リスク分析の実施 

収集した製品事故情報 3,065 件(※)のうちリスク評価可能件数 2,604 件

について、事故の多発性、被害の重篤性等を考慮し、リスクが高く原因究

明の緊急性の高い案件を選択するために、リスク分析方法(R-Map 法)を用

いて分析した。その結果を事故原因に基づく事業者による製品事故再発防

止対策の妥当性判断に活用し、適切な市場措置の実施につなげた。  

※ 重複案件を含む、延べ数 

  

●リスク低減の具体的な方策に関するコメントを毎週経済産業省に報告  

重大製品事故について、リスクアセスメントの観点からリスク低減の具

体的な方策に関するコメントを中心に毎週、経済産業省に報告した。この

コメントは行政による事業者の改善措置の要否を検討するための有効な

告した。緊急報告後、直ちに経済産業省から使用中止の呼びか

け及び保管時の注意喚起がなされ、次いで約 1 か月半後の検証

結果報告後には、当該結果に基づく処理方法の周知がなされた。

その結果、当該製品における火災事故発生件数は注意喚起前後

で 81%減少した。また、これまでの事故調査結果を通じ、非純正

バッテリーの有する構造的な問題と事故の危険性を明らかにし

たことで、技術基準解釈改正の契機となり、今後の LIB 全般に

対する安全性の向上が期待される。  

さらに、不要となった LIB が他の廃棄物に混入し、回収・処

理工程で発火する事故が急増していたところ、使用後の安全対

策も求められていたことを踏まえ、環境省の検討会に参加し、

LIB の技術的知見を提供するとともに、公益財団法人日本容器

包装リサイクル協会と連携し、注意喚起映像を活用して地方自

治体に廃棄物への LIB 混入の危険性を共有した。その結果、

「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」等が新

たに制定され、市町村は分別収集にあたって LIB 等再商品化を

著しく阻害するプラスチック使用製品廃棄物の混入を防止する

措置を講じることとなった。これにより、ゴミ収集車やリサイ

クル施設等での LIB 混入による発煙・発火事故の低減のみなら

ず、プラスチックの回収・再商品化の促進にも寄与した。  
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参考資料として活用された。  

  

●高齢者事故リスクアセスメント（手すり、脚立・はしご、電動車いす） 

 高齢者の製品事故件数を減らすために、高齢者による事故件数が多い手

すりと脚立・はしごの 2 件についてリスクアセスメントを行った。リスク

アセスメントは、製品安全センターがこれまでに蓄積してきた事故情報を

ベースにしているが、使用者が高齢であったり、介助者がその場にいなか

ったりするため、事故の発生メカニズムが不明であることが多く、危害シ

ナリオが不明確なものが少なくない。よって、リスク低減のためには網羅

的に事故の類型を作成する必要があり、外部データとして公益財団法人テ

クノエイド協会が保有している情報を活用した。同協会が公表している福

祉用具のヒヤリハット情報と機構の危害シナリオを組み合わせて、事故の

発生メカニズムが明確な危害シナリオを作成した。この危害シナリオから

作成した FT 図/FTA を用いて、事故につながる事象についてリスク低減策

を検討した。リスクアセスメントについては製安 C でも活用している R-

Map を用いた。リスク低減策は、製品設計から介護現場までライフサイク

ル別に妥当性や実現可能性に配慮し、許容可能なリスクレベルまでリスク

が下がったかどうかを検討し提案した。  

 なお、リスクアセスメント等の調査結果を報告書にまとめ、公開する予

定である。 

電動車いすの踏切事故に注目し、アフターコロナでワクチン接種が済み

行動範囲が広がった高齢者で事故増加のおそれがあるとして、安全講習会

の実施を提案した。 

 

②警察、消防、消費生活センター、国民生活センター等関連機関との積極

的な連携 

警察、消防、消費生活センター、国民生活センター等関連機関に対して

積極的に情報提供や合同調査の働きかけを行い、必要な情報収集等を実施

した。 

  

●全国の警察、消防等との合同調査等の実施 

以下の表のとおり、製品事故の原因究明調査を的確に実施するために、

関係機関・関係者等に依頼して事故を起こした製品の確認を行うとともに

事故品の入手に努めた。さらに、事業者等との現場調査、全国の警察、消

防との合同調査を実施した。  

年度 

事故品確認件数 
事業者等と

の現場調査 

消防との 

合同調査 

警察との 

合同調査   
うち、事故

品入手件数 

令和 3 年度 648 439 6 355 4 

令和 2 年度 602 375 5 220 15 

  

●全国の警察、消防、消費生活センター等への講師派遣や研修受入れの実

施 

以下の表のとおり、製品事故に関する情報収集、合同調査等を積極的に



   

 

16 

 

推進するため、全国の関係機関からの研修や見学会の受入、講師派遣を積

極的に実施した。 

年度 

消防機関(火災調査

員)に対する研修受

入件数 (受講者数) 

警察、消防、消費生活センター、

消費者団体への講師派遣件数 

(受講者数) 

令和 3 年度 
0 件 

(0 人) 

42 件 

(3,444 人) 

令和 2 年度 
1 件 

(21 人) 

23 件 

(2,570 人) 

  

●国民生活センターとの協力 

消費者への安全啓発・注意喚起、製品事故調査に関して、双方における

効果的な運用のため、実務者会議を毎月 1 回開催して情報共有、調整等を

実施した。 

また、国民生活センターが開催する商品テスト分析・評価委員会に委員

として参加し、商品テスト業務に協力するとともに、国民生活センターの

主催する研修に講師を派遣し、講演を実施した。機構の製品事故調査の役

割、機構への事故通知の際の留意点、消費生活センターとの関係等と併せ

て、製品事故事例の再現映像を交えて説明を行った。  

 

年度 実務者会議(TV 会議) 商品テスト分析・評価委員会 

令和 3 年度 12 件 12 件 

令和 2 年度 12 件 7 件 

 

③事故の多発性、被害の重篤性等を考慮し、緊急性の高い案件を優先的に

調査 

輸入事業者 2 社がリコールを実施したコードレス掃除機用非純正リチ

ウムイオンバッテリーパックについて、使用せず保管してるだけでも出火

するおそれがあることを突き止め、経済産業省へ緊急に報告書を提出し

た。また、引き続き安全な処理に向け、回収した同等品を用いた実証を行

い、その結果も報告した。 

 

④迅速な事故原因調査の実施 

重大製品事故の原因究明調査に当たっては、十分な検討を行うことによ

る技術的な裏付けを明確にすることが求められる一方で、事故の更なる発

生を防止するためには迅速に結論を出すことが重要である。そこで、機構

では、個々の案件について経済産業省の指示や製造事業者からの報告等を

受けてから処理が完了するまでのスケジュール管理を行っている。その結

果、令和 3 年度では、63.6%（令和 2 年度 62.2%）の案件について 3 か月

以内に調査を終了した。新型コロナウイルスの影響で、事業者の調査活動

の停滞や機構と消防等との合同調査の見送り・延期などを受け、機構の調

査が困難な状況であったものの、IoT 技術の活用や調査実施体制の工夫を

行い、調査を実施したことにより、事業者等による迅速なリコールや製品
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回収の実施等につなげることで事故の再発防止に大きく貢献した。  

 （２）非重

大製品事

故、誤使用

・不注意情

報の収集及

び原因調査

・分析 

非重大製品

事故、使用

者の明らか

な誤使用及

び不注意情

報を収集

し、必要に

応じ原因調

査・分析を

行う。 

（2）非重

大製品事

故、誤使用

・不注意情

報の収集及

び原因調査

・分析 

非重大製品

事故、使用

者の明らか

な誤使用及

び不注意情

報を収集

し、必要に

応じ原因調

査・分析を

行う。 

具体的に

は、製品に

起因する事

故、誤使用

による事故

等の製品に

起因しない

事故及び人

的被害には

至っていな

いが事故に

至る可能性

がある、い

わゆる「ヒ

ヤリハット

情報」につ

いて、事故

情報報告シ

ステムの活

用及び全国

の消防、製

造・流通事

業者等の協

力・連携を

 製品に起因する事故、誤使用による事故等の製品に起因しない事故及

び人的被害には至っていないが事故に至る可能性がある、いわゆる「ヒ

ヤリハット情報」について、事故情報報告システムの活用及び全国の消

防、製造・流通事業者等の協力・連携を通じて、効率的に収集し、その

要因や傾向等を分析する。また、非重大製品事故の原因調査にあたって

は、当該分析結果及び過去の調査結果を活用し、調査の効率化を図る。

全国消費生活情報ネットワークシステム(PIO-NET）情報（3,099 件）、

協力協定を締結している流通事業者（ユニー株式会社、株式会社ビック

カメラ、アマゾンジャパン合同会社）からの情報提供を受け、情報を収

集した。 

 

●ミッシングリンク調査の実施 

ミッシングリンク調査を実施し、コロナ禍とヒューマンエラーについ

ての消費者動向に関するアンケート調査を実施した。調査結果をもとに

製品安全トピックスを毎週作成し、最新の事故トレンドを製安 C で情報

共有した。 

 

●製品事故トピックス発信による、迅速な事故動向の解析・共有  

コロナ禍における新しい生活様式の中で、製品事故の様相も変化が予

想される。こうした変化を追うため、機構事故情報と PIO-NET・ニュー

スなどの外部データを比較して分析し、製品安全トピックスという形で

発表してきた。 

その目的は、事故調査担当・広報担当の気づきを図ることである。令

和 2 年度に引き続き作成・内部での配布し、令和 3 年度は約 50 件を作成

した。 

・テーマの選定、作成の際の注目点は、危害の程度、被害者が弱者であ

ること（高齢者・子ども）、多発性、誤使用、新奇性など。  

・参考として PIO-NET やニュースなどの外部データも活用し、事故情報

にとどまらない多角的な分析、解析を行った。 

・特にコロナ禍、新しい生活様式に伴う製品事故トレンドの変化に注目

してきた。 
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通じて、効

率的に収集

し、その要

因や傾向等

を分析す

る。また、

非重大製品

事故の原因

調査にあた

っては、当

該分析結果

及び過去の

調査結果を

活用し、調

査の効率化

を図る。 

 （3）事故

調査により

得られる技

術的知見及

び新技術を

活用した事

故原因究明

の高度化・

効率化への

取組 

事故調査か

ら得られる

技術的な知

見及び AI

等の新技術

を活用した

事故の原因

究明手法の

開発等を行

い、その成

果を製品事

故の原因究

明における

究明率の向

上、原因調

査期間の短

縮等につな

げる原因究

（3）事故

調査により

得られる技

術的知見及

び新技術を

活用した事

故原因究明

の高度化・

効率化への

取組 

事故調査か

ら得られる

技術的な知

見及び AI

等の新技術

を活用した

事故の原因

究明手法の

開発等を行

い、その成

果を製品事

故の原因究

明における

究明率の向

上、原因調

査期間の短

縮等につな

げる原因究

 ア 製品に使用される、部品及び材料の性能・品質の劣化等と製品事故と

の因果関係の究明・解析を行い、事故発生メカニズム等を解明し、事故

調査レベルの向上を図る。なお、この取組の実施にあたっては、化学物

質管理分野が持つ化学物質に係るリスク評価技術、バイオテクノロジ

ー分野が持つ皮膚障害原因物質を特定する技術等を適宜活用するもの

とする。 

 

●機構内の他分野との連携による合理的な事故原因究明の推進  

下表のとおり、機構内の他分野の専門性が製品事故原因分析に活用可能

である事例については、積極的に連携を行うことで組織内のリソースの有

効活用を図りつつ、迅速な事故原因究明の推進につなげた。  

連携分野名 連携業務名 取組と成果 

バイオテク

ノロジー分

野 

皮膚障害等生体

分子解析技術を

必要とする製品

事故の原因究明 

皮膚障害案件の原因化学物質を特定す

るため、バイオテクノロジーセンター

が保有するフーリエ変換質量分析計

（FT-MS）等を用いた分析を 16 件依頼

した。 

また、ガストーチのガス漏れによる発

火事故が多発していたところ、国内品

及び輸入品計 15 検体について、ガス

を封止するＯ（オー）リングの添加剤

の分析を依頼した。輸入品の中にはＯ

リングの品質に問題があるものが存在

することが判明したため、分析結果を

とりまとめ、製品安全分野における業

務報告会にて製造・輸入事業者等へ情

報提供した。 
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明技術の高

度化に資す

る取組を行

う。 

 

また、IoT

機器の製品

事故への対

応を想定

し、予想さ

れる事故内

容、調査方

法、調査体

制の検討を

行う。 

 

明技術の高

度化に資す

る取組を行

う。 

 

また、IoT

機器の製品

事故への対

応を想定

し、予想さ

れる事故内

容、調査方

法、調査体

制の検討を

行う。 

具体的に

は、以下の

業務を実施

する。 

 

ア 製品に

使用され

る、部品及

び材料の性

能・品質の

劣化等と製

品事故との

因果関係の

究明・解析

を行い、事

故発生メカ

ニズム等を

解明し、事

故調査レベ

ルの向上を

図る。 

なお、この

取組の実施

にあたって

は、化学物

質管理分野

が持つ化学

物質に係る

リスク評価

イ IoT 機器の製品事故への対応を想定し、予想されるリスクや事故

内容、調査方法、調査体制及び情報提供方法の検討を行う。  

消費生活用製品が IoT 化され、ネットワークを介して相互に接続し、

クラウド上で展開されるサービスに接続するような状況下で、IoT 機能

を有する関連製品に特有の製品事故としてどのようなものが想定される

か、原因究明を行う際に必要となる情報の入手先を検討した。 

経済産業省主催の「IoT 化等が考えられる電気用品等機器に係る製品

安全確保の在り方に関する検討会 WG」、「IoT 住宅普及にむけた住宅設

備機器連携の機能安全に関する国際標準化および普及基盤構築」で議論

されてきたユースケース、リスクシナリオ及び実際のネットワーク障害

事例から、IoT 関連製品において製品事故に繋がるおそれのある事象に

ついて情報収集した。また、原因究明で求められる高度な知識、技術を

補完する方策として、立命館大学 IoT セキュリティ研究センター及び同

センターが運営する IoT セキュリティ研究コンソーシアムの活動内容に

ついて情報収集を行った。 

 

ウ 機構が保有する事故情報及び調査データを基に、AI を利用した製品

事故の原因予測及び調査方針の決定を行う仕組みを構築する。  

 

近年、製品や消費者の使用様態の多様化により、事故原因もまた多様

化していることに加え、蓄積された事故情報の件数が約 61,000 件に上っ

ていることから、製品事故の分析及び事故の未然防止対策には、高度化

（高度なデータ分析）が必要不可欠であり、さらにはシステム化による

作業省力化が求められている。  

このため、これまで機構に蓄積された製品事故調査にかかるデータ等

を用いて、機構の製品安全業務を支援するための情報システムを構築し

た。 

 

＜事故調査支援システム＞ 

機構が保有する製品事故調査データから、調査に有効な類似案件を見つけ

出すノウハウを AI に学習させることにより、単語検索のみならず、文章

レベルでの検索が可能となっており、従来の人が検索を繰り返しながら情

報を絞り込んでいく作業を、より効率的に行うことができるシステム。  

当該作業に要する時間を計測比較することで評価を行い、本システムを使

用した場合、従前の方式で要する時間より 2/3～1/2 程度短縮された。ま

た、評価・改修を行う毎に、ユーザーの本システム対する高評価割合が増

加した。 

  

＜SAFE データ作成支援システム＞ 

 機構が保有する製品事故調査データから、SAFE データ作成に必要な情

報を見つけ出すノウハウを AI に学習させることにより、従来の人が全文

を読み込んで情報を抽出する作業から、必要情報の候補を画面上でリスト

化させて人に判断させる半自動化システム。  

当該作業に要する時間を計測比較することで評価を行い、本システムを使
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技術、バイ

オテクノロ

ジー分野が

持つ皮膚障

害原因物質

を特定する

技術等を適

宜活用する

ものとす

る。 

 

イ IoT 機

器の製品事

故への対応

を想定し、

予想される

リスクや事

故内容、調

査方法、調

査体制及び

情報提供方

法の検討を

行う。 

 

ウ 機構が

保有する事

故情報及び

調査データ

を基に、AI

を利用した

製品事故の

原因予測及

び調査方針

の決定を行

う仕組みを

構築する。 

用した場合、従前の方式によるデータ作成時間より 1/2 程度短縮された。

また、評価・改修を行う毎に、本システム対するユーザーから意見がネガ

ティブからポジティブなものへと着実に変化した。  

 

＜RPA 導入による業務効率化＞ 

事故調査の効率化に向け、調査票等の資料作成に RPA（Robotic Process 

Automation）を導入し、一部情報の入力を自動化することで、年間案件

処理時間を約 1,000 時間削減した。 

 

 （４）事故

調査結果の

分析から得

られる知見

の活用 

事故調査結

果の分析か

ら得られる

（4）事故

調査結果の

分析から得

られる知見

の活用 

事故調査結

果の分析か

ら得られる

 機構が保有するガストーチ事故の知見から原因を体系的に整理し、市場

流通品これら事故原因要素を包含するものがある実態を調査によって突

き止め、業務報告会で報告するとともに、今後の販売台数の増加に伴う製

品事故の増加を見込み、危険性をふまえた基準策定等の取り組みの必要性

を経済産業省へ提案した。 

その他にもエアコンのメンテナンス不足による事故の発生状況やエア

コンの普及状況と熱中症搬送者数に着目し、エアコンの点検キャンペー

ンを経済産業省に提案するとともに、熱中症防止や事故リスク低減のた

機構からの提案をもとに経済産業省から業界団体に対する自

主基準の策定が促され、一般社団法人日本ガス石油機器工業会

（JGKA）の会員企業において、自社基準に加えて一般財団法人

日本ガス機器検査協会（JIA)の検査基準を履行することとな

り、令和 2 年度市場規模約 70 万台のうち約 98%の製品が基準

を満たすことになると見込まれ、より安全なガストーチの流通

に寄与しただけでなく、将来的には重大製品事故になりやすい

ガストーチの事故の減少が大きく期待される。 
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知見を活用

し、経済産

業省に対し

て製品安全

施策におけ

る製品事故

の防止につ

なげる提案

を行う。 

知見を活用

し、経済産

業省に対し

て製品安全

施策におけ

る製品事故

の防止につ

なげる提案

を行う。 

め、シーズン前の 2 か月連続で早期点検を呼び掛け実施した。 

 

【再掲】エアコンに関する取組として初めて省庁横断的（経

済産業省・環境省・消費者庁）な取組が実施されることに繋が

り、さらには重大事故の発生件数も減少（令和 2 年 6 月-9 月：

17 件 → 令和 3 年 6 月-9 月：10 件）し、事故の未然防止に

貢献した。 

また、製品安全の取組に関して連携協定を締結している事業者

と、個別各社の強みや課題・ニーズに応じた取組を実施したこ

とで、直接消費者に対する製品安全意識の向上に寄与した。  

 （５）立入

検査等 

法令（製品

安全４法

（消費生活

用製品安全

法、電気用

品安全法、

ガス事業

法、液化石

油ガスの保

安の確保及

び取引の適

正化に関す

る法律）、

産業標準化

法、家庭用

品品質表示

法）に基づ

く製造事業

者等に対す

る立入検査

・適合性検

査につい

て、経済産

業省の指示

に基づき、

的確に実施

する。 

（5）立入

検査等 

法令（製品

安全４法

（消費生活

用製品安全

法、電気用

品安全法、

ガス事業

法、液化石

油ガスの保

安の確保及

び取引の適

正化に関す

る法律）、

産業標準化

法、家庭用

品品質表示

法）に基づ

く製造事業

者等に対す

る立入検査

・適合性検

査につい

て、経済産

業省の指示

に基づき、

的確に実施

する。 

各法律に

基づく立

入検査及

び適合性

検査の実

施件数

（全件実

施） 

●製品安全 4 法に基づく立入検査 

下表のとおり経済産業省の指示に基づき、令和 3 年度指示件数 215 件

（全件）を的確に実施した。  

立入検査区分 

令和 3 年度 

実施件数 

/指示件数 

令和 2 年度 

実施件数 

/指示件数 

製品安全 4 法に基づく立入検査 

 (1)消費生活用製品安全法 40 件/40 件 40 件/40 件 

(2)電気用品安全法 155 件/155 件 150 件/150 件 

(3)ガス事業法 6 件/6 件 6 件/6 件 

(4)液化石油ガスの保安の確保

及び取引の適正化に関する法律  

14 件/14 件 14 件/14 件 

 

●産業標準化法に基づく製造事業者等に対する立入検査  

令和 3 年度は経済産業省の指示はなかったため、実績なし。  

 

●家庭用品品質表示法に基づく製造事業者等に対する立入検査  

令和 3 年度は経済産業省の指示はなかったため、実績なし。  

 

消費生活用製品安全法に基づく製造事業者等に課せられる技術基準適

合確認の一部試験について、下表のとおり登山用ロープ等について令和

3 年度事業者からの依頼件数 22 件(登山用ロープ 26 本、その他のロープ

24 本)の全数について試験を実施した。  

なお、登山用ロープは消費生活用製品安全法の特定製品に指定されて

おり、滑落時における身体を保護するため、国が示した試験の基準に適

合し、その旨を示すマーク(PSC マーク)を表示しなければ販売できない

ことになっている。機構は、基準で定められている落下衝撃試験及びせ

ん断衝撃試験を行う試験施設を保有している国内唯一の機関である。  

また、登山用ロープのほか、消防・自衛隊等で使用される救助用ロープ

等の試験についても、機構が、試験を実施できる国内唯一の機関である。 

年度 依頼件数 内訳 

令和 3 年度 22 
登山用ロープ：26 本 

その他のロープ：24 本 

令和 2 年度 20 
登山用ロープ：47 本 

その他のロープ：9 本 
 

各法律に基づく立入検査及び適合性検査を経済産業省の指示

に基づき全件実施し、指標を達成した。  

コロナ禍において、新型コロナウイルス新規感染者が多発す

る地域から訪問する検査員と対面する事業者の新型コロナウイ

ルス感染症への不安を低減するため、感染防止のための「ガイ

ドライン」に基づき、検査員のマスク着用、手指の消毒等を徹

底して検査を実施するとともに、検査時間を短縮して接触時間

を減らすため、経済産業省製品安全課の了承のもと、検査時に

確認する関係書類を事前に入手して書類調査を実施することに

よって事業者の感染不安低減と立入検査の効率化の両立を実現

した。 

また、まん延防止等重点措置により立入検査のスケジュール

調整が難しい状況となったが、経済産業省製品安全課の了承の

もと、実施スケジュールにとらわれずに実施可能な事業者から

検査を実施することによって、スケジュールの遅れを取り戻し、

年度内に指示された検査を完遂した。  
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 （６）技術

基準整備の

推進 

製品安全制

度の国際整

合化に対応

するため、

経済産業省

における電

気用品安全

法等に係る

技術基準体

系の整備を

経済産業省

の要請に基

づき支援す

る。 

 

（6）技術

基準整備の

推進 

製品安全制

度の国際整

合化に対応

するため、

経済産業省

における電

気用品安全

法等に係る

技術基準体

系の整備を

経済産業省

の要請に基

づき支援す

る。 

整合規格

案の技術

評価件数

（全件実

施） 

 

製品安全制度の国際整合化に対応するため、経済産業省における電気用

品安全法に係る技術基準の整備を支援した。  

下表のとおり経済産業省の要請に基づき、整合規格案の技術評価を 34

件（全件）実施した。 

年度 
技術評価 

実施規格数 
対象電気用品 

令和 3 年度 34 件 

配線用遮断器、漏電遮断器、差込みプラ

グ、中間スイッチ、電気フライパン、ジ

ューサー、電気がま、空気清浄機、電気

床磨き機、電熱マット、電気湯のし器、

電気加湿機、リチウムイオン蓄電池、電

気のこぎり、ケーブル、キーレスソケッ

ト、電気ひざ掛け、電気食器洗い機、電

気床みがき機 等 

令和 2 年度 29 件 

携帯発電機、温度ヒューズ、プルスイッ

チ、電気食器洗機、電気なべ、電気ホッ

トプレート、電気便座、テレビジョン受

信機、直流電源装置、アーク溶接機、電

気芝刈り機、電気スクリュードライバー

等 
 

整合規格案の技術評価を全件実施し、指標を達成した。これ

により、該当規格案が産業構造審議会で審議され、電気用品安

全法技術基準省令の解釈別表第十二に追加（一部改正を含む）

されたことで、製品の発展を踏まえた安全性に関する基準改正

及び法令整備に貢献した。 

技術評価に際しては、事前に電気用品調査委員会等の各委員

会に参加して整合規格案等に対する疑問点等について質問等を

行い、整合規格案の内容の把握に努めるとともに、各工業会に

おける検討内容等に関する情報収集をすることにより、技術評

価を迅速かつ効率的に実施した。 

 

 （７）海外

関係機関と

の連携の強

化 

輸入製品に

よる事故防

止の強化を

目的とし、

経済産業省

の国際戦略

を踏まえ

て、引き続

き米国消費

者製品安全

委員会

（CPSC）、

台湾経済部

標準検験局

（BSMI）等

海外関係機

関と連携す

るととも

に、新たに

中国等海外

（7）海外

関係機関と

の連携の強

化 

輸入製品に

よる事故防

止の強化を

目的とし、

経済産業省

の国際戦略

を踏まえ

て、引き続

き米国消費

者製品安全

委員会

（CPSC）、

台湾経済部

標準検験局

（BSMI）等

海外関係機

関と連携す

るととも

に、新たに

中国等海外

 ●海外関係機関との連携 

①  中国 CAIQ との連携強化 

オンライン販売等による輸入製品の事故防止に取り組むため、中国検験

検疫科学研究院（CAIQ）と、安全性が懸念される製品、製品事故等につい

て意見交換を行った。 

 

②  台湾 BSMI との継続した連携 

日台製品安全協力覚書締結(平成 28 年 11 月)を踏まえた、双方の交流

協会の第 5 回定期会合が令和 3 年 12 月にオンラインで開催された。同会

合に経済産業省とともに同席し、経済部標準検験局（BSMI）等と双方の製

品安全体制等について情報共有を行った。さらに、機構と BSMI で技術交

流会を開催し、双方からエアコン、照明器具に関する事故の調査事例を紹

介し、意見交換を行った。 

 

③  タイ政府機関との連携 

平成 29 年度～31 年度に経済産業省とともに、タイの政府機関に対して

日本の事故原因究明技術等の提供を図り、国内に輸出される製品の安全性

向上に資する活動を行った。この取組により、経済産業省が工業省タイ工

業標準局と製品安全にかかる協力文書を締結し、令和 3 年 8 月に第 2 回

定期会合（オンライン）が開催され、経済産業省とともに出席した。  

 

●海外関係機関からの情報収集及び経済産業省への情報提供  

①   ICPHSO 国際製品安全シンポジウムへの参加 

令和 3 年 6 月及び 10 月にオンライン開催された国際消費者製品健康安
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関係機関と

の連携も強

化し、リコ

ール情報、

海外の製品

安全情報の

共有等必要

な取組を行

い、これら

の取組によ

って入手し

た海外製品

安全情報

を、我が国

の行政機関

に対して提

供すること

で、国内に

おける安全

な製品の流

通と製品安

全確保を支

援する。 

また、輸入

製品を製造

する諸外国

の関係機関

に対し、製

品安全に関

する情報提

供等を行

い、現地で

の製品安全

意識の向上

等を図る。 

関係機関と

の連携も強

化し、リコ

ール情報、

海外の製品

安全情報の

共有等必要

な取組を行

い、これら

の取組によ

って入手し

た海外製品

安全情報

を、我が国

の行政機関

等に対して

提供するこ

とで、国内

における安

全な製品の

流通と製品

安全確保を

支援する。 

国際消費者

製品健康安

全機構

(ICPHSO)の

国際会議に

参加し、参

加各国との

意見交換

や、製品安

全に係る情

報を収集

し、国際的

な製品安全

に係る連携

構築や今後

の我が国の

製品安全施

策への活用

を図る。 

なお、これ

らの取組に

全機構（ICPHSO）国際製品安全シンポジウム及びワークショップに出席

して、海外の製品安全動向についての情報を収集し、適宜、経済産業省

へ情報共有した。 

 

②  海外で実施されたリコール情報の提供 

海外の製品安全機関（米国消費者製品安全委員会（ CPSC）、カナダ保

健省、オーストラリア競争・消費者委員会、欧州委員会）のリコール情

報から、日本でも販売されている可能性があるものを経済産業省に提供

し、当該情報を元に同省から必要に応じて事業者への措置が執られ、一

輪台車やサイクリング用ドリンクボトルなど 5 件の国内でのリコールの

把握に繋がった。また、モール事業者 7 社に海外リコール情報 19 件を提

供し、販売している可能性のある販売事業者へ注意喚起等の対応がとら

れ、リコール製品の可能性がある商品の掲載停止 1 件の措置につながっ

た。 

 

●輸入事業者への情報提供 

 一般財団法人対日貿易投資交流促進協会（MIPRO） 主催の中小輸入業

者向けセミナーにおいて、輸入製品による事故事例、海外リコール情報

等について講演を実施し、輸入事業者の製品安全確保の取り組みの促進

に寄与した。 
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よって海外

関係機関か

ら入手した

海外製品安

全情報、リ

コール情報

等について

は、国内に

おける安全

な製品の流

通と製品安

全確保を支

援するた

め、我が国

の行政機関

等に対して

も提供す

る。 

 ２．事業者

の製品安全

活動に対す

る支援 

（１）製品

の安全性向

上に対する

支援 

事故調査結

果の分析等

を行い、製

品事故の防

止に資する

情報を積極

的に提供

し、製品安

全意識の向

上を図ると

ともに、よ

り安全な製

品の設計・

製造・流通

のための活

動を支援す

る。 

 

2．事業者

の製品安全

活動に対す

る支援 

（1）製品

の安全性向

上に対する

支援 

事故調査結

果の分析等

を行い、製

品事故の防

止に資する

情報を積極

的に提供

し、製品安

全意識の向

上を図ると

ともに、よ

り安全な製

品の設計・

製造・流通

のための活

動を支援す

る。 

支援にあた

 製品事故調査における原因究明と再発防止のバランスをみきわめなが

ら、AI や RPA（Robotic Process Automation）等の新技術を活用して調査

作業の効率化を図った。効率化により得られた時間を活用し、重大製品事

故のうち、特に複数件発生かつ共通の要因が疑われる案件に注視して、調

査担当者間での密な情報共有を通じて知見を集約しつつ、事故の再発防止

措置を躊躇する事業者に対しては粘り強く対話するとともに、原因や措置

に係る知見のない事業者に対してはリスク評価の観点も交え、寄り添った

働きかけを行うことで、事業者の再発防止措置検討に係る負担を軽減し、

早期かつ着実な措置の実施に結びつけた。 

 

●長期使用製品安全点検制度に係る政省令改正の実現に貢献 

平成 21 年の長期使用製品安全点検制度制定以来、経年劣化による事故発

生リスクの高い特定保守製品 9 品目の原因究明及び分析を行うととも

に、事業者や業界団体に対しては情報提供を、消費者に対しては同制度

の周知・注意喚起情報を発信することで、市場に流通する製品の経年劣

化を原因とする製品事故の減少に努めつつ、経済産業省が毎年行う産業

構造審議会及び消費経済審議会への報告のために事故発生率の算出を行

ってきた。その結果、事故調査結果を踏まえた技術基準改正等により、

事業者の安全対策が進み、100 万台あたりの経年劣化事故が 1 件以上の

発生率であった特定保守製品 9 品目のうち 7 品目が基準値を大幅に下回

るまで経年劣化事故を低減させることに貢献した。  

 

●製品事故の防止に資する情報を積極的に提供  

事業者を中心とした製品安全情報の周知・情報提供の取組では、機構が

自発的に実施している活動として、下表のとおり、業務報告会を対面で開

催し、134 名が参加した。(令和 2 年度参加者数 1,126 名 ※オンライン)。 

再発防止措置を提案し、実施に至った主な事例は以下のとお

り。 

製品 提案内容（経緯） 結果 

換気扇（床下

用） 

事業者は配線接続

部からの出火と判

断し、当該部位は

後継機種において

改良がなされてい

た。また、既販品

についても所有者

にダイレクトメー

ルを送付して注意

喚起を図っている

ことから、事故再

発の可能性は低い

との考えであっ

た。他方で、機構

は過去の類似事故

において、事業者

の主張する箇所と

異なる部品からも

事故発生に至る可

能性があると伝え

た上で、さらに対

話を通じ、ダイレ

クトメールが所有

令和 3 年 9 月より、

再度ダイレクトメー

ルを送り、未反応の

使用者に対しては、

電話連絡、戸別訪問

して点検を行い、使

用期間が 10 年を超

えているものについ

ては製品の使用中

止、交換を促すこと

とした。 
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っては、事

故調査結果

等の徹底し

た分析結果

から製品事

故の未然防

止につなが

る効果的な

対策を提供

するととも

に、再発防

止措置が必

要な案件に

ついては、

事業者へ具

体案を提示

しつつ、積

極的に働き

かけを行

う。 

 

また、製品安全の体系的な説明を行う NITE 講座は、下表のとおり、基

礎講座、事故解析講座、リスクアセスメント講座に分け、それぞれ 1 日間

実施し、延べ 1885 名が参加した。（令和 2 年度延べ 956 名）。基礎講座

では、これまで発生してきた重篤な製品事故とそれを契機とした製品安全

対策、最近の製品安全行政、海外の製品安全動向等を、事故解析講座では、

製品事故調査を実施する上での技術的な着眼点と実践を、リスクアセスメ

ント講座では、リスクアセスメントの基本的な考え方と実習、化学物質管

理センターの協力を得た消費生活用製品に含まれる化学物質のリスク評

価の考え方及び事故情報を活用した未然防止活用事例を解説した。  

さらに、電子メールマガジンとしての製品安全情報マガジン (PS マガジ

ン)を、7,300 名を超える読者に毎月 2 回以上配信した。 

項目 件数 内容 

業務報告会 

1 

東京都渋谷区の会場で対面開催 

参加数 134 名（内訳は、事業者：93 名、消

防：11 名、消費生活センター・消費者団体

：3 名、その他：27 名）（令和 2 年度 1,126

名※オンライン） 

NITE 講座 

3 

機構（東京及び大阪）から、各講座 1 日間

オンライン（Zoom ウェビナー）で開催。 

受講者数：基礎講座 740 名、事故分析講座

571 名、リスクアセスメント講座 574 名 延

べ 1､885 名 

（令和 2 年度延べ 956 名） 

製 品 安 全 情

報 マ ガ ジ ン

の発行 

27 

毎月 2 回＋特別号 3 回（業務報告会 1 回、

NITE 講座 2 回）発行 

登録者数：7,351 名（令和 4 年 3 月末時点） 

 

 

事業者等から機構の注意喚起情報を社内での教育等に使用したい旨の

要請があり、下表のとおり対応した。  

事業者数 映像等資料提供件数 

25 102 

 

●ネットモール事業者との連携 

E コマースサービスにおいて幅広い製品を取り扱うヤフー株式会社と

製品安全活動に関する取組について協議を行い、製品事故の未然防止・

再発防止に向けた取組をさらに充実させるために、双方連携及び協力す

ることで合意に至り、令和 3 年 5 月に製品安全に係る覚書を締結した。

また、CtoC サービスを展開する株式会社メルカリと人事交流を通じ、同

社における監視ルールの強化、機構の注意喚起コンテンツを活用した情

報発信を行うなど、主要インターネットモール事業者との連携拡大を図

った。 

者に届いている

か、状況を確認す

ることを促した。

その結果、本件事

故の所有者は、事

業者が過去に送付

したダイレクトメ

ールを覚知してい

なかったことが判

明したため、これ

までの対策では事

故防止が図れない

おそれがあり、追

加措置を提案し

た。 

イヤホン（コー

ドレス式、マイ

ク付、リチウム

ポリマーバッテ

リー内蔵） 

リチウムイオンバ

ッテリー内蔵充電

式イヤホンの焼損

事故において、機

構で同等品を検証

した結果、充電制

御機能の関係で不

安全な状態に至る

おそれがあること

が判明した。事業

者に対し、再現映

像や他社における

事故事例等を交

え、リチウムイオ

ンバッテリーの発

火事故は重篤な被

害を及ぼすことを

認識してもらうと

ともに、事故防止

における充電制御

機能の重要性につ

いて説明し、再発

防止措置の検討を

要請した。 

令和 3 年 12 月 13 日

付けで同種事故の発

生が懸念される約 1

万 8 千台の製品を対

象に、製品回収及び

代替品への交換を行

うリコールが実施さ

れた。 

電気ストーブ

（カーボンヒー

ター） 

過去にも複数件事

故が発生していた

ところ、これまで

事業者は同一の事

象がないことから

令和 3 年 10 月 27 日

付けで、同種事故の

発生が懸念される約

2 万 6 千台の製品を

対象に、製品回収及
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さらに、機構における製品事故調査結果を踏まえ、アマゾンジャパン

合同会社、ヤフー株式会社及び株式会社メルカリの３社に対し、各社に

おける出品状況を踏まえた上で、事故発生リスクの高い製品に係る情報

提供を 3 件実施した結果、違反品の販売停止措置等に繋がり、市場にお

けるリスクを低減させた。 

 

●安全な製品の流通を目的とした修理受付情報等を基にした不具合情報

の分析結果の提供 

製品安全に係る取組について協力協定を締結している流通事業者に対

し、機構がこれまでに蓄積した製品事故情報をもとに各社取り扱い製品に

対する分析を行い、その結果に基づき、各社のニーズや強みを生かした形

の事故防止策を提案した。 

・Amazon（あんしんメールによる発信情報の拡充）  

・Yahoo（防災手帳における情報の発信）  

・ユニー（配線器具に係る注意喚起及び買い換え促進）  

・ビックカメラ（リチウムイオン蓄電池回収） 

 

●製造事業者との技術支援に係る連携 

事業者の製品安全に対する自主的な取組を促進するため、事業者への技

術協力を行った。 

令和 3 年度は燃焼技術センターの大型燃焼実験施設において、小型電

子機器製造事業者等計 6 社に対し、製品の燃焼性確認実験等を共同で計

12 件実施し、事業者のより安全な製品設計の取組を支援するとともに、

同種事故原因究明調査における燃焼実験のための技術情報を蓄積した。

また、車載用半導体部品製造事業者等 3 社からの技術相談に対しても、

製品に対する燃焼実験に係る知見に基づき、各社の想定する検証試験に

ついて助言を行った。 

 

●業界団体との意見交換会の実施 

業界団体からの依頼に基づき、関係する事故情報とその対策、SAFE の

有効活用等について意見交換会を実施した。  

・一般社団法人 JBRC（リチウムイオンバッテリー）  

・公益財団法人日本容器包装リサイクル協会（リチウムイオンバッテリ

ー） 

・ 一般社団法人 KEC 関西電子工業振興センター（SAFE） 

 

また、業界団体と消費者への注意喚起について意見交換を実施し、その

結果、協業による消費者への注意喚起動画の作成を行った。  

・一般社団法人日本ガス石油機器工業会（中古品の事故）  

・除雪機安全協議会（除雪機の事故）  

・一般社団法人日本配線システム工業会（コンセントの事故）  

措置を取っていな

かったが、機構は

同型式品の過去事

故情報を踏まえ、

焼損部位が共通し

ていることを指摘

し、当該部位に対

する製造時の品質

管理強化等、再発

防止措置に向け検

討するよう要請し

た。 

び返金を行うリコー

ルが実施された。 

液晶ディスプレ

イモニター 

付属品の AC アダプ

ターの焼損事故に

おいて、当初、事

業者は AC アダプタ

ーとディスプレイ

本体の接続部にお

ける接触不良との

見解であった。他

方で、機構は過去

の経験から、AC ア

ダプターの樹脂材

料に使用される難

燃剤（赤リン）の

影響で同様の焼損

状況に至ることを

把握していたた

め、直ちに元素分

析を試み、早々に

難燃材に起因する

事象と推定した。

事業者は当該事象

のような化学的知

見がなかったとこ

ろ、機構は過去に

とりまとめた業務

報告会の資料を用

いて詳細説明の

上、本件の類似事

象によって他社で

もリコールに至っ

ていることや、今

後も多発するおそ

海外の生産委託先に

対し、今後製造する

製品の難燃材に赤リ

ンを使用することを

禁止するとともに、

令和 4 年 1 月 17 日

付けで、同種事故の

発生が懸念される約

1 万 6 千台の製品を

対象に、AC アダプ

ターを回収し、代替

品と交換を行うリコ

ールが実施された。 
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れがあることを伝

え、再発防止措置

の検討を促した。 

 

 

長期使用製品安全制度の対象製品は、機構が継続的に算出し

てきた事故発生率が根拠となり、今後も経年劣化事故の発生率

が低いと見込まれると経済産業省が判断し、令和 3 年 8 月の長

期使用製品安全点検制度の省令改正によって特定保守製品の対

象外となった。また、これにより製造事業者の同制度における

負担が軽減し、1 社あたりの平均対応費用が 18 億円減少し

た。 

 

コロナ禍の対応として、NITE 講座をオンラインで開催した

結果、参加者が令和 2 年度比 197%と大幅に増加した。これに

より広く情報を発信することができ、製品安全の意識向上に繋

がった。 

 

協力協定を締結している各社との個別の取組を実施したとこ

ろ、Amazon との取組では機構関連のあんしんメールが約数千

万通規模で発信され、注意喚起による事故の未然防止に大きく

寄与した。また、ユニーとの取組では配線器具の注意喚起と買

い替えキャンペーンを事故の多い年末年始に 74 店舗で展開さ

れることで、売上げ伸長率も期間で 113%となる等、オンライ

ン・実店舗における製品安全の取組に寄与した。Yahoo 及びビ

ックカメラにおいても取組を継続しており、製品安全の促進に

期待ができる。 

 

実施した技術協力のうち 1 社においては、試験体を燃焼させ

た際に発生する炎や煙の画像データを取得し、監視カメラと

AI による画像認識技術を組み合わせた検知システムが開発・

販売された。また、別の事業者においては、材料変更時の安全

性確認試験として技術協力を実施して以降（2020 年度）、同

社による重大製品事故は発生していないなど、技術協力が安全

な製品の流通、社会生活の安全向上に貢献している。  

 

 （２）蓄積

した事故調

査データを

活用した製

品事故の未

然防止対策

支援 

製品事故の

（2）蓄積

した事故調

査データを

活用した製

品事故の未

然防止対策

支援 

製品事故の

 「SAFE」は、機構が保有する製品事故情報をデータベース化した製品

リスクアセスメントに活用できるツールであり、主に製造事業者向けの

「SAFE-Pro」と、主に流通・輸入事業者、消費者向けの「SAFE-Lite」の

2 つの Web サービスがあり、双方をうまく組み合わせて事業者が製品安

全におけるリスクマネジメントを行うことで、製品事故の未然防止や再

発防止に貢献している。 

令和 3 年 7 月に製品設計や品質管理等の製品リスクアセスメントに利

用可能な「SAFE-Pro」のサービスを開始後、「SAFE-Lite」を含め、製品
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防止に資す

る情報を事

業者が体系

的に利用で

きる仕組み

（製品事故

予測システ

ム）を普及

するなど、

事業者によ

る製品事故

の未然防止

対策を支援

する。 

防止に資す

る情報を事

業者が体系

的に利用で

きる仕組み

（製品事故

予測システ

ム：以下、

「SAFE」と

いう。）を

普及するな

ど、事業者

による製品

事故の未然

防止対策を

支援する。 

具体的に

は、簡易で

効率的なリ

スクアセス

メントが可

能な SAFE

について、

事業者との

コミュニケ

ーションを

強化し、事

業者による

業務への活

用を支援す

る。また、

蓄積した事

故調査デー

タ分析に AI

を活用して

SAFE 用デー

タの拡充に

向けた取組

を進める。 

 

安全業務報告会や NITE 講座等での紹介や機構 Web サイトの充実、「PS

マガジン（製品安全情報メールマガジン）」や「主婦連たより」への記

事掲載、個別企業等への営業など普及啓発活動に力を注いだ。その結

果、「SAFE-Pro」は、サービス開始から数か月で利用事業者（申請単

位）が 100 事業者を超えるとともに、「SAFE-Lite」もサービス開始（令

和 2 年 11 月）から累計検索件数約 2 万 4 千件（約 2 千件/月）と堅調に

推移している。「SAFE」の利用者増に伴い、製造事業者の製品リスクア

セスメントへの活用も進んでおり、製品設計や品質管理等における情報

プロセスへの組み込みの試行や過去事故分析がなされ、製品事故の未然

防止や再発防止に寄与することができた。  

また、「SAFE」の普及啓発活動と並行して、データの充実を図るた

め、「SAFE-Pro」については、令和 4 年 3 月に扇風機、石油給湯器等の

18 製品、540 件の製品事故データを更新した。「SAFE-Pro」は、AI での

データ作成支援システムの開発を進めながら、AI によるデータ整備・AI

学習などにも取り組み始めた。「SAFE-Lite」については、四半期ごとに

年 4 回の製品事故データを更新するとともに、検索精度及び利便性の向

上を図るため、「ガラガラ」などの擬音や旧社名等でもそのまま検索が

可能なあいまい辞書機能を強化した。 

さらに、令和 3 年度から事業連携を開始した製造事業者と「SAFE-

Pro」を利用することにより、製品リスクアセスメントの効率を上げ、効

果を高める具体的な活用方法を検証し、NITE 講座等を通じて製造事業者

等に紹介した。また、連携事業者の関連会社等に展開して、個別企業へ

の製品リスクアセスメントの支援なども行う方向で連携を進めている。  

今後は、連携事業者とともに製造事業者等の製品リスクアセスメント

を支援し、各事業者が自主的に製品事故の未然防止対策を行うことで、

市場に流通する製品の安全性が向上し、消費者に対する製品安全の実現

を目指している。 

 （３）事故

調査結果の

分析から得

られる知見

（3）事故

調査結果の

分析から得

られる知見

 事故原因究明結果を踏まえ、事故の未然防止に資する技術基準、規格等

の整備・見直しについて、経済産業省や関連民間団体に対し、技術的支援

や提案を行った。 

 

事故原因究明結果を踏まえ、事故の未然防止に資する技術基

準、規格等の整備への支援を適切に実施した。 

機構が規格の素案を作成した「乳幼児に配慮した製品の共通

試験方法－部品の外れ」は、令和 4 年 1 月に JIS 規格（JIS S 

 



   

 

29 

 

の活用（技

術基準・規

格等の提

案、作成支

援） 

事故調査結

果の分析か

ら得られる

知見等を活

用し、製品

事故の未然

防止に資す

る技術基準

・規格等に

関する調査

を行い、国

内関係者へ

提案を行

う。また、

民間団体が

行う製品安

全に係る技

術基準・規

格等の作成

を支援す

る。 

の活用（技

術基準・規

格等の提

案、作成支

援） 

事故調査結

果の分析か

ら得られる

知見等を活

用し、製品

事故の未然

防止に資す

る技術基準

・規格等に

関する調査

を行い、国

内関係者へ

提案を行

う。また、

民間団体が

行う製品安

全に係る技

術基準・規

格等の作成

を支援す

る。 

●技術基準・規格等の提案に資する取組  

乳幼児製品の事故が減少しないことから、製品事故の未然防止を目的と

して JIS 規格素案を作成してきた成果を、JIS 原案の提案に活用した。 

 

 テーマ 原案作成年度 令和３年度実績概要 

1 乳幼児用

製品に関

する共通

安全対策 

―部品の

外れ 

平成 30 年度～

令和 2 年度 

機 構 が 規 格 の 素 案 を 作 成 し た

「乳幼児に配慮した製品の共通試

験方法－部品の外れ」が、日本産業

標準調査会専門委員会の審議を経

て、令和 4 年 1 月に JIS 規格（JIS 

S 0122:2022）として制定された。 

2 プラスチ

ック燃焼

試験方法

の国際標

準化活動

(IEC/TC8

9) 

平成 24 年度～ 試験方法の原案を作成するなどの

貢献をしてきたプラスチック燃焼

試験方法の国際標準 化（ IEC TS 

60695-11-11(耐火性試験－試験炎

－非接触火炎源からの着火に関す

る熱流束特性の求め方 )）につい

て、投票用委員会原案（CDV）が回

付され、寄せられたコメントにつ

いて WG エキスパートでの検討を経

て、令和 3 年 5 月に、国際規格（IS）

として発行された。 

 

●事故調査結果の分析から得られる知見等を活用した技術基準・規格等

の調査 

経済産業省の依頼により、高齢者製品 2 製品(手すり、はしご・脚立)に

ついて機構が検討したリスク低減策に対して JIS 規格、海外規格（ISO、

EN、UL）及び海外の法制度等の実態調査を行い、JIS 規格改正の必要性等

について検討を行った。また、昨年度リスクアセスメントを行った介護ベ

ッドについては、利用者への注意喚起リーフレットを作成し、高齢者施設

や自治体の施設への配布を行った。  

 また、今年度リスクアセスメントを行った 2 製品(手すり、脚立・はし

ご)の報告書を作成し、ホームページで公表予定である。経済産業省によ

る高齢者の製品安全に関するポータルサイトにリンクされる予定である。 

 

●民間団体等への技術基準・規格等の作成支援  

 民間団体の標準化に係る 9 つの委員会に委員として参加し、製品の安

全性向上につながる意見等を行った。とくに、一般財団法人製品安全協

会が定める安全性基準（SG）の改正が検討されていた歩行車では、機構

の知見を活用することで SG の対象範囲が広がることとなり、幅広い製品

で安全性の向上が図られることとなった。また、川崎市の福祉用具事業

の「令和３年度 ウェルテック運営支援業務委託」を受託した東京工業大

学からその業務の一部「福祉用具の安全性・機能に関わる基準及び評価

に関わる調査」を請負い、川崎市内及び川崎市から全国に流通される福

0122:2022）として制定された。 

なお、試験方法の原案を作成するなどの貢献をしてきた「プ

ラスチック燃焼試験方法の国際標準化（IEC TS 60695-11-

11）」は、令和 3 年 5 月に国際規格（IS）として発行された。 

 

その他、経済産業省の依頼に基づく高齢者製品 2 製品(手す

り、はしご・脚立)についてリスクアセスメント及び JIS 規格

改正の必要性等について検討を実施し、報告書を作成した。  

一般財団法人製品安全協会が定める安全性基準（SG）の改正

が検討されていた歩行車では、機構の知見を活用することで

SG の対象範囲が広がることとなる等、事故原因究明結果を踏

まえた事故の未然防止に資する技術基準、規格等の整備支援を

適切に実施したことで、幅広い製品の安全性向上に貢献した。  
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祉用具の安全性向上が図られることとなった。 

 ３．消費者

の製品安全

意識の向上

に対する支

援 

事故調査結

果の分析等

を行い、製

品をより安

全に使用す

るための情

報を積極的

に提供し、

幅広い世代

に対して製

品安全意識

の向上を支

援する。 

3．消費者

の製品安全

意識の向上

に対する支

援 

事故調査結

果の分析等

を行い、製

品をより安

全に使用す

るための情

報を積極的

に提供し、

幅広い世代

に対して製

品安全意識

の向上を支

援する。 

支援にあた

っては、リ

コール情報

や誤使用・

不注意によ

る事故事

例、事故防

止のための

注意点等に

ついて、記

者説明会、

注意喚起リ

ーフレッ

ト、Web サ

イト等を通

じて適宜提

供するとと

もに、流通

事業者と連

携し、製品

安全情報の

消費者への

伝達を効果

消費者向

け啓発活

動の広告

費換算値

について

令和 2 年

度実績値

を上回

る。 

●記者説明会（プレスリリース）等による製品事故防止に向けた注意喚起  

消費者の製品安全意識の向上を目的とした情報提供等の取組では、下表

のとおり記者説明会を実施し、ＴＶ報道・新聞報道を通じた消費者の誤使

用・不注意による事故やリコール製品による事故に関する注意喚起等を

14 件実施した。 

記者説明会は、報道機関の参加の定着を図るべく毎月 1 回定期的に開催

するとともに、報道実績の確保のため伝わりやすい内容を意識し、事実に

基づくデータと分かりやすい映像を提供した。さらに、機構各支所におい

ては、各管内における事故情報を記者説明会に併せて取りまとめ、管内の

報道機関向けの情報を提供するとともに、Web サイトにも掲載した。 

また、下表のとおり、全国地域婦人団体連絡協議会が主催する製品安

全セミナーへの講師派遣依頼に対する製品安全関係の講演依頼等に対応

した。 

項目 件数 内容 

プレス発表 16 

毎月定例の記者説明会（13 テーマ）では、季

節ならではのテーマ（エアコン、暖房器具等）

に加えて、コロナ禍における生活様式の変化を

踏まえたテーマ（おうちキャンプ、おうちご飯、

テレワーク等）についても実施した。実施に際

しては、すべてオンライン（Skype 及び Teams）

開催とし、案内先のマスコミ関係者の数を約

100 名から約 200 名に倍増させ、地方の記者で

も参加しやすい環境を提供し、全国放送/紙や在

京キー局だけでなく、その地域に根ざした地方

放送/紙にも多く取り上げられるよう工夫した。 

このほか、熱中症対策のためのエアコン早期

点検の呼びかけ、除雪機の事故が続いた際のタ

イムリーな注意喚起、製品安全協力協定を締結

しているビックカメラと連携したリチウムイオ

ン蓄電池の回収促進を実施した。 

製品安全セミ

ナー等への講

師派遣 

9 

佐賀県、岡山県、福島県、山形県、埼玉県、沖

縄県、大分県、奈良県、東京都で実施。  

消費者団体・

消費生活セン

ター等への講

師派遣 

10 

消費者団体・消費生活センター等が主催する

「消費者への製品事故防止に関する講演」依頼

に対応した（聴講者数計：254 名）。 

 

記者説明会に加え、取材対応等、製品安全情報のマスコミへの情報提供

を積極的に進めた結果、新聞には 99 件（うち五大紙 54 件）報道されたほ

メディアへの企画の提案や市場トレンドと事故発生状況を踏

まえたテーマによるプレスリリースなどの新たな取組に加え、

記者に対する手厚いフォローを実施した。その結果、プレスリ

リースを引用した TV 報道件数が前年度比約 59%増加し、広告

費換算値は前年度比 228.2%の 25.1 億円に到達した【再掲】。

取り上げられた TV 番組によっては、視聴率からの試算による

と国内 200 万世帯以上に注意喚起が行き渡っており、各家庭の

安全意識の向上に寄与した。また、これまでにない事業者との

コラボレーションによる 6 件のプレスリリースや 13 本の「せ

いあんちゃんねる」動画を発信し、消費者に対する製品安全の

意識向上を促した。 
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的に行う。 か、テレビ等の報道は 246 件(うち全国放送 79 件)、延べ 6 時間 57 分放送

された（令和 2 元年度 6 時間 9 分）。新聞掲載数は、前年度より少なか

ったものの、TV 放送時間や Web ニュースは前年度より大きく増加し、消

費者の製品安全意識の向上及び事故の未然防止に貢献した。  

また、雑誌等への記事掲載が 22 件（うち出版社からの求めに応じた寄

稿が 12 件）あり、製品安全の啓発、技術情報の提供を行った。  

項目 件数 備考 

Web ニュース 1,729 [令和 2 年度 1,259] 

新聞 99 

※うち五大紙掲載件数 54 

[令和 2 年度 107 

※うち五大紙掲載件数 57] 

テレビ等の報道 

（ネット TV 含む） 246 

※うち全国放送件数 79 

[令和 2 年度 155 

※うち五大紙掲載件数 60] 

雑 誌 等 へ の 記 事

掲載 
22 

※うち出版社等からの求めに応じて寄

稿した件数 12 

 

国・自治体等が主催する展示会への出展依頼、消防等からの講師派遣依

頼について、下表のとおり対応した。  

項目 件

数 

内容 

国・自治

体等主催

の展示会

への出展 

16 宮城県、東京都、神奈川県、石川県、愛知県、香川県

で開催された消費者フェアなど  

消防等へ

の講師派

遣 

11 消防学校（北海道、福島県、群馬県、埼玉県、神奈川

県、石川県、福井県、滋賀県、大阪府、徳島県、愛媛

県）、火災実務研修会等 

 

 

●事故防止を目的としたミニポスター等の作成  

記者説明会に合わせて作成したポスター及び動画を製品群ごとに分類

し、機構の Web サイトに掲載して公開した。  

ポスターは 12 件作成し、動画は、YouTube 機構公式チャンネルに、誤

使用や不注意による事故の注意ポイントやリコール対象製品の事故事象

を分かりやすくまとめた動画等を追加公開し、計 280 件が公開中となっ

た。 

項目 件数 内容 

ミニポスターの作

成・Web サイト掲載 12 

プレス発表に際して新規作成

し、事故の再現実験映像ととも

に、Web サイトで紹介。 
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●製品安全の意識の向上を目的とした、大学教育機関との連携に基づく

製品安全に係る情報提供の取組 

平成 29 年度から引き続き、青山学院大学大学院製品安全講座を開講し、

令和 3 年度はオンラインで実施した。当該講座の受講によって、消費者と

して、より安全な生活の実現のために何が必要か考える力が養われるとと

もに、将来、企業で製品の設計、製造、販売に携わる際に、講座で得た製

品安全の知識を活かし、製品安全に資することが期待される。  

 

●外部機関との新たな連携 

新たな取り組みとして、機構が配信するプレスリリースにおいて、事

業者等とのコラボレーションにより、視聴者の興味を惹くメッセージ性

のある再現映像を作成した。また、広報誌等の取材にも積極的に対応

し、事故の未然防止に努めた。  

＜コラボレーション＞ 

・コールマンジャパン株式会社※（キャンプ用品の事故）※現 ニュー

ウェルブランズジャパン合同会社コールマン事業部  

・株式会社グループセブジャパン（電子ケトル（子どもの事故））  

・一般社団法人日本ガス石油機器工業会（ガス機器等の中古品による事

故） 

・除雪機安全協議会（除雪機による事故）  

・アイリスオーヤマ株式会社（加湿器による事故） 

・一般社団法人日本配線システム工業会（配線器具による事故）  

＜広報誌等取材対応＞ 

東京都消費生活総合センター情報誌「くらしねっと」（ 8 万部発行、HP

掲載） 

福井県広報誌（2 万部発行、HP 掲載） 

＜教育関係＞ 

以下の教育関係資料にコンテンツを提供した。 

・中学生向け技術家庭科教科書  

・全国ガソリンスタンド従業員向け教育 DVD 教材 

・看護学生向け教育 DVD 教材 

・小学校教員用テキスト教材（理科） 

 

●社会情勢に応じた注意喚起情報の発信  

停電復旧中の携帯発電機の屋内使用による一酸化炭素中毒事故、大雪

発生時の除雪機による身体巻き込み事故等、災害における二次被害を防

ぐため、Twitter による防災情報への即時リツイート、機動的なプレス

への投げ込み、個別地方自治体へのプッシュ型情報提供等を通じて注意

喚起を行った。 

 

●製品安全情報提供アプリの開発 

機構における DX 推進の一環として、スマートフォンのカメラで撮影し

た製品の銘板画像から製品情報を読取り、機構が提供するリコール情報

や製品安全情報が検索できるアプリを開発した。消費者が、簡単にリコ
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ール製品の確認ができるため、リコール製品の回収率が向上して重大製

品事故の抑制につなげられる。また、リコール以外の製品では、機構の

注意喚起動画などを示すことで、消費者に事故の兆候への「気づき」を

促し、消費者の製品安全意識の向上が期待できる。  

 

４．その他参考情報 
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I-2.化学物質管理分野                                                             

１．当事務及び事業に関する基本情報 

Ｉ―２ 化学物質管理 

業務に関連

する政策・施

策 

安全・安心 のうち、 化学物質管理 当該事 業実施

に係る根拠（個

別法条文等） 

独立行政法人製品評価技術基盤機構法 

当該項目の

重要度、難易

度 

【基幹目標】 

化審法、化管法等の確実な執行支援業務を実施するとともに、得られた

技術的知見と情報を活用し、規制の合理化提案や化学物質管理に有用な

情報の提供をすることにより、事業者の確実かつ迅速な規制対応及び化

学物質管理の改善に貢献し、化学物質による人の健康や環境へのリスク

の最小化と我が国産業の健全な発展に貢献する。 

【困難度：高】 

関連す る政策

評価・行政事業

レビュー 

行政事業レビューシート番号 0389 

 

２．主要な経年データ 

 ①主要なアウトプット（アウトカム）情報  ②主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報） 

指標等 達成目標 基準値 
平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

 平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

【基幹目標】 

化審法、化管法の届出

情報に基づくリスク評

価結果をもとに、リス

ク懸念箇所のある地方

自治体・事業者に対し

て適切な化学物質管理

に関する助言を行い、4

事業所においてリスク

を低減 

4 事業所  － － － 4 事業所 4 事業所 予算額（千円） 1,208,159 1,311,666 1,197,534 1,250,500 1,298,338 

新規化学物質の事前審

査・確認に関する資料

作成件数 

全件実施 （参考）過去

3 年平均 254

件 

288 件 

（全件実

施） 

278 件 

（全件実

施） 

250 件 

（全件実

施） 

234 件 

（全件実

施） 

207 件 

（全件実

施） 

決算額（千円） 1,327,110 1,279,242 1,317,114 

 

（予算額と

の差異 10

％超の主な

理由は、業

務の見直し

による増で

ある。） 

1,204,066 1,326,092 

QSAR による予測結果の

国への提供物質数 

全件実施 （参考）過去

3 年平均 249

件 

303 物質 

（全件実

施） 

303 物質 

（全件実

施） 

192 物質

（全件実

施） 

252 物質 

（全件実

施） 

121 物質 

（全件実

施） 

経常費用（千円） 1,231,773 1,247,077 1,326,586 1,166,867 1,209,860 

GLP に係る試験施設の基

準適合確認件数 

全件実施 （参考）過去

3 年平均 

2.3 件 

0 件 

（全件実

施） 

3 件 

（全件実

施） 

3 件 

（全件実

施） 

1 件 

（全件実

施） 

3 件 

（全件実

施） 

経常利益（千円） ▲6,928 13,221 ▲806 25,546 ▲46,344 

少量新規化学物質、中 全件実施 （参考）過去 ・少量新規 ・少量新規 ・少量新規 ・少量新規 ・少量新規 行政サービス実施コ 1,187,344 1,251,715 － － － 
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間物等の申出書類の技

術的事項の確認件数 

3 年平均  

26,643 件

（少量新

規）、153 件

（中間物等） 

 

化学物質 

37,013 件 

・中間物等

166 件 

（全件実

施） 

化学物質 

25,567 件 

・中間物等

178 件 

（全件実

施） 

化学物質 

 26,577 件

（うち、

QSAR 評価件

数 16,609

件） 

・中間物等

142 件 

（全件実

施） 

化学物質 

 27,784 件

（うち、

QSAR 評価件

数 21,905

件） 

・中間物等

139 件 

（全件実

施） 

化学物質 

 27,210 件

（うち、

QSAR 評価件

数 21,117

件） 

・中間物等

127 件 

（全件実

施） 

スト（千円） 

化審法に基づく立入検

査の実施件数 

全件実施 （参考）過去

3 年平均 22

件（中間物

等）、17 件

（少量中間

物）、17 件

（少量新規） 

 

・中間物等

37 件 

・少量中間

物等 15 件 

・少量新規

化学物質 19

件 

（全件実

施） 

・中間物等

26 件 

・少量中間

物等 20 件 

・少量新規

化学物質 18

件 

（全件実

施） 

・中間物等

30 件 

・少量中間

物等 23 件

・少量新規

化学物質 23

件 

（全件実

施） 

・中間物等

9 件 

・少量中間

物等 9 件 

・少量新規

化学物質 9

件 

・低生産量

新規 6 件※

低生産量新

規は令和２

年度より実

施 

（全件実

施） 

・中間物等

5 件 

・少量中間

物等 2 件 

・少量新規

化学物質 2

件 

・低生産量

新規 2 件※

低生産量新

規は令和２

年度より実

施 

（全件実

施） 

行政コスト（千円） － － 1,764,469 1,193,298 1,235,156 

届出された製造・輸入

数量等についての技術

的な確認・整理件数 

全件実施 （参考）過去

3 年平均 

103,329 件

（物質リス

ト）7,778 件

（一般化学物

質）、201 件

（優先評価化

学物質）（平

成 27 年度及

び令和元年度

からカウント

方法を変更） 

・物質リス

ト作成

99,391 件 

・製造・輸

入数量の集

計物質数 

一般化学物

質 6,653 物

質 

優先評価化

学物質 172

物質 

（全件実

施） 

・物質リス

ト作成

102,376 件 

・製造・輸

入数量の集

計物質数 

一般化学物

質 6,738 物

質 

優先評価化

学物質 180

物質 

（全件実

施） 

・物質リス

ト作成

103,029 件 

・製造・輸

入数量の集

計物質数 

一般化学物

質 8,379 物

質 

優先評価化

学物質 206

物質 

（全件実

施） 

・物質リス

ト作成

104,582 件 

・製造・輸

入数量の集

計物質数 

一般化学物

質 8,216 物

質 

優先評価化

学物質 216

物質 

（全件実

施） 

・物質リス

ト作成 

105,269 件 

・製造・輸

入数量の集

計物質数 

一般化学物

質 8,062 物

質 

優先評価化

学物質 220

物質 

（全件実

施） 

従事人員数 64 62 65 59 59 

化学物質のスクリーニ

ング評価及びリスク評

価Ⅰに関する国に対す

る情報提供物質数 

全件実施 （参考）過去

3 年平均 

7,342 物質

（スクリーニ

ング評価）、

・スクリー

ニング評価

の実施延べ

7,250 物質 

・リスク評

・スクリー

ニング評価

の実施延べ

7,197 物質 

・リスク評

・スクリー

ニング評価

の実施延べ

7,096 物質 

・リスク評

・スクリー

ニング評価

の実施延べ

7,732 物質 

・リスク評

・スクリー

ニング評価

の実施延べ

7,621 物質 

・リスク評
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過去 3 年平均

202 物質（リ

スク評価 I） 

価の実施 

評価Ⅰ：延

べ 177 物質 

（全件実

施） 

価の実施 

評価Ⅰ：延

べ 196 物質 

（全件実

施） 

価の実施 

評価Ⅰ：延

べ 201 物質 

（全件実

施） 

価の実施 

評価Ⅰ：延

べ 208 物質 

（全件実

施） 

価の実施 

評価Ⅰ：延

べ 223 物質 

（全件実

施） 

リスク評価Ⅱに関する

国に対する情報提供物

質数 

全件実施 （参考）過去

3 年平均  

5.3 物質 

8 物質 

（全件実

施） 

評価Ⅱ：7

物質 

（全件実

施） 

評価Ⅱ：4

物質 

（全件実

施） 

評価Ⅱ：5

物質 

（全件実

施） 

評価Ⅱ：3

物質 

（全件実

施） 

      

新たな化学物質の公示

名称原案作成物質数 

全件実施 （参考）過去

3 年平均 化

審法 154 件、

安衛法 766 件 

・化審法の

新規化学物

質名称案

169 件 

・化審法の

優先評価化

学物質名称

案 10 件 

・化審法の

第一種特定

化学物質名

称案 2 件 

・化審法の

監視化学物

質名称案 2

件 

・安衛法の

公示名称案

995 件 

（全件実

施） 

・化審法の

新規化学物

質名称案

171 件 

・化審法の

優先評価化

学物質名称

案 17 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

・安衛法の

公示名称案

799 件 

（全件実

施） 

・化審法の

新規化学物

質名称案

169 件 

・化審法の

優先評価化

学物質名称

案 5 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

・安衛法の

公示名称案

762 件 

（全件実

施） 

・化審法の

新規化学物

質名称案

122 件 

・化審法の

優先評価化

学物質名称

案 7 件 

 

 

・化審法の

第一種特定

化学物質名

称案 57 件 

 

 

・安衛法の

公示名称案

738 件 

（全件実

施） 

・化審法の

新規化学物

質名称案

154 件 

・化審法の

優先評価化

学物質名称

案 4 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

・安衛法の

公示名称案

838 件 

（全件実

施） 

      

PRTR データ集計の実施

件数 

全件実施 （参考）過去

3 年平均 

33,747 件

（届出データ

の記録・集計

件数） 

・34,668 件 

（全件実

施） 

・34,253 件 

（全件実

施） 

・33,669 件 

（全件実

施） 

・33,318 件

（全件実

施） 

・32,890 件

（全件実

施） 

      

化兵法に基づく国際機

関による検査等への立

会い実施件数、実態調

査件数 

全件実施 （参考）過去

3 年平均 15

件（国際機関

による検査へ

の立会い実施

件数）、3 件

（実態調査件

数） 

・国際機関

による検査

等の立会い

23 件 

・事前調査

20 件 

・実態調査

2 件 

・国際機関

による検査

等の立会い

22 件 

・事前調査

17 件 

・実態調査

0 件 

・国際機関

による検査

等の立会い

24 件 

・事前調査

21 件 

・実態調査

0 件 

・国際機関

による検査

等の立会い

0 件 

・事前調査

0 件 

・実態調査

9 件 

・国際機関

による検査

等の立会い

1 件 

・事前調査

1 件 

・実態調査

15 件 
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（全件実

施） 

（全件実

施） 

（全件実

施） 

（全件実

施） 

（全件実

施） 

化兵法に基づく立入検

査の実施件数 

全件実施 （参考）過去

3 年平均 

4.7 件 

7 件 

（全件実

施） 

7 件 

（全件実

施） 

5 件 

（全件実

施） 

2 件 

（全件実

施） 

8 件 

（全件実

施） 

      

NITE-CHRIP における検

索回数 

過去 5 年平

均±8%の年

間リクエス

ト数 

（参考）過去

5 年平均 

351 万リクエ

スト/年 

285 万リク

エスト/年 

 

340 万リク

エスト/年 

393 万リク

エスト/年 

 

439 万リク

エスト/年 

507 万リク

エスト/年 

      

3 省から提供された GHS

分類結果の提供物質数 

全件実施 （参考）過去

3 年平均 

202 物質 

 

177 物質 

（全件実

施） 

151 物質 

（全件実

施） 

292 物質 

（全件実

施） 

164 物質 

（全件実

施） 

278 物質 

（全件実

施） 
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価及び主務大臣による評価 

 
年度目標 事業計画 

主な評価

指標 

法人の業務実績・自己評価 
主務大臣による評価 

業務実績 自己評価 

 基幹目標 

化審法、化

管法等の確

実な執行支

援業務を実

施するとと

もに、得ら

れた技術的

知見と情報

を活用し、

規制の合理

化提案や化

学物質管理

に有用な情

報の提供を

することに

より、事業

者の確実か

つ迅速な規

制対応及び

化学物質管

理の改善に

貢献し、化

学物質によ

る人の健康

や環境への

リスクの最

小化と我が

国産業の健

全な発展に

貢献する。 

 

基幹目標 

化審法、化

管法等の確

実な執行支

援業務を実

施するとと

もに、得ら

れた技術的

知見と情報

を活用し、

規制の合理

化提案や化

学物質管理

に有用な情

報の提供を

することに

より、事業

者の確実か

つ迅速な規

制対応及び

化学物質管

理の改善に

貢献し、化

学物質によ

る人の健康

や環境への

リスクの最

小化と我が

国産業の健

全な発展に

貢献する。 

 

化審法、

化管法の

届出情報

に基づく

リスク評

価結果を

もとに、

リスク懸

念箇所の

ある地方

自治体・

事業者に

対して適

切な化学

物質管理

に関する

助言を行

うこと

で、管理

体制の強

化等を促

し、自主

管理能力

の向上等

の好循環

を生みだ

し、リス

ク懸念を

払拭する

等、4 事

業所にお

いてリス

クを低減 

【基盤整備/重要項目】 

 

①  化審法、化管法で得られた届出情報によるリスク評価結果に基づき、 

適切な化学物質管理について自治体・事業者に対し助言を行う。特に、

令和３年度においては、化管法政令改正に向けた支援・準備を強化す

る。 

 

②  化学物質管理に関する情報をわかりやすく、タイムリーに発信するこ

とで、事業者の適切な化学物質管理を支援する。  

 

③  化学物質管理分野の課題解決に向けて、合理的な評価手法、制度の見

直しや運用改善の検討を行い、経済産業省に提案する。  

 

 

全体評定：A 

 

指標を含め事業計画を全て達成したことに加え、以下につい

て、機構独自の知見・技術や連携を生かして主体的に取組を行

い、行政や産業界、国民に積極的に働きかけることにより、社

会や産業界に対し事業計画で求められる水準を超える効果を生

み出し、安全・安心な国民生活や健全で持続性のある産業発展

に貢献した。 

 

○機構の技術的観点からの助言で４事業所でのリスク低減を実

現 

 PRTR データを活用して、全国で環境リスクが懸念される地

域を明確にし、機構から自治体に対しリスク情報を提供したこ

とで、それまでリスクについて情報が得られていなかった自治

体が、正しくそれぞれの自治体に存在するリスクを認識した。 

自治体がリスクについて把握したことにより、自治体と協力

しながら業務に取り組むことができ、リスク懸念地域にある事

業者に対して、リスクの情報を提供及び化学物質の管理方法等

に関する意見交換及びリスク低減に向けた取組に関する助言等

を行うことができた。また、令和 2 年度から引き続き新型コロ

ナ禍の影響により、該当する事業所へ訪問することが困難だっ

たことから、機構内部での事前検討会や事業者との Web 会議等

を複数回行う、同一事業者の異なる事業所又は系列企業につい

て同時に意見交換を行うなどして、できる限り該当事業所の取

扱い化学物質の排出管理の実態を把握できるよう意思疎通の補

完に努めた。さらに、前年度（令和 2 年度及び令和元年度）に

意見交換を実施した事業者に対しても再度意見交換等を実施

し、更なる自主管理改善を促した。その結果、4 事業所が化学

物質の管理改善・実態を反映した排出量の把握を行い、排出量

が削減されるなど地域のリスク低減、規制の適正化などに貢献

できた。 

アウトプットとしては、化審法のリスク評価の結果、環境リ

スク懸念のある 24 事業所にアプローチし、機構の助言をきっ

かけに事業者による装置の導入などが行われ、4 事業所におい

てリスクの低減を実現した。その結果、アウトカムとして、自

治体や事業者の化学物質管理に関する意識の醸成や、産業発展

を阻害する過剰な措置の回避による産業の健全な発展を支援

し、事業者と共に、SDGs ゴール 12 に掲げる持続可能な環境を

保全する取組みに貢献した。 

 

 

評定 Ａ 

 令和 3 年度は、次の①～④の取組

を行い、基幹目標の指標を含む、全

ての評価指標を高いレベルで達成す

ることで、化審法、化管法等の円滑

な執行に多大に寄与するとともに、

化学物質による人の健康や環境への

リスクの最小化と我が国産業の健全

な発展に対して大きく貢献する成果

を上げた。 

以上から、所期の目標を上回る成

果が得られていると認められるた

め、「A」評価と判断した。 

 

①環境リスク低減に向けた取組 

機構では、化管法の PRTR データ

（※）を活用した化審法のリスク評

価を行い、環境への悪影響のリスク

が懸念される事業者が所在する自治

体に対してリスク情報を提供し、自

治体と協働してリスクが懸念される

事業者に対して、リスク情報の提

供、化学物質の管理方法等に関する

意見交換及びリスク低減に向けた取

組に関する技術的な助言等を行っ

た。また、Web 会議による意見交換の

方法を従来より一歩進め、同一事業

者の他の事業所又は系列企業につい

て同時に意見交換を行うことで、事

業者自身の内部向け説明プロセスを

省略し、円滑なリスク低減活動に取

り組める環境を整備した。 

こうした機構の助言を踏まえて、

事業者は自身の届け出た PRTR 排出量

が化審法の規制に与える影響を理解

するとともに、化学物質管理の重要

性を改めて認識し、実態に応じた排

出低減措置の実施や排出量の把握及

び算出方法の見直し等を行った。  

機構が長年の蓄積されたデータやノ

ウハウを生かし、的確に助言したこ
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○NITE-CHRIP の検索リクエスト数 

NITE-CHRIP のデータ更新を 7 回実施し、国内外の最新の法規

制情報等のタイムリーな発信を行った。改正化管法について、

包括指定物質の対象明確化（例示物質 10,372 件の作成・掲

載）や英語名称（輸入製品の含有物質の情報伝達等に必要）の

作成・掲載を行った。SDS 作成を支援するシステム（NITE-

Gmiccs）に NITE-CHIRP の法規制対象物質（化管法、安衛法

等）を収載し、相互のシステムの利活用を促進した。米国化学

会情報部門（CAS）と交渉し、ユーザーからの要望が多かった

検索結果の表示数上限を解除し、利便性を向上させた。以上の

取組の結果、NITE-CHRIP 検索リクエスト数が 507 万と過去 5

年平均（平成 28 年度から令和 2 年度の平均値 350 万回）＋8％

の年間検索リクエスト数（378 万回）と比較し、134％を達成

した。これにより、法規制対応等が必要な多くの事業者の負担

（法対応のための調査に要する時間等）を大幅に削減し、産業

の健全な発展に貢献した。 

 

○ 約３万もの化管法対象事業者に対する取りこぼしのない行

政支援 

アウトプットとしては、改正化管法政省令に基づく届出に対

応するシステムの改修、把握し易い化管法物質リストの公表、

届出システムの AI チャットボットの導入やシステム操作説明

動画の掲載などの届出支援を実施した。その結果、アウトカム

として、化管法政令改正に伴う事業者負担を軽減し、1 事業所

あたりの平均対応費用が約 36 万円、約３万ある届出事業所全

体で対応費用総額約 110 億減少が見込まれる。 

 

○ 国際調和の進む化学品の分類・表示ルール（GHS）を誰も

が理解できる時代へ向けた基盤構築 

アウトプットとしては、GHS 基盤情報・支援機能の普及活

動、及び SDS の電子化促進のための、混合物分類判定ラベル作

成システム（NITE-Gmiccs）への SDS 作成支援機能の追加によ

り、事業者の認知及び利便性を向上させた。その結果、アウト

カムとして、GHS・SDS 学習に係るコストがサプライチェーン

全体で年間 13 億円の削減が見込まれるとともに、SDS 作成コ

ストについても、同システムのアクセス数から年間 14 億円の

コスト削減が見込まれる。 

 

○ 法執行支援・情報発信の知見を生かした政策提言  

 アウトプットとしては、新たな化学物質管理を支える NITE-

CHRIP をプラットフォームとした化学物質情報の一元化、安全

性試験免除対象の拡大、及びリスク評価制度の課題と解決策の

３点について経済産業省及び化学物質管理制度所管省に対して

政策提言を行った。その結果、アウトカムとして、関係省管理

とで事業者の自主管理を促進し、基

幹目標指標のとおり、4 事業所にお

ける環境リスク低減を実現した。ま

た、PRTR 排出量管理の精緻化によ

り、PRTR 排出量を産業規制に活用し

ている化審法での規制の適正化に貢

献し、産業の健全な発展を支援した

ことは、高く評価する。 

 

※PRTR データ：PRTR 制度とは、「人の健康

や生態系に有害なおそれがある化学物質につ

いて、環境中へ排出する量及び廃棄物等に含

まれて事業所外へ移動する量を事業者が自ら

把握して国に報告し、さらに国は事業者から

の報告や統計資料を用いた推計に基づき、排

出量・移動量を集計・公表する制度」であ

り、PRTR データは、事業者から届出されたデ

ータ及び国が推計したデータを指す。  

 

②化管法改正における適正な執行に

関する取組 

 令和 3 年 10 月の化管法の政令改正

により、新たに規制対象物質が約 250

物質追加されたことで、約 3 万の事

業所において化管法に基づく新たな

規制対象物質の届出が必要となっ

た。事業者は、追加対象物質への対

応の必要性の確認、排出量の把握、

その他届出準備への対応等が必要と

なり、負担やコストの増加が見込ま

れる。このため、機構は、化管法対

象物質リスト等の届出に必要なシス

テム等のインフラを整備し、届出シ

ステムの操作方法、問い合わせ対応

のための AI チャットボットの導入、

システム操作説明動画の掲載等の届

出支援を実施した。こうした機構の

取組により、1 事業所あたりの事務費

用（届出の必要性確認も含む）が約

36 万円、約 3 万の届出事業所全体で

の届出事務コスト総額約 110 億円の

減少が見込まれる等、事業者の負担

を大幅に軽減し、産業の健全な発展

に貢献したことは、高く評価する。  
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職級が参加している「新たな化学物質管理のあり方に関する関

係省勉強会」にて了承され、提言内容の実現に向けた検討の着

手につながった。 

 

○化学物質の安全性予測の知見を生かしたイノベーション支援  

アウトプットとしては、資生堂との NICE 共同事業におい

て、化粧品原料の生分解性の QSAR 評価を実施した。その結

果、アウトカムとしてスピーディーかつ安全な新規素材開発に

貢献するとともに、生分解性素材の開発に貢献することで、我

が国の化粧品産業のグローバルなイメージアップに寄与する。  

 

＜通則法第 28 条の 4 に基づく評価結果の反映状況＞ 

●機構に対する指摘事項、業務運営上の課題及び改善方策（実

績に対する課題及び改善方策など）  

・事業者の自主的な化学物質管理の向上には、化管法等の確実

な実施、自主的な取組を支える化学物質管理に関する適正な

情報発信及び自治体・事業者との連携が重要。今後、さらに

成功事例を積み重ね、広くベストプラクティスを共有するこ

と等を通じて多くの自治体・事業者の取組を促進するため

に、機構の継続的な取組を期待。 

・省庁横断的な化学物質情報の一元化は、化学物質を取り扱う

サプライチェーンでの適正な化学物質管理の促進に必要不可

欠であり、今後の充実に期待。また、事業者間の円滑な情報

伝達のためには、GHS の正しい情報が記載された SDS が重

要であり、機構による GHS 等の継続的な普及活動を期待。  

 

●反映状況 

・選定した 24 事業所にアプローチ（新規 12 事業所とは意見交

換。）するとともに、自治体・事業者と協力し、SDGs ゴール

12 に掲げる持続可能な環境を保全する取組みに貢献した。 

・NITE-Gmiccs の利用促進をするとともに、SDS 入出力機能を

実装するとともに、NITE-Gmiccs に GHS 分類データとして欧州

CLP 規則で定められている GHS 分類結果（約 4700 物質）の修

正、米国化学会情報部門（CAS）と交渉を行い、ユーザーから

の要望が多かった検索結果の表示数上限を解除等の利便性の向

上を行った。 

 

＜機構評価・計画諮問会議委員からのコメント＞ 

事業者側の化学物質の専門家との、工学的に排出量を削減す

る方法についての難しいコミュニケーションにしっかり対応し

なければ実現できない成果。単に適正に排出量を提出するよう

に事業者に伝えるだけでなく、事業者側で環境データをまとめ

ていく方々に化学物質管理の重要性を伝えることができたこと

は非常に重要。さらにそれをオンライン上でできたことは良

③化学物質管理に関するシステムの

整備及び普及 

我が国では、化学物質管理に関係

する省庁や法令が多く、情報が分散

していたため、事業者は、情報収集

や各法令対応に多大な労力がかか

り、網羅的に理解するには高度な知

見が必要であったが、機構がハブと

なることで、化学物質管理法令や有

害性等に関する最新かつ正確な情報

を NITE-CHRIP（NITE 化学物質総合情

報提供システム）に一元化し、発信

してきた。 

令和 3 年度は、NITE-CHRIP におい

て、改正化管法の包括指定物質の対

象の明確化や英語名称の作成・掲載

等、国内外の最新の法規制情報等の

タイムリーな発信を行うとともに GHS

（化学品の分類 および表示に関する

世界調和システム）や SDS（安全デー

タシート）の学習コンテンツや NITE-

Gmiccs（GHS 分類判定・ラベル作成支

援システム）等の GHS に関する基盤

情報・支援機能の整備・普及を行っ

た。 

これらの取組の結果、NITE-CHRIP

では、年間検索リクエスト数が 507

万回（過去 5 年平均+8%の検索リクエ

スト数（378 万回）と比較して 134

％）となる等、法規制対応等が必要

な多くの事業者に利用され、化学物

質を取り扱うサプライチェーン全体

での事業者の大幅な負担削減及び適

正な化学物質管理の促進が図られ、

産業の健全な発展に貢献したこと

は、高く評価する。 

 

④化学物質の安全性予測に関するイ

ノベーション支援 

機構では、NITE 協創プログラム

（NICE）を通じて事業者との官民に

おける共同開発を開始した。具体的

には、機構が有する化学物質管理法

令の執行で培った安全性予測手法等
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い。より件数が多いと、S 評価を付けられたと感じる。また、

DX との関係では NITE-CHRIP へのアクセス数が増えているが、

化学物質管理に必要な NITE-Gmiccs の SDS の作成支援機能とと

もに利用者に伝えていることも非常に重要であり、結果として

アクセス件数が増えているのは非常に良い。（伊藤委員）  

の知見と（株）資生堂の商品開発技

術を連携させることで、環境に優し

い化粧品原料の開発に貢献した。ま

た、花王（株）の毒性評価と予測の

技術を組み合わせることで、反復投

与毒性試験推計モデル等を開発し、

事業者が安全な商品開発に活かす基

盤を構築した。加えて、日本化粧品

工業連合会での NICE に係る説明会

（9/6 20 社超、約 45 名参加）を実

施、（株）資生堂との共同事業につ

いては弊省と日本化粧品工業連合会

の「化粧品産業ビジョン」でも紹介

される等の周知及び活用の促進、類

推手法等に関する NICE による技術相

談（4 社）への対応及び安全性予測手

法に関する講習会の動画公開（全 5

本、公開 4.5 ヶ月で延べ視聴者数

1,395 名）を行った。 

これらの業界全体への横断的な取

組により、化粧品業界として商品開

発における時間やコストの短縮に繋

がるだけでなく、動物愛護の観点か

ら動物実験を最小限としつつ、安全

性を確保した材料開発が期待され、

産業の健全な発展に貢献したこと

は、高く評価する。 

 

＜指摘事項、業務運営上の課題及び

改善方策＞ 

（実績に対する課題及び改善方策

等） 

・事業者の自主的な化学物質管理の

向上には、まずは化学物質管理の必

要性を認識してもらうことが必要不

可欠である。加えて、化審法、化管

法等の確実な実施を前提としつつ、

各事業者における化学物質の取扱い

状況や専門的知見等を踏まえ、化学

物質の用途や事業者の製造・取扱設

備の実態に合わせた個々の対策が重

要。専門的知見を兼ね備える機構に

は、更なる成功事例を積み重ねると

ともに、ベストプラクティスや化学
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物質管理に必要な専門的知見のわか

りやすい情報発信等、行政と自治体

や事業者の架け橋の役割として化学

物質管理の向上に寄与することを期

待する。 

・令和 3 年 4 月より弊省及び化学物

質管理制度所管省による「新たな化

学物質管理のあり方に関する管理職

級検討会」を 8 回開催し、令和 3 年

10 月には中間整理を行ったところ。

当該検討会において機構から提言が

あった NITE-CHRIP をプラットフォー

ムとした省庁横断的な化学物質情報

の一元化は、化学物質を取り扱うサ

プライチェーンでの適正な化学物質

管理の促進に必要不可欠であり、今

後の充実に期待する。 

・現状、我が国では複数の化学物質

管理法令が存在し、同一化学物質で

あったとしても法令間による名称が

異なる等、化学物質の特定が困難な

状況である。化学物質管理法令の垣

根を超えた化学物質情報の一元化の

ためには、化学物質の特定に係る情

報の整合性を図ることが必要。機構

では国内の化学物質管理法令の化学

物質に関する名称付与業務を担って

おり、化学物質の特定情報の整合に

はこうした機構の知見や経験が必須

であることから、機構による積極的

な施策等の提案を期待する。 

 

＜その他事項＞ 

（有識者等によるコメント） 

・有害物質排出リスクは国民生活に

与える影響が大きいが、経営判断が

必要な困難度の高い事業者に対し

て、単にリスク結果を提示するだけ

でなく、化学物質を管理・コントロ

ールする方法をコンサルする等、事

業者に踏み込んだ支援や提案を行っ

た結果、事業者だけでは見いだせな

かった事業所のリスク低減や事業者

の負担軽減に貢献した。また、単に
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情報を提供するということではな

く、NITE-CHRIP や NITE-Gmiccs によ

って情報を加工し、使いやすい形で

提供することにより、事業者の負担

軽減等の質的な成果として実を結ん

でいる。 

・数値目標に対しても高い達成度で

あり、加えて NITE-Gmiccs の活用推

進等も、効果的・効率的に進めてい

る。取りこぼしのない行政支援も着

実に行っており、事業者の負担低減

策はステークホルダーを見て事業し

ているものと評価する。また、化粧

品原料の QSAR 評価実施も具体的に進

めている。 

・実施していることの専門性の難易

度は高い。4 事業所は数としては多く

ないように見えるが、リスク低減の

事業者の決断は投資も必要になり、

専門性の高い機構の助言があればこ

そ実現した。また、NITE-CHRIP のリ

クエスト数増加もユーザー指向で進

めた結果であり、事業者にとって法

律の理解や有害性データの容易な入

手は、非常に大きな力になる。改正

化管法の物質見直しに伴い、取りこ

ぼしのない対応として GHS や SDS 発

行への事業者への対応も必要になる

ため、先を見据えて対応している。

さらに、化粧品原料の QSAR 評価も、

ますます担う役割が大きくなる。今

後、動物実験を行わない試験法等が

必須になるので、これらの各者への

PR 教育も継続してもらいたい。 

 １．化審法

の執行・執

行支援業務 

（１）新規

化学物質の

事前審査等 

化審法に基

づく新規化

学物質の事

前審査・確

1．化審法

の執行・執

行支援業務 

（1）新規

化学物質の

事前審査等 

化審法に基

づく新規化

学物質の事

前審査・確

・新規化

学物質の

事前審査

・確認に

関する資

料作成件

数（全件

実施） 

・化審法

に基づく

ア 経済産業省の要請に基づき、新規化学物質の届出に関連する業務支援

等を行う。 

 

●事業者からの相談対応及び国の審査資料の作成支援  

新規化学物質届出について事業者からの技術的事項の相談 125 件に対

応し、そのうち、審議会で 23 件審議した。 

 

事業者からの技術的事項の相談への対応件数  125 件 

うち、審議会の相談案件として審議した件数  うち、23 件 

 

新規化学物質の届出に係る審査支援等を的確に全件実施し、

計画どおり達成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

44 

 

認に関する

資料作成、

審査特例制

度の化学物

質構造表記

ファイルの

確認、GLP

（優良試験

所基準

（Good 

Laboratory 

Practice）

）に係る試

験施設の基

準適合確

認、製造事

業者等に対

する立入検

査等を経済

産業省の指

示に基づき

実施する。

さらに、化

学物質の性

状と構造と

の定量的な

関係

（QSAR）に

基づく安全

性評価の化

審法運用へ

の適用等、

制度の合理

化に取り組

む。 

 

認に関する

資料作成、

審査特例制

度の化学物

質構造表記

ファイルの

確認、GLP

（優良試験

所基準

（Good 

Laboratory 

Practice）

）に係る試

験施設の基

準適合確

認、製造事

業者等に対

する立入検

査等を経済

産業省の指

示に基づき

実施する。

さらに、化

学物質の性

状と構造と

の定量的な

関係（QSAR 

※1）に基

づく安全性

評価の化審

法運用への

適用等、制

度の合理化

に取り組

む。 

 

立入検査

の実施件

数（全件

実施） 

・新規化

学物質の

事前審査

・確認に

関する資

料作成件

数（全件

実施） 

・QSAR に

よる予測

結果の国

への提供

物質数

（全件実

施） 

・GLP に

係る試験

施設の基

準適合確

認件数

（全件実

施） 

・少量新

規化学物

質、中間

物等の申

出書類の

技術的事

項の確認

件数（全

件実施） 

・化審法

に基づく

立入検査

の実施件

数（全件

実施） 

 また、国の審査資料の作成支援として、新規化学物質の事前審査・確認

に関する資料を 207 件作成し、国による新規化学物質の審査を支援した。 

 

新規化学物質の事前審査・確認に関する資料作成件数  207 件 

 

国により審査された新規化学物質において、機構提案の合理化した高

分子化合物試験を用いた件数及びそれにより削減された事業者の試験コ

ストは下記の表のとおりとなった。  

 

通常新規化学物質の件数 81 件 

低懸念高分子化学物質の件数  39 件 

合計 120 件 

コスト削減額 1.8 億円 

 

また、平成 30 年度に新たに導入された分解度試験（TG301F）を利用し

た新規化学物質届出として 43 件の提出があり、うち 13 件が良分解性判

定であった。 

 

●分解性及び蓄積性に関する QSAR による予測結果の情報提供 

届出された新規化学物質に対する QSAR の計算の結果に加え、難分解性

かつ高蓄積性の懸念があるものについて、過去に審査した類似物質の分解

性・蓄積性に関わる試験結果をとりまとめ、経済産業省に情報提供した

（※）。 

※届出された新規化学物質が混合物の場合には、個々の物質に対して計算

を実施。 

 

QSAR による予測結果の国への提供物質数  121 物質 

 

 

●GLP 試験施設の基準適合確認 

GLP の査察対象件数は、3 件であった。 

令和 5 年度に予定されている経済協力開発機構（OECD）の現地評価※を

見据え、事例検討会での議論や、OECD の関連文書の最新の内容を取り入れ

る等、内部マニュアルや査察項目のチェックリストを引き続き見直してい

る。 

※当初、令和 4 年度に実施の予定であったが新型コロナウイルス感染症

の影響により延期となった。  

 

GLP 査察官の技術の向上等を図るため、以下の取組を行った。  

 GLP 事例検討会（令和 3 年 10 月 20 日、令和 3 年 11 月 24 日） 

 

GLP に係る試験施設の基準適合確認件数  3 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出された新規化学物質に対する QSAR による予測結果の国

への提供を全件実施し、計画どおり達成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化審法に基づく GLP に係る試験施設の基準適合確認について

全件実施し、計画どおり達成した。  
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イ  化審法における少量新規化学物質の申出に関する技術的事項につい

て事業者の相談に対応するとともに、経済産業省の要請に基づき、少量

新規化学物質、中間物等、少量中間物（※2）の申出書類について、化学

物質の構造や環境中への排出等に関する技術的事項の確認を行う。ま

た、申請処理を効率化するための MOL ファイルを作成するシステムを運

用するとともに、申請に対する事業者支援を行う。  

 

 少量新規化学物質等の申出書類の技術的事項について以下の表のとお

り確認した。 

少量新規化学物質製造等の申出書類の技術的事

項の確認件数 
27,210 件 

 うち、QSAR 評価ワークフローで評価した件数 うち、21,117 件 

中間物等の申出書類の技術的事項の確認件数  127 件 

 

  

 少量新規化学物質の申出に関する事業者支援として以下の取組を実施

した。 

・これまでの少量新規確認の経験を踏まえ、「少量新規化学物質の構造式

ファイル作成に係る事業者ガイダンス」の改訂案を経済産業省に提出

し、令和 4 年 3 月 31 日に経済産業省及び機構の Web サイトから公開し

た。 

・業界関連団体等が開催する化審法セミナー（令和 3 年 12 月 16 日及び令

和 4 年 2 月 18 日）に講師を派遣し、MOL ファイル作成概要について説明

を行った。 

 

 

ウ 化審法に基づく製造事業者等に対する立入検査について、経済産業省

の指示に基づき、的確に実施する。また、経済産業省の要請等に基づき、

3 省における立入検査計画の作成と立入検査マニュアル等の改正を支援

する。 

 

中間物等の確認に係る事業所に対する立入検査の実施件数  5 件 

少量中間物等の確認に係る事業所に対する立入検査の実施件数  2 件 

少量新規化学物質の立入検査の実施件数  2 件 

低生産量新規化学物質の立入検査の実施件数  2 件 

 

3 省の立入検査計画（令和 3 年 9 月～令和 4 年 6 月）作成に修正案等の

意見を提出し、反映された。  

なお、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和 3 年 4 月～6 月、9

～10 月及び令和 4 年 1 月～3 月の立入検査は中止となった。 

 

 

エ 分解性・蓄積性に関する化審法の法定試験法以外の試験データ、構造

類似物質のデータ、QSAR による推計結果等の様々な情報を活用するこ

少量新規化学物質、中間物等の申出確認に係る支援等を的確

に全件実施し、計画どおり達成した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化審法における経済産業大臣の指示に基づく立入検査等を的

確に全件実施し、計画どおり達成した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化審法運用の合理化に向けた検討を行うとともに、これまで

の合理化案件等について事業者の活用を進めるための情報発信
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とで総合的に評価を行う新たな評価手法の適用等、化審法運用の合理化

に向けた検討を行い、経済産業省に提言し、運用の実現を図るとともに、

これまでに採用された合理化案件等について、事業者の活用を進めるた

めの情報発信を行う。 

なお、上記検討等に資するため、関連する OECD の活動等に参画し、

情報収集を行うとともに、国や事業者への情報発信を行う。  

 

 

●証拠の重みを勘案した総合的評価手法（WOE）の適用 

令和２年度経済産業省委託事業「化学物質の分解性及び蓄積性に係る

総合的評価の導入に関する調査」について経済産業省と打ち合わせを行

い、化審法における信頼性の高さなど証拠の重みを勘案した総合的評価

手法（WOE）の導入に向けて、分解度試験や濃縮度試験、QSAR に関する

知見を経済産業省に提供し、事業の遂行を支援すると共に、今後の課題

を明確化した。 

また、既存化学物質の安全性点検結果（化審法 TG の分解度試験）によ

り難分解性と判定されていた化審法における詳細なリスク評価の対象で

ある２，２－ジブロモ－２－シアノアセトアミド(DBNPA)の分解性につい

て、7 つの分解生成物に関する LC/MS の分析結果、Catalogic による分解

物の推定結果及び EPA や CLH Report に示された活性汚泥の呼吸抑制に関

する試験結果などの化審法の法定試験法以外の複数の情報も利用し、分

解性及び評価の対象とする物質の選定について、経済産業省の分科会

（令和 2 年度第 1 回化審法のリスク評価等に用いる物理化学的性状、分

解性、蓄積性等のレビュー会議）で提案した。当該物質については今後

も引き続き検討予定である。  

 

●分解性・蓄積性に関する QSAR の国の審査への適用範囲拡大等の検討 

QSAR で判定可能な物質群の条件整理の結果を踏まえ、平成 30 年度の経

済産業省委託事業「平成 30 年度化学物質安全対策（新規化学物質の審査

における定量的構造活性相関（QSAR）の活用のあり方に関する調査）」に

おいて、化審法新規審査における実測試験の代わりに QSAR 予測結果を用

いて判定するための判定基準の案を提案し、委託事業内の専門家による検

討会でオーソライズを得た。本事業で作成された案は、令和元年度の化審

法に係る３省合同審議会に提出され、化審法新規審査導入について複数回

審議されたところ。新型コロナウイルスの影響により令和 2 年度と令和 3

年度においては審議が進まなかったが、引き続き審査導入を目指し、経済

産業省や環境省に働きかけを行った。  

 

また、令和 3 年度経済産業省委託事業「化学物質の分解性及び蓄積性に

係る総合的評価の導入に関する調査」における AI を活用した分解性に関

する QSAR 予測手法の開発に係る調査に資するため、機構が有する化学物

質の分解性や代謝及び分解性に係る QSAR 活用に関する知見を、AI を活用

した分解性 QSAR 予測モデルの精度向上に活用するため、当該予測モデル

の開発者である国立大学法人静岡大学との共同研究を実施した。令和 3 年

を行った。 
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度においては、予測誤差の小さいデータを厳選してそれをデータセットと

することで、予測性能を向上させることに成功した。また、これまでに開

発した複数の予測モデルについて、化審法での評価フローを考慮した上で

組み合わせを検討し、化審法特有の分解性評価に最適な運用方法をとりま

とめた。さらに、実運用システム構築を想定した場合の課題に対する具体

的方策をとりまとめ、令和 4 年度以降のシステム構築のために実施すべき

項目を明確化した。さらに、OECD の活動等に関連して以下の取組を実施し

た。 

①  Integrated Approaches to Testing and Assessment (IATA)に関す

る取組 

・OECD IATA 関連会合への参画（令和３年 11 月） 

・国際活動や企業との交流を通した IATA の活用状況についての情報

収集 

・IATA 評価スキームとして下記のケーススタディの作成 

人健康評価：HESS を活用し、化審法ではスクリーニング評価、また

は企業内での評価に利用してもらうことを想定。HESS による反復

投与毒性の予測結果と PBK モデルによる体内動態の予測結果を比

較。本結果については外部有識者のレビューを得るため、OECD に

IATA ケーススタディとして提出、また学会発表と論文投稿するこ

とを検討中。 

・JaCVAM（※）評価会議並びに JaCVAM 資料編纂委員会への参加 

※JaCVAM（Japanese Center for the Validation of Alternative 

Methods）は、国立医薬品食品衛生研究所に設置された、日本動物実

験代替法評価センターのことであり、化学物質等の安全性評価のう

ち、国民の安全を確保しつつ、動物実験に関する３Rs（Reduction：

削減、Refinement：苦痛の軽減、Replacement：置き換え）の促進に

資する新規動物実験代替法を行政試験法として、可能な範囲での導

入に貢献することを目的として活動している。 

 

②QSAR Toolbox に関する取組 

・QSAR Toolbox Management Group Meeting への参画（令和３年 11

月） 

③その他 

・OECD QSAR Assessment Framework プロジェクトへの参画 

 

●合理化の提案と施行に向けた取組  

令和 2 年度以降の新規審査の合理化の検討項目等について、事業者のニ

ーズを踏まえたものとするため、届出に関する事前相談の際に事業者にヒ

アリングを実施した結果、化審法審査への QSAR 導入の要望が最も多かっ

たため、引き続き、当該項目について検討を進める。 

 試験費用の削減及び３省と機構の審査業務の効率化を見据え、下記の検

討を行った。 

 ・新規審査における高分子化合物の評価の合理化  

高分子化合物について、現在、高分子フロースキーム試験を求め、評価
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を行っているところであるが、現在まで得られている高分子フロースキー

ム試験の結果を分析することで、新たに試験をせずとも合理的に評価可能

と考えられる物質群を定義し、当該定義に該当する化合物を合理的に評価

することを検討した。直近数年の分析の結果、特にラジカル重合によって

製造する高分子（化審法官報公示整理番号において６類に分類される高分

子）においては整理できる可能性が考えられた。経済産業省に当該分析結

果の報告を行い、本案件については、令和４年度に経済産業省の委託事業

案件として詳細な分析、合理化案の検討等を行うことを合意した。  

 

●審査・運用の合理化済み案件を活用した届出等の実績  

 過去に行った「高分子フロースキーム試験方法の合理化」や「新たな分

解度試験方法の化審法への導入」といった審査・運用の合理化済み案件を

活用した届出等の実績は以下のとおり。  

 

  
平成 29

年度 

平成 30

年度 

令 和 元

年度 

令 和 2

年度 

令和 3

年度 

高分子ﾌﾛ

ｰ ｽ ｷ ｰ ﾑ 試

験 方 法 の

合理化 

試験費用：

1 物質あた

り 約 150

万円削減 

- 75 件 166 件 110 件 120 件 

一 定 条 件

の 物 質 群

の 分 解 性

試験免除 

試験費用：

1 物質あた

り 約 200

万円削減 

- 0 件 0 件 0 件 0 件 

新 た な 分

解 度 試 験

方 法 の 導

入 

試験費用：

1 物質あた

り約 2,800

万 円 削 減

（ 良 分 解

性 判 定 の

場合） 

- 3 件 6 件 12 件 13 件 

イ オ ン 性

化 合 物 の

蓄 積 性 審

査 

試験期間：

約 6 か月

→ 約 1 か

月 

試験費用：

約 700 万

円→約 100

万円 

4 件 8 件 5 件 6 件 4 件 

有 機 化 合

物 の 蓄 積

性審査 

試験魚数：

約 4 割減 

試験費用：

約 700 万

円→約 450

万円 

5 件 2 件 3 件 3 件 1 件 

少 量 中 間

物制度 

申請書類： 

約 25 頁→

約 6 頁 

189 件 184 件 108 件 86 件 136 件 
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 （２）リス

ク評価等 

化審法にお

ける化学物

質のスクリ

ーニング評

価及びリス

ク評価

（※）に関

連して、経

済産業省の

要請に基づ

き、国が実

施する評価

に必要な情

報を提供す

る。また、

豊富な技術

的な知見と

データを活

用し、より

効果的・効

率的な評価

手法の開

発、改良等

による更な

るリスク評

価手法等の

高度化・精

緻化を検討

し、リスク

評価の加速

化に取り組

む。 

 

（2）リス

ク評価等 

化審法にお

ける化学物

質のスクリ

ーニング評

価及びリス

ク評価

（※）に関

連して、経

済産業省の

要請に基づ

き、国が実

施する評価

に必要な情

報を提供す

る。また、

豊富な技術

的な知見と

データを活

用し、より

効果的・効

率的な評価

手法の開

発、改良等

による更な

るリスク評

価手法等の

高度化・精

緻化を検討

し、リスク

評価の加速

化に取り組

む。 

 

・化学物

質のスク

リーニン

グ評価及

びリスク

評価に関

する国に

対する情

報提供件

数（全件

実施） 

・届出さ

れた製造

・輸入数

量等につ

いての技

術的な確

認・整理

件数（全

件実施） 

・化学物

質のスク

リーニン

グ評価及

びリスク

評価Ⅰに

関する国

に対する

情報提供

物質数

（全件実

施） 

・リスク

評価Ⅱ等

に関する

国に対す

る情報提

供物質数

（全件実

施） 

ア 化審法に基づき経済産業省に届出された製造・輸入数量等について、

経済産業省の要請に基づき、技術的な確認・整理し物質リストを作成する

とともに、物質ごとに製造・輸入数量等を集計する。  

 

●製造・輸入数量等の技術的確認・整理、物質リスト作成 (全件実施) 

化審法に基づき経済産業省に届け出られた物質が製造・輸入数量の届出

対象物質であるか等の技術的な確認等を全件実施した。この確認結果を用

いて、令和 4 年度以降事業者が届出に使用する物質リストについて修正、

追加、削除等を行った。最新版の物質リスト 105,269 件を令和 4 年 3 月 31

日に公開した。 

 

●製造・輸入数量の集計(全件実施)  

化審法に基づき経済産業省に届出された製造・輸入数量を集計し、一般

化学物質(化審法に登録されている化学物質のうち、いかなる規制対象に

も指定されていない化学物質)8,062 物質及び優先評価化学物質(人の健康

と生態系に影響を及ぼす懸念がありリスク評価を優先的に行うべきと判

断された化学物質) 220 物質の製造・輸入数量の集計結果を経済産業省に

報告し、令和 4 年 3 月 30 日に経済産業省から公表された。 

 

製 造 /輸 入 数 量

等の技術的確認 

令和 4 年度版化審法物質リス

トに掲載したレコード数 

 うち、追加、修正及び削除し

たレコード数 

(全数) 105,269 件 

 

うち、901 件 

製造・輸入数量

の集計物質数 

一般化学物質 8,062 物質 

優先評価化学物質 220 物質 

 

 

イ 経済産業省の要請に基づき、一般化学物質のスクリーニング評価案及

び経済産業大臣、厚生労働大臣及び環境大臣が指定した優先評価化学物

質（以下「優先評価化学物質」という。）等のリスク評価案を作成し、

経済産業省、厚生労働省及び環境省に提供する。 

 

●一般化学物質のスクリーニング評価案の作成と提供 (全件実施) 

一般化学物質について、届出された製造・輸入数量を用いて環境中への

排出量を算出し、クラス分け(暴露クラス付け)を行い、有害性情報（ヒト

健康及び生態影響）を踏まえて優先評価化学物質に指定するべきかどうか

のスクリーニング評価を行った。  

一般化学物質の排出量の算出を行った物質数は、12,748 物質であった。

この排出量算出結果を用いて暴露クラス付けを行った物質数は、8,062 物

質であった。この暴露クラス付けの結果と厚生労働省、環境省から提供さ

れた有害性情報からスクリーニング評価を実施した物質数は、生態影響と

して 7,523 物質、ヒト健康影響として 7,555 物質であった。 

 

 

 

 

 

 

製造・輸入数量等についての技術的な確認・整理及び物質ご

との製造・輸入数量の集計を全件実施し、計画どおり達成した。 

機構の Web サイトに掲載している化審法のリスク評価等に用

いる用途分類及び排出係数並びに当該用途分類の解説資料等に

ついて、事業者からの問合せにも 24 件対応した。 

より適切な化学物質の評価・管理を行うために、令和 4 年度

は 2 物質の一般化学物質及び 2 物質の優先評価化学物質につい

ては構造・組成等の情報を届出事業者に求めることとしており、

情報を記載するための様式案を作成し、経済産業省に提出した。

同様式は令和 3 年 9 月 30 日に経済産業省 Web サイトから公開

された。 

スクリーニング評価等を行うために、一般化学物質等の製造

数量等届出の物質同定に関する照会対応（200 件）、用途に関す

る照会対応（126 件）を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般化学物質のスクリーニング評価案及び優先評価化学物質

のリスク評価案を作成し、国に対する情報提供を全件実施し、

計画どおり達成した。 
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一般化学物

質のスクリ

ーニング評

価の実施 

一般化学物質の排出

量の算出物質数 

12,748 物質 

一般化学物質の暴露

クラス付けを実施し

た物質数 

8,062 物質 

一般化学物質のスク

リーニング評価を実

施した物質数 

合計(重複あり)  7,621 物質 

 生態影響：   7,523 物質 

ヒト健康影響：7,555 物質 

 

●優先評価化学物質のリスク評価案の作成と提供(全件実施) 

優先評価化学物質のリスク評価は、より規制の厳しい第二種特定化学物

質(人又は動植物への長期毒性があり、環境中に存在する濃度が人の健康

と生態系に影響を及ぼすと懸念される化学物質)に指定すべきかどうか、

厚生労働大臣、経済産業大臣及び環境大臣が判断するために行われる。  

リスク評価は、長期毒性のデータを得ていない段階での「リスク評価 (一

次)」と、有害性調査指示等により得た長期毒性のデータを用いる「リス

ク評価(二次)」とに大きく分かれている。さらに、リスク評価(一次)では、

リスク評価を進める優先順位付けを行う「評価Ⅰ」、事業者に詳細な用途

等の取扱い情報の報告を求めるべきかについて判断するための「評価Ⅱ」、

取扱い情報や追加モニタリングデータ等も用いて有害性調査指示を出す

必要があるかについて判断するための「評価Ⅲ」の三段階に分かれている。 

評価Ⅰについては、生態影響について 137 物質、ヒト健康影響について

125 物質実施した。 

評価Ⅱについては、3 省が作成した「評価Ⅱの実施スケジュール」に掲

げられている優先評価化学物質 3 物質について、全件実施し、3 省にその

情報を提供した。機構が作成したリスク評価書や評価に関連する資料を用

いて 3 省合同審議会で審議が行われた。  

リスク評価を実施するためには、評価対象物質の各種物理化学的性状等

の情報が必要であることから、今後の評価スケジュールや製造輸入数量の

経年変化等を見据えながら 76 物質（CAS 登録番号ベース）の優先評価化

学物質等について物理化学的性状に係る各種データを整備した。  

 

優先評価化学

物質のリスク

評価の実施 

リスク評価実施に向け

た物理化学的性状に係

る各種データを整備し

た物質数 

76 物質 

製造数量等の届出デー

タを用いた優先評価化

学物質の評価Ⅰを実施

した物質数 

合計(重複あり) 223 物質 

 生態影響：137 物質 

ヒト健康影響：125 物質 

優先評価化学物質につ

いて、評価Ⅱを実施し

た物質数 

合計(重複あり)3 物質 

 生態影響： 2 物質 

ヒト健康影響： 1 物質 
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ウ スクリーニング評価やリスク評価の加速化、精度向上等のため、新た

な手法の確立を目指し、検討を行い経済産業省に提案し、運用の実現を

図る。排出係数の見直しに当たっては、必要に応じて産業界からの排出

等に関する情報や放散試験等の試験データ等を収集し、より実態を反映

させたものとなるように努める。 

 

●界面活性作用の物理化学的性状に関する取組 

特異な物理化学的性状（界面活性作用）のために優先評価化学物質に関

するリスク評価の技術ガイダンスの適用が困難な界面活性剤の物理化学

的性状データの取扱いについて、現在得られる公開された実測値、推計値

及び類推値のみでは精査及びキースタディ選定の基準作成が困難である

ことから、欧州等で推奨されているがまだ確立されていない実測方法の確

立を試み、logPow 解明のための手法（低速攪拌法）について、最適な実験

条件を検討し、複数の界面活性剤について再現性のあるデータを得た。ま

た、得られた結果を工業会や大学等の専門家に報告し、取組及び結果への

評価と今後の協力に関する了承を得た。 

 

●化審法におけるリスク評価の合理化・加速化に関する取組  

評価Ⅰまたは評価Ⅱの段階において滞留していたリスク懸念のないと

思われる物質に対し、新たに得られた有害性情報及び暴露情報を用いた検

証のためのスクリーニング評価を経済産業省の依頼を受け通常の評価ス

キームに追加し、その結果を踏まえて 8 物質（生態影響：2 物質、人健康

影響：6 物質）の優先評価化学物質の指定取消を行った。  

 

 

 

 

 

エ 製品含有化学物質のリスク評価手法の精緻化に向け、製品からの化学

物質の放出実態に関する調査を行う。その結果を元に、一般消費者を対

象としたヒトの生活環境・行動条件を考慮したリスク評価への適応や、

化審法の長期使用製品の排出係数決定のための手法確立に取り組む。  

なお、実施にあたっては、製品安全分野及びバイオテクノロジー分野

が保有する事故原因究明技術、生体分子解析技術等を積極的に活用する

ものとする。 

 

●製品含有化学物質のリスク評価の実施に向けた情報収集  

令和 4 年 6 月に開催予定の第 10 回締約国会議（COP10）においてスト

ックホルム条約附属書への追加が予定され、その後の審議会で化審法の

第一種特定化学物質への指定や輸入禁止製品の決定がなされる可能性が

あるペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS）等について、含有製品の

回収必要性の判断のため、人健康リスクの評価を実施する予定である。  

リスク評価を行うにあたり、令和 2 年度に主な暴露源となる製品群や

含有濃度等の情報を外部委託により文献調査から整理した。また、含有

 

 

 

 

 

 

環境排出量が大きく迅速な評価が望まれる洗剤等の界面活性

剤については、その特異的な性質のため、環境排出量を推計す

るために用いられる一部の物理化学性状データについての試験

方法等が各国で様々であり、国際的にも確立されていない状況

にある。本取組は今後も継続予定であるが、界面活性剤の物理

化学的性状データの選定に基準と統一性を与えるものであり、

専門家等による評価が得られた。今後手法が確立することによ

り、評価が困難であった複数の優先評価化学物質について精緻

なリスク評価が可能となるため、適正な法運用及び事業者の適

切な化学物質管理の実現に貢献するものである。  

 

化審法におけるリスク評価の内容は年々複雑化しており、国

が行う詳細な評価の実施には多くの時間と労力を要する。また

事業者は、優先評価化学物質への指定や詳細な評価である評価

Ⅱ候補への選定がされると、取扱の制限、リスクの確認と意見

出しなどを行う場合がある。一方で、評価の各段階においてリ

スク懸念の低い物質が優先化学物質として滞留することがある

ため、新たに得られた有害性情報及び暴露情報を用いた検証を

行いその指定を取り消すことにより、国によるリスク評価の合

理化、事業者による不要な規制対応コストの削減に貢献するも

のである。 

 

製品含有化学物質のリスク評価の実施に向けた情報収集を着

実に実施した。 
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の可能性のある製品サンプルについては北陸支所と連携して含有試験等

を実施し、試験結果もリスク評価に活用する予定である。  

 

 

オ ウ及びエの検討等に資するため、関連する OECD の活動等に参画し、

情報収集を行う。 

 

OECD 暴露評価作業部会の WPEA 中間報告会議に参加し、長期使用製品の

排出係数を見積もる際に活用している排出シナリオ文書、製品含有化学物

質のリスク評価に活用の期待できる経皮暴露や子供のマウジングに関す

る暴露、製品経由の暴露評価ツールの更新などに関する情報の収集を行っ

た。暴露評価ツールに関する調査にも協力し、機構が開発したツール

（PRAS-NITE）の情報を提供した。 

 

 

 

 

 

OECD 暴露評価作業部会の WPEA 中間報告会議における情報収

集及び提供を着実に実施した。 

 

 

 

 

 

 

 （３）化学

物質公示名

称原案の提

供 

化審法、労

働安全衛生

法等におい

て新たに公

示される化

学物質につ

いて、経済

産業省の要

請に基づ

き、国際的

ルールに従

った公示名

称の原案を

提供する。

また、公示

名称につい

ては対象物

質の化学構

造との同一

性を追求す

るとともに

他の化学物

質関係法令

との一層の

整合を図

る。 

（3）化学

物質公示名

称原案の提

供 

化審法、労

働安全衛生

法等におい

て新たに公

示される化

学物質につ

いて、経済

産業省の要

請に基づ

き、国際的

ルールに従

った公示名

称の原案を

提供する。

また、公示

名称につい

ては対象物

質の化学構

造との同一

性を追求す

るとともに

他の化学物

質関係法令

との一層の

整合を図

る。 

新たな化

学物質の

公示名称

原案作成

物質数

（全件実

施） 

●化審法公示名称原案の作成 

化審法等において新たに公示される化学物質について、以下の表のとお

り経済産業省の要請に基づき、公示名称の原案を提供した。 

 

新規審査判定時に名称付与した件数  154 件 

第一種特定化学物質候補の名称付与した件数  0 件 

優先評価化学物質候補の名称付与した件数  4 件 

監視化学物質候補の名称付与した件数  0 件 

 

●労働安全衛法公示名称原案の作成及び厚生労働省への提供（全件実施） 

 労働安全衛法において新たに公示される化学物質について、以下の表の

とおり厚生労働省の要請に基づき、公示名称の原案を提供した。  

 

安衛法の届出情報に基づき公示名称案を作成した件数  838 件 

 

●その他の公示名称現案の作成・確認等  

 化管法の政令で定める指定化学物質として新たに追加される候補物質

の名称や物質の範囲指定等の確認を行い、構造や対象範囲の定義の不明点

を指摘し、また必要に応じて名称案を提供した。  

 

●化学物質名称付与ルールの国際標準の採用  

改訂版 IUPAC 命名法である IUPAC2013 年勧告の法律への導入について

は、機構の働きかけにより、化審法、安衛法とも平成 30 年 4 月届出分か

ら導入された。 

厚生労働省から依頼を受けて毒物及び劇物取締法（毒劇法）についてこ

れまで名称を提案した物質のうち 1 物質について、令和 4 年 1 月に公布さ

れ、同年 2 月に施行された。 

国内の命名法専門家との情報交換及び機構の業務内容と成果の周知等

のため、日本化学会命名法専門委員会（令和 3 年 11 月 2 日）及び IUPAC

高分子部会年会（令和 3 年 8 月 17 日～8 月 19 日）に出席した。 

新たに公示する物質の名称案を全件作成し、計画どおり達成

した。 

 

 

 

 

 

 

 

労働安全衛生法において新たに公示する物質の名称案を全件

作成し、計画どおり達成した。 

 

 

 

 

事業計画にないピンポイントの公示名称案作成・確認依頼に

ついても、事業者による排出量の届出が適切に実施されるタイ

ミングでの国内法施行となるよう、迅速に対応した。  

 

 

IUPAC2013 年勧告の法律への導入に資する取組を、着実に実

施した。 
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 新たに名称付与業務に従事することとなった職員を対象とする名称勉

強会を開催した。この勉強会の講師を中堅職員が務めることとし、新規に

配属された職員に対し必要な知識を授ける場としつつ、中堅職員にとって

も自身のスキルアップにつながるようにし、職員の技術力の維持に資する

体制を作った。また勉強会はオンライン開催でセンター全体から参加者を

募ることとし、センター全体のスキルアップの機会を提供した。  

 テレワーク中心の業務体制におけるコミュニケーションの改善のた

め、名称室の若手・中堅職員が業務上の不明点等を気軽に質問できるよ

う、質問受け付け用のオンライン会議室を設定した。会議室は固定の時

間帯に解放することとし、シニアクラスの職員 1 名がその時間内に常駐

する形とした。 

 

 （４）化審

法関連情報

の整備・提

供 

事業者の化

学物質管理

等に資する

ため化審法

関連業務で

得られた情

報を整備・

提供する。 

（4）化審

法関連情報

の整備・提

供 

事業者の化

学物質管理

等に資する

ため化審法

関連業務で

得られた情

報を整備・

提供する。 

 ア 経済産業省の要請に基づき、新規化学物質等に関する国への届出情報

や 3 省が保有する情報を収載した 3 省共同化学物質データベースシス

テムについて、システムの維持管理、データの更新を行う。また、必要

に応じて、法律の執行における重要度が高い事項について改良を行う。 

 

計画どおり、システムの維持管理及びデータ更新を実施した。  

 

 

また、2022 年の Internet Explorer のサポート切れに伴う、新たなブ

ラウザ Edge の動作のための改修を行った。  

 

【RPA によるデータ入力の自動化】  

中間物等に係る各種データの入力の自動化を一部実施した。その結

果、手作業で入力する場合に対して、410 時間程度の作業時間を削減

することができた。 

 

イ 化審法の規制情報、リスク評価結果、有害性情報等を収載した化審法

データベース（J-CHECK）を公開するとともに、システムの維持管理、

適時データ更新を行う。また、必要に応じて、3 省との合意に基づき改

良を行い、事業者に向けた情報提供を行う。  

 

新規化学物質届出資料、審査シート等の入力件数  442 件 

官報公示情報 206 件 

中間物等に係る申出書・確認書の入力件数  121 件 

中間物等に係る実績報告書の入力件数  1,216 件 

少量中間物等に係る申出書・確認書の入力件数 126 件 

少量中間物等に係る実績報告書の入力件数  525 件 

報告された有害性情報のデータ入力件数  224 件 

低懸念ポリマー(PLC)届出物質のデータ入力件 47 件 

3 省共同化学物質データベースシステムのデータ更新を全件

実施し、計画どおり達成した。また、データ入力の効率化を図

るため RPA を導入し一定の成果を得られた。  
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 J-CHECK は、化審法に係る法規制情報や国で取得された有害性情報等に

ついて事業者を中心に広く一般に提供するデータベースであり、化審法

を所管する 3 省からの依頼により、機構においてシステムの維持管理・

改修を行うとともに機構 Web サイトで公開している。  

  

 ３省と合意した計画のとおり、システムの運用保守及びデータ更新を実

施した。令和 3 年度のデータ更新の詳細は以下のとおりである。  

 

【更新回数・件数・検索数】  

更新回数 7 回(4/20, 6/8, 7/30, 10/5, 11/30, 1/25, 

3/15) 

更新件数 約 44,000 件（物質 ID*ベース） 

利用者による検索数 約 23 万リクエスト（4～3 月で日英版を合算） 

＊物質 ID：J-CHECK でデータを掲載している単位。1 つの CAS 登録番号

と 1 つの化審法番号（MITI 番号）の組合せに対して 1 つの物質 ID を付

与している。 

 

【主な更新データ】 

○MITI 番号と CAS 登録番号の組合せデータ（更新件数：827 件） 

○法規制分類情報（公示物質情報）  

 優先評価化学物質、（取消）優先評価化学物質、届出不要物質、新

規公示化学物質、第一種特定化学物質  

○製造・輸入数量（令和元年度実績分）  

○スクリーニング評価情報（令和 2 年度公表分） 

○優先評価化学物質のリスク評価ステータス、リスク評価（一次）評

価 II の評価書等 

○新規化学物質等の審査情報（審査シート）  

○新規公示化学物質の分解性・蓄積性の判定結果  

 

 提供情報の拡張や効率的な運用を図るため、3 省と調整の上、毎年シス

テム改修を実施している。令和 3 年度は、①新規公示化学物質等の審査

情報（審査シート）のリスト化及び入力・表示機能追加、②特定一般化

学物質の入力・表示機能追加及び③Internet Explorer（IE）のポート終

了に伴う Microsoft Edge への対応のための改修を実施した。①につい

て、従前は審査シート及び審査シートを掲載している物質の一覧を PDF

で掲載していたが、他の法規制対象物質と同様に、物質番号、物質名称

等のデータを HTML 形式に変更することで、詳細結果画面での表示、リス

トから詳細結果画面への遷移、審査シートの有無での物質検索を可能に

した。②は、平成 31 年 1 月の化審法改正に伴い新たに「特定一般化学物

質」が追加された（令和 5 年度公示予定）ことに対応するもので、特定

一般化学物質の物質番号や公示名称等の入力・表示、特定一般化学物質

の検索条件への追加等を可能にした。③は J-CHECK の利用環境の変化へ

の対応であり、J-CHECK を継続的に利用できるようにするための改修で

ある。 

J-CHECK の運用保守を着実に実施し、特段のインシデントも

なく、継続的に運用した。 

J-CHECK のデータ更新を 7 回実施し、３省と合意した計画の

とおり、着実にデータ整備を実施した。特に、化審法番号

（MITI 番号）と CAS 登録番号の組合せデータは利用者のニー

ズが大きく、情報拡充の要望の高い情報であるため、それを着

実に拡充させることで、利用者の利便性や当該システムの有用

性の向上に貢献している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度の改修においては、①審査シートのリスト化及び

入力・表示機能の追加は、3 省の要望や利用者アンケート結果

等を踏まえて実施しており、情報の閲覧性が高まるので、利用

者の利便性の向上が期待できる。②特定一般化学物質の入力・

表示機能追加により、新たな法規制対象物質（特定一般化学物

質）の公示後、遅滞なく J-CHECK から公表できる体制を整え

た。化審法における法規制対象物質の情報は利用者のニーズの

大きな部分でもあるため、本改修により J-CHECK の有用性、利

用者の利便性や満足度の向上につながるとともに、事業者にお

ける化学物質管理の適切な実施に貢献できると考えられる。   
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 また、データ更新作業の効率化のために、作業マニュアルの整備・更

新、一部、登録用データの準備作業において RPA の導入も行った。RPA

は、J-CHECK 上で公開済みの試験報告書 PDF の差し替えの際に、J-CHECK

公開中の PDF のダウンロードや、公開予定の PDF のプロパティ情報の削

除で導入した。  

 

 また、登録用データの準備作業に一部 RPA を導入したことに

より、作業の正確性が増し、また、効率化につながった。今回

導入した RPA は今後の PDF ファイル登録作業においても活用で

きる。 

 

 

 ２．化管法

及び化学兵

器の禁止及

び特定物質

の規制等に

関する法律

の執行・執

行支援業務

（１）化管

法の執行支

援業務 

化管法の執

行を支援す

るため、経

済産業省の

要請に基づ

き、ｋの算

出方法等に

関する問合

せ対応等の

事業者等へ

の支援を行

うととも

に、事業者

等から届け

出られる 

PRTR（※）

データの集

計、解析等

を行い、国

や事業者等

に結果を提

供する。 

※PRTR： 

Pollutant 

Release & 

Transfer 

Register 

2．化管法

及び化学兵

器の禁止及

び特定物質

の規制等に

関する法律

の執行・執

行支援業務

（1）化管

法の執行支

援業務 

化管法の執

行を支援す

るため、経

済産業省の

要請に基づ

き、排出量

の算出方法

等に関する

問合せ対応

等の事業者

等への支援

を行うとと

もに、事業

者等から届

け出られる

PRTR（※）

データの集

計、解析等

を行い、国

や事業者等

に結果を提

供する。 

 

※

PRTR(Pollu

tant 

Release & 

PRTR デー

タ集計の

実施件数

（全件実

施） 

 

①  事業者等からの届出データの集計等 

化管法の執行を支援するため、事業者等からの PRTR 届出書を処理す

る電子計算機システムの運用を行うとともに、PRTR データの集計等を

行い、結果を国に提供する。 

 

具体的には、以下の業務を実施する。 

 

ア 経済産業省の要請に基づき、事業者等から届け出られる PRTR データ

の確認・集計を行い、結果を国に提供する。  

なお、事業者から届け出られた当該年度の届出データの内容を確認し、

必要に応じて内容照会を行い、データの正確性を確保する。  

 

PRTR 届出データ(32,890 件（全件）)の記録・集計を行った。 

国から提供された届出外推計結果（届出事業者以外からの排出）を合わ

せた公表 

データ等を作成した（国から令和 4 年 3 月 4 日に公開） 

 PRTR 事務処理を効率化するため、RPA-OCR※を導入し、業務効率化を図

った。 

※  Robotic Process Automation- Optical Character Recognition：光学

文字認識及び業務プロセスの自動化）  

 

 

イ 事業者からの届出情報を格納する化管法関連の電子計算機システム

（ハードウェア）、電子化された届出を集計・管理する PRTR 届出管理

システム（ソフトウェア）、事業者が PRTR 届出書を容易に作成するた

めの PRTR 届出作成支援システムの運用を行う。 

 

化管法関連の電子計算機システムの運用、維持・管理を着実に実施した。 

PRTR 届出の受理から届出データ記録、集計までの一連の処理を行う

PRTR 届出管理システム(ハードウェアを含む)及び事業者の PRTR 届出書作

成を補助する PRTR 届出作成支援システムについて、セキュリティを確保

し安定した運用を行うために、運用状況を適宜監視し、脆弱性を回避する

ためミドルウェア等のアップデート等の維持・管理を着実に実施し、事業

者の届出、行政の事務処理の円滑な実施に貢献した。  

化管法見直しの動向を把握し、改正後において PRTR 届出システムの利

用者の利便性を向上させるとともに見直し後の届出事項に対応するため

に必要となる改修について、調達を実施し、詳細設計書作成工程までを完

了した。また、経済産業省の要望に応じ、事業者の電子届出率及び利便性

 

 

 

 

 

 

 

化管法に基づき届け出られた PRTR データの集計・解析を全

件実施し、計画どおり達成した。 

届出内容に疑義のある 770 件を照会し、417 件（54%）が修

正され（排出量・移動量への影響は、約 2,500 トン減、約 650

トン増）届出内容の正確性を確保した。  

PRTR 書面届出の事務処理において、RPA のシナリオの見直し

を行い、前年度より作業負担を軽減することができた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

化管法見直しを機に、改正後、届出事業者の利便性を向上及

び見直し後の届出事項に対応させるため、PRTR 届出システム

の改修及びその改修を適切に行うための PJMO について調達を

実施して、その業務を開始した。改修後の PRTR 届出管理シス

テムは令和 5 年度から運用開始するスケジュールで、令和 3 年

度末までに予定していた工程を予定どおり完了した。  
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人の健康や

生態系に有

害な影響を

与えるおそ

れのある化

学物質につ

いて、事業

所から環境

への排出量

及び事業所

外への移動

量を、事業

者が把握し

国に届け出

るととも

に、国が集

計して公表

する制度。 

 

Transfer 

Register)

： 

人の健康や

生態系に有

害な影響を

与えるおそ

れのある化

学物質につ

いて、事業

所から環境

への排出量

及び事業所

外への移動

量を、事業

者が把握し

国に届け出

るととも

に、国が集

計して公表

する制度。 

の向上のため、PRTR 届出管理システムのクライアント証明書を廃止する

設定変更を実施した。 

また、化管法政省令改正に対応した PRTR 届出管理システムの改修及び

その改修に係る PJMO※について、適切かつ遅滞なく行うための調達を実施

して、その業務を開始し、令和 3 年度末までに予定していた詳細設計書作

成完了までの工程をスケジュールどおり完了するため、改修業者に対して

指示・指導した。 

※  Project Management Office：システム開発の専門的知識及び知見を有

する者による業務支援 

 

ウ 事業者に対して PRTR 届出等に関する啓発活動等を行う。 

 

化管法関連情報の Web サイトの閲覧ページ数 約 85 万ページ 

自治体担当者向けの機構主催の PRTR 事務処理講

習会の開催回数 
0 回(0 日)※  

自治体担当者向けの国主催の講習会への講師派

遣回数 
2 回(2 講座) 

自治体等主催の事業者向けの講演会への講師派

遣回数 
3 回 

※緊急事態宣言が発出されたため、令和 3 年度は開催しなかった。 

 

 

エ PRTR 届出書の作成や届出書に記載する排出量の算出方法等に関する

事業者からの問合せに適切に対応する。  

 

排出量マニュアルや算出方法等の問い合わせ（約 380 件）や、PRTR 届出

システム及び PRTR 届出作成支援プログラムへの問い合わせ（約 5,210 件）

に回答し、事業者が円滑に届出できるよう、また自治体等が円滑に事務処

理できるように支援した。 

 

事業者、自治体等からの排出量算出マニュアルや算出

方法などの問い合わせ対応件数  
約 380 件 

PRTR 届出システム及び PRTR 届出作成支援プログラム

への問い合わせ対応件数 
約 5,210 件 

 

 

②  解析結果の普及・活用促進等 

集計した PRTR データを解析するとともに解析結果の有効活用法につ

いて検討を行い、排出量データを地図上に表示するシステム（PRTR マ

ップ ※）の活用等を通じて、事業者や国等における化学物質管理へ

の活用の促進と、国民への理解の増進を図る。また、化審法のリスク

評価結果の活用等により、リスクの懸念のある地域が存在する自治体

に働きかけを行い、事業者や自治体の化学物質管理の改善の促進を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緊急事態宣言発出により自治体に対する事務処理講習会を開

催することができなかったため、自治体の新任担当者向けに事

務処理について解説した動画を作成し自治体向けに公開した。

（再生回数は合計約 1,000 回） 

また、講演会や研修会を通じて、事業者や自治体に対し、

PRTR データを活用した化学物質管理の促進を図った。アンケ

ートの結果、事業者からは、自社の化学物質管理に活用した

い、リスク評価を実際にやってみたいなどのコメントがあり、

自主管理の促進に貢献した。 

 

 

 

 PRTR 届出に関する事業者からの問い合わせに適切に対応

し、円滑な届出を図るとともに、PRTR データの精緻化に貢献

した。 
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具体的には、以下の業務を実施する。 

 

ア 経済産業省の要請に基づき、PRTR データの解析を行う。 

 

「令和２年度 PRTR データの概要」に用いる 462 物質（全件）の解析結

果を提供し、令和 4 年 3 月 4 日に公表された資料「令和２年度 PRTR デー

タの概要」に活用された。 

 

イ PRTR マップを的確に運用し、事業者等と国民とのコミュニケーショ

ンツールとして、排出量及び濃度等の暴露情報について視覚的にわか

りやすい情報提供を行う。 

 

排出量及び濃度等の暴露情報について国民や事業者等に視覚的にわか

りやすい情報提供を行うため、PRTR マップ(化管法に基づき事業者から届

出された化学物質の排出量や、排出量を基に推定した大気中の化学物質濃

度を日本地図上に表示したシステム)にて情報提供を行っている。 

PRTR 制度における大気排出及び濃度情報の安定した運用を行うため、PRTR

対象化学物質の届出大気排出量、推計大気排出量及び濃度を PRTR マップ

で公開した。 

また、事業者、自治体の自主管理に役立てるため、公開データ及び公開デ

ータに人口、面積などの情報を付加して加工したデータを作成し、視覚的

な評価、解析が可能な GIS ソフトウェアで利用できる形式及び二次加工が

可能な csv 形式でダウンロードデータとして提供した。  

 

ウ リスクの懸念の地域が存在する自治体・事業所に PRTR データを活用

した化学物質管理手法に関する助言を訪問、Web 会議等適切な方法に

て行い、地方自治体の環境行政への利用及び事業者の自主管理の推進

を目指す。 

 

 

●地方自治体へのリスク情報の提供  

 令和元年度から全国を対象に PRTR 対象物質について、PRTR マップを活

用したリスク評価を実施している。リスク評価結果及び化審法リスク評価

結果を勘案し、優先的に取り組むべき化学物質と地点を明確にし、該当す

る自治体及び事業者に対して自主管理の促進を図った。  

令和 3 年度は、新たに 4 自治体と 12 事業所に対して化審法のリスク評

価で得られた有害性評価値等の情報を周知し、併せて化学物質の管理方法

等に関して意見交換を行い適正な管理を促した。また、前年度以前に訪問

した自治体・事業所のうち 9 自治体・12 事業所についても、事後確認の意

見交換等を行いより一層管理を改善するよう、働きかけを継続して行っ

た。 

その結果、計 4 事業所において、適切な排出管理に関する取組が行われ

た。 

 

 

 

 計画どおり、PRTR 届出排出量の傾向についてデータ解析を

全件実施し、経済産業省及び環境省から公表された「令和 2 年

度 PRTR データの概要－化学物質の排出量・移動量の集計結果

－」及びその関連資料の基礎データとして活用された。  

 

 

 令和 2 年度届出（平成 31 年度把握）に基づく大気排出量、

推計濃度をＰＲＴＲマップに反映した。また、令和 2 年度届出

（平成 31 年度把握）に基づく届出事業所の大気排出量、都道

府県市区町村の面積・人口に対応した大気排出量経年データ、

平成 31 年度届出（平成 31 年度把握）に基づく大気排出量、推

計濃度、度道府県、国勢調査による 1km メッシュの人口に対応

した大気排出量・推計濃度を GIS で利用できる形式で Web サイ

トから提供し事業者及び自治体の自主管理の取り組みを支援し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

PRTR データを活用して、全国で環境リスクが懸念される地

域を明確にし、機構から自治体に対しリスク情報を提供したこ

とで、それまでリスクについて情報が得られていなかった自治

体が、正しくそれぞれの自治体に存在するリスクを認識した。 

自治体がリスクについて把握したことにより、自治体と協力

しながら業務に取り組むことができ、リスク懸念地域にある事

業者に対して、リスクの状況を提供及び化学物質の管理方法等

に関する意見交換及び助言を行うことができた。また、令和 2

年度度から引き続き新型コロナウイルスの影響により、該当す

る事業所へ訪問することが困難だったことから、機構内部での

事前検討会や事業者との Web 会議等を複数回行うなどしてでき

る限り該当事業所の取扱い化学物質の排出管理の実態を把握で

きるよう意思疎通の補完に努めた。さらに前年度（令和 2 年度

及び令和元年度）に意見交換を実施した事業者に対しても継続

的なフォローをメール等で行い、場合によっては Web 会議を実

施するなどした。その結果、事業所は化学物質の管理改善を行

い、排出量が削減されるなど地域のリスク低減や、過大な見積

もりによる過剰規制などを抑制することに貢献した。  
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エ OECD の PRTR ワーキンググループへ参画し情報収集する。  

 

現在、OECD では、PRTR 制度の国際調和化に加え、PRTR データに付加価

値を付け政策的に活用することが重要な課題として取り上げており、その

課題を解決するための取組が進められているところである。  

令和 3 年 1 月に開催された OECD の PRTR ワーキンググループ会合に参

加し、各国の PRTR の取組に関する情報収集を行い、各国の方向性等を確

認した。 

 

③  化管法政令改正に伴う対応の支援 

化管法の見直しに伴う対応が進められていることから、経済産業省の

要請に基づき、技術的知見とデータを活用し、PRTR データ等の分析・

集計・加工、化審法のリスク評価にも活用される事業者の PRTR 届出

データの精緻化等の技術的サポートを行う。また、化管法政令改正後

に PRTR 届出を円滑に実施するため、届出システムの改修及び事業者

支援事業を実施する。さらに、新たに指定化学物質等の取り扱う事業

者等への周知・支援の充実を図る。 

 

具体的には、以下の業務体制を強化して実施する。  

ア 改正後の届出が円滑に行えるようにするため、PRTR 排出量算出マニ

ュアルの更新等への技術的サポートを通じて、化審法のリスク評価にも活

用される事業者の PRTR 届出データの精緻化に貢献する。また、政令改正

による第一種指定化学物質の削除・追加及び届出様式の変更に対応するた

め届出システムの改修を行う。 

 

経済産業省の、PRTR 排出量算出マニュアルの更新の委託調査に協力す

るとともに、届出情報を確認し適宜照会を実施し、算出方法等について事

業者にアドバイスする等、PRTR 届出データの精緻化に貢献した。 

また、改正化管法政省令に基づく把握し易い化管法物質リストの公表、

届出システムの AI チャットボットの導入やシステム操作説明動画の掲載

などの届出支援を実施した。  

 

計画どおり、令和 3 年 1 月に開催された OECD の PRTR ワーキ

ンググループ会合に参加し、各国の PRTR の取組に関する情報

収集を行うとともに、機構の取組について紹介を行った。その

他、OECD 文書の更新に向けて協力し、OECD のプロジェクトに

貢献した。また、機構の HP に OECD の PRTR に関する活動のペ

ージを新設し、ケミマガで広く周知することにより、 PRTR に

関する SDGs の取組を紹介し、OECD の活動に協力した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PRTR 排出量算出マニュアルに関して、修正すべき点及びそ

の理由について経済産業省へ提案した。届出システムについて

は、上に記載したとおり対応している。  

 

また、改正化管法政省令に基づく把握し易い化管法物質リス

トの公表、届出システムの AI チャットボットの導入やシステ

ム操作説明動画の掲載などの届出支援を実施した。その結果、

化管法政令改正に伴う事業者負担を軽減し、1 事業所あたりの

平均対応費用が約 36 万円、約 3 万ある届出事業所全体で対応

費用総額約 110 億減少が見込まれる。 

 （２）化兵

法の執行業

務 

化兵法の執

行を支援す

るため、国

際機関によ

る検査への

立会い等及

び特定物質

の許可製造

者等に対す

（2）化兵

法の執行業

務 

化兵法の執

行を支援す

るため、国

際機関によ

る検査への

立会い等及

び特定物質

の許可製造

者等に対す

・化兵法

に基づく

国際機関

による検

査等への

立会い実

施件数、

実態調査

件数（全

件実施） 

・化兵法

に基づく

ア 化兵法に基づく国際機関による検査への立会い等及び国の立入検査

について、経済産業省の指示に基づき、的確に実施する。また、国際

機関による検査の円滑化に資するため、対象事業所への実態調査につ

いて、経済産業省の指示に基づき、的確に実施する。  

 

令和 3 年度は、化兵法に基づく国際機関による検査等への立会いは、

新型コロナウイルスの影響により、11 月に１度行われたのみであった。

化兵法に基づく立入検査は、令和 2 年度に実施できなかった事業所があ

ることから、8 事業所を実施したが、予定していた 1 か所の事業所の実

施については、新型コロナウイルス感染拡大の影響から経済産業省の指

示により、令和 4 年度に実施することとなった。 

実態調査は、経済産業省のみが行っていた書面による確認を、機構も

立会い業務は、新規に業務に従事する者が参考となるマニュ

アルを作成したことで、今回、国際機関による検査が再開し、

その時に円滑な対応を行うことが出来た。  

立入検査業務についても、新規に業務に従事する者が参考と

なるマニュアルを作成し、令和 3 年度は 8 件実施したが、特段

問題なく対応を行うことが出来た。  
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る立入検査

等につい

て、経済産

業省の指示

に基づき、

的確に実施

する。 

る立入検査

等につい

て、経済産

業省の指示

に基づき、

的確に実施

する。 

なお、国際

機関との密

な連携に努

め、立会業

務の効率的

な実施方法

について検

討する。 

立入検査

等の実施

件数（全

件実施） 

確認を行うこととし（9 事業所（14 件））、経済産業省に報告した。さ

らに、1 事業所（1 件）については、実態調査を実地で行いたい旨要請が

あったことから、実地で検査を行った。その際、国際機関による検査が

実施された場合に備え、効率的な立会い業務を行うため、ロジや分析付

き検査の事業所の対応状況についても併せて確認を行うよう経済産業省

に依頼した。 

 

●国際機関による検査等への立会い 

 

国際機関による検査等の立会い実施件数  1 件 

事前調査の実施件数 1 件 

実態調査の実施件数 15 件 

 

●立入検査の実施 

 

立入検査の実施件数 8 件 

 

 

イ 経済産業省等が実施する研修に積極的に職員を派遣し、検査への立

会いに対応可能な職員の育成と対応能力の向上を図る。また、特定物

質、指定物質及びこれらの関連物質に対する分析訓練を実施し、分析

方法の向上等について職員間での共有を図る。  

 

経済産業省が実施する、化学兵器対策担当官研修・会議に出席した。  

立会い対応能力の強化、効率化を図るため、新たに業務に従事する者に

対し、教育や実習を行った（13 回）。 

また、経済産業省から出されている実態調査のマニュアルについて、令

和 3 年度に実施した実態調査が、何度か事業者とのやりとりが必要であっ

たことから、機構より経済産業省に修正の提案を行い、機構から 100 箇所

以上の修正及び経済産業省への確認を行い、大筋の合意がとれ、現在経済

産業省で当該マニュアルの確認が行われているところ。  

分析業務及び分析訓練については、新規に業務に従事する者に対し、実

践的な分析訓練を実施した。（4 回） 

国際機関による検査再開に向けたコロナ禍における国内における対応

について、検討を行い、その対応案を経済産業省に提案した。  

 

 

ウ 必要に応じて、化学兵器禁止機関（OPCW）の会議等に参加し、国際機

関による検査への立会いの運用改善等への貢献を目指すとともに、検

査実施方法に関する最新関連情報（分析方法、更新された装備品情報

等）を入手し、業務実施方法等の見直しを行う。  

 

OPCW の会議に参加し(5 件)、新型コロナウイルス対策や国際機関による

検査再開等に関する情報収集を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析業務及び分析訓練については、マニュアルを更新したこ

とで、分析に従事する職員育成等の早期化が期待できる。さら

に、実践的な分析訓練を実施したことにより、分析技術の向上

に努めた。 

実態調査については、今後実態調査の対象となる事業者と機

構とのやりとりの回数を減らすことが期待でき、双方にとって

の実態調査に対する負担を減らすことが期待できる。  

検査再開に向けたコロナ禍における国内における対応を経済

産業省と共有したことで、今後立会い業務が再開した時に円滑

な対応が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 OPCW の会議に参加したことでコロナ禍における国際機関に

よる検査の動向を把握し、日本で再開した場合の新型コロナウ

イルス対策の参考とした。 

 OPCW より発出されている化学兵器禁止条約法令の翻訳を行

ったことで、近年発出されている文書の内容について把握する

ことができた。 
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  OPCW から発出されている化学兵器禁止条約法令について、近年発出

されている法令については日本語訳がなかったことから、今後の効率的

な立会い業務を行うため、検査実施方法に関する情報が記されている法

令を抽出し、翻訳対象となる法令を経済産業省に確認しつつ、外注して

日本語訳を行い、翻訳結果を経済産業省に共有した。  

 

 

 ３．化学物

質管理情報

の整備、提

供の強化等

（１）化学

物質総合情

報提供シス

テム・GHS

（※）関連

情報等にお

ける情報の

整備、提供 

国内外にお

ける化学物

質の法規制

情報やリス

ク評価結果

等を収集、

整理し、化

学物質管理

プラットフ

ォームであ

る化学物質

総合情報提

供システム

（NITE-

CHRIP）の

更新を迅速

かつ的確に

行い、事業

者等の利用

に供すると

ともに、更

なる利便性

の向上を図

る。また、

化管法政令

3．化学物

質管理情報

の整備、提

供の強化等

国内外にお

ける化学物

質の法規制

情報やリス

ク評価結果

等を収集、

整理し、化

学物質管理

プラットフ

ォームであ

る化学物質

総合情報提

供システム

（NITE-

CHRIP 

※2）の更

新を迅速か

つ的確に行

い、事業者

等の利用に

供するとと

もに、更な

る利便性の

向上を図

る。また、

化管法政令

改正に伴う

事業者の負

担を軽減

し、SDGs 等

に定められ

た適切な化

学物質管理

・NITE-

CHRIP に

おける検

索回数

（過去 5

年平均

±8%の年

間リクエ

スト数）

・3 省か

ら提供さ

れた GHS

分類結果

の提供物

質数（全

件実

施）） 

ア NITE-CHRIP を的確に運用するとともに国内外の最新の法規制情報、

リスク評価結果、有害性情報等の収載する情報を更新し、国民や事業

者等に、情報提供を行う。また、ユーザーの要望等を踏まえ、更なる

利便性の向上を図るためデータの整備等を実施する。  

 

●NITE-CHRIP の情報更新、運用等 

NITE-CHRIP は、事業者や国等が法令情報や化学物質の有害性情報をも

とに化学物質管理を適正に行うために利用されているデータベースであ

る。化学物質の製造や輸入の際には、化審法や安衛法等に係る規制対象の

有無を確認し適切な管理を行い、有害性情報を元に SDS の作成の情報源に

利用されている。また、企業内部のデータベースや、アーティクルマネジ

メ ン ト 推 進 協 議 会 (JAMP) 、 製 品 含 有 化 学 物 質 情 報 伝 達 ス キ ー ム

(chemSHERPA)、一般社団法人日本化学工業協会が提供する化学物質リスク

評価支援ポータルサイト(BIGDr)等の国内の公的な化学物質管理ツールが

NITE-CHRIP を情報源として活用していることから、今や事業者が化学物

質管理を行うためには欠かせない情報源となっている。  

令和 3 年度の更新による情報の追加修正等の情報更新回数の実績は下

表のとおりである。 

 

令和 3 年度は、61 の情報源について情報更新が必要であったことから、

合計 161 回の更新作業を行った。 

EU：CLP 調和分類、EU：発がん性評価、NITE 統合版 GHS 分類結果、OECD

：高生産量化学物質（HPV Chemicals）、REACH：高懸念物質（SVHC）、TSCA

：重要新規利用規則（SNUR）、TSCA：有害な化学物質及び混合物の規制、

TSCA インベントリ、一般情報：構造式画像及び検索データ、一般情報：日

本語名称・英語名称、一般情報：分子式・分子量・SMILES、一般情報：用

途情報、ストックホルム条約（POPs 条約）、ドイツ化学会諮問委員会（BUA）

：リスク評価書、安衛法：化学物質による災害事例、安衛法：強い変異原

性が認められた化学物質、安衛法：作業環境評価基準で定める管理濃度、

安衛法：新規名称公表化学物質、安衛法：特定化学物質障害予防規則、安

衛法：名称公表化学物質、安衛法：名称等を表示し、又は通知すべき危険

物及び有害物、安全性要約書（JCIA BIGDr）、化管法（令和４年度分まで

NITE-CHRIP の 

情報更新回数 
7 回(4/20、6/8、7/30、10/5、11/30、1/25、3/15) 

NITE-CHRIP の 

検索数 

令和 3 年 4 月～令和 4 年 3 月 

507 万リクエスト(月平均約 42 万リクエスト) 

 

 

 

 

 

NITE-CHRIP のデータ更新を計画どおり 7 回実施し、検索数

は約 507 万リクエストとなった。 

 

令和 3 年度には、新規の情報源として令和 2 年 10 月 20 日に

公布された「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理

の改善の促進に関する法律施行令の一部を改正する政令」によ

り令和 5 年 4 月 1 日から変更される対象物質（例示物質として

10,843 物質）を掲載することで、利用者の利便性向上に貢献

した。また、化審法で優先評価化学物質として指定された物質

のうち、リスク評価の結果等に基づき優先評価化学物質として

の指定が取り消された物質（（取消）優先評価化学物質）を掲

載し、利用者の要望に応えることができた。  

さらに、NITE-CHRIP の検索結果画面において一度に表示で

きる CAS 登録番号の件数制限をなくす交渉をするとともに、こ

れを可能とするためのシステム改修を迅速に行ったことで、利

用者の利便性向上に貢献した。 

 

定常的な NITE-CHRIP の情報更新作業においては、最新情報

を常に把握するため定期的な巡回・情報収集を行うため、これ

まで様々な IT ツールを内製で作成、及び RPA ツールを導入し

てきており、令和 3 年度も引きつづきこれらを活用した。これ

により、専門的な知見を必要とせず、かつ複雑な判断等を必要

としない簡便な作業に費やす時間が削減でき、新規の情報を追

加するための時間を確保することが可能となった。今後も引き

続き、これらのツールを活用して作業効率を上げつつ、更なる

情報源の追加や専門的観点からの情報提供に時間を費やすこと

により、より有益な情報収集が NITE-CHRIP を通じて行えるよ

うになると期待される。 

以上のような取組により、事業者にとって有用な国内外の法

規制・有害性情報などに関してタイムリーかつ適切な情報提供

を行った。これにより、令和 3 年度の NITE-CHRIP 検索リクエ

スト数は約 507 万件となり、法規制対応等が必要な多くの事業
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改正に伴う

事業者の負

担を軽減

し、SDGs 等

に定められ

た適切な化

学物質管理

の促進に資

するべく、

政府 GHS 分

類の再分類

結果等の公

開におい

て、国民や

事業者等の

ユーザーに

対する更な

る利便性の

向上ととも

に、信頼し

て活用でき

る最新かつ

有用な化学

物質の安全

性等に関す

る情報を提

供する。 

また、国内

外における

法規制動向

等に関する

情報の収集

を行い、国

際動向も見

据えた運用

改善や規制

対応等に貢

献するた

め、タイム

リーな情報

発信を行

う。 

さらに、国

際的な情報

の促進に資

するべく、

政府 GHS 分

類の再分類

結果等の公

開において

国民や事業

者等のユー

ザーに対す

る更なる利

便性の向上

とともに、

信頼して活

用できる最

新かつ有用

な化学物質

の安全性等

に関する情

報を提供す

る。なお、

情報提供に

あたって

は、必要に

応じて関係

省庁等と連

携しながら

実施する。 

また、国内

外における

調査能力を

高め、継続

的な情報の

収集、整

備、提供を

行うととも

に、化学物

質管理の国

際調和に貢

献するた

め、国際的

な取組に参

画し、効率

的な評価方

法等の検討

の排出量等の把握や令和４年度末までの SDS 提供の対象）、化管法（令和

５年度分以降の排出量等の把握や令和５年度以降の SDS 提供の対象）、化

審法：（取消）優先評価化学物質、化審法：既存化学物質、化審法：旧第

三種監視化学物質、化審法：旧第二種監視化学物質、化審法：新規化学物

質として取り扱わない物質、化審法：新規公示化学物質（ 2011 年 3 月 31

日以前届出）、化審法：新規公示化学物質（2011 年 4 月 1 日以降届出）、

化審法：製造輸入量の届出を要しない物質、化審法：第一種特定化学物質、

化審法：優先評価化学物質、環境省化学物質の環境リスク評価結果、韓国

：化評法( K-REACH)／化管法：有害化学物質、重点管理物質、経済産業省

：化学物質安全性点検結果（分解性・蓄積性）、厚生労働省：既存化学物

質毒性試験、厚労省モデルラベル SDS、国際がん研究機関（IARC）：発が

ん性評価、国際化学物質安全性カード（ICSC）、国連番号（UN Number）／

国連危険物分類（UN Hazard Class）、消防庁：危険物災害等情報支援シ

ステム、水質汚濁防止法、台湾：TCCSCA_OSHA：既存化学物質、大気汚染防

止法、中国：危険化学品目録（2015）、土壌汚染対策法、毒物及び劇物取

締法、毒物及び劇物取締法：有機シアン化合物から除かれるもの、日本化

学物質辞書（日化辞）情報、日本産業衛生学会：感作性物質、日本産業衛

生学会：許容濃度、日本産業衛生学会：生物学的許容値、日本産業衛生学

会：発がん分類、日本政府による GHS 分類結果、米国環境保護庁（EPA）

：統合リスク情報システム（IRIS）、米国環境保護庁（EPA）：発がん性評

価、米国国家毒性計画（NTP）：長期試験レポート、米国国家毒性計画（NTP）

：発がん性評価、米国有害物質疾病登録局（ ATSDR）： Toxicological 

Profiles 

 

また、定常更新だけでなく、利用者等の要望等を踏まえ、化審法：（取

消）優先評価化学物質（優先評価化学物質として指定された物質のうち、

リスク評価の結果等に基づき優先評価化学物質としての指定が取り消さ

れた物質）、化管法（令和５年度分以降の排出量等の把握や令和５年度以

降の SDS 提供の対象）を新規情報源として NITE-CHRIP に掲載した。NTIE-

CHRIP の検索結果画面において CAS 登録番号を含む検索結果を表示する場

合、CAS 登録番号の知的財産権の関係から表示件数を 5,000 件以下に制限

していたところ、米国化学会情報部門（CAS）と協議を行い、制限なく表示

することが可能となった。 

 

定常更新及び新規情報源を今後も適切に行っていくため、引き続き作業

の一部を Robotic Process Automation （RPA）で自動化して行った。その

結果、作業効率が向上し、新規情報源の追加等掲載作業時間を確保するこ

とが可能となった。 

 

イ AJCSD を的確に運用し、ASEAN 各国から提供される最新の法規制情報

や有害性情報等を提供する。また、ユーザーの要望等を踏まえ、ASEAN

各国の合意の下、データの整備等を実施する。  

 

AJCSD は、日本及び ASEAN 諸国の化学物質規制に関する情報を提供して

者の負担（法対応のための調査に要する時間等）を大幅に削減

するとともに、適切な化学物質管理を促進し、産業の健全な発

展に貢献した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AJCSD のデータ更新を 7 回実施し、計画どおり達成した。  

機構の持つ技術によって、AJCSD は安定運用が可能となっ

た。 

今後機構は、ASEAN 各国から TOR に従って提供される情報等

を適切に掲載・運用することで、事業者は、AJCSD で最新情報
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基盤である

日 ASEAN 化

学物質管理

データベー

ス(AJCSD)

の運用機関

として、日

ASEAN 経済

産業協力委

員会化学産

業ワーキン

ググループ

での合意に

基づき、日

ASEAN にお

ける化学物

質関連の規

制情報を的

確に整備、

提供するこ

とにより、

経済産業省

が推進する

「アジアン

・サステイ

ナブル・ケ

ミカル・セ

ーフティー

構想」にお

ける化学物

質管理制度

の相互調和

の推進の支

援を行う。 

や技術的支

援等に取り

組む。 

さらに、国

際的な情報

基盤である

日 ASEAN 化

学物質管理

データベー

ス（AJCSD 

※3）の運

用機関とし

て、日

ASEAN 経済

産業協力委

員会化学産

業ワーキン

ググループ

での合意に

基づき、日

ASEAN にお

ける化学物

質関連の規

制情報を的

確に整備、

提供するこ

とにより、

経済産業省

が推進する

「アジアン

・サステイ

ナブル・ケ

ミカル・セ

ーフティー

構想」にお

ける化学物

質管理制度

の相互調和

の推進の支

援を行う。 

 

いる。特に法規制情報については、我が国のものも含めて 9 カ国及び 1 国

際機関、42 の法令や有害性情報等が収載されており、AJCSD 独自の情報と

して、延べ約 23,000 物質が収載されている。 

令和 3 年度は 7 回データ更新を行った。ASEAN 各国から提供される法令

物質情報のデータ更新等については、引き続き粘り強くフォローを継続中

である。 

 

 

AJCSD の情報 

更新回数 
7 回(4/20、6/8、7/30、10/5、11/30、1/25、3/15) 

AJCSD の検索数 
令和 3 年 4 月～令和 4 年 3 月 

約 12,363 リクエスト（月平均約 1，030 リクエスト） 

 

 

ウ 事業者による SDS や危険有害性情報についてのラベル作成を支援す

るため、3 省が実施した GHS 分類結果を確認・修正を行い公表する。

また、分類結果の英語版を作成し公表する。さらに、政府 GHS 分類の

再分類結果等についてユーザー目線での情報発信（利用者の理解度等

に応じた学習教材、ニーズに対応した最新の分類結果一覧等）を行い

国連 GHS 専門家小委員会の議事録、等の最新かつ有用な情報の整備・

提供を行う。 

 

 

化学品の分類及び表示に関する世界調和システム（ The Globally 

Harmonized System of Classification and Labelling of Chemicals：

GHS）は、危険有害性に関する情報を化学品を取り扱う人々に正確に伝え

ることにより、人の安全や健康及び環境の保護を行うことを目的する、化

学物質の危険有害性の分類及びラベル、安全データシート(Safety Data 

Sheet：SDS)による情報伝達に関する国際的に調和されたシステムである。 

令和 2 年度に国が分類、見直しを行った 253 物質の GHS 分類結果につい

て、日本語版を令和 3 年 5 月に公表した。また、令和 3 年度に国が分類、

見直しを行った GHS 分類結果の中で化管法政令改正に伴い、早急に公開す

ることが求められた 25 物質については日本語版を令和 4 年 1 月に公表し

た。過去の分類結果で英訳未実施だった 482 物質については、残りのすべ

ての項目の英訳を内製化して行い、一部外注して実施した令和元年度 164

物質の分類根拠文の英訳と併せ、誤り等については分類を実施した省へ照

会した上で、平成 23、25、26、令和元年度分の英訳翻訳物 511 物質を 11

月に公表した。これらの GHS 分類結果は公表とともに NITE 統合版 GHS 分

類結果、NITE-CHRIP や NITE-Gmiccs にもタイムリーに情報を反映するこ

とで、事業者が利活用しやすいような環境を構築した。  

事業者は、英訳の分類根拠文等から情報を得て GHS 対応ラベルや SDS 作

成等を行っていることから、分類結果の英語翻訳の素早い公開が求められ

ている。そのため、令和 3 年度は令和 2 年度分類の 250 物質の健康有害性

のうち、発がん性や特定標的臓器毒性などのいくつかの項目について、分

を確認することで ASEAN 域における輸出入等の際の負担軽減が

期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政府が令和 2 年度に分類した GHS 分類結果の公表を全件実施

し、計画どおり達成した。また化管法政令改正に伴う、GHS 分

類結果の先倒しの公表も遅滞なく実施している。また、公表し

た情報を関連するシステムに即時反映することで GHS 分類結果

をより扱いやすい環境を構築し、事業者の化学物質管理コスト

の低減が期待できる。 

過去の分類結果における分類根拠の英訳業務も、事業者の要

望に応え、外部委託も活用しながら迅速に対応したことで、全

ての英訳が完了し、11 月に公開することができた。これにつ

いては国連 GHS 専門家小委員会でも日本の進捗状況として報告

され国際的に日本の GHS 分類が活用されることが期待される。  

機構がこれまでに培ってきた知見や技術力が認められている

ことから、機構が国連 GHS 専門家小委員会で用いる対処方針案

の作成や議事録の和訳を行っている。さらに令和 4 年度から分

類連携事業では、労働安全衛生総合研究所とともに中心的な役

割を担うこととなり、実質的には機構が国内の GHS 普及の旗振

り役として貢献している。 

令和 3 年度は、混合物分類の Web ツールである NITE-Gmiccs

を改修し、SDS 様式への吐き出し機能を追加したことで、事業

者の GHS に関する理解促進と正確な情報伝達を可能とし、日本

の化学物質管理の発展に大きく貢献することができたと考えら

れる。これらの取組により、これまで以上に、化学物質を取り

扱う全ての事業者において、GHS に関する知見の向上、混合物

の分類における負担の軽減、正確な GHS 分類結果が記載された

SDS の流通等サプライチェーン全体での情報伝達の向上が期待

される。 
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類根拠の英訳作業を外注して対応することとした。残りは内製化した。  

 

政府による GHS 分類結果 公表物質数(見直しを含む) 278 物質 

英訳の分類根拠の掲載物質数  511 物質 

 

令和 3 年度もコロナ禍の影響を受け、経済産業省および厚生労働省の

GHS 分類検討委員会は Web 開催となったが、分類検討委員として審議を行

うと共に、オブザーバーとしても出席した。  

さらに、これまで各省で実施していた政府による GHS 分類事業について

は、令和 4 年度より 3 省（経済産業省、厚生労働省、環境省）と労働安全

衛生総合研究所、そして機構が連携して行うことで合意し、機構は民間か

らの情報受付を担うこととなり、令和 4 年度からの試行に向けて準備を行

った。 

国連 GHS 専門家小委員会は予定どおり 7 月と 12 月に現地とオンライン

のハイブリッド開催となり、代表らと共にオンラインで参加した。いずれ

の小委員会に対しても、厚生労働省からの依頼を受け、機構が対処方針の

案を作成し、会議にて対応した議事録の和訳も機構が作成し、HP より公開

した。さらに、EU の持続可能な化学物質戦略に関連し、GHS に導入しよう

としている有害性項目について関係省庁等連絡会議に情報を提供し、日本

産業への影響が大きいことが発覚した。今後も日化協等と協力して動向を

注視することとなった。 

昨年度公開した GHS・SDS 学習コンテンツについては、公開時より多数

のアクセス数（ダウンロード数）があり、コンスタントに延びている。年

間のダウンロード数は 13 万回以上。 

また、令和 2 年度末に公開し、3 年度より運用を開始した「GHS 混合物

分類判定ラベル作成システム（NITE-Gmiccs）」は、Web ツールとしたこと

で、事業者はインストール作業やソフトウェアのアップデート作業、さら

には事業者が使用するパソコンのアップデート等に伴うソフトウェア環

境の移行作業等から解放され、インターネット環境さえ整えば、余計な作

業等を必要とせずに常に最新の情報を基に混合物の分類を実行可能とし

た。NITE-Gmiccs の使い方に関する講習会や展示会での宣伝、NITE 講座や

経済産業省主催のキャラバンでの講義による宣伝効果もあり、着実にアク

セス数を延ばし、令和 3 年度は分類実行回数として約 1 万 4 千回となっ

た。さらに令和 3 年度にはかねてより事業者からも要望のあった SDS 様式

への吐き出し機能を NITE-Gmiccs に追加する改修を行った。NITE-Gmiccs

に収載されているデータの充実に対する要望に応えるために欧州化学品

庁から公開されている EU CLP 調和分類の 4,705 件のデータを新たに収載

した。 

 

NITE-Gmiccs の 

分類実行回数 

令和 3 年 4 月～令和 4 年 3 月 

14,466 回 (月平均約 1,205 回) 

NITE-Gmiccs の 

ラベル出力回数 

令和 3 年 4 月～令和 4 年 3 月 

10,558 回 (月平均約 879 回) 
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エ アジアン・サステイナブル・ケミカル・セーフティー構想の下での二

国間協力協定（MOC）等に基づき、化学物質管理法制度の最新動向等に

係る情報交換、途上国における化学物質のリスク評価手法、インベン

トリの導入及びそれに伴う化学物質の評価に係る研修等を通じた技術

支援を行う。また、化審法等について、我が国における産業界の支援

につながる国内外への情報提供を行う。  

 

●化学物質管理法制度の最新動向等に係る情報交換  

【台湾】 

台湾 SAHTECH と Web 形式による定期会合を実施した（5 月）。台湾側

からは自主管理や ESG 投資の発表があり、経済産業省のあり方検討会

の議論に役立つ有用な情報を得ることができた。会合で得た情報は、経

済産業省と産業界の関係者に提供した。また、TSCI のインベントリの

更新情報を得た（7 月）。 

 

●化学物質審査規制法の通知類の英訳の公開  

 化学物質審査規制法の通知類（8 文書）の英訳をホームページから

公開した。一つの文書に対するアクセス数は 290～578 件。 

 

オ 欧米の関係機関との間で、化学物質管理に係る情報共有等を進め、協

力関係を維持・強化する。OECD の化学品・バイオテクノロジー委員会

傘下の活動のうち、NITE の業務に関連する活動の動向を把握し、必要

に応じて業務に反映させる。また、これらの活動に対する国の対応に

ついて技術的な観点から助言を行う。 

 

 

●欧米の関係機関との協力関係の維持強化  

【米国 環境保護庁（EPA)】EPA への職員の派遣については、令和４年５

月を予定。 

●経済協力開発機構(OECD)のハザード評価作業部会会合等への参加によ

る情報提供と規制の国際整合化に向けた情報収集と報告 

OECD に派遣していた職員の任期が 10 月に切れたため、任期を 1 年延長

した。職員を OECD に派遣していることで、特に構造活性相関の分野に

おいて情報交換をしているほか、OECD の会合等において、複合暴露、

構造活性相関、試験方法、化学物質データベースポータルの開発等の議

論への参加又は意見交換を実施し、情報提供を行った。さらに、それら

会合等での議論・検討の情報収集を行い、その結果を経済産業省等へフ

ィードバックし、日本の化学物質管理制度の国際整合化を図るために貢

献した。また、6 月と 2 月に開催された化学品バイオ技術委員会（CBC）

会合においては、経済産業省による対処方針案の作成に協力した。  

【OECD】 

・OECD ハザード評価作業部会会合(6 月)及び電話会議（1 月） 

・OECD/eChemPortal 運営会議（Web 会議 4 月）及び電話会議（10 月） 

・OECD/IUCLID ユーザ・グループ専門家パネル会議（Web 会議 9 月）及び

各種 MOC 等に基づく取組を、着実に実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

欧米の関係機関との協力関係及び OECD 活動に係る取組を、

着実に実施した。 
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電話会議（5 月、3 月） 

  

【国連】 

・国連 GHS 専門家小委員会は予定どおり 7 月と 12 月に現地とウェブのハ

イブリッドで開催され、Web から参加。GHS 関係省庁等連絡会議につい

ては、都度、メールでの書面審議が行われた。 

 

●情報提供と情報収集 

【国内勉強会】 

機構化学物質管理センター内外役職員、経済産業省化学物質管理課及

び同素材課の国際担当者、及び産業界向けに、海外の最新情報を提供す

る勉強会を開催した（令和 3 年度 9 回実施）。また、欧米の化学物質規

制に関する勉強会を経済産業省の関係者に対し実施した。これにより、

化学物質管理行政に関与する職員等の知見向上につながり、結果として

国際業務の円滑な遂行、又は国内業務の改善検討等に貢献した。また、

機構職員の国際会議での対応能力の向上のため英語研修を企画・開催し

た。 

 

 （２）合理

的な評価手

法の検討や

化学物質管

理に関する

課題解決の

検討 

現在の化学

物質管理の

課題や今後

の社会の変

化に対応す

るため、中

長期的な視

点に立った

新たな取組

を検討す

る。例え

ば、製品の

ライフサイ

クルを見据

えた化学物

質管理や動

物実験の削

減に関する

国際動向に

（2）合理

的な評価手

法の検討や

化学物質管

理に関する

課題解決の

検討 

社会の変化

に対応する

ため、中長

期的な視点

に立った新

たな取組に

ついて、そ

の実現可能

性の調査検

討に取り組

む。例え

ば、ライフ

サイクルを

見据えた化

学物質管理

や動物実験

削減に関す

る国際動向

に対して

 ア 国や事業者が実施する化学物質の安全性評価における予測手法（構

造活性相関やリードアクロス等）の利用拡大を目指し、情報収集を行

いつつ技術的な検討を行うとともに、国や事業者への情報発信を行い、

必要に応じて国が実施する調査や事業者による利活用を支援する。  

なお、上記検討等に資するため、関連する OECD の活動等に参画し、

情報収集を行うとともに、国や事業者への情報発信を行う。  

 

●反復投与毒性に関する構造活性相関手法の国の審査での活用に向けた

技術的な検討 

 

HESS に反復投与毒性試験データ等を追加・更新し、令和 4 年 3 月に公

開した。 

 

反復投与毒性の予

測手法の調査・検討 

反復投与毒性に関する構造活性相関

(HESS)への追加物質数 

 反復投与毒性試験データ（新規物質） 

 

110 物質 

 

 

また、経済産業省新規プロジェクト AI-SHIPS（省エネ型電子デバイス材

料の評価技術の開発事業（機能性材料の社会実装を支える高速高効率な安

全性評価技術の開発-毒性関連ビッグデータを用いた人工知能による次世

代型安全性予測手法の開発-））の推進会議に委員として参加し、技術的

なアドバイスを行った。 

 

 

●類推手法を事業者に浸透させるための取組  

 より多くの企業類推手法を利用できるようにし、スピーディーかつ安

 

 

 

 

 

 

 

反復投与毒性に関する構造活性相関手法の国の審査での活用に

向けた技術的な検討について、着実に実施した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学物質の安全性予測の知見を生かしたイノベーション支援

としては、化学物質の安全性評価における動物実験代替法の利
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対しては、

NITE の安全

性予測技術

を企業の材

料開発に活

用させるこ

とにより、

環境に優し

い材料の開

発を推進す

る取組を行

う。 

は、NITE の

安全性予測

技術を企業

の材料開発

に活用させ

ることによ

り、環境に

優しい材料

の開発を推

進する取組

を行う。 

 

全な新規素材開発を促進するため、事業者を対象とした類推手法（ HESS

や OECD QSAR Toolbox も活用）講習会を実施した。令和３度はオンデマ

ンドによる動画を公開 4.5 ヶ月個別動画最大 349 名/延べ再生回数 1,395

名と利便性の向上による視聴者数大幅増（前年度の 2.6 倍）に成功し

た。［参考：令和元年度（現地開催）37 名、令和 2 年度（Web 講習会）

最大 132 名］。ポーラ化成工業、ピアス、日本農薬からの類推手法

（HESS や OECD QSAR Toolbox も含む）に関する NICE 技術相談（イノベ

ーション支援事例として HP 掲載）NICE 技術相談に対応し、技術指導を

行った。 

 

また、機構がハブとなり、国と各企業が有する技術・データの統合化

・有効活用を推進し、安全性の高い材料開発の効率化を図ることを目的

とし、以下の２つの共同事業を実施した。  

・化粧品原料の生分解性の評価及び予測手法の開発（資生堂との共同研

究、令和 2 年 6 月～令和 5 年 3 月） 

・化学物質の簡易な全身毒性予測手法の開発（花王との共同研究、令和

3 年 2 月～令和 4 年 3 月） 

 

資生堂との共同研究においては、資生堂が開発した光感作性のデータ

ベースについて、国際的に利用されている OECD の QSAR システムへの搭

載へ向けた働きかけに機構が協力し、我が国の企業が開発したデータベ

ースとしては初めて搭載が承認された（令和 3 年 9 月公開）。また、化

粧品原料の生分解性の QSAR 評価を実施し、機構の生分解性予測技術が、

環境に優しい化粧品原料の開発に有効に活用できたとの報告を受けた。  

また、経済産業省が策定した化粧品産業ビジョン（令和 3 年 4 月公

開）において、資生堂との共同研究が、化粧品産業のイノベーションの

進展の事例として紹介された。  

 花王との共同研究においては、HESS の毒性試験データベースを解析す

ることにより、毒性試験データがない物質に対し、類似物質の毒性値と類

似度から、毒性値とその信頼区間を簡易に算出する新しい予測手法を開発

した。 

 

 

イ 関係省庁等と連携し、化学物質管理の課題解決にむけた検討を行う。 

新たな化学物質管理のあり方について検討するため、関係省間で今後

の基本的な方向性や主な検討課題について経済産業省主導で令和３年度

より議論を開始した。機構から政策提言をした新たな化学物質管理のあ

り方に関係する３つの提案が、経済産業省及び化学物質管理法令所管省

の管理職級が参加するあり方勉強会の場において了承された。  

 

用推進の国際的な動向や、AI やデジタル技術の急速な発展・

グローバル化の加速による、化学品産業の国際競争の激化、サ

ステナビリティに対応した化学品開発の必要性の増大といった

背景から、機構がハブとなり、先進企業が有する技術・データ

の統合化・有効活用を推進し、業界全体に波及させることで、

我が国の業界全体で、安全性の高い材料開発の効率化を図るこ

とが重要である。 

資生堂との共同事業では、機構職員派遣など OECD とのつな

がりを活かし、資生堂の光感作性データベースが、 OECD QSAR 

Toolbox 最新版に搭載された（9/20）。光感作性試験に関する

公的データベースは世界初である（化学工業日報と朝日新聞に

掲載）。また、化粧品原料の生分解性の QSAR 評価を実施し、

機構の生分解性予測技術が、優しい化粧品原料の開発に有効に

活用できたとの報告を受けた。 

花王との共同事業では、共同データ解析により、専門家以外

にも使える反復投与毒性試験推計モデルを開発した。 

これらの共同事業成果の横展開に向けて化粧品工業連合会へ

の NICE プログラム説明会を実施した(9/6 20 社超、約 45 名

参加)。資生堂との共同事業が「化粧品産業ビジョン」（令和

3 年 4 月）（化粧品産業ビジョン検討会（事務局：経済産業

省）に、化粧品産業のイノベーションの進展の事例として紹介

された。時間やコスト、動物愛護の観点から問題のある動物実

験を最小限としつつ、スピーディーかつ安全な新規素材開発に

貢献するとともに、生分解性素材の開発に貢献することで、我

が国の化粧品産業のグローバルなイメージアップ寄与が期待さ

れる。 

さらに、OECD QSAR Toolbox の使い方等の講習会を動画にし

て公開した。また、ポーラ化成工業、ピアス、日本農薬からの

類推手法等に関する NICE 技術相談に対応し、類推手法を企業

に浸透させることに貢献した。 

 

 

 

新たな化学物質管理を支える NITE-CHRIP をプラットフォー

ムとした化学物質情報の一元化、安全性試験免除対象の拡大、

及びリスク評価制度の課題と解決策の３点について経済産業省

及び化学物質管理制度所管省に対して政策提言を行った。その

結果、関係省管理職級が参加している「新たな化学物質管理の

あり方に関する関係省勉強会」にて了承され、提言内容の実現

に向けた検討の着手につながった。 

 

 （３）化学

物質管理に

関する理解

（3）化学

物質管理に

関する理解

 ●社会人講座の開催・講師派遣等  

令和 3 年度は例年事業者向けに社会人講座として開催してきた NITE 講

座をリニューアルして web 開講する等、リスク評価をはじめとした化学

 NITE 講座は講義項目・内容や各講義の所要時間を見直し、

目的別にⅠ.制度概論編、Ⅱ.評価方法編、および、NITE 化学

物質管理センターの知見を紹介し産業界で活用いただくための
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促進、普及

啓発 

化学物質の

リスク等に

ついての国

民、事業

者、行政機

関等の相互

の理解促進

に向けて、

情報の受け

手側のニー

ズや提供側

の実態等を

踏まえなが

ら調査を行

いつつ、情

報発信を行

う。 

 

促進、普及

啓発 

化学物質の

リスク等に

ついての国

民、事業

者、行政機

関等の相互

の理解促進

に向けて、

情報の受け

手側のニー

ズや提供側

の実態等を

踏まえて調

査を行い、

化学物質の

リスク管理

に関する事

業者向けの

講座等の実

施を通し

て、事業者

や産業界に

加え、国民

に向けた情

報発信及び

普及啓発活

動に努め

る。 

 

物質管理に関する技術情報の効果的な普及を図った。  

  

 

令和 3 年度 NITE 講座実績 

日程 11 月 12 日：制度概要編 5 講義 

11 月 19 日：評価方法編 5 講義 

12 月 2 日、3 日：NITE 活用・支援編 6 講義 

開催方法 Zoom ウェビナー（本所よりライブ配信） 

参加者数 約 6,000 名（全 16 講義延べ数。1 講義の最大参加

数 667 名） 

 

令和 3 年度は講義項目・内容や各講義の所要時間を見直し、目的別に

Ⅰ.制度概論編、Ⅱ.評価方法編、および、化学物質管理センターの知見

を紹介し産業界で活用いただくためのⅢ.NITE 活用・支援編の 3 編構成

にリニューアルした。また、前年度から web セミナー化したことで気軽

にアクセスして聴講できるメリットを活かし、受講者が必要とする講義

を選びやすいように各編の主な参加対象者を明示して参加者の募集を行

うことで、より必要な方に必要な情報が届く形で事業者に役立つ情報を

発信した。 

 

内閣府の「化学物質の安全管理に関するシンポジウム」を機構、国立

環境研究所、産総研が持ち回りで実行委員長となり毎年開催している。

令和 3 年度は産総研主体となり、全体テーマは「新規技術による化学物

質リスク評価・管理の高度化」として、令和 3 年 12 月 15 日に web にて

開催。276 名が参加した。 

機構からは「化学物質の安全性評価のための新しい in silico 評価手

法の開発」として、生分解性予測 AI-QSAR および、一特/監視類似物質検

出ツールの開発、を中心に発表を行った。 

 

●Web サイトへの情報提供、メールマガジンの配信の実施  

化学物質管理に関する情報を広く一般に周知するため、機構の Web サ

イトを利用し、法規制情報、有害性情報、リスク評価関連情報等につい

て、最新情報を提供した。情報提供の結果、新聞掲載が 3 回（うち 1 回

は 5 大紙）あった。 

「NITE ケミマガ」の配信を原則毎週行い、国内外の公的機関等から公

表された化学物質管理に関する最新情報等をとりまとめて提供した。登

録者数は、令和 2 年度末時点の 9,033 から、令和 3 年度末時点で 9,744

となった（対前年比 7.9%増加）。 

 

●パンフレットの配布等を通じた化学物質管理情報発信  

コロナ禍におけるテレワークの普及に伴いパンフレットの配布数は減

少したものの、化学物質管理センターの業務を紹介するため、化学物質

管理センターパンフレット(約 150 部)や NITE-CHRIP パンフレット(約 30

部)、リスク評価に関する解説本である「化学物質と上手に付き合うため

Ⅲ.NITE 活用・支援編の 3 編構成にリニューアルして開催し

た。また、各編の主な参加対象者を明示して参加者の募集を行

い、web で開催したことで、必要な講義のみを選んで聴講でき

ると受講者から好評を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Web サイトへの情報提供、メールマガジンの配信について、

着実に実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

パンフレットの配布等を通じた化学物質管理情報発信につい

て、着実に実施した。 
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に」(約 20 部)等の配付を行い、機構の活動の理解促進に努めた。  

なお、「化学物質と上手に付き合うために」については現状に合わせ

て部分的に更新した ver.4 を発行した。 

 

 

４．その他参考情報 
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I-3.バイオテクノロジー分野 

１．当事務及び事業に関する基本情報 

Ｉ―３ バイオテクノロジー 

業務に関連

する政策・施

策 

ものづくり/情報/流通・サービス のうち、 バイオ 当該事 業実施

に係る根拠（個

別法条文等） 

独立行政法人製品評価技術基盤機構法 

特許法施行規則 

遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律（カル

タヘナ法） 

当該項目の

重要度、難易

度 

【基幹目標】 

生物遺伝資源の収集、評価、整理及び提供並びに生物多様性条約に関する

法的枠組みの執行支援等を通じて蓄積した技術や知見を活かし、生物遺

伝資源等の利用環境を整備し、我が国バイオ産業の中長期的な発展に貢

献する。 

【重要度：高】【困難度：高】 

関連す る政策

評価・行政事業

レビュー 

行政事業レビューシート番号 0389 

 

２．主要な経年データ 

 ①  主要なアウトプット（アウトカム）情報  ①  主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報） 

指標等 達成目標 基準値 
平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

 平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

【基幹目標】 

ユーザーニーズに基づく

生物遺伝資源及び関連す

る情報の拡充並びに利用

環境整備により、生物資

源データを集約した横断

的プラットフォームの利

用数 

令和 2 度比

20%増加 

 －   47,332 件 79,263 件 予算額（千円） 1,848,978 2,072,203 1,838,680  

 

1,970,834 

 

2,079,852 

 

新たな微生物遺伝資源の

収集数 

産業界から

のニーズ等

を踏まえ、

150 株 

 531 株 

（29 年度か

らは比較参

照用微生物

にも対象を

拡大） 

471 株 428 株 182 株 

（令和 2 年

度からは、

能動的収集

微生物に対

象を限定） 

189 株 決算額（千円） 2,415,006 2,004,881 2,744,807 

 

2,619,113 

（予算額と

の差異 10%

超の主な理

由は、施設

整備費補助

金の増であ

る。） 

2,132,997 

 

企業との共同事業等及び

地域産業振興支援、共通

課題の解決のための技術

的支援の実施件数 

10 件  － 13 件 30 件 31 件 26 件 経常費用（千円） 1,963,902 2,005,888 2,014,509 2,071,315 1,965,027 

生物遺伝資源のバックア

ップ保存数 

ユーザーか

らの依頼に

基づき全数

を実施 

（参考）平

成 29 年度 

6,982 株、

平成 30 年

度 10,623

株、令和元

6,982 株・

機器専有 3

台 

（ユーザー

からの依頼

に基づき全

10,623 株 

機器 5 台 

（ユーザー

からの依頼

に基づき全

数を実施） 

11,865 株 

機器 9 台 

（ユーザー

からの依頼

に基づき全

数を実施） 

12,735 件 

機器 9 台 

（ユーザー

からの依頼

に基づき全

数を実施） 

17,187 株 

機器 14 台 

（ユーザー

からの依頼

に基づき全

数を実施） 

経常利益（千円） 32,926 ▲23,836 74,265 75,635 19,818 
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年度 

11,865 株 

数を実施） 

特許法に基づく特許微生

物の寄託の実施件数 

全件実施 （参考）過

去 3 年平均 

304 件 

 

305 件 

（全件実

施） 

 

317 件 

（全件実

施） 

 

291 件 

（全件実

施） 

 

319 件 

（全件実

施） 

264 件 

（全件実

施） 

行政サービス実施コ

スト（千円） 

1,996,629 2,002,421 － － － 

カルタヘナ法に基づく遺

伝子組換え生物等の産業

上の使用等の申請に関す

る事前審査件数 

全件実施 （参考）過

去 3 年平均 

134 件 

124 件 

（全件実

施） 

104 件 

（全件実

施） 

174 件 

（全件実

施） 

71 件 

（全件実

施） 

47 件 

（全件実

施） 

行政コスト（千円） － － 2,906,257 2,434,423 2,345,921 

GILSP 遺伝子組換え微生

物リストの告示原案の作

成件数 

全件実施 （参考）過

去 3 年平均 

1 件 

1 件 

（全件実

施） 

2 件 

（全件実

施） 

 

1 件 

（全件実

施） 

1 件 

（全件実

施） 

1 件 

（全件実

施） 

従事人員数 78 78 78 75 71 

カルタヘナ法に基づく立

入検査の実施件数 

全件実施 （参考）過

去 3 年平均 

12 件 

12 件 

（全件実

施） 

 

14 件 

（全件実

施） 

 

9 件 

（全件実

施） 

0 件 

（全件実

施） 

5 件 

（全件実

施） 

      

製品事故の原因物質解析

の実施件数 

生体分子解

析技術によ

る解析が必

要な全数を

実施 

（参考）過

去 3 年平均 

21 件 

19 件 

（生体分子

解析技術に

よる解析が

必要な全数

を実施） 

23 件 

（生体分子

解析技術に

よる解析が

必要な全数

を実施） 

21 件 

（生体分子 

解析技術に

よる解析が 

必要な全数

を実施） 

22 件 

（生体分子 

解析技術に

よる解析が 

必要な全数

を実施） 

39 件 

（生体分子 

解析技術に

よる解析が 

必要な全数

を実施） 
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価及び主務大臣による評価 

 
年度目標 事業計画 

主な評価

指標 

法人の業務実績・自己評価 
主務大臣による評価 

業務実績 自己評価 

 基幹目標 

生物遺伝資

源の収集、

評価、整理

及び提供並

びに生物多

様性条約に

関する法的

枠組みの執

行支援等を

通じて蓄積

した技術や

知見を活か

し、生物遺

伝資源等の

利用環境を

整備し、我

が国バイオ

産業の中長

期的な発展

に貢献す

る。 

基幹目標 

生物遺伝資

源の収集、

評価、整理

及び提供並

びに生物多

様性条約に

関する法的

枠組みの執

行支援等を

通じて蓄積

した技術や

知見を活か

し、生物遺

伝資源等の

利用環境を

整備し、我

が国バイオ

産業の中長

期的な発展

に貢献す

る。 

ユーザー

ニーズに

基づく生

物遺伝資

源及び関

連する情

報の拡充

並びに利

用環境整

備によ

り、生物

資源デー

タを集約

した横断

的プラッ

トフォー

ムの利用

数を令和

2 年度比

20%増加  

【基盤整備/重要項目】 

 

①  生物資源データを集約した横断的プラットフォームの安定的な運用、

及び生物遺伝資源やそのデータの利活用促進  

基幹目標の新たな数値指標の達成を目指し、バイオテクノロジー分野内

に課室横断的なメンバー構成による基幹目標対策会議を設置し、毎月の生

物資源データプラットフォーム（DBRP）へのアクセス解析を行い、DBRP の

広報、営業、コンテンツ企画の検討と連動させ、より効果的な DBRP の広

報活動及び DBRP のユーザビリティの向上を集中的に進めた。その結果、

最終的に令和 2 年度比 67.5%増の利用数となり、基幹目標を大幅に達成し

た。また、DBRP のユーザビリティやユーザーのニーズを把握するための調

査を実施した。本結果に関しては令和 4 年度の基幹目標達成のための検討

に活用する。 

DBRP について、特定のユーザーのみが閲覧できる制限共有機能を追加

するとともに、利用規約や DBRP の規程を整備し、運用を開始した。ま

た、塩基配列やアミノ酸配列の類似度で微生物の種や有用物質生産遺伝

子の有無などを推定することができる相同性検索機能、登録されている

データをグラフ表示する機能やバイオセーフティレベル（ BSL）レベルの

アイコン表示機能を追加した。  

さらに、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ NEDO）

「植物等の生物を用いた高機能品生産技術の開発／高生産性微生物創製

に資する情報解析システムの開発」プロジェクトの 16 課題により得られ

たゲノム解析・発現量解析・プロテオーム・メタボローム等の解析情報（ゲ

ノム情報 224 件、その他解析情報 1,082 件）、実験情報 206 件、プロジェ

クト情報 17 件、菌株の情報 2,452 件、特性情報 1,627 件等について公開

を行うとともに、DBRP に生物資源情報を登録している地方自治体 2 機関

から、新たな生物資源情報の提供を受けた。さらに、DBRP としては初とな

る大学から提供を受けた生物資源情報を公開し、令和 3 年度末時点で、菌

株の情報 55,769 株分、微生物種の情報 8,880 件、論文・特許・学会発表

等の情報 7,405 件、ゲノム情報 3,541 件、画像情報 2,983 件、その他解析

情報 1,155 件を公開している。 

 

②  安全性や信頼性の確保とイノベーション促進を両立させる、生物遺伝

資源等の産業利用における環境整備 

 NEDO 事業の成果である「NBRC ヒト常在微生物カクテル」の提供を開始

するとともに、微生物分譲サービスのオンライン注文への一元化や、分譲

業務工程の効率化を実施することで、分譲受付から発送に最大 21 日間要

していた日数を 10 日間前後まで短縮した。 

遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関す

る法律（以下、「カルタヘナ法」という。）について、微細藻類を用いた

燃料、化成品生産等の研究開発が進展し、高効率な生産を実現する観点か

評定：S  

 

基幹目標を除く全ての定量的指標（全件実施を除く。全件

実施指標についても全件実施を達成）が 120%を超え、かつ基

幹目標の指標は 67.5%増と大幅に達成したことに加え、以下

について、機構独自の知見・技術や連携を活かして主体的に

取組を行い、行政や産業界、国民に積極的に働きかけること

により、社会に対し事業計画で求められる水準を超えて非常

に高い効果を生み出し、安全・安心な国民生活や健全で持続

性のある産業発展に貢献した。 

 

○初の国家プロジェクトデータの集約や高精度データの拡充

と、知財や秘密保持を担保したデータ共有機能の提供等によ

り利便性向上を実現 

NEDO スマートセルプロジェクトで取得されたバイオものづ

くりに係る微生物データ計 5,658 件及び自治体や大学が保有

する特徴ある有用微生物データ 2,918 件を拡充するととも

に、特定のユーザーのみが閲覧できる制限共有機能の運用を

開始した。その結果、データを一元的に集約・公開する機構

の役割が認められ、新たな国家プロジェクトへの参画依頼に

もつながるとともに、制限共有機能はセキュリティ担保や知

財への留意等、高まる需要に対応した極めて有用な機能とし

て評価を得た。継続的なデータ拡充及び機能拡充により、利

用者にとって他にはないプラットフォームとして認知されつ

つあり、利便性、情報収集時間の短縮などの効果も確認され

た。 

 

○ヒトマイクロバイオーム解析の標準化に向けた環境整備

や、微生物分譲サービスのユーザー利便性向上 

NEDO 事業の成果である「NBRC ヒト常在微生物カクテル」の

提供を開始し、マイクロバイオーム解析法の標準化に向けた

環境を整備した。令和元年度に提供を開始した NBRC 微生物カ

クテルは、企業製品チラシや、論文における参照サンプル等

として活用されるなど着々とマイクロバイオーム解析の標準

化に貢献した。 

微生物分譲サービスのオンライン注文への一元化や、分譲

業務工程の効率化を実施することで、分譲受付から発送に最

大 21 日間要していた日数を 10 間日前後まで短縮した。その

結果、微生物入手までの日数を半減し、顧客満足の向上を実

現するとともに、他機関と比べて最大で半分程度の期間で入

手できることで、研究開発の加速、微生物の産業利用促進に

評定 Ａ 

令和 3 年度は、次の①～④の取組を

行い、基幹目標の指標を含む、全ての

評価指標を高いレベルで達成し、世界

トップクラスの微生物遺伝資源機関と

して、生物遺伝資源の利活用促進に資

する取組を着実に展開した。これに加

え、時勢に沿った新たな取組も積極的

に行い、社会や産業界に対し大きく貢

献する成果を上げた。 

以上から、所期の目標を上回る成果

が得られていると認められるため、

「A」評価と判断した。 

 

①生物資源データプラットフォーム

（DBRP） の利活用促進 

 令和 3 年度は、基幹目標の「生物資

源データを集約した横断的プラットフ

ォームの利用数を令和２年度比 20%増

加」に対し、目標値を大きく上回る

67.5%増を達成した。機構が、生物遺

伝資源の収集、データ拡充、ユーザー

インターフェース向上、広報活動等従

来の取組だけに留まることなく、新た

に大学で生物資源データプラットフォ

ームに関する講義・実習を行う等、独

自の知見・技術やネットワークを活か

し、主体的かつ積極的に取組を進めて

きた結果である。 

生物資源データプラットフォームの

整備・拡充に留まらず、効果的な広報

・営業活動や利便性向上を通じて生物

資源データの利活用を促進し、バイオ

ものづくりの発展に貢献したことは、

高く評価する。 

 

②生物資源データの拡充、共同研究・

社会実装への応用 

機構は、DBRP の整備・拡充に向け

て、産業界のニーズを踏まえ、新たな

微生物遺伝資源の収集を行っている
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ら遺伝子組換え体を用いた開放系での利用も想定されていることを背景

に「遺伝子組換え生物の開放系利用における審査支援体制整備事業」に関

して、経済産業省及びカルタヘナ法の共管省庁となる環境省のほか、有識

者による評価手法検討委員会を計 4 回開催した。また、「カルタヘナ法第

一種使用等における生物多様性影響評価手法の検討」に関する共同事業に

おいて評価試験を実施し、令和 3 年度は開放系試験を 3 件実施した。閉鎖

系試験も令和 2 年度に引き続き実施している。 

 

つながった。 

 

○機構による技術支援成果や機構の保有微生物を利用した社

会実装が続々と実現 

 これまでの企業等との連携事業や、営業活動におけるニー

ズを踏まえた情報提供を通じて、企業が単独では成し得なか

った、有用物質を産生する微生物の特定等が、機構の技術支

援や助言により成功した。その結果、日本国内で初めて食品

への使用を可能とし、一般的な食品素材と比べて高い売り上

げ成長率を見込んでいる有用物質の販売開始や、自然派化粧

品のニーズに合った、製品の上市までの立ち上がりが早い原

料の生産を実現し販売開始後既に 6 者 14 品目に採用されるな

ど、社会実装が続々と実現した。 

 

＜機構評価・計画諮問会議委員からのコメント＞  

協調領域、競争領域の使い分け、DBRP の一元化も良く、S 評

価にふさわしい。（菊池委員） 

コロナ禍でもデジタル化やオンラインで上手に対応してい

る。 

定量的指標は、令和 3 年度より微生物の分譲件数からデータ

利用数に変わっている。データは急激に増加しているので、

120%以上では成果として弱いかと思ったが、収集数や技術的

サポート件数が増えていることも考慮に入れ、定量的指標は

S 評価で良い。国家プロジェクトのデータ等を機構に集める

ことが形になりつつあることは、現場としてとてもありがた

い。（釘宮委員） 

 

が、令和 3 年度は、創薬シーズとして

期待される微生物をはじめ、目標の

150 株を上回る約 189 株を収集した。

さらに、微生物の収集だけに留まら

ず、企業・大学等との共同研究や技術

的支援を実施し、目標の 10 件を上回

る 26 件を実施した。 

機構が、これまで共同研究や技術的

支援等を行ってきた案件の中から、機

能性食品や化粧品を始め複数の製品が

実用化する等、機構の継続的な取組の

成果が表れ始めている。こうした社会

実装への貢献も踏まえ、機構の取組を

高く評価する。 

 

③バイオエコノミー社会実現に向けた

環境整備への取組 

機構は、微生物を活用した産業の発

展を目指し、様々な研究開発や技術開

発を行っているが、令和 3 年度は、ヒ

トの腸内、口腔、皮膚等に生息する 18

種類の NBRC 株を純粋培養し、それぞ

れの細胞数が等量となるように混合し

た「NBRC ヒト常在微生物カクテル」の

提供を令和 4 年 1 月に開始した。 

 昨今、ヒトの体内に存在する微生物

叢（ヒトマイクロバイオーム）は、健

康との関連性が示されており、これら

の情報を活用した医薬品や食品等の開

発が期待されている。一方で、解析手

法等により得られるデータの信頼性や

相互比較性が乏しいという課題があっ

たが、機構が「NBRC ヒト常在微生物カ

クテル」の提供を開始したことによ

り、安定した計測等を行うことが可能

となった。機構は、ヒトマイクロバイ

オーム研究の精度や信頼性の向上に大

きく寄与するとともに、産業界等と連

携してヒトマイクロバイオームの「推

奨分析方法」を確立したことで、解析

方法の標準化に向けた環境の整備に大

きく貢献した。 

これらの取組は、機構に蓄積された

知見や技術を活かした成果であり、生
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物資源を生かした革新的なバイオもの

づくりの発展と更なる研究開発の促進

に大きく貢献しており、高く評価す

る。 

 

④カルタヘナ法の執行支援業務および

その効率化 

経済産業省のカルタヘナ法執行の大

部分（事前相談、審査業務、立入検査

業務/事業者への指導、運用改善の検

討等）について、微生物等の専門的知

見を有する機構が執行支援を行い、遺

伝子組換え生物等の安全な使用と円滑

な法施行に不可欠・重要な貢献を果し

ている。 

令和 3 年度は、敷地内ではあるが、

遺伝子組換え生物の漏洩事案が発生

し、経済産業省が当該事案の処理・指

導を行う際に、機構が専門的観点から

助言を行い、漏洩した遺伝子組換え生

物の殺菌を完了させた。 

また、包括確認制度に係る違反事案

も発生したが、事業者から提供される

情報を適切に収集し、事案の概要の整

理に貢献した。 

更に、機構は閉鎖系における使用等

に係る申請手続が不要/簡素化される

GILSP 遺伝子組換え微生物リスト（告

示）の改正に向けた検討委員会を設置

し、掲載希望 53 件について精緻な検

討を行った結果、27 件の新規追加掲載

を含む告示改正案を取りまとめた。  

この他、機構は遺伝子組換え生物の

開放系での産業利用に向け、課題とな

っている生物多様性影響の評価手法に

ついて検討すべく、委員会を開催し、

生物多様性影響評価書作成ガイダンス

の策定に向けた検討を行っている。令

和 3 年度は、生物多様性影響評価に関

連する試験結果等を踏まえ、その手法

の妥当性について審議を行うととも

に、生物多様性影響評価書作成ガイダ

ンス案の検討を行った。 

 このように、機構が保有する微生物
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の知見や技術を活かし、遺伝子組換え

生物の適切な産業利用に向けた環境整

備に大きく貢献しており、高く評価す

る。 

 

＜指摘事項、業務運営上の課題及び改

善方策＞ 

（実績に対する課題及び改善方策等） 

・例えば CO2 を原料として物質生産を

行う微生物など、今後のバイオものづ

くりにおいてニーズが高まることが想

定される微生物を新たに採取し、ゲノ

ム・代謝データを解析・付与して生物

資源データプラットフォームを一層拡

充するとともに、業界・アカデミアへ

の積極的な PR 等を通じて共同研究を

促進することで、引き続き、バイオも

のづくり全体の推進に貢献頂きたい。

また、バイオものづくりの普及拡大に

伴い、遺伝子組み換え生物の産業利用

の件数も増加することが想定される中

において、引き続き、カルタヘナ法の

執行支援業務について適切に取り組ん

でいただきたい。 

 

＜その他事項＞ 

（有識者等によるコメント） 

・機構は、色々な菌株を保管し、事業

者に分譲するという事業形態から、デ

ータ駆動型のバイオものづくり等にお

いて生物資源データへのニーズが高ま

りつつあることをうまく捉え、生物資

源データプラットフォームの充実と広

報を通じてデータのアクセス数を大幅

に増加させ、高付加価値の商品やイノ

ベーションを生み出すというところに

積極的に踏み込んでおり、成果と言え

る。 

・生物資源データプラットフォームの

活用が飛躍的に向上したことは、これ

まで以上に社会実装に繋がっていると

思われ、大きな成果である。他機関と

の連携により、今後さらに生物資源デ

ータプラットフォームの利活用が進む
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ことが期待され、顕著な成果と言え

る。 

・基盤的な DBRP の整備が進んだこと

は極めて重要だと考える。単にバイオ

テクノロジーの技術を発展させるので

はなく、実用化という具体的な成果

（アウトカム）につながっているとこ

ろが素晴らしい。 

・ヒトマイクロバイオームの標準化に

ついて、アイディアが出てから実行さ

れるまで時間がかかると言われること

は多々あるが、ユーザーが求めている

ことを着実に把握し、サービスに落と

し込んでスピーディーに社会実装して

いる。今後の機構のさらなる発展を期

待したい。 

 1．生物遺

伝資源の産

業利用促進 

（1）微生

物遺伝資源

の収集・提

供・情報付

加 

生物多様性

条約や名古

屋議定書等

生物遺伝資

源に関する

国際動向等

を踏まえ、

我が国産業

界等が利用

可能な微生

物遺伝資源

の収集を行

うととも

に、ユーザ

ーニーズを

的確に捉え

た微生物遺

伝資源を提

供（分譲）

し、利用を

1．生物遺

伝資源の産

業利用促進 

（1）微生

物遺伝資源

の収集・提

供・情報付

加 

生物多様性

条約や名古

屋議定書等

生物遺伝資

源に関する

国際動向等

を踏まえ、

我が国産業

界等が利用

可能な微生

物遺伝資源

の収集を行

うととも

に、生物遺

伝資源の利

用促進を図

るため、産

業有用な遺

伝子情報等

について収

新たな微

生物遺伝

資源の収

集数（産

業界から

のニーズ

等を踏ま

え、150

株） 

ア 微生物遺伝資源の寄託手続きを滞りなく行うとともに、バイオ戦略の

市場領域やヒアリング等により得られた産業界からのニーズを踏まえ、

機構単独での微生物遺伝資源の収集及び他機関と連携した共同事業等

により、微生物遺伝資源の収集を行う。このため、微生物遺伝資源の的

確な受入れ体制を維持する。 

国内外の様々な環境からの新しい微生物遺伝資源の分離、国内外の生

物遺伝資源機関（BRC）との微生物遺伝資源の交換、外部研究者からの譲

渡・寄託により、微生物遺伝資源を収集し保存している。  

収集した微生物遺伝資源は、事業者や研究機関が、製品開発や物質生

産などに利用するために提供している。また、公的試験方法（日本産業

規格（JIS）や日本薬局方など）に指定された微生物遺伝資源も安定的に

提供している。 

 

項目 年度 令和 3 年度 令和 2 年度 

産業利用上重要な微生物※（NBRC 株） 

 登録数 497 株 482 株 

有用機能等の探索源となる微生物（RD 株） 

 保存数 92 株 202 株 

※：産業利用上重要な微生物の種類：新たな医薬品や食品等の開発に役

立つヒト由来の微生物、ものづくりに活用できる微生物、技術開発

等のためのリファレンスとなる微生物等  

 

特に、産業界のニーズが高い微生物遺伝資源を 189 株（指標値比

126%）収集し、指標を達成した。 

 

対応した主なニーズは以下のとおり。  

 エアコン等の空調機器材料の防菌防カビ性能評価への活用が期待さ

れるエアコンから分離されたカビ 4 株の提供を開始した。 

 

 

 

 

 

バイオ戦略等に基づき、バイオものづくりやヘルスケア、

機能性食品、その他素材等分野においてニーズの高い微生物

等、計 189 株（指標値比 126%）の微生物遺伝資源を収集し、

指標を達成した。 
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促進する。 

また、微生

物遺伝資源

の品質管理

の向上やバ

イオバンク

（微生物等

生物材料と

その関連情

報を収集保

管提供する

施設）の運

営管理要件

等に関する

国際標準化

への対応を

図るととも

に、微生物

遺伝資源を

安定的に保

存、供給す

る体制を維

持する。 

集・整理・

提供する。

また、微生

物遺伝資源

の品質管理

の向上やバ

イオバンク

（微生物等

生物材料と

その関連情

報を収集保

管提供する

施設）の運

営管理要件

等に関する

国際標準化

への対応を

図るととも

に、微生物

遺伝資源を

安定的に保

存、供給す

る体制を維

持する。 

 

 食用としての利用が期待される天然のきのこから分離されたキクラ

ゲ類 3 菌株を収集し提供を開始した。 

 企業へのヒアリングや問合せ等により産業界のニーズが高いと考え

られる、アクネ菌やブドウ球菌等のヒト由来微生物や、多様な環境

から分離された乳酸菌等を積極的に収集し、32 株の提供を開始し

た。 

 創薬シーズ等として期待される植物内生糸状菌 90 株を収集した。 

 

イ 遺伝子塩基配列情報やタンパク質情報を用いて、微生物遺伝資源の

簡便で効率的な品質管理を行う。ISO9001 に適合した微生物遺伝資源の

管理を維持する。 

特定の遺伝子の塩基配列情報に基づく同定による学名の確認に加え、

一部の菌株については、遺伝子配列の代わりに、菌株のタンパク質の質

量分析データから迅速かつ低コストに同定する手法を用い、微生物遺伝

資源の簡便で効率的な品質管理を確実に実施した。  

供給する生物遺伝資源の品質を確保するため、国際規格 ISO 9001 に基

づく品質マネジメントシステムのマネジメントレビューを 3 回開催し、

運営状況を確認した。品質マネジメントシステムの適合性及びシステム

が効果的に運用されているかを内部監査により確認した。 10 月 21 日か

ら 22 日にかけて受審した更新審査では、登録されているマネジメントシ

ステムについて、システムが維持されていると判断された。また、生物

遺伝資源の提供業務においては TAT（受付から発送の日数）を工程ごと

に区分し、各工程に要する日数を見える化し業務改善を図っている点に

ついて評価する旨の所見の報告がなされた。  

 

ウ ユーザーニーズを的確に捉えた微生物遺伝資源を提供（分譲）し、

利用を促進する。また 、企業等が各国及び我が国それぞれのアクセスと

利益配分の措置を遵守した上で生物遺伝資源をより容易に利用できるよ

う、アジアの BRC と連携した生物遺伝資源の移転・利用に関する取組を

実施する。 

ユーザーからの微生物遺伝資源の提供依頼件数（2,709 件）に対して

微生物遺伝資源の提供を全件対応し、微生物遺伝資源の利用環境整備に

よる微生物遺伝資源の利用件数は 2,749 件であった。 

コロナ禍で対面での広報活動が制限される状況において、オンライン

での営業活動や Web コンテンツを拡充して菌株購入につながる活動を行

った。具体的には、Web サイトにてニーズの高い食品汚染・環境由来の

糸状菌（カビ）の情報を更新して公開するとともに、微生物に関する様

々な相談にメールでお応えする相談窓口として「微生物コンシェルジ

ュ」を運営した。 

業務効率化とユーザーの利便性向上のため、オンラインによる分譲依

頼の受付を令和 3 年 3 月 16 日に開始した。書面による依頼では約 40%に

ついて依頼者に依頼内容の確認を行っていたが、オンラインによる依頼

では約 5%に減少し、業務が大幅に効率化された。さらに、令和 3 年 7 月

には、書面と併用している分譲依頼をオンラインに一本化した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

微生物分譲サービスのオンライン注文への一元化や、分譲

業務工程の効率化を実施することで、分譲受付から発送に最

大 21 日間要していた日数を 10 日間前後まで短縮した。その

結果、微生物入手までの日数を半減し、顧客満足の向上を実

現するとともに、他機関と比べて最大で半分程度の期間で入

手できることで、研究開発の加速、微生物の産業利用促進に

つながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NEDO 事業の成果である「NBRC ヒト常在微生物カクテル」の

提供を開始し、マイクロバイオーム解析法の標準化に向けた

環境を整備した。令和元年度に提供を開始した NBRC 微生物カ

クテルは、企業製品チラシや、論文における参照サンプル等

として活用されるなど着々とマイクロバイオーム解析の標準

化に貢献した。 
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受益と負担の適正化を考慮し、実費を勘案した手数料をユーザーに負

担していただくため、直近の実費に基づいた見直しを行った。本件につ

いてはメールマガジン等で周知を行い、NBRC 株は令和 3 年 4 月 1 日に手

数料を改定した。 

また、製薬、化学、食品、受託解析サービス等の企業 30 社（令和 4 年

4 月現在）が参画する一般社団法人日本マイクロバイオームコンソーシ

アム、国立研究開発法人産業技術総合研究所及び国立研究開発法人理化

学研究所との連携による NEDO 先導研究プログラム「ヒトマイクロバイオ

ーム関連計測の標準基盤整備」で開発した、マイクロバイオーム分析に

おける結果のばらつきを評価するための参照物質である「 NBRC ヒト常在

微生物カクテル」の提供を開始した。  

 

○微生物遺伝資源の利用件数（国内）  

 年度 

項目 

令和 3 年度 令和 2 年度 

微生物遺伝資源の利用件数 2,749 件 2,779 件 

内

訳 

NBRC 株 2,556 件 2,571 件 

RD 株 134 件 159 件 

微生物カクテル 19 件 13 件 

共同事業等における提供等 40 件 31 件 

 

○微生物遺伝資源の分譲・提供株数  

項目 年度 令和 3 年度 令和 2 年度 

NBRC 株 

 分譲数 微生物株 7,895 株 11,656 株 

DNA クローン 249 43 

ゲノム DNA 26 98 

RD 株 

 提供数  2,615 株 

（うち、 

新規 1,331 株） 

5,586 株 

（うち、 

新規 2,666 株） 

微生物カクテル 

 提供数 Cell-Mock-001  

15 セット 

DNA-Mock-001  

8 本 

Cell-Mock-001  

8 セット 

DNA-Mock-001  

25 本 

 

エ これまで機構が蓄積してきた微生物遺伝資源の品質管理等に関する

経験と専門的知識を活用し、ISO/TC276 等の国際標準化会議において、

バイオバンクの運営管理要件等に関する ISO 国際標準化事業に貢献す

る。また、当該貢献にあっては、適合性認定分野が有する認定に関する

経験と専門的知識を活用する。 

ISO/TC276 のエキスパートとして、TC 会議、国内委員会及び国内分科

会に出席し、平成 30 年に発行した「バイオバンク（微生物を含む全ての
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生物材料とその関連情報を収集保管提供する施設）の施設等の要件に関

する国際標準規格書（ISO 20387）」に係る、微生物バンクに特化した国

際標準規格書（ISO 24088-1）について、我が国の微生物遺伝資源機関の

代表として、我が国が既に構築している品質管理に添った規格となるよ

う文書作成に参画した。また、適合性認定分野の担当者と認定規格であ

る ISO 20387 の国際動向を共有した。さらに、国内での認定審査等の整

備と微生物バンクの認知度向上に向けて ISO 20387 の JIS 規格化検討に

参画した。 

 （2）世界

最先端のバ

イオエコノ

ミー社会の

実現に向け

た生物遺伝

資源情報の

収集・提供

及び利活用

促進 

我が国の強

みを活かし

た世界最先

端のバイオ

エコノミー

社会の実現

に貢献する

ため、バイ

オとデジタ

ルの融合に

向けた横断

的プラット

フォームの

基盤整備を

進めるとと

もに、さら

なる生物資

源データの

集約・拡

充、及びデ

ータの利活

用促進を図

る。 

（2）世界

最先端のバ

イオエコノ

ミー社会の

実現に向け

た生物遺伝

資源情報の

収集・提供

及び利活用

促進 

我が国の強

みを活かし

た世界最先

端のバイオ

エコノミー

社会の実現

に貢献する

ため、バイ

オとデジタ

ルの融合に

向けた横断

的プラット

フォームの

基盤整備を

進めるとと

もに、さら

なる生物資

源データの

集約・拡

充、及びデ

ータの利活

用促進を図

る。 

 

 ア 公的機関等が保有するデータベースとの連携を含め、微生物を主と

する生物資源データを集約した横断的プラットフォームの安定的な運用

を行う。また、利用手続き等のルール設定を行い、制限共有（クローズ

ドアクセス）機能の運用を開始する。その他、ユーザーオリエンテッド

な機能拡充や運用改善を行う。 

生物遺伝資源に関する情報を統合・相互利用できるプラットフォーム

である生物資源データプラットフォーム（DBRP）を、令和元年 6 月から

公開し運用している。 

令和 3 年度は、特定のユーザーのみが閲覧できる制限共有機能を追加

するとともに、利用規約や DBRP の規程を整備し、運用を開始した。ま

た、塩基配列やアミノ酸配列の類似度で微生物の種や有用物質生産遺伝

子の有無などを推定することができる相同性検索機能、登録されている

データをグラフ表示する機能や BSL レベルのアイコン表示機能を追加し

た。 

 

イ 企業や大学等が保有している産業有用微生物の情報や、国家プロジ

ェクトで取得した生物資源関連データを一元化し公開する。また、ユー

ザーニーズも踏まえた上で、生物遺伝資源が生産する物質等の情報、生

物遺伝資源の属性、機能、遺伝子等に関する情報等を収集・整理し、ユ

ーザーの利用しやすい形で提供する。 

NEDO「植物等の生物を用いた高機能品生産技術の開発／高生産性微生

物創製に資する情報解析システムの開発」プロジェクトの 16 課題により

得られたデータについて公開を行った。データの内訳は、ゲノム解析・

発現量解析・プロテオーム・メタボローム等の解析情報（ゲノム情報

224 件、その他解析情報 1,082 件）、実験情報 206 件、プロジェクト情

報 17 件、菌株の情報 2,452 件、特性情報 1,627 件等である。 

その他、ユーザーニーズを踏まえ、以下の情報等を整備し、令和 3 年

度末時点で、菌株の情報 55,769 株分、微生物種の情報 8,880 件、論文・

特許・学会発表等の情報 7,405 件、ゲノム情報 3,541 件、画像情報

2,983 件、その他解析情報 1,155 件を公開中である。 

・NBRC ヒト常在微生物カクテルに混合している NBRC 株 12 株のゲノム配

列を解読し、生物資源データプラットフォーム（DBRP）に登録した。 

・生物資源データプラットフォーム（DBRP）から微生物のマトリックス支

援レーザー脱離イオン化飛行時間型質量分析計（MALDI-TOF MS）データ

を提供するための枠組みを整え、産業界における品質管理のみならず、

データを用いた新産業創出の支援になるようなシーズ作りの準備を行

NEDO スマートセルプロジェクトで取得されたバイオものづ

くりに係る微生物データ計 5,658 件及び自治体や大学が保有

する特徴ある有用微生物データ 2,918 件を拡充するととも

に、特定のユーザーのみが閲覧できる制限共有機能の運用を

開始した。その結果、データを一元的に集約・公開する機構

の役割が認められ、新たな国家プロジェクトへの参画依頼に

もつながるとともに、制限共有機能はセキュリティ担保や知

財への留意等、高まる需要に対応した極めて有用な機能とし

て評価を得た。継続的なデータ拡充及び機能拡充により、利

用者にとって他にはないプラットフォームとして認知されつ

つあり、利便性、情報収集時間の短縮などの効果も確認され

た。 
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った。 

・DBRP に生物資源情報を登録している地方自治体 2 機関から、新たな生

物資源情報の提供を受けた。さらに、DBRP としては初となる大学から提

供を受けた生物資源情報を公開した。  

・機構保有株について、ユーザーニーズを踏まえ、ゲノム情報、画像情報、

乳酸菌等の免疫活性データ、抗酸化作用等を有するカロテノイド生産能

の高精度データ等を登録した。  

 

ウ 生物遺伝資源に関連するデータの利活用促進に向けた広報・営業活

動を実施する。 

バイオ産業の中長期的な発展に貢献すべく機構バイオテクノロジー分

野の技術を広く普及することと、機構バイオテクノロジー分野のプレゼ

ンス向上を意識し、微生物遺伝資源に関連するデータの利活用促進に資

する講習会等について以下 9 件を実施した。 

 

①BioJapan におけるスポンサーセミナー「ヘルスケア、ものづくり分野

への新たな価値の創出に向けて～加速するバイオデータ連携と利活用」

（NITE 講座前期）の実施 

我が国バイオ分野におけるデータ利活用のための基盤整備をはじめ、

革新的なものづくりに適用した事例等及び世界最先端のバイオエコノミ

ー社会の実現に向けた将来の展望について有識者から説明するととも

に、生物資源データプラットフォーム（DBRP）の構築に向けた機構の取

組について紹介した。 

 

②BioJapan における JBA バイオエンジニアリング研究会主催出展者プレ

ゼンテーション講演会「バイオｘデジタル：生産性データ・オーミクス

データの DB 化」にて講演を実施 

DBRP を通じたデータの流通促進や利活用による新たな価値創造につい

て発表した。 

 

③第 73 回日本生物工学会大会におけるシンポジウム「バイオとデジタル

の融合による世界最先端のバイオエコノミー社会の実現に向けて」の実

施 

DBRP の紹介を中心として、微生物研究者とデータサイエンティストに

よるプラットフォームの発展と進化についての講演及びパネルディスカ

ッションを実施した。 

 

④産業技術総合研究所バイオメディカル研究部門／関西センター主催の

関西バイオ医療研究会第 13 回講演会にて講演を実施 

 「生物資源データプラットフォーム（DBRP）の全貌 ―生物資源の産業

利用促進とバイオ産業の活性化を目指して― 」と題して講演を行い、国

内のバイオ企業に新しい価値を生み出すことを可能とする DBRP について

紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BioJapan でのセミナー、データ公開に合わせた効果的でニ

ーズを意識した広報・営業活動により、DBRP の認知度向上や

微生物データの利活用に繋がった。  
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⑤公益財団法人京都高度技術研究所におけるセミナーにて講演を実施  

「ものづくり企業のためのイノベーション創出セミナー」において、

イノベーション協創プログラム「NICE」、バイオテクノロジー分野でこ

れまで実施してきた地域連携事業、及び DBRP をハブとして利用した地域

資源の利用促進について紹介した。  

 

⑥国立研究開発法人科学技術振興機構バイオサイエンスデータベースセ

ンター（NBDC）における「トーゴーの日シンポジウム 2021」にて 2 講演

を実施 

 「DBRP（生物資源データプラットフォーム）のアップデート」及び

「微生物有害情報データベース Microbial Risk Information Database

（M-RINDA）：アップデート 2021」と題して講演を行い、DBRP で新規公

開した生物資源データと新機能を紹介するとともに、及び M-RINDA を構

成する「微生物有害情報リスト」と「MiFuP Safety」を相互に参照でき

る機能を新たに追加したことを報告した。  

 

⑦NITE 講座後期（オンラインセミナー）の実施 

「“バイオものづくり”の社会実装を目指して」のテーマでバイオテク

ノロジー分野の職員から、DBRP の利用などを通じて生物資源を多面的に

利活用するための有用な情報を提供した。  

 

⑧食品業界を中心とした企業が参画する特定非営利活動法人国際生命科

学研究機構（ILSI Japan）の MALDI-TOF MS 研究分科会とのオンラインデ

ィスカッションの実施 

令和 3 年度より準備を進めている今後の産業界ニーズに応じたデータ

提供の検討のための活動として、DBRP を介した MALDI-TOF MS データの

利活用についてヒアリングに協力いただけるよう広報及び働きかけを行

った。 

 

⑨プレスリリースの実施 

「革新的バイオものづくりの社会実装を目指して～国家プロジェクト

が創出した生物資源関連データを国内で初めて一元的に集約・公開しま

す～」のタイトルでプレスリリースを行い、NEDO が実施している国家プ

ロジェクト「植物等の生物を用いた高機能品生産技術の開発」（ NEDO ス

マートセルプロジェクト）で得られた生物資源に関連したデータを DBRP

に掲載したことを紹介した。  

 （3）生物

遺伝資源や

その情報の

利活用を通

した産業化

の支援 

生物遺伝資

源やその情

（3）生物

遺伝資源や

その情報の

利活用を通

した産業化

の支援 

生物遺伝資

源やその情

・企業等

との共同

事業等、

共通課題

の解決の

ための技

術的支援

の実施件

ア 国家プロジェクト等を通じて微生物遺伝資源及び関連情報を利用し

たバイオものづくりに係る培養・探索情報の整備や、海洋プラスチック

ごみ問題への対策の一つである、海洋生分解性プラスチックの開発・普

及に係る評価等の基盤整備に貢献する。  

●微生物遺伝資源及び関連情報を利用したバイオものづくりに係る培養

・探索情報の整備 

NEDO「カーボンリサイクル実現を加速するバイオ由来製品生産技術の

開発／カーボンリサイクル実現を加速するバイオ由来製品生産技術の開
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報の利活用

による産業

化を支援す

るため、企

業等との共

同事業等に

より、企業

等による微

生物遺伝資

源や関連デ

ータを利用

した製品化

及び事業創

出の実現、

バイオ産業

が抱える共

通課題の解

決を支援す

る。また、

国家プロジ

ェクト等を

通じて微生

物遺伝資源

及び関連情

報を利用し

たものづく

り（バイオ

ものづく

り）の促進

・支援や、

海洋プラス

チックごみ

問題への対

策の一つで

ある、海洋

生分解性プ

ラスチック

の開発・普

及に係る評

価等基盤整

備を行う。 

さらに、企

業等が保有

する生物遺

報の利活用

による産業

化を支援す

るため、企

業等との共

同事業等に

より、企業

等による微

生物遺伝資

源や関連デ

ータを利用

した製品化

及び事業創

出の実現、

バイオ産業

が抱える共

通課題の解

決を支援す

る。また、

国家プロジ

ェクト等を

通じて微生

物遺伝資源

及び関連情

報を利用し

たものづく

り（バイオ

ものづく

り）の促進

・支援や、

海洋プラス

チックごみ

問題への対

策の一つで

ある、海洋

生分解性プ

ラスチック

の開発・普

及に係る評

価等基盤整

備を行う。 

 

数（10

件） 

・生物遺

伝資源の

バックア

ップ保存

数（ユー

ザーから

の依頼に

基づき全

数を実

施） 

発／データ駆動型統合バイオ生産マネジメントシステム（ Data-driven 

iBMS）の研究開発」プロジェクトに参画し、機構が担当する、プロジェ

クト参画者への菌株（NBRC 株、RD 株）の提供を実施している。京都大学

等をはじめとする当該事業参画者に対し、産業上有用な油脂生産酵母や

放線菌を含む 383 株の菌株提供を行った。それらの提供した株は、モデ

ル株として培養データ取得に用いられるとともに機能遺伝子探索・ゲノ

ム解析に用いられた。さらに令和 3 年度からはプロジェクト内で取得さ

れた有用菌株の受入れ、保管、提供体制を構築して運用を開始し、5 参

画者から 10 件の保管を受け入れた。加えて、プロジェクト内で実施され

たスクリーニング実験に関する実験や解析結果の情報、当該スクリーニ

ングで得られた微生物株に関する情報、ゲノム情報といったプロジェク

ト内で得られる微生物の関連情報等を格納・共有して活用できるシステ

ムを構築した。 

 

●海洋プラスチックごみ問題への取組  

生分解性素材の標準化支援と生物資源・情報の整備と提供を通じて国

際社会及び産業界が広く抱える世界共通の課題に対して政府の取組を支

援した。 

 「海洋生分解性プラスチックの社会実装に向けた技術開発事業／海洋

生分解性に係る評価手法の確立」や「ムーンショット型研究開発事業/地

球環境再生に向けた持続可能な資源循環を実現／生分解開始スイッチ機

能を有する海洋分解性プラスチックの研究開発」といった国家プロジェ

クトに参画し、令和 3 年度は、プラスチック試料の実海域への浸漬を行

い、回収した試料に付着した微生物叢の解析や微生物の分離等、分解性

評価試験に必要なデータ収集を引き続き行った。  

 海洋生分解性プラスチックの開発・普及に係る評価等に関して、標準

化における根拠形成等のため、令和 3 年 2 月～4 月、令和 3 年 7 月～9

月、令和 3 年 12 月～令和 4 年 4 月に 4 つの実海域サイト（岩手県山田

湾、島根県隠岐の島、広島県向島、鹿児島県沿岸部）にプラスチックフ

ィルムを浸漬しサンプル及び環境データの収集を実施した。当該試験で

浸漬したサンプルより試料に付着した微生物を 11,747 検体分離して分解

性評価試験に供した。また、付着微生物叢の解析より崩壊が進んでいる

サンプルの付着微生物叢は季節に関係なく一定の系統群に偏ることが明

らかとなった。標準化根拠形成のために重要な海水中の菌量測定方法の

室間共同試験を実施した。LC-MS/MS を用いたプラスチック素材生分解産

物の網羅的解析系、HS-GC/BID を用いてプラスチック素材が資化される

際に発生するガスを検出する系を整備した。 

 

イ 製品製造時に混入する危害微生物の迅速同定と安全管理技術の向上

のため、企業等と連携し、危害微生物に関連するデータの集約を進め、

産業界での利活用に向けた整備を行う。  

微生物リスク情報統合プラットフォーム（iMicRIP）の開発に着手し、

産業界のニーズの把握を行い、バイオ産業界において、危害微生物の迅

速な識別方法の確立が求められていること、近年食品分野で需要の拡大
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伝資源のバ

ックアップ

を実施する

ことによ

り、企業等

における生

物遺伝資源

の消失リス

クを低減

し、安定的

な生物遺伝

資源の利用

を促進・支

援する。 

が見込まれるクラフトビール産業とチルド食品分野における品質管理が

課題であることが明らかとなった。そこで、課室横断的な iMicRIP-PT を

設置し、3 つのサブテーマごとに、関係事業者等からのヒアリングを実

施し、iMicRIP の開発に向け戦略を策定した。  

NICE プログラムを通じて危害微生物の迅速な識別方法の確立に係る支

援依頼を受け、機構が有する品質の確保された生物資源とそれらを識別

・同定する技術を活用した危害微生物の迅速な識別方法の開発に向け

て、産総研及び機器分析企業と共同事業の開始に向けて準備を行い、令

和 4 年度から本格実施できるよう共同事業契約を締結した。さらに、共

同事業を通して得られる微生物データを、第三者がさらに利活用できる

仕組みとして、DBRP へのデータの一元化も本事業契約に盛り込んだ。微

生物の識別・同定には、様々な手法があるが、産業界では、迅速かつ解

像度良く同定できる新しい手法が求められていることから、外部機関と

連携することにより、産業界が求める新しいシステムの創出が可能とな

る。 

クラフトビール事業者等 6 社にヒアリングを実施し、クラフトビール

業界の課題について情報収集を行った結果、クラフトビールの品質管理

と常温輸送が課題であることがわかった。またそれらは、微生物に起因

する課題である可能性が示唆されたため、クラフトビール事業者の協力

を得て、クラフトビール中の汚染微生物の見える化のためのデータ収集

を行った。さらに、課題解決に向けてコンソーシアム形成を視野に入れ

つつ、クラフトビール業界団体とも協議を行った。  

チルド食品分野の代表的な危害微生物であるセレウス菌について、

MALDI-TOF MS データを用いた同定支援ツールを開発した。食中毒菌の一

種であるセレウス菌は芽胞細菌であり、セレウス菌グループは製品の品

質管理及び新製品開発段階でしばしば検出され、製品の出荷停止（破

棄）あるいは食品開発を断念せざるを得ない状況にある。セレウス菌グ

ループ内で毒素を産生する菌は限られているものの、様々なところに存

在する類似した微生物集団であり、有害かどうかの判断基準が曖昧なこ

とから、各社の課題であり、セレウス菌グループの危害情報及び対策を

判断するための科学的エビデンスが求められている。そこで、事例デー

タの蓄積と既報情報を集約・共有し各社における食品製造下の制御行程

を明確にすることで、安全な製品の製造と食品ロスの削減に向けた仕組

みづくりを検討し、データ集積のための試作システムを開発した。  

 

ウ 企業や業界団体等との共同事業等を通じ、微生物遺伝資源や関連デ

ータを用いた有用物質生産や製品開発、地域産業振興、新産業創出、共

通課題の解決等に資する取組を支援する。菌株等の優先使用措置を実施

することにより、模倣や追随によるリスクを軽減した実用化を支援す

る。 

企業からの要請、又は企業等のニーズに基づく大学及び研究機関等か

らの要請に基づき、国際競争力維持・強化、ものづくり基盤、国民生活

の安全・安心、経済活動等の促進に寄与する共同事業等を実施し、微生

物遺伝資源を用いた有用物質生産や製品開発等の取組を 26 件（指標値比

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業や公設試験研究機関等との共同事業等について、 26 件

（指標値比 260%）を実施し、指標を達成した。 

また、これまでの企業等との連携事業や、営業活動におけ

るニーズを踏まえた情報提供を通じて、企業が単独では成し
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260%）実施した。 

 

微生物遺伝資源を用いた有用物質生産や製品開発等の取組の支援  

支援内容 支援先 

①産業有用物質を産生する微細藻類のスクリー

ニングと当該物質の商業利用に向けた大量培養

及び生理活性機能の研究 

企業 

②食品危害菌等の有害微生物の迅速かつ正確な

検出技術開発のための連携及び微生物に関する

種々の情報共有 

特定非営利活動法人 

③Dehalococcoides 属細菌 UCH-ATV1 株の社会実

装 

企業、 

大学 

④スマートバイオ産業・農業基盤技術のための

国内データベース統合化及び微生物探索プラッ

トフォームに関する共同研究  

（SIP（戦略的イノベーション創造プログラ

ム）スマートバイオ産業・農業基盤技術））  

国立研究開発法人 

⑤住環境（エアコン）に生息する微生物等の安

全性評価手法の開発 

大学 

⑥～⑧バーミキュライト法による凍結保存が担

子菌株（きのこ）に与える影響の評価  

企業 3 社 

⑨皮膚用微生物カクテルに関する共同研究  企業、 

国立研究開発法人 

⑩Dehalococcoides 属細菌 UCH007 株の増殖原理

解明に向けた情報等提供 

大学 

⑪～⑯カルタヘナ法第一種使用等における生物

多様性影響評価手法の検討 

計 6 件（企業、大

学） 

⑰希少放線菌培養抽出物の抗真菌活性評価  企業 

⑱～⑳機構の希少放線菌培養抽出物を利用した

創薬連携 

計 3 件（国立研究開

発法人、大学） 

㉑NEDO「カーボンリサイクル実現を加速するバ

イオ由来製品生産技術の開発／カーボンリサイ

クル実現を加速するバイオ由来製品生産技術の

開発／データ駆動型統合バイオ生産マネジメン

トシステム（Data-driven iBMS）の研究開発」

プロジェクト 

国立研究開発法人 

㉒NEDO「海洋生分解性プラスチックの社会実装

に向けた技術開発事業／海洋生分解性に係る評

価手法の確立」 

国立研究開発法人、

大学 

㉓ムーンショット型研究開発事業/地球環境再

生に向けた持続可能な資源循環を実現／生分解

開始スイッチ機能を有する海洋分解性プラスチ

ックの研究開発 

国立研究開発法人、

大学 

得なかった、有用物質を産生する微生物の特定等が、機構の

技術支援や助言により成功した。その結果、日本国内で初め

て食品への使用を可能とし、一般的な素材と比べて高い売り

上げ成長率を見込んでいる有用物質の販売開始や、自然派化

粧品のニーズに合った製品の上市までの立ち上がりが早い原

料の生産を実現し、販売開始後既に 6 者 14 品目に採用される

など、社会実装が続々と実現した。  
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㉔微生物による未利用資源の活用技術の開発  地方試験研究機関、

企業 3 社 

㉕人工構造タンパク質繊維等の繊維鑑別、繊維

混用率試験方法の開発 

企業 

㉖AMED「腸内マイクロバイオーム制御による次

世代創薬技術の開発」 

国立研究開発法人 

 

①微細藻類を利用した共同事業「産業有用物質を産生する微細藻類のス

クリーニングと当該物質の商業利用に向けた大量培養及び生理活性機能

の研究」では、機構より提供した微細藻類からの抽出物を化粧品原料と

してアンチポリューション、アンチエイジングを目的としたメラノーマ

細胞、エラスターゼ活性抑制（シワケア）評価試験等を行い、高い活性

を有する株を同定した。提供藻株が産生する生理活性物質から開発した

商品名「クロロコッカムエキス」は  INCI  登録（化粧品成分の 国際的

表示名称登録）され、令和元年度より美容院向けパーマ用ヘアセット剤

等に配合して販売されている。また、抗炎症作用を示す物質について令

和 3 年 5 月の 2 年に一度行われる化粧品産業展（CITE JAPAN）（国内最

大の化粧品業界の展示会の一つ）で新規原料として共同で発表した。新

規原料は、商品名「ポルフィリディウムエキス」として、国内の代理店

を介して化粧品メーカー各社にスキンケア素材として販売予定である。  

 

②食品業界を中心とした企業が参画する特定非営利活動法人と協力・連

携し、MALDI-TOF MS を用いた危害菌を主とする迅速同定の実態や課題、

微生物に関する最新動向についてオンラインによる情報共有を行い、コ

ロナ禍においても産業界における微生物迅速同定技術の向上のための技

術的なアドバイスを行うとともに、微生物の MALDI-TOF MS データの利活

用について議論し、今後の産業界における微生物及びその情報に関する

事業の支援につながる取組を実施した。 

 

③大学との間で行った共同研究により機構が分離したデハロコッコイデ

ス細菌 UCH-ATV1 株（令和 3 年度に NBRC 寄託され、令和 4 年度公開予

定）について、企業が、本菌株を用いた環境浄化事業を実施するため、

バイオレメディエーション利用指針適合確認の審査を受審中であり、令

和 4 年度事業開始に向けた実証試験等を行っている。 

 

④SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）スマートバイオ産業・農

業基盤技術）に参画し、NBRC が保有する微生物を利用した高機能微生物

等のハイスループットな探索・獲得を実現する基盤技術の開発並びに生

物資源をはじめとするバイオ情報の統一及び一元化による生物資源の利

用環境整備を目指しているが、健康に関する機能性を付与した食品開発

等のニーズが多い乳酸菌を効率的に選抜する技術開発を行い、乳酸菌が

増殖した培養物を自動で分取するための課題解決を引き続き行った。 

また、企業とのデータを用いた連携の一環として食中毒菌の一種であ

り一方で類縁菌との判別が難しく製品の品質管理並びに新製品開発段階
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に影響を与えるセレウス菌グループについて、タンパク質の質量分析デ

ータ等の科学的知見を集約し、簡易識別するサイトの試作を行った。今

後はこの簡易識別サイトを用いて業界団体と連携して、危害菌の判定手

法の業界内への普及を目指す。  

 

⑤「住環境（エアコン）に生息する微生物等の安全性評価手法の開発」

事業において、令和 2 年度より国立研究開発法人日本医療研究開発機構

（AMED）事業に研究協力者として参画し、令和 3 年度は、大学から入手

したアレルギー性喘息の原因と考えられる臨床由来の担子菌 1 菌株のア

レルギー性喘息原因タンパクの特定を行った。さらに、病院の呼吸器内

科で診療を受けている患者を対象に 23 軒の患者宅の調査を実施し、エア

コン 11 台及び室内空気から採取した 66 試料から、体温生存性の有害真

菌 51 種 88 株を分離・同定した。今後、NBRC 株化を進める。 

 

⑥～⑧機構が開発した、バーミキュライト法を用いた担子菌培養株の長

期保存技術の特徴や有用性に関する情報を収集するため、 1 年間本法で

凍結保存した菌株を復元し、3 社の関連企業にて子実体形成能の検証を

実施した。その結果、本法は従来法である寒天ディスク凍結法と同様の

子実体形成能を維持する凍結保存法であることを確認した。  

 

⑨企業コンソーシアム、国立研究開発法人との連携はコロナ禍の影響及

び試験状況を鑑み連携期間を延長し、産業界が必要とする皮膚マイクロ

バイオーム解析のための参照物質として細胞数の測定が困難である真菌

と細菌を混合した皮膚常在微生物カクテルを開発し、参画機関への提供

を行った。現在、当該カクテルを用いた標準プロトコルの検討が実施さ

れている。 

 

⑩NEDO・経済産業省委託事業により機構が分離したデハロコッコイデス細

菌 UCH007 株（令和 4 年度、NBRC 寄託・公開予定）について、増殖原理解

明に向けた情報の提供等、引き続き支援を行っている。また、企業が本菌

株と機構から技術移転した培養技術を活用することで自社単独で汚染土

壌の浄化に成功した。 

 

⑪～⑯「カルタヘナ法第一種使用等における生物多様性影響評価手法の

検討」事業において、遺伝子組換え生物の第一種使用等（開放系利用）

を申請する際に必須である「生物多様性影響評価」の評価手法や判断基

準等の確立に向け、共同事業先から微細藻類の提供を受け、外部での開

放系実証実験を行い、培養時の藻類の飛散状況を観察した。また、閉鎖

系試験として、開放系実験場所周辺で採取した海水、土壌などを用いて

生残性試験、環境微生物への影響評価試験を行った。さらに熱・乾燥耐

性試験、塩耐性試験などを含む生育特性試験を行うとともにウキクサ、

マウスなどを対象にした毒性試験を外部委託により実施した。  
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⑰機構が保有する希少放線菌の産業利用のため、共同事業を実施し培養

抽出物の評価を行った。また、創薬への有用性が見出された菌株につい

て、企業が他者の模倣リスクを回避して研究開発できるよう優先的に利

用できる取組について、延長のための審査フローを整備し、 1 年間の延

長を行った。 

 

⑱～⑳AMED と、AMED 創薬ブースター事業における支援テーマに対して機

構が保有する国内由来の希少放線菌の培養抽出物を提供する覚書に基づ

き実施中の 3 つのテーマに対して、引き続き培養抽出物の提供を行い、

また有望なものについては再現性確認のための再培養抽出物の提供を行

った。 

 

㉑（再掲）NEDO「カーボンリサイクル実現を加速するバイオ由来製品生

産技術の開発／カーボンリサイクル実現を加速するバイオ由来製品生産

技術の開発／データ駆動型統合バイオ生産マネジメントシステム（ Data-

driven iBMS）の研究開発」プロジェクトに参画し、機構が担当する、プ

ロジェクト参画者への菌株（NBRC 株、RD 株）の提供を実施している。京

都大学等をはじめとする当該事業参画者に対し、産業上有用な油脂生産

酵母や放線菌を含む 383 株の菌株提供を行った。それらの提供した株

は、モデル株として培養データ取得に用いられるとともに機能遺伝子探

索・ゲノム解析に用いられた。さらに令和 3 度からはプロジェクト内で

取得された有用菌株の受入れ、保管、提供体制を構築して運用を開始

し、5 参画者から 10 件の保管を受け入れた。加えて、プロジェクト内で

実施されたスクリーニング実験に関する実験や解析結果の情報、当該ス

クリーニングで得られた微生物株に関する情報、ゲノム情報といったプ

ロジェクト内で得られる微生物の関連情報等を格納・共有して活用でき

るシステムを構築した。 

 

㉒（再掲）海洋生分解性プラスチックの開発・普及に係る評価等に関し

て、標準化における根拠形成等のため、令和 3 年 2 月～4 月、令和 3 年 7

月～9 月、令和 3 年月 12 月～令和 4 年 4 月に 4 つの実海域サイト（岩手

県山田湾、島根県隠岐の島、広島県向島、鹿児島県沿岸部）にプラスチ

ックフィルムを浸漬しサンプル及び環境データの収集を実施した。当該

試験で浸漬したサンプルより試料に付着した微生物を 11,747 検体分離し

て分解性評価試験に供した。また、付着微生物叢の解析より崩壊が進ん

でいるサンプルの付着微生物叢は季節に関係なく一定の系統群に偏るこ

とが明らかとなった。標準化根拠形成のために重要な海水中の菌量測定

方法の室間共同試験を実施した。LC-MS/MS を用いたプラスチック素材生

分解産物の網羅的解析系、HS-GC/BID を用いてプラスチック素材が資化

される際に発生するガスを検出する系を整備した。 

 

㉓国立研究開発法人及び大学により開発される生分解開始スイッチ導入

プラスチックの海洋生分解性を実験室で試験・評価できる系の構築を目

的に、海水中の菌密度が生分解活性に与える影響を日本各地の海水を用
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いて調査したところ、菌密度と分解度の間に相関は認められないという

結果を得た。並行して、スイッチ機能の導入が予定される 3 種のプラス

チック素材（PBS、PBSA、PBAT）のいずれかを分解可能な海洋細菌の分離

を進め、実験室分解試験に適する株の評価を開始した。  

 

㉔令和元年度に実施した公設試験所との共同研究において、食品加工場

から排出される調味廃液の微生物による浄化及び再資源化（油脂生産）

に有力な菌株を見出した。社会実装に向けて、企業中心の連携体を構築

し、秘密保持契約締結の下、検討を進めた。  

 

㉕NICE プログラムを通じた支援依頼を受け、機構の有する繊維の試験方

法開発、標準化に係る技術及び知見を活かし、日本発、地方発のベンチ

ャー企業が開発した遺伝子組換え微生物等が生産する人工構造タンパク

質繊維の試験方法開発を支援した。その結果、ISO/TC38/WG22（繊維/化

学分析）の国際標準化委員会において、合成繊維用語規格の改正が令和

3 年 11 月に行われ、遺伝子組換え人工構造タンパク質繊維の一般名称が

protein に改訂された。また、ISO の繊維鑑別試験方法の改正原案を作成

し、ISO 事務局に提出した。近く改訂作業が終了し、規格が成立する見

込み。 

 今後、ISO 制定作業の実施、新たに繊維混用率試験方法の開発、 ISO 提

案を行う予定。 

 

㉖ AMED「腸内マイクロバイオーム制御による次世代創薬技術の開発」に

参画し、日本人標準微生物カクテルの開発に向けた微生物種の候補を抽

出・選定した。また、他課題参画者の意見をヒアリングし、本研究開発

課題において蓄積すべき菌株に関するメタデータの種類及び菌株データ

のデータフォーマットをとりまとめた。  

 

その他の支援の取組 

○生物資源データプラットフォーム（DBRP）から微生物の MALDI-TOF MS

データを提供するための枠組みを整え、産業界における品質管理のみなら

ず 、 デ ー タ を 用 い た 新 産 業 創 出 の 支 援 に な る よ う 黄 麹 菌 類 縁 菌 と

Lactobacillus グループについてデータの整理を実施し、支援に通ずるニ

ーズ調査に利用するための取組を行った。 

 

○バイオ産業の持続的な発展を支えるためには、ユーザーニーズに沿っ

た微生物資源の利用形態の多様化、利用環境の整備が必要である。日本

薬局方等に定められた試験を行う際に、試験の迅速実施や結果の正確性

を求めるユーザーニーズを踏まえて、機構とビオメリュー社との間の契

約に基づき、機構が分譲する微生物を用いた微生物定量試験用製品

BioBall®※の提供を行った。 

※  微生物定量試験用製品 BioBall®：一定数の微生物を含むように作ら

れたボール状の製品で、培地性能試験や精度管理などに使用され

る。 
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エ 災害リスクへの対応等を支援するため、企業等が保有する生物遺伝

資源のバックアップ保存を行う。また、施設として更なる利用促進を図

るため事業者への広報活動を行う。 

地震等災害発生時に企業等が保有する微生物遺伝資源が滅失すること

による事業継続への影響を最小限とするため、生物遺伝資源のバックア

ップ保存業務を実施し、新たに企業等から 38 件 4,452 株のバックアップ

を受入れ、合計 227 件 17,187 株を保管するとともに、14 件 14 台の機器

単位でのバックアップを行うに至っている。問合せや依頼に対しても、

速やかに対応し、当該業務を確実に実施した。 

また、バックアップサービスの利用促進を図るため、オンラインでの

営業活動を行った。 

 

 令和 3 年度 令和 2 年度 

生物遺伝資源バックアップ実績  

 件数 227 件 189 件 

株数 17,187 株 12,735 株 

本数 24,729 本 19,754 本 

機器単位でのバックアップ実績  

 件数 14 件 9 件 

台数 14 台 9 台 

 

オ 微生物の培養や保存等の取扱い方法、同定方法、目的に則した微生

物株の選抜方法等、専門的な知識を必要とする問合せに対応し、企業等

の研究開発活動を支援する。 

国内外の事業者や研究開発機関等から、培養方法、保存方法、菌株紹

介等の幅広い問合せに対し、電話やメール等で 1,244 件対応した。Web

サイトに微生物に関する様々な相談にメールでお応えする相談窓口とし

て「微生物コンシェルジュ」を運営した。  

 （問合せ事例） 

 トイレや浴槽から分離される微生物（糸状菌、酵母、細菌どれで

も）について微生物コンシェルジュに問合せがあり、それぞれの担

当者からの情報をとりまとめて、浴室由来の菌株や、論文より浴室

の汚染菌として知られる代表的な種の基準株を紹介した。  

 商業的利用できる酢酸菌を探しているという問合せについて、食品

由来微生物を一覧にまとめたリストを提示して提案することで分譲

につなげた。 

 サルモネラについて、各株の血清型や硫化水素産生能など病原性に

関連する事項の問合せがあり、情報を確認して提示した。  

 唾液など口腔由来の乳酸菌を探しているという問合せがあり、菌株

情報を確認して候補株を選定・提案し、分譲につなげた。  

 アッカーマンシアやビフィズス菌等の腸内細菌（嫌気性菌）の復元

方法、取扱い方法について、詳細な資料を用意し解説した。  

 バクテリオファージの復元方法、取扱い方法について、技術的な支

援・助言を行った。 

 

 

 

生物遺伝資源のバックアップをユーザーからの依頼に基づ

き全数を実施し、指標を達成した。 
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 （4）産業
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進のための
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利用者の拡

大や微生物

遺伝資源へ

の認知度向

上に向け

て、微生物

遺伝資源ユ

ーザーの人

材育成や次

世代を担う

人材等への

普及啓発活

動を行う。 

（4）産業

界における

生物遺伝資

源の利用促

進のための

人材育成、

普及啓発活

動 

利用者の拡

大や微生物

遺伝資源へ

の認知度向

上に向け

て、微生物

遺伝資源ユ

ーザーの人

材育成や次

世代を担う

人材等への

普及啓発活

動を行う。 

なお、この

際、事業者

や産業界に

向けた情報

発信に加

え、国民に

向けた情報

提供にも努

める。 

 ア 講習会、講演活動等を通じ、生物遺伝資源ユーザーの人材育成を行

うとともに、次世代を担う人材等への普及啓発活動を行う。  

生物遺伝資源ユーザーの人材育成や普及啓発に資する講演等以下 12 件

を実施した。 

①  東京農業大学において、学生向けの講義を 2 回実施し、DBRP をは

じめとする微生物情報検索について、また複合系微生物の解析法

について講義を行い、次世代のバイオテクノロジー産業を担う若

手人材の育成を実施した。 

 

②  東京農業大学農生命科学研究所が開設した公益財団法人発酵研究

所寄付研究部門「酵母多様性生物学・分類学研究室」の開設記念

式典キックオフシンポジウム「酵母の産業における重要性と酵母

分類学」において、「油脂酵母の分離と分類」と題した講演を行

い、NBRC の高い技術や NBRC 株を紹介した。 

 

③  第 66 回日本低温生物工学会大会のセミナーで「バーミキュライト

法による凍結後の担子菌の品質保持と本法の汎用性の検証の現

状」と題した講演を行い、機構が開発した担子菌に有効な凍結保

存法であるバーミキュライト法の紹介と子実体形成能の検証に関

する共同事業の現状報告を行った。  

 

④  国立遺伝学研究所における 2021 年度第 3 回 ABS 講習会「産業利用

を目的とした微生物資源の取得と利益配分」で「微生物を海外か

ら取得する際に大事にしていること－NITE における ABS 取り組み

について－」と題した講演を行い、機構が行ってきた 2 国間事業

の経験に基づき、提供国との契約、現地での遺伝資源収集、日本

への持ち込み等の一連の流れを紹介した。  

 

⑤  青山学院大学大学院における令和 3 年度青山学院大学大学院講座

「製品安全と社会制度」で「バイオテクノロジーの安全性評価」

と題する講演を行い、バイオテクノロジー分野の事業のうち法規

制に関することとして、遺伝子組換え生物を使用する際の規制

と、どのように安全を確保しているかなどを説明した。 

 

⑥  日本技術士会公認食品技術士センターにおける食品技術士センタ

ー7 月度例会講演会で「MALDI-TOF MS による食品分野の微生物迅

速同定法の現状および微生物リスク情報の入手」と題する講演を

行い、MALDI-TOF MS を用いた微生物同定法の利便性の実際、微生

物スクリーニングへの応用、そして機構の微生物リスク情報の入

手支援について紹介した。 

 

⑦  第 73 回日本生物工学会大会シンポジウム「国内バイオリソースと

極限環境生物研究の融合による産業シーズの開拓」において「カ

ルチャーコレクション NBRC の極限環境微生物とその産業利用に向

大学での講義や学会、セミナーでの講演等の活動を 12 件実

施した。これにより、微生物遺伝資源ユーザーの人材育成や

次世代を担う人材等への普及啓発に繋がった。 
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けた取り組み」と題した講演を行い、NBRC における極限環境微生

物のラインナップ、提供方法、収集等を紹介した。  

 

⑧  静岡県工業技術研究所沼津工業技術支援センターにおける令和 3

年度静岡県バイオテクノロジー研究会オンラインセミナーで講演

を行い、M-RINDA、MiFuP、及び DBRP を紹介した。 

 

⑨  地方独立行政法人京都市産業技術研究所における「京都バイオ計

測センター研究交流発表会 2021～遺伝子診断技術とゲノム解析技

術の展望～」で講演を行い、DBRP を紹介した。 

 

⑩  地方独立行政法人京都市産業技術研究所における「京都バイオ計

測センター研究交流発表会 2021～遺伝子診断技術とゲノム解析技

術の展望～」で 2 講演を行い、PCR に関する技術的及び応用的な話

題を提供した。 

 

⑪  山梨大学生命環境学部生命工学科における生物資源実習（オンラ

イン開催）において、機構の事業や NBRC の施設についての紹介を

行った。 

 

⑫  NITE 講座後期において、「“バイオものづくり”の社会実装を目

指して」のテーマでバイオテクノロジー分野の職員から、機構の

取組を紹介するとともに、企業等による微生物遺伝資源の利活用

促進に貢献する機構の取組を紹介した。  

 

イ メールマガジンの発行、各種展示会・学会への出展・論文の発表等

を通じて、過去の成果も含め業務活動の成果を積極的に発信する。  

●メールマガジンの発行 

 メールマガジンを 8 回発行し、1,894 名（登録者数）へ情報発信を

行った。 

 

●プレスリリースによる発信  

○タイトル：マイクロバイオーム解析のための推奨分析手法を開発  

－ ヒト関連微生物相解析データの産業利用に向けた信頼

性向上に貢献 － 

機構、一般社団法人日本マイクロバイオームコンソーシアム国立研

究開発法人 産業技術総合研究所、国立研究開発法人理化学研究所は、

共同でマイクロバイオームを次世代シーケンサーで解析するための精

度管理用菌体、核酸標準物質（標品）、推奨分析手法を開発した。次

世代シーケンサーによる信頼性の高い微生物相の解析が可能となり、

マイクロバイオーム解析の標準化、データの比較互換性が担保された

日本人マイクロバイオームデータベースの構築に貢献した。本研究開

発は、NEDO「先導研究プログラム／新産業創出新技術先導研究プログ

ラム／ヒトマイクロバイオームの産業利用に向けた、解析技術および

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プレスリリースやメールマガジンの発行、展示会等や論文

発表、その他 Web サイト等を通じ、業務活動の成果を積極的

に発信した。 
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革新的制御技術の開発」（2018 年度～2020 年度）による支援を受けて

行った。 

 

○タイトル：革新的バイオものづくりの社会実装を目指して（再掲）  

～国家プロジェクトが創出した生物資源関連データを国内  

で初めて一元的に集約・公開します～  

機構は、NEDO が実施している国家プロジェクト「植物等の生物を用

いた高機能品生産技術の開発」（NEDO スマートセルプロジェクト）で

得られた生物資源に関連したデータを「DBRP（生物資源データプラッ

トフォーム）」に登録し、6 月 11 日に公開した。我が国の戦略「バイ

オ戦略」において、生物資源関連データを一元的に集約し、利活用を

図ることの重要性が指摘されている。今回の取組は、国家プロジェク

トで得られた生物資源関連データを機構が一元的に集約・公開する第

一弾となった。今後も DBRP を通じて生物資源関連データを集約・公開

し、その利活用を促進することで、バイオテクノロジーによる革新的

なものづくりを支援し、我が国のバイオエコノミー社会の実現に貢献

していく。 

 

○タイトル：国産初 研究用「ヒト常在微生物カクテル」の提供開始  

～腸内細菌等の微生物を利用した新たな医薬品や食品等

の研究開発の信頼性向上に貢献～  

機構は、令和 4 年 1 月 13 日より、ヒトの体に生息する微生物を模し

た「ヒト常在微生物カクテル」の提供を開始した。機構が提供する

「ヒト常在微生物カクテル」を参照用サンプルとして使用すること

で、研究者はヒトマイクロバイオーム解析における実験手法や試験間

の妥当性を評価することが可能となる。その結果、測定データの信頼

性・比較互換性が向上し、ヒトマイクロバイオームを利用した新たな

医薬品や食品等の研究開発の促進が期待される。  

 

○タイトル：ヒトマイクロバイオーム研究の信頼性を高める「推奨分

析手法」と「ものさし」を確立  

～ 腸内細菌等の微生物を利用した新たな医薬品や食品

等の研究開発を加速へ ～ 

機構は、令和 4 年 1 月 13 日より提供を開始した「NBRC ヒト常在微生

物カクテル」が、5 つの研究機関との共同研究により、ヒトマイクロ

バイオーム解析により取得した試験データの妥当性を評価するための

「ものさし」となる参照用サンプルとして、高精度、高品質であるこ

とを実証した。本成果を記した論文が令和 4 年 3 月 2 日（米国東部標

準時）に国際学術誌「Microbiology Spectrum」にオンライン掲載さ

れ、推奨分析手法（SOP）と参照サンプルを組み合わせて試験を行うこ

とで、ヒトマイクロバイオーム研究を高い精度と信頼性をもって実施

できる環境が整った。本成果は、医薬品業界、食品業界等でのヒトマ

イクロバイオームを活用した研究開発の加速に貢献すると同時に、わ

が国の産業競争力強化に寄与するもの。  
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●展示会等での情報発信 

・BioJapan、ビジネスマッチ東北でブース出展を行い、微生物の利用

促進や機構のサービスの紹介を行った。BioJapan にてブースを設置

し、展示会開催中に 6 回のミニスピーチを実施し、DBRP の普及を行

った。 

・サステナブルマテリアル展では、NEDO が「材料が創る未来のサステ

ナブル社会」をメインテーマとして、サステナブルな社会実現のため

の取組を紹介する展示の中で、機構の海洋生分解性プラスチックに関

する取組について紹介した。  

・サステナブルマテリアル展でブース出展を行い、NEDO 受託事業及び

機構の紹介を行った。 

・NPO 法人近畿バイオインダストリー振興会議の主催する関西バイオビ

ジネスマッチング 2021 において、機構バイオテクノロジー分野の業

務内容を紹介するとともに微生物利用企業とのマッチングを図った。 

 

●職員による発表等を通じた情報発信  

・公益社団法人日本技術士会生物工学部会 2021 年 4 月例会（春の例

会）に講師を派遣し、「新型コロナウイルスに対する代替消毒方法の

有効性評価」について紹介した。  

・一般社団法人日本皮膚科学会第 120 回日本皮膚科学会総会にて、

「家庭用品によるアレルギー物質と感作性」について解説した。  

・2021 年度日本微生物資源学会第 27 回大会にて「コロナ禍における

NBRC 株の分譲業務の維持」について紹介するとともに、「NBRC カル

チャーコレクション 2020 年度事業報告」を行った。 

・日本防菌防黴学会第 48 回年次大会シンポジウムに講師を派遣し、

「NITE が行った新型コロナウイルスに対する消毒方法の有効性評価

とその後の対応」について紹介した。 

・公益社団法人日本化学会主催の第 11 回 CSJ 化学フェスタ 2021 に講

師を派遣し、「新型コロナウイルスに対する代替消毒方法の有効性評

価」について紹介した。 

・第 55 回ペストコントロールフォーラムシンポジウム「新型コロナウ

イルスへの対応」に講師を派遣し、「新型コロナウイルスに対する代

替消毒方法の有効性評価」について紹介した。 

・2021 年度（第 35 回）日本放線菌学会大会にて、放線菌の同定方法と

稀少放線菌由来の新規物質について報告した。 

・第 107 回日本皮膚科学会茨城地方会にて、イソチアゾリノン系防腐

剤によるアレルギー性接触皮膚炎の 2 例の診断について報告した。 

・第 70 回日本アレルギー学会にて、アレルギー性気管支肺アスペルギ

ルス症（ABPA）に特異的に感作する複数のアスペルギルス抗原タンパ

ク質の質量分析により同定について発表した。 

・日本微生物生態学会第 34 回大会にて、嫌気海洋環境を模擬した生分

解性プラスチックの分解性評価について発表した。 

・第 6 回ラビリンチュラシンポジウムにて、実海域に浸漬した生分解

性プラスチック素材等より分離されたラビリンチュラ類について発表
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した。 

・日本農芸化学会 2021 年度大会にて、海洋微生物によるプラスチック

分解に関する 3 題、及びヒトマイクロバイオーム解析のための高精度

な mock community（微生物カクテル）の開発並びに推奨分析手法開

発及び室間共同試験による検証結果について発表した。  

・日本微生物資源学会第 27 回大会にて、マイコプラズマ 5 株に対し

て、ウマ血清を添加しない保護剤で L-乾燥保存できることついて発

表した。 

・第 66 回低温生物工学会大会セミナーにて、凍結保存が困難な担子菌

培養株に対するバーミキュライト法の効果と本法の汎用性、子実体形

成能維持に関する検証についての現状報告を行うことで、機構が開発

した保存技術を関連産業の関係者に講演することで知見を広めた。  

・第 19 回産総研・産技連 LS-BT 合同研究発表会 LS-BT にて、令和 2 年

度に DBRP に新たに追加となった外部機関データと新機能に関する発

表を行い、当該データベースへの新規データ登録並びに利用促進を図

った。 

・その他、職員による学会等での発表（日本放線菌学会 2021 年度大

会、第 34 回日本微生物生態学会、日本農芸化学会等）や執筆を行

い、機構の業務成果や微生物に関する専門的な知識を積極的に情報発

信し、認知度向上と成果普及を行った。  

 

●論文や外部刊行物による発表  

・低温生物工学会誌 Vol.67 No.2 2021 にて、総説として掲載すること

で機構が開発した凍結保存が困難な担子菌培養株に対するバーミキュ

ライト法に関する成果の関係者へのより広い発信を行った。  

・Microb. Resour. Syst. 2021 37 （1）: p13-20. にて、様々な凍結

感受性を持つ菌根性担子菌に対するパーライト法の 5 年間の長期凍結

保存性に関する技術報告を国内専門誌に掲載し、関連分野にその知見

を広めた。 

・「第 18 改正 図説日本薬局方微生物試験法の手引き」付録「2．菌

株の管理」を執筆し、薬局方に記載されている株が NBRC から分譲さ

れていることについて紹介した。  

・共著 2 報 Microbiome, 2021, 9:95 及び Microbiology Spectrum, 

2022, 10:e01915-21 にて、ヒト腸内細菌叢解析手法の標準プロトコ

ルの作成及びヒト常在微生物カクテルに関する技術報告を国外専門誌

に掲載し、関連分野にその知見を広めた。  

・書籍「最新の海洋生分解性プラスチックの研究開発動向」の「第２

章第３節 微生物が担うプラスチックの炭素循環への入り口」を執筆

し、海洋生分解性プラスチックの課題や菌叢解析や微生物分離の方法

について紹介した。 

・主婦連たより・令和 4 年 2 月（第 870 号）にて、「海洋プラごみー

生分解性素材に期待」を執筆し、海洋生分解性プラスチックに関する

概要について一般向けに紹介した。  

・Microorganisms. 2022 Feb 2;10(2):349 にて、NBRC カルチャーコレ
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クションに寄託された抗生物質生産菌の有用性と分類に関する技術報

告を国際専門誌に掲載し、機能と分類の密接関係に関する知見を広め

るとともに、適切な再分類の必要性を広めた。 

・Antibiotics (Basel). 2021 Nov 25;10(12):1447 にて、過去の共同

事業で得られた成果に基づき、放線菌の持つ遺伝子のコンピュータを

用いたデータ分析（in silico 解析）に関する知見を国際的に発信し

た。 

・Appl. Microbiol. 2021, 1(3), 573-585 にて、過去の特許委託研究

で得られた結果に基づき、放線菌が生産しうる二次代謝産物と種同定

には密接な関係があることを国際的に発信した。  

・Int. J. Syst. Evol. Microbiol. 2021;71:005078 にて、過去の特

許委託研究で得られた結果に基づき、NBRC カルチャーコレクション

が保有する放線菌の学名を現在の分類基準に合わせて改訂した。  

・Int J Syst Evol Microbiol. 2021;71:004813 にて、NBRC カルチャ

ーコレクションが保有する放線菌の学名を最新の分類基準に基づいて

改訂し、有用機能に関する知見も国際的に発信した。  

・Beilstein J Org Chem. 2021 Dec 16;17:2939-2949 にて、過去の共

同事業に関する成果に基づき、RD 株の中の希少放線菌が新規物質の

探索源として有望であることを国際的に発信した。 

 

●Web サイト等での情報発信 

・最新の知見に基づく情報を提供するため、新たに分譲を開始した微

生物遺伝資源（NBRC 株、RD 株）の情報について、Web サイトにおい

て計 6 回更新した。機構が保有する一般的な微生物の画像について、

生体膜を形成する主要な脂質分子で多機能脂質であるスフィンゴ脂質

の生産菌やマグネトソームと呼ばれる磁性を持つ顆粒を持った微生物

等を公開した。 

 

プレスリリース 4 件 

外部刊行物への掲載件数 28 件 

テレビ放映等メディア取材件数  4 件 

メールマガジン 

 配信数 8 回 

受信者数 1,894 名 

（令和 2 年度末から約 23 名増） 

学会・講演件数 35 件 

展示会等へのブース出展 3 件  
 

 2．特許法

に基づく特

許微生物の

寄託業務 

特許法施行

規則第 27

2．特許法

に基づく特

許微生物の

寄託業務 

特許法施行

規則第 27

特許法に

基づく特

許微生物

の寄託の

実施件数

（全件実

特許微生物寄託事業を以下のとおり実施した。 

 令和 3 年度 令和 2 年度 

特許寄託の申請受付件数 264 件（全件実施） 319 件（全件実施） 

特許寄託株の分譲件数 38 件 59 件 

欧州特許寄託株の保管数 23 株 24 株 

 

特許法に基づく特許微生物の寄託の受入れを全件実施し、

指標を達成した。 
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条の 2 及び

3 の規定に

基づく我が

国唯一の特

許微生物寄

託機関とし

て、微生物

の寄託の受

付、生存確

認試験、保

管、分譲等

からなる特

許微生物寄

託事業を的

確に実施す

る。また、

特許寄託微

生物の安定

的な保存に

資するた

め、保存技

術に関する

研究開発を

行い活用す

るととも

に、微生物

の利用者に

対して広く

普及促進す

る。 

条の 2 及び

3 の規定に

基づく我が

国唯一の特

許微生物寄

託機関とし

て、微生物

の寄託の受

付、生存確

認試験、保

管、分譲等

からなる特

許微生物寄

託事業を的

確に実施す

る。また、

特許寄託微

生物の安定

的な保存に

資するた

め、保存技

術に関する

研究開発を

行い活用す

るととも

に、微生物

の利用者に

対して広く

普及促進す

る。 

施） また、微生物の保存技術に関する研究開発を以下のとおり実施した。 

 

●担子菌培養株の長期保存技術に関する開発  

令和 3 年度に最終年度を迎えた企業 3 社とのバーミキュライト法によ

る凍結保存が担子菌株（きのこ）に与える影響の評価に関する共同事業

において、シイタケ 5 株、アラゲキクラゲ 2 株、バカマツタケ 1 株で 1

年間凍結保存後も、バーミキュライト法が従来法である寒天ディスク凍

結法と同様に子実体形成能を維持していることを確認した。  

様々な凍結感受性を持つ菌根性担子菌 64 株を用いたバーミキュライト

法の 5 年間の長期凍結保存性を検証した結果、62 株で十分な保存性を確

認した。 

様々な凍結感受性を持つ菌根性担子菌に対するパーライト法の 5 年間

の長期凍結保存性に関する技術報告を国内専門誌に掲載し、関連分野に

その知見を広めた（Sato, M., Inaba, S., Okazaki, N.., & Nakagiri, 

A. 2021. Microb. Resour. Syst. 37: 13–20）。 

 

●動物細胞の凍結保存・評価技術に関する開発 

凍結中の温度変化に対する細胞感受性の指標化を行ったところ、-50℃

3 日間以上に曝されることが細胞の生存率に悪影響を与え、その感受性が

細胞株によって異なり大まかに 3 つのレベルに分けられた。  

凍結中の温度変化によって促進されるアポトーシスによる細胞死は、ア

ポトーシス誘導酵素の一種のカスパーゼ阻害剤によって抑制された。  

 

●微細藻類の安定した維持方法に関する開発  

多くの産業分野で微細藻類が注目されている中で、微細藻類株の機能を

安定に維持したまま長期間保存する方法を開発することを目的とした。産

業利用が期待される 18 綱にまたがる 40 株の微細藻類について、メタノー

ル及びジメチルスルホキシドを凍害防御剤として用いた際の保存性能に

ついて検討を行った。その結果、分類群ごとに凍結保存法の適否や凍害防

御剤の種類を判断するための極めて重要なデータが得られた。また、紙箱

を用いる簡易的な凍結法でも高価なプログラムフリーザと遜色ない保存

性が担保されるとの結果も得られ、凍結保存の普及に向けた重要な成果が

確認された。 

 

●動物由来成分を含まない保護剤を用いて作製した標品の長期保存技術

に関する開発 

特許微生物株に使用される培地に家畜伝染予防法に規定される指定検

疫物（血清など）が含まれていると、輸出入の際に多大な手間がかかる

可能性がある。微生物を利用した特許の維持には分譲可能であることが

必要な要件となるため、動物由来成分を含まない保存方法を確立するこ

とが望まれており、Mycoplasma 属細菌をモデルケースとして指定検疫物

を含まない保護剤を用いた保存方法に関する検討を行った。その結果、

NBRC に保存されている 22 株に対し、血清を除いた保護剤を用いて保存

できることが示された。 



   

 

96 

 

 3．生物遺

伝資源に関

する安全性

確保 

（1）カル

タヘナ法の

申請等に係

る審査・技

術的な支援 

経済産業省

の要請に基

づき、カル

タヘナ法に

おける大臣

確認のため

の審査及び

技術的支援

を行う。ま

た、引き続

き遺伝子組

換え生物の

開放系利用

における審

査支援のた

めの体制整

備を行う。

さらに、カ

ルタヘナ法

規制・手続

きの合理化

について、

経済産業省

の支援を行

う。 

3．生物遺

伝資源に関

する安全性

確保 

（1）カル

タヘナ法の

申請等に係

る審査・技

術的な支援 

経済産業省

の要請に基

づき、カル

タヘナ法に

おける大臣

確認のため

の審査及び

技術的支援

を行う。ま

た、引き続

き遺伝子組

換え生物の

開放系利用

における審

査支援のた

めの体制整

備を行う。

さらに、カ

ルタヘナ法

規制・手続

きの合理化

について、

経済産業省

の支援を行

う。 

カルタヘ

ナ法に基

づく遺伝

子組換え

生物等の

産業上の

使用等の

申請に関

する審査

件数（全

件実施） 

カルタヘナ法に基づく遺伝子組換え生物等の産業上の使用等に関する

大臣確認のための事業者からの申請に基づく審査を 47 件（全件、遺伝子

組換え生物等の名称に基づく株数では 162 株）実施した。事業者からの照

会等への対応を合計 175 件実施した。 

 令和 2 年度末から運用が開始された e-Gov による電子申請手続では、事

業者からの手続上の問合せ等への適切な対応を実施したことにより、全て

の申請手続きにて利用（事業者都合によるものを除く）され、事業者での

不具合等もなく運用されているところである。また、全ての申請手続の電

子化に併せて機構が審査機関として対応するものとなったことにより、従

来の書面審査と比較し手続に要する期間が短縮されている。  

 

項目年度 令和 3 年度 令和 2 年度 

カルタヘナ法に基づく遺伝子組換

え生物等の産業上の使用等の申請

件数 

49 件 74 件 

うち、機構による審査対象件数  47 件 

（全件実施） 

71 件 

（全件実施） 

うち、産構審バイオ小委員会によ

る審査対象となり、機構が当該審査

に技術的支援を実施した件数  

0 件 5 件 

事業者からの照会等への対応件数  175 件 259 件 

内

訳 

面談による事前相談 5 件 9 件 

電子メールによる問合せ 140 件 192 件 

電話による問合せ 30 件 58 件 

  

微細藻類を用いた燃料、化成品生産等の研究開発が進展し、高効率な生

産を実現する観点から遺伝子組換え体を用いた開放系での利用も想定さ

れていることを背景に「遺伝子組換え生物の開放系利用における審査支援

体制整備事業」に関して、経済産業省及びカルタヘナ法の共管省庁となる

環境省のほか、有識者による評価手法検討委員会を計 4 回開催した。ま

た、「カルタヘナ法第一種使用等における生物多様性影響評価手法の検討」

に関する共同事業において評価試験を実施し、令和 3 年度は開放系試験を

3 件実施した。閉鎖系試験も令和 2 年度に引き続き実施している。ガイダ

ンス作成については、評価手法検討委員会において更なる調整が必要とな

ったことから経済産業省との調整の上、令和 4 年度も継続することとなっ

た。 

 

カルタヘナ法に基づく遺伝子組換え微生物等の産業上の使

用等の申請に関する審査を全件実施し、指標を達成した。 

なお、全ての申請手続の電子化に併せて機構が審査機関とし

て対応するものとなったことにより、従来の書面審査と比較し

手続に要する期間が短縮されている。  

 

 （2）GILSP

遺伝子組換

え微生物リ

ストの告示

原案の作成 

経済産業省

の要請に基

（2）GILSP

遺伝子組換

え微生物リ

ストの告示

原案の作成 

経済産業省

の要請に基

GILSP 遺

伝子組換

え微生物

リストの

告示原案

の作成件

数（全件

 最小限の拡散防止措置を執ることにより使用等することができるもの

として大臣が告示で定める GILSP 遺伝子組換え微生物のリストについ

て、経済産業省からのリストへの追加及び見直しの要請に対して告示改

正原案の作成を確実に実施した。令和 3 年度の作業分及び現行リストの

構成見直し案については、産構審バイオ小委員会で審議され、原案のと

おり承認された。機構は、委員会での GILSP 告示の改正及び告示の記載

方法の変更について審議するための資料を作成する等技術的支援を実施

経済産業省の要請に基づく GILSP 告示原案の作成を全件実

施し、指標を達成した。 
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づき、「遺

伝子組換え

生物等の第

二種使用等

のうち産業

上の使用等

に当たって

執るべき拡

散防止措置

等を定める

省令別表第

一号の規定

に基づき経

済産業大臣

が定める

GILSP 遺伝

子組換え微

生物

（※）」の

原案作成を

行う。 

※GILSP

（Good 

Industrial 

Large 

Scale 

Practice） 

遺伝子組換

え微生物：

特殊な培養

条件下以外

では増殖が

制限される

こと、病原

性がないこ

と等のため

最小限の拡

散防止措置

を執ること

により使用

等をするこ

とができる

ものとし

て、経済産

づき、「遺

伝子組換え

生物等の第

二種使用等

のうち産業

上の使用等

に当たって

執るべき拡

散防止措置

等を定める

省令別表第

一号の規定

に基づき経

済産業大臣

が定める

GILSP 遺伝

子組換え微

生物

（※）」の

原案作成を

行い、経済

産業省に報

告するとと

もに、審議

会での検討

について技

術的な支援

を行う。 

※GILSP

（Good 

Industrial 

Large 

Scale 

Practice） 

遺伝子組換

え微生物：

特殊な培養

条件下以外

では増殖が

制限される

こと、病原

性がないこ

と等のため

最小限の拡

実施） した。 

 告示の別表に対応したエクセル形式でのリストを作成し、承認され、

今後経済産業省の Web サイトから別途公表される見込み。 

項目年度 令和 3 年度 令和 2 年度 

GILSP 告示原案の作成件数 1 件（全件実施） 1 件（全件実施） 
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業大臣等が

定めるもの 

散防止措置

を執ること

により使用

等をするこ

とができる

ものとし

て、経済産

業大臣等が

定めるもの 

 （3）立入

検査 

カルタヘナ

法に基づく

製造事業者

等に対する

立入検査に

ついて、経

済産業省の

指示に基づ

き、的確に

実施する。 

（3）立入

検査 

カルタヘナ

法に基づく

製造事業者

等に対する

立入検査に

ついて、経

済産業省の

指示に基づ

き、的確に

実施する。 

カルタヘ

ナ法に基

づく立入

検査の実

施件数

（全件実

施） 

 

コロナ禍の影響を鑑み、令和 3 年度の経済産業省からの指示は 5 件で、

機構は立入検査を全件実施した。 

  

  令和 3 年度 令和 2 年度 

カルタヘナ法に基づく立入検

査の実施件数 

5 件 

（全件実施） 

0 件 

（全件実施） 
 

経済産業省の指示に基づく立入検査を全件実施し、指標を

達成した。 

 

 （4）バイ

オテクノロ

ジーを活用

した安全性

等評価 

バイオテク

ノロジーを

活用した安

全性等の評

価をするた

めの手法を

開発すると

ともに、技

術基準や規

格等につい

て、経済産

業省や関連

団体に対

し、技術的

支援や提案

を行う。 

また、製品

安全及び消

（4）バイ

オテクノロ

ジーを活用

した安全性

等評価 

バイオテク

ノロジーを

活用した安

全性等の評

価をするた

めの手法を

開発すると

ともに、技

術基準や規

格等につい

て、経済産

業省や関連

団体に対

し、技術的

支援や提案

を行う。 

また、製品

安全及び消

製品事故

の原因物

質解析の

実施件数

（生体分

子解析技

術による

解析が必

要な全数

を実施） 

ア カルタヘナ法に関連して、経済産業省が行う合成生物学やゲノム編

集技術等の規制のあり方に関する検討に参画し、技術的支援を行う。  

合成生物学については、生物の多様性に関する条約（CBD）事務局が実

施する第 24 回科学技術補助機関会合（SBSTTA24）（オンライン）に出席

し、情報収集を行い経済産業省に報告した。 

「遺伝子組換え生物の開放系利用における審査支援体制整備事業」に

おいて、カルタヘナ法規制対象外と考えられるゲノム編集により作出さ

れた微細藻類を取り扱うための情報提供書（案）が共同事業者より提示

され開放系手法検討委員会で確認した。委員会後事業者から経済産業省

に提出され、バイオセーフティクリアリングハウス（J-BCH）にて公開さ

れた。経済産業省所管では初めてのケースとなった。  

 

イ アレルギー等人体に悪影響を及ぼした事例があるタンパク質等生体

由来の化粧品原料等について、バイオテクノロジーを活用した分析・解

析を行い、関係省庁等へ情報を提供する。また、住環境に生息する微生

物等の安全性評価手法を関係機関と連携して開発する。  

●化粧品原料等の安全性確保のための情報提供 

①ヘッドフォン（玩具） 

 ヘッドフォンを使用したことによるアレルギー性接触皮膚炎が発生

し、原因調査を行った。強感作物質の DCOIT が含まれており、原因物質

と考えられる。 

 DCOIT については、過去に当機構の調査により、化粧品、ズボン、敷

きパッドなど様々な製品から検出されている。 

「遺伝子組換え生物の開放系利用における審査支援体制整

備事業」において、カルタヘナ法規制対象外と考えられるゲ

ノム編集により作出された微細藻類を取り扱うための情報提

供書（案）が共同事業者より提示され開放系手法検討委員会

で確認した。委員会後事業者から経済産業省に提出され、バ

イオセーフティクリアリングハウス（J-BCH）にて公開され

た。経済産業省所管では初めてのケースとなった。  
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費者安全行

政を支援す

るため、製

品安全分野

が実施する

重大製品事

故及び非重

大製品事故

の原因究明

調査のう

ち、人体に

悪影響を及

ぼす化学物

質等に係る

製品事故に

ついて、製

品安全分野

からの依頼

に基づき、

バイオテク

ノロジーを

利用した原

因分析を行

い、その分

析結果を報

告する。 

費者安全行

政を支援す

るため、製

品安全分野

が実施する

重大製品事

故及び非重

大製品事故

の原因究明

調査のう

ち、人体に

悪影響を及

ぼす化学物

質等に係る

製品事故に

ついて、製

品安全分野

からの依頼

に基づき、

バイオテク

ノロジーを

利用した原

因分析を行

い、その分

析結果を報

告する。 

②メガネフレーム 

メガネを使用したことによるアレルギー性接触皮膚炎が発生し、原因

調査を行った。メガネフレームに色素 Solvent Orange 60 が含まれてお

り、原因物質と考えられる。  

Solvent Orange 60 を含むメガネフレームによるアレルギー接触皮膚

炎が、ここ数年、多数報告されている。  

2 件の調査結果は、「化粧品等のアレルギー情報共有化推進連絡会

（厚生労働省系会合）」を通じ、経済産業省、厚生労働省、消費者庁及

び国民生活センター等関係団体、業界団体に提供し、指導、注意喚起を

要請した。 

【情報提供件数 2 件】 

 

●環境中に存在する微生物が原因の可能性があるアレルギーに関する原

因究明手法の検討 

製品事故原因究明のうち、原因究明手法が確立されていない分野、事

故の取扱いが不明な分野について、製品安全分野と共同で原因究明手法

を検討している。令和 3 年度は、エアコンに繁殖したカビが原因と想定

されるアレルギー性喘息の被害に関して検討及び原因タンパク質の解析

を行った。 

具体的には、千葉大学真菌医学研究センターからアレルギー性喘息の

原因と考えられる臨床由来の担子菌 1 菌株のアレルギー性喘息原因タン

パクの特定を行った。今後、事業の成果として、カビによるアレルギー

性喘息の診断基準が AMED により作成されるとともに、原因カビ等を機構

より提供する。また、得られたデータにより、防カビ対策エアコン等の

開発、評価試験が実施され市場が拡大すると想定される。  

また、AMED 主催の委員会・会議等に 3 回参加し、業務成果について報告

した。さらに、学会発表 1 回、機構の Web サイトの更新を 3 回（7 月、8

月、11 月）行い、エアコン内の真菌（カビ・キノコ等）の菌株リストを

掲載し、分譲開始等の情報発信を行った。  

 

ウ 微生物及び遺伝子組換え微生物等が生産する物質について、バイオ

テクノロジーを活用した安全性等評価手法等を関係機関と連携して開発

する。また、獣毛繊維、新規タンパク質繊維等に対する標準化活動を支

援し JIS や ISO/TC38/WG22（繊維/化学分析）の国際標準化会議におい

て、規格化に貢献する。 

 

●構造タンパク質繊維鑑別・混用率試験方法国際標準化  

日本発、地方発のベンチャー企業が開発した遺伝子組換え微生物等が

生産する人工構造タンパク質繊維の世界流通を支援するため、ISO 国内

審議団体である構造タンパク質素材産業推進協会（ SPIA）とともに ISO

原案を作成した。国内対策委員会分科会長として ISO 制定作業を実施し

た。ISO/TC38/WG22（繊維/化学分析）の国際標準化委員会において、合

成繊維用語規格の改正が令和 3 年 11 月に行われ、遺伝子組換え人工構造

タンパク質繊維の一般名称が protein に改訂された。ISO の繊維鑑別試

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バイオテクノロジーセンターが有する生体分子解析技術や

得られたデータは、外部機関より高く評価されており、化粧品、

化粧品原料の安全性の確保のための情報として活用されてい

る。データが活用された結果、事業者による製品の安全性への

取組が向上することにより、国民の安全が確保されるととも

に、事業者における損害賠償等事業リスクの低減に貢献する。

機構は、繊維製品検査所以来の繊維試験方法開発の経験があ
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験方法の改正原案を作成し、ISO 事務局に提出した。近く改訂作業が終

了し、規格が成立する見込み。  

 令和 3 年度は、ISO/TC38/WG22 の会議に 4 回出席（令和 3 年 6 月、12

月、令和 4 年 2 月、3 月）した。 

今後、ISO 制定作業の実施、新たに繊維混用率試験方法の開発、ISO 提案

を行う予定。 

 

エ 工業製品等に関係したアレルギー等に関する製品事故について、

製品安全分野からの依頼に基づき、高度な分析技術を必要とする事故原

因究明試験を実施し原因物質を解析する。また、事故原因究明試験の結

果、化学物質管理分野が実施する化学物質のリスク評価技術の精緻化に

資する情報が得られた場合、提供を行う。  

製品安全分野からの依頼に基づき、部門間連携事業として、皮膚障害

等に関する製品事故の原因物質の特定を 39 件実施し、製品安全分野へ報

告した。解析対象製品は、下着で原因物質となった加工処理剤及びメガ

ネフレームで原因物質となった色素 Solvent Orange60 の使用による重篤

な皮膚障害案件であった。事故については、製品安全分野に設置されて

いる「事故動向等解析専門委員会」の審議を経て公表される予定。 

 

・ 

 下着を着用することによる重篤なアレルギー性接触皮膚炎が発生し、

原因調査を行った。新品で発症し、洗濯した製品では発症しなかったた

め、製品の加工処理剤による皮膚炎発症と推定され、担当部署への連絡

を行った。今後、「化粧品等のアレルギー情報共有化推進連絡会（厚生

労働省系会合）」を通じ、詳細な調査結果を経済産業省、厚生労働省、

消費者庁、国民生活センター等関係団体、業界団体に提供し、指導、注

意喚起を要請する。 

 

・皮膚障害等に関する製品事故の原因物質の特定作業により、感作性を

示す、サンダルの接着剤成分が発見され、過去においても数件の同一事

例が存在していることから、化学物質管理分野へ 1 件（DBM 及び DBF）の

情報提供を行った。 

また、業務成果について委員会・会議等に 3 回参加、学会発表 4 回、

論文発表 1 件を行った。 

 

化学物質管理分野からの依頼に基づき、部門間連携事業として、現

在、測定ができない界面活性剤の LogPOW の値を得るための分析の実施と

分析方法の開発を行った。陽イオン界面活性剤、一種、陰イオン界面活

性剤、一種の分析を実施し、良好な界面活性剤の LogPOW の値を得るため

のデータが得られた。 

陰イオン界面活性剤は、測定が困難であり、新規の分析方法を開発

し、良好な界面活性剤の LogPOW の値を得ることが可能となっている。 

 

 

り、また、遺伝子解析、タンパク質解析の経験も豊富であり、

令和 2 年度より、国内の対策委員会である国際標準化委員会

及び委員会分科会の分科会長として、試験法開発、規格化に主

導的な役割を果たしていることから、NICE プログラムを通じ

てベンチャー企業から支援依頼があり、人工構造タンパク質繊

維の鑑別及び混用率算定の国際標準化に向けた共同技術開発

を実施した。その結果、ISO/TC38/WG22（繊維/化学分析）の国

際標準化会議において、これまで、適用されていなかった遺伝

子組換えされた微生物が作った人工構造タンパク質繊維が、令

和 3 年 11 月に「protein（タンパク質）」に含まれるように改

訂した規格が成立した。 

各国の品質表示に関する表示の法律が改正されると、指定外

繊維とされていたものがタンパク質繊維と記載されることに

より、タンパク質繊維の適切な流通促進が見込まれるだけでな

く、ベンチャー支援、新産業分野の創出、我が国発の技術の国

際競争力強化につながる活動への展開が見込まれる。  

 

製品事故のうち、生体分子解析技術による解析が必要な原因

物質解析を全数（39 件）実施し、前年度（22 件）より上回る

件数で全件を実施の目標を達成した。  

サンダルの製品事故は、外部機関との連携により、接着剤に

よるアレルギー性接触皮膚炎の原因物質を同定し、製品安全分

野、化学物質管理分野に情報提供を行った。 

 皮膚障害案件は、大量に流通している製品でも発生してお

り、各部門がそれぞれ有する知見や技術を最大限に活用し、迅

速に原因究明及び評価を行うことにより、国民の安全の確保に

寄与した。 
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オ 「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」（令和 2 年 4 月 7 日

閣議決定）の一環として、新型コロナウイルスに対する感染抑制対策の

ための物資評価・情報提供に関する対応を行う。  

機構の Web サイトにおいて公開している、新型コロナウイルスの除去

に有効な界面活性剤を有効濃度以上含む、家庭用・台所用洗剤の製品リ

ストの更新を行うとともに、令和 3 年度に発表した新型コロナウイルス

に対する代替消毒方法の有効性評価（最終報告）及び製品リストに関す

る事業者、消費者等からの問合せに適切に対応した。  

 

 （5）微生

物安全情報

の提供 

既存のバイ

オ関連業種

のみなら

ず、異業種

からのバイ

オ産業分野

への参入が

広がりつつ

あること等

も踏まえ、

バイオテク

ノロジーの

産業利用に

おける社会

的リスクの

低減に寄与

するため、

微生物安全

情報の提供

を行う。 

（5）微生

物安全情報

の提供 

既存のバイ

オ関連業種

のみなら

ず、異業種

からのバイ

オ産業分野

への参入が

広がりつつ

あること等

も踏まえ、

バイオテク

ノロジーの

産業利用に

おける社会

的リスクの

低減に寄与

するため、

微生物安全

情報の提供

を行う。 

具体的に

は、微生物

有害情報デ

ータベース

（M-

RINDA）に

おいて微生

物の毒素生

産能等に関

する情報と

微生物の法

規制情報の

 ●微生物有害情報リストの情報提供  

ヒトや家畜の病原菌の BSL や「感染症の予防及び感染症の患者に対する

医療に関する法律」等の法律等で指定される有害菌を「微生物有害情報リ

スト」として一元化し、機構の Web サイトで公開している。これにより、

企業、公設試験研究機関、研究所等において、微生物の取扱いや安全管理

の観点からの有害性リスクの把握に活用されることが期待される。当該リ

ストについて、参照先資料の更新に伴い 1 回更新した。さらに、属名で指

定されている出典に対応して出典情報に忠実な記載を行うため属名を表

示する改修を行った。 

  

●微生物の有害機能が検索可能なデータベースの情報提供 

バイオ産業界における微生物の安全性評価を支援するため、遺伝子情

報から微生物の毒素産生能等の有害性機能が検索可能な微生物有害性遺

伝子情報データベース（MiFuP Safety）を平成 28 年 12 月から公開・運

用している。また、令和 2 年度には新たに当該データベースと微生物有

害情報リストの間を相互に参照できる機能を追加し、微生物の有害性機

能から BSL や法規制の情報にスムーズにアクセスできるようした。  

令和 3 年度は当該データベース情報の更新を 2 回行い、有害性機能に

ついて 7 件の解説資料（Note）を公開するとともに、より正確な検索結

果が得られるように 8 件の機能検索条件について改良を行って公開し

た。さらに、令和 2 年度に公開した相互参照機能を 8 機能公開し、32 機

能まで増やした。 

 

更新回数 2 回 

情報追加・

更新件数 

新規解説資料（Note）追加：7 件 

機能更新：8 件 

相互参照追加：8 件 

 

さらに、微生物の持つ有用機能について検索可能なデータベース

（MiFuP）及び微生物有害性遺伝子情報データベース（MiFuP Safety）に

ついて、プログラムと連携してゲノム情報から機能検索を行うための API

（Application Programming Interface）を開発した。 
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更新を通じ

て、微生物

の安全性や

安全な取扱

い等に関す

る情報提供

を行う。 

 4．生物多

様性条約へ

の対応 

（1）生物

遺伝資源の

国際移転に

関する取組 

アジアを中

心とした海

外の関係機

関との連携

を推進し、

これまで構

築してきた

二国間関係

等を活用し

た生物遺伝

資源の国際

移転に関す

る枠組みを

通じた取組

を実施す

る。 

4．生物多

様性条約へ

の対応 

（1）生物

遺伝資源の

国際移転に

関する取組 

アジアを中

心とした海

外の関係機

関との連携

を推進し、

これまで構

築してきた

二国間関係

等を活用し

た生物遺伝

資源の国際

移転に関す

る枠組みを

通じた取組

を実施す

る。 

 ア 生物多様性条約に基づく生物遺伝資源の二国間利用に関する枠組み

を維持し、産業有用な海外生物遺伝資源の我が国への移転によって我が

国の事業者を支援するための共同事業を実施する。  

事業者等が生物多様性条約を遵守した上で生物資源を相手国政府等と

の交渉等を行うことなく安心して利用できるようにするため、各国関連機

関と情報共有や連携を行うとともに、中国、韓国、モンゴル、ミャンマー、

タイ、ベトナム、台湾及びインドネシアと二国・地域間協力のための共同

事業を実施し、我が国の事業者等が海外の生物資源を利用する環境を整備

している。 

二国間共同事業については、ベトナム・韓国・モンゴルの 3 ヶ国と覚書

（MOU）及びプロジェクト合意書（PA）の期間延長に関する合意書を締結

した。また、韓国生命工学研究院微生物カルチャーコレクション（ KCTC）

との相互協力に関する連携において、KCTC の寄託分譲サービスを日本の

事業者向けに紹介するページを機構の Web サイトで公開した。 

二国間共同事業（モンゴル、ミャンマー、ベトナム）で収集・整理した

微生物について、医薬品中間体の探索、酵素の生産等に利用するために、

日本企業等へ提供した。 

 

二国間協力における共同事業で収集・整理した微生物  

日本企業等への提供株数 656 株（継続利用を含む） 

 

また、日本企業等が合同探索事業に参加し、現地で分離し日本へ移転し

た微生物については、新しい食品や微生物農薬の開発のために引き続き利

用されている。 

 

企業等が参加した合同探索事業で分離した微生物  

企業等による微生物利用株数  3,116 株（継続利用を含む） 

 

イ アジア域内での生物遺伝資源の移転、保存とその有効利用につい

て、ACM（※）を通じて積極的な情報交換や議論を行う。  

※ ACM （Asian Consortium for the Conservation and  Sustainable 

Use of Microbial Resources）： 

微生物資源の保全と持続可能な利用のためのアジア・コンソーシアム  

 

7 月にタイ Thailand Institute of Scientific and Technological 

Research （TISTR）主催で開催された ACM 第 18 回会合（オンライン）に

は 19 機関（11 カ国・地域）の参加を得た。  

  

 

 

 8 か国・地域との生物遺伝資源の二国間利用に関する枠組

みを構築・維持し、これらの国・地域の遺伝資源を適法に取

得するための取組を実施することによって、我が国のユーザ

ーが簡便かつ安心して海外遺伝資源を利用するためのアクセ

スルートの確保に貢献した。 
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また、ACM 事務局として総会を運営し、第 19 回会合のホストを中国科学

院微生物研究所（IMCAS）に決定したほか、ACM の活動を紹介する Web サ

イトの更新・公開を実施した。  

 

 （2）バイ

オ産業に関

係する国際

条約につい

ての情報の

収集・整理

・提供 

生物多様性

条約や名古

屋議定書等

のバイオ産

業に関係す

る国際条約

についての

情報を収集

・整理・提

供する。 

（2）バイ

オ産業に関

係する国際

条約につい

ての情報の

収集・整理

・提供 

生物多様性

条約や名古

屋議定書等

のバイオ産

業に関係す

る国際条約

についての

情報を収集

・整理・提

供する。 

 以下の会合等に出席し、必要な情報を収集して経済産業省に提供した

ほか、生物多様性条約に係る国際会議に向けた対処方針策定に関して、

省庁間会合における意見交換や対処方針案への意見提出を行った。  

 

参加先 参加目的 

生物多様性条約 第 24 回科学技

術補助機関会合（SBSTTA24）（オ

ンライン）（令和 3 年 5 月） 

合成生物学について情報収集。 

生物多様性条約 第 3 回実施補助

機関会合（SBI3）（オンライン）

（令和 3 年 5 月） 

地球規模の多国間利益配分メカ

ニズムについて情報収集。 

DSI に関するウェビナー（令和 3

年 6 月、10 月、11 月、12 月、2 月） 

生物多様性条約において議論さ

れる DSI に関する共通理解を深め

るためのウェビナーに参加し、情

報収集。 

生物多様性条約ポスト 2020 生物

多様性枠組第 3 回公開作業部会

（OEWG3）（オンライン）（令和 3

年 8 月） 

ポスト 2020 生物多様性枠組み策

定及び遺伝資源に係るデジタル

配列情報（DSI）に関する議論につ

いて情報収集。 

生物多様性条約第 15 回締約国会

議（COP15）、カルタヘナ議定書第

10 回締約国会合（CP-MOP10）及び

名古屋議定書第 4 回締約国会合

（NP-MOP4）第 1 部（オンライン）

（令和 3 年 10 月） 

名古屋議定書遵守委員の活動に

ついて情報収集。 

生物多様性条約 第 24 回科学技

術補助機関会合（SBSTTA24）再開

会合（オンライン）（令和 4 年 3

月） 

合成生物学について情報収集。 

生物多様性条約 第 3 回実施補助

機関会合（SBI3）再開会合（オン

ライン）（令和 4 年 3 月） 

地球規模の多国間利益配分メカ

ニズムについて情報収集。 

生物多様性条約ポスト 2020 生物

多様性枠組第 3 回公開作業部会

（OEWG3）再開会合（オンライン）

（令和 4 年 3 月） 

ポスト 2020 生物多様性枠組み策

定及び遺伝資源に係るデジタル

配列情報（DSI）に関する議論につ

いて情報収集。 

 

日本企業等が、海外の微生物を利用する場合に関係する法律、必要な

手続きをとりまとめ、Web サイトで公開したほか、NITE 講座において遺
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伝資源の取得の機会及びその利用から生ずる利益の公正かつ衡平な配分

に関する指針（ABS 指針）の概要等の情報提供を実施した。  

Web サイトに開設した海外の微生物の移転、利用に関する質問を受け

付ける相談窓口に寄せられた、日本の ABS 指針に則った海外遺伝資源の

利用、提供国内で遺伝資源を利用する時の注意点、日本の ABS 制度の概

要等についての質問 13 件に対し、これまで収集した各国情報や ABS 指針

に関する知見を元に、メール又は電話で回答した。  

 

イ 名古屋議定書担保措置の施行支援として、遺伝資源が国内におい

て取得されたことを示す文書「遺伝資源国内取得書」の発給を行う。  

名古屋議定書担保措置である ABS 指針第 5 章に規定される「遺伝資源

が国内において取得されたことを示す書類」の発給機関として、取得書

に関する問合せ 3 件に対応した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ABS 指針に基づく遺伝資源国内取得書発給業務を滞りなく

実施した。 

 

４．その他参考情報 
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I-4.適合性認定分野 

1．当事務及び事業に関する基本情報 

I―4 適合性認定 

業務に関連

する政策・施

策 

経済産業 のうち、基準認証 当該事 業実施

に係る根拠（個

別法条文等） 

独立行政法人製品評価技術基盤機構法 

産業標準化法 

計量法 

消費生活用製品安全法（消安法） 

電気用品安全法（電安法） 

液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律 

ガス事業法 

特定機器に係る適合性評価手続の結果の外国との相互承認の実施に関する法律 

当該項目の

重要度、難易

度 

【基幹目標】 

製品等の信頼性の向上を目的とする、産業標準化法・計量法に基づく登

録制度や国際的枠組みに対応した認定制度について、それらの活用実績

を増加させることにより、我が国産業の健全な発展と国民生活の安全に

貢献する。 

関連す る政策

評価・行政事業

レビュー 

行政事業レビューシート番号 0389 

 

2．主要な経年データ 

 ①主要なアウトプット（アウトカム）情報  ②主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報） 

指標等 達成目標 基準値 
平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

2 年度 

令和 

3 年度 

 平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

2 年度 

令和 

3 年度 

【基幹目標】 

（1）市場創出効果や

社会ニーズ等におい

て重要な新規分野の

認定制度を創設し、

その利活用実績 

2 件以上 － － － 3 件 4 件 2 件 予算額（千円） 1,111,222 1,075,477 1,238,370 1,061,300 1,038,056 

（2） 産業標準化法

等に基づき機構に登

録・認定された事業

所が発行する標章を

付した証明書の発行

件数 

令和 2 年

度比 5％増

加 

－ － 平成 29 年度

比＋11.5％ 

平成 30 年度

比＋3.9％ 

令和元年度比

＋5.2％ 

令和 2 年度比

＋5.8％ 

決算額（千円） 1,184,723 1,117,602 1,204,177 977,767 919,170 

 

（予算額

との差異

10％超の

理由は、

組織改編

等による

業務経費

の減であ

る。） 

JNLA 登録・更新審査

の実施件数 

全件実施 （参考）過

去 3 年平均 

53 件 

（全件実施）

登録・更新審

査 87 件（う

ち登録審査

18 件、更新

審査 69 件） 

（全件実施）

登録・更新審

査 68 件（う

ち登録審査 9

件、更新審査

59 件） 

（全件実施）

登録・更新審

査 41 件（う

ち登録審査

11 件、更新

審査 30 件） 

（全件実施）

登録・更新審

査 52 件（う

ち登録審査 8

件、更新審査

44 件） 

（全件実施）

登録・更新審

査 91 件（う

ち登録審査

18 件、更新

審査 73 件） 

経常費用（千円） 1,102,190 1,132,368 1,106,717 846,437 916,578 
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審査業務の電子化に

よる平均処理期間の

短縮 

5 日以上の

短縮 

－ － － － 21 日間短縮 44 日間短縮 経常利益（千円） ▲3,527 ▲5,075 ▲18,457 ▲6,615 65,508 

JNLA 立入検査の実施

件数 

※令和元年度までは

試買検査の実施件数

も含む。 

全件実施 （参考）過

去 3 年平均 

25 件 

（全件実施）

立入検査 12

件、試買検査

7 件 

（全件実施）

立入検査 21

件、試買検査

3 件 

（全件実施）

立入検査 53

件、試買検査

3 件 

（全件実施）

立入検査 1 件 

（全件実施）

立入検査 1 件 

行政サービス実施

コスト（千円） 

977,462 1,038,810 － － － 

国際相互承認取決に

対応した試験所の認

定審査及び認定維持

審査の実施件数 

全件実施 （参考）過

去 3 年平均 

40 件 

（全件実施）

認定 7 件、定

期検査 14 件 

（全件実施）

認定 7 件、定

期検査 21 件 

（全件実施）

認定 1 件、認

定維持審査

（旧 定期検

査）41 件 

（全件実施）

認定 18 件、

再認定審査

29 件、認定

維持審査 5 件 

（全件実施）

認定 8 件、再

認 定 審 査 33

件、認定維持

審査 6 件 

行政コスト（千

円） 

－ － 1,678,818 868,090 939,230 

JCSS 登録・更新審査

の実施件数 

全件実施 （参考）過

去 3 年平均 

123 件 

（全件実施）

登録・更新審

査 136 件（う

ち登録審査

36 件、更新

審査 100 件） 

（全件実施）

登録・更新審

査 117 件（う

ち登録審査

22 件、更新

審査 95 件） 

（全件実施）

登録・更新審

査 159 件（う

ち登録審査

26 件、更新

審査 133 件） 

（全件実施）

登録・更新審

査 94 件（う

ち登録審査

17 件、更新

審査 77 件） 

（全件実施）

登録・更新審

査 63 件（う

ち登録審査

30 件、更新

審査 33 件） 

従事人員数 61 65 64 59 52 

JCSS 立入検査の実施

件数 

全件実施 － （該当なし） （該当なし） （該当なし） （該当なし） （該当なし）       

MLAP 認定・更新審査

及びフォローアップ

調査の実施件数 

全件実施 （参考）過

去 3 年平均 

25 件（認

定・更新審

査）、26

件（フォロ

ーアップ調

査） 

（全件実施）

認定・更新審

査 64 件、フ

ォローアップ

調査 7 件 

（全件実施）

認定・更新審

査 15 件、フ

ォローアップ

調査 21 件 

（全件実施）

認定・更新審

査 6 件、フォ

ローアップ調

査 50 件 

（全件実施）

認定・更新審

査 54 件、フ

ォローアップ

調査 8 件 

（全件実施）

認定・更新審

査 13 件、フ

ォローアップ

調査 12 件 

      

MLAP 立入検査の実施

件数 

全件実施 － （該当なし） （該当なし） （該当なし） （該当なし） （該当なし）       

国際相互承認取決に

対応した校正事業者

の認定審査及び認定

維持審査の実施件数 

全件実施 （参考）過

去 3 年平均 

21 件（認

定審査） 

（全件実施）

認定 28 件、

定期検査 62

件 

（全件実施）

認定 26 件、

定期検査 38

件 

（全件実施）

認定 12 件、

認定維持審査

（旧 定期検

査）7 件 

（全件実施）

認定 26 件、

再認定審査

59 件、認定

維持審査 31

件 

（全件実施）

認定 30 件、

再認定審査

29 件、認定

維持審査 96

件 

      

ASNITE 認定審査及び

認定維持審査の実施

件数 

全件実施 （参考）過

去 3 年平均 

13 件（認

定審査 

（全件実施）

認定審査 14

件、定期検査

55 件 

（全件実施）

認定審査 26

件、定期検査

41 件 

（全件実施）

認定審査 5

件、認定維持

審査（旧 定

期検査）54

件（再認定審

査を含む）  

（全件実施）

認定審査 9

件、再認定審

査 25 件、認

定維持審査

19 件 

（全件実施）

認定審査 13

件、再認定審

査 6 件、認定

維持審査 49

件 
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各法律に基づく認証

機関、適合性評価機

関及び検査機関の調

査及び立入検査の実

施件数並びに JIS 試

買検査の実施件数 

全件実施 （参考）17

件（調

査）、5 件

（立入検

査）、2 件

（JIS 試買

検査） 

（全件実施）

調査 16 件、

立入検査 1

件、JIS 試買

検査 6 件 

（全件実施）

調査 29 件、

立入検査 該

当なし、JIS

試買検査 2 件 

（全件実施）

調査 15 件、

立入検査 6

件、JIS 試買

検査 3 件 

（全件実施）

調査 7 件、立

入検査 9 件、

JIS 試買検査

2 件 

（全件実施）

調査 25 件、

立入検査 4

件、JIS 試買

検査 2 件 

      

産業標準化法に基づ

く調査において迅速

に指摘事項の改善を

行うよう登録認証機

関へ指示する件数 

全件実施 － － － － （全件実施） 

1 件 

（全件実施） 

3 件 
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3．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価及び主務大臣による評価 

 
年度目標 事業計画 

主な評価

指標 

法人の業務実績・自己評価 
主務大臣による評価 

業務実績 自己評価 

 基幹目標 

製品等の信

頼性の向上

を目的とす

る産業標準

化法・計量

法に基づく

登録制度や

国際的枠組

みに対応し

た認定制度

について、

それらの活

用実績を増

加させるこ

とにより、

我が国産業

の健全な発

展と国民生

活の安全に

貢献する。 

基幹目標 

製品等の信

頼性の向上

を目的とす

る産業標準

化法・計量

法に基づく

登録制度や

国際的枠組

みに対応し

た認定制度

について、

それらの活

用実績を増

加させるこ

とにより、

我が国産業

の健全な発

展と国民生

活の安全に

貢献する。 

（１）市

場創出効

果や政策

・社会ニ

ーズの高

い重要な

分野の新

規認定プ

ログラム

を創設

し、その

利活用実

績を２件

以上 

 

（２）産

業標準化

法等に基

づく機構

の各登録

・認定制

度におい

て事業所

が発行す

る標章を

付した証

明書の総

数を令和

2 年度比 5

％増加 

（なお、

発行総数

には計量

法に基づ

く校正事

業者の登

録制度

（JCSS）

の登録に

係る区分

のうち濃

【基盤整備/重要項目】 

 

①  海外との取引や安全・安心な国民生活に貢献するため、登録・認定制

度の普及を図りつつ、政策・社会ニーズの高い重要な分野の新規認定

プログラムを創設し、その利活用を促進  

②  信頼性向上や利用拡大に向けた登録・認定制度のあり方の検討  

③  IT を活用した業務の効率的運用やサービスの向上  

 

●標章を付した証明書の発行件数増への取組、認定制度の普及・有効活

用 

・  感染症対策下における認定審査業務の継続的運用(認定申請審査業務

システムによる効率的な認定業務の実施、遠隔審査の利用拡大) 

・  感染症対策下においても、積極的なプレスリリースやオンライン等

を活用した手法で事業者・一般ユーザーに対する認定制度の普及啓

発を実施 

・  認定と SDGs の関係について取りまとめ、SDGs 特設サイトを機構 Web

サイトに開設し公開 

・  認定の活用事例を取りまとめて機構 Web サイトで公開 

 

●政策・社会ニーズの高い重要な新規分野の認定制度の創設・利活用  

・  新型コロナウイルス感染症の影響により、抗ウイルス製品等の急激

な需要拡大に応える抗ウイルス試験所の認定（令和 3 年 7 月創設、

申請受理、令和 3 年 12 月認定） 

・  燃料電池施設や化学プラントなどの発火・爆発の可能性がある危険

な場所で使用する防爆機器の認証に係る認定（令和 3 年 8 月創設、

令和 3 年 11 月申請受理） 

 

以下は、前年度に申請受理し、令和 3 年度認定したもの。 

・  食品機械の衛生試験（欧州衛生工学設計グループ（ EHEDG）認証）の

試験所の認定（令和 3 年 3 月申請受理、令和 4 年 2 月認定） 

・  JIS ソフトウェア品質評価の試験所の認定（令和 3 年 3 月申請受理、

令和 3 年 10 月認定） 

・  自動車の接近を知らせる通報装置等の音響測定器の校正機関の認定

（令和 2 年 11 月申請受理、令和 3 年 12 月認定） 

 

●遠隔審査の利用拡大と円滑運用、IT 推進による業務の更なる電子化 

・  新型コロナウイルス感染症対策として、他の認定機関に先駆けて遠

隔審査を開始し、継続して遠隔審査の利用拡大（遠隔審査率 7 割以

上） 

・  全ての認定プログラムを対象に、オンライン申請及び審査を含めた

全ての手続を電子化し、事業者向け説明会するなど認定申請審査業

評定：A 

 

令和 3 年度の基幹目標の指標である「(1)市場創出効果や政

策・社会ニーズの高い重要な分野の新規認定プログラムを創設

し、その利活用実績を 2 件以上」について、重要な分野の新規

認定プログラムを 2 件創設・利活用し、予測不可能な時代のニ

ーズ変化に的確に対応した（目標指標比 100％達成）。 

 

No 創設した重要な分野の新規認定

プログラム 
利活用実績 

1 抗ウイルス製品等の急激な需要

拡大に応える抗ウイルス試験所

の認定 

令和 3 年 7 月創設、

申請受理 

令和 3 年 12 月認定 

2 燃料電池施設や化学プラントな

どの発火・爆発の可能性がある危

険な場所で使用する防爆機器の

認証に係る認定 

令和 3 年 8 月創設 

令和 3 年 11 月申請

受理 

 

抗ウイルス試験所の認定プログラム創設は、新型コロナウイ

ルス感染症の流行を受けて、感染予防や衛生意識が高まった国

民のニーズに応えるために各メーカーにおいて様々な抗ウイル

ス関連製品の開発が進んでいる中、抗ウイルス性試験に対する

需要拡大に応えたものである。令和 3 年度、機構が国内で初め

て抗ウイルス試験所を認定したことにより、洗剤、繊維、プラ

スチックなど生活に身近な抗ウイルス関連製品に対して信頼性

の高い IAJapan 標章付き試験証明書が発行可能となった。今

後、信頼性の高い抗ウイルス関連製品の流通が期待される。  

また、防爆機器は、石油・化学プラント、燃料電池施設をは

じめ、可燃性液体などの製造・貯蔵・取扱所や塗装設備、高圧

ガス設備など爆発性雰囲気を生成する可能性のある場所で使用

されており、防爆性能を備えることは産業保安の観点から重要

となっている。防爆機器の認証に係る認定プログラムの創設

は、国内認証機関の負担を軽減するとともに、国内の防爆機器

メーカー（200 社以上）に対して、日本製防爆機器の信頼性を

確保し、防爆機器メーカーの海外進出並びに国際競争力向上に

貢献するものである。 

以上のとおり、本指標については、指標目標値を 100％達成

し、特に抗ウイルス試験については、認定プログラム創設から

認定に至るまで約 6 か月間で、政策・社会ニーズに迅速に対応

できたことから、計画水準を上回る成果である。 

 

評定 Ｂ 

令和 3 年度は、次の①～③の取組

を行い、基幹目標の指標を含む、全

ての評価指標を達成することで、産

業標準化法及び計量法に基づく登録

制度の執行に加え、新規分野の認定

制度新設、審査業務のオンライン化

等、我が国の認定機関としての信頼

性維持、国民生活の安全、我が国産

業の競争力確保に貢献する成果を上

げた。一方、アウトプットとアウト

カムの繋がりを明確に確認すること

が必要とされているが、特に「新規

認定プログラム」の創設について、

明確なアウトカムへの繋がりを確認

することはできなかった。 

以上から、所期の目標を達成して

いると認められるため、「B」評価と

判断した。 

 

①製品評価技術基盤機構認定制度

（ASNITE）の実施 

機構は、ASNITE により社会的に必

要性は高いが認定制度が未整備な分

野について、新たに認定制度を創設

し、社会課題解決を支援してきた。

令和 3 年度は、新たに 2 分野で認定

プログラムを創設し、以下 2 件の活

用がなされ、基幹目標の指標の通り

達成するとともに、製品の信頼性確

保と産業の健全な発展に貢献したこ

とは評価する。 

 

・抗ウイルス性試験の認定プログラ

ムの新規創設 

 新型コロナウイルス感染症拡大に

より、抗ウイルス製品等の需要が急

拡大したため、各社で社会ニーズに

応えるべく製品開発が行われ、抗菌

製品技術協議会（SIAA）の会員数が

急増する等、抗ウイルス事業は社会
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度の区

分、及び

計量法に

基づく特

定計量証

明事業者

認定制度

（MLAP）

は含まな

い。） 

務システムの活用を促進（電子利用率 6 割） 

・  5 年間で 94％減のペーパーレス化(認定センターのプリントアウト数

；170 万枚/年→10 万枚/年)で環境負荷低減を達成し、SDGs に貢献 

 

●「日本版品質チェーン」体系化のための適合性評価制度の動向調査・

分析 

・  海外の適合性評価制度と比較して見えてくる日本特有の課題を踏ま

え、「日本版品質チェーン」を体系化するための研究会を立ち上

げ、検討を実施 

・  調査・検討の結果、「日本版品質チェーン」のグランドデザインを

描き、認定センターと機構全体が一体となって取り組むべき 6 つの

個別機能（ルール形成支援、標準開発支援、認定業務品質向上、適

合性評価価値向上、新規事業開発、情報発信・共有）を取りまとめ

た。 

 

指標「(2) 産業標準化法等に基づく機構の各登録・認定制度

において事業所が発行する標章を付した証明書の総数を令和 2

年度比 5％増加（なお、発行総数には計量法に基づく校正事業

者の登録制度（JCSS）の登録に係る区分のうち濃度の区分、及

び計量法に基づく特定計量証明事業者認定制度（MLAP）は含ま

ない。）」については、令和 3 年度の単年度の発行件数が

486,458 件であり、令和 2 年度比 5.8％増となった（目標指標

比 116％達成）。 

 

この要因としては、標章を付した証明書の発行増に向けた以

下の取組が寄与したと考えられる。  

・  感染症対策下における認定審査業務の継続的運用(認定申

請審査業務システムによる効率的な認定業務の実施、遠隔

審査の利用拡大) 

・  感染症対策下においても、積極的なプレスリリースやオン

ライン等を活用した手法で事業者・一般ユーザーに対する

認定制度の普及啓発を実施 

・  認定と SDGs の関係について取りまとめ、SDGs 特設サイト

を機構 Web サイトに開設し公開 

・  認定の活用事例を取りまとめて機構 Web サイトで公開 

 

 また、これまで減少傾向であった登録・認定事業者数が令和

3 年度は 24 事業者増加した。これは、今後の証明書発行数増

加が期待される大きな成果である。  

 

年度 登録・認定事業者数 

平成 30 年度 677 

令和元年度 664 

令和 2 年度 645 

令和 3 年度 669 

  

＜機構評価・計画諮問会議委員からのコメント＞  

 新規認定分野は、記載上は目標・実績ともに 2 件であるため

簡単そうに感じるが、かなりの努力が必要。新規認定分野で

は、認定のニーズ、認定が必要な理由、認定取得により生まれ

る効果という 3 点を中心として、1 年間で 2 件の認定分野を始

めたことに関して、高い評価を与えたい。日本の産業界におい

て、防爆機器の市場はあまり大きくなく、中小企業が多い。中

小企業が割けるリソースを考えると、公的機関である NITE で

なければ行えないと考える。公的認定制度によって、防爆機器

の国際的なビジネスが可能になり、防爆機器に関わる中小企業

に非常に明るい光を与えた点を大きく評価。抗ウイルス試験所

認定については、日々メディアで報道されているとおり、昨今

のコロナ禍において粗悪品が大量に流通したという状況の中、

的に大きな影響のある事業の一つと

なっている。一方で、抗ウイルス性

能（化学的根拠）の信頼性の低い製

品が市場に流通する等社会問題化し

たことにより、ISO/IEC17025 に適合

した試験場の試験結果を納品先から

求められる等製品に対する信頼性確

保のニーズが高まっていた。 

このため、機構は、ASNITE により

幅広い製品や素地を対象とした国際

規定に基づく抗ウイルス性試験の認

定プログラムを新規創設し、以前よ

り業界基準の試験に取り組んでいた

（一社）日本繊維製品品質技術セン

ター（QTEC）をウイルス性試験所と

して国内で初めて認定した。国内で

国際規格に基づく信頼性の高い

IAJapan 標章付き試験証明書が発行可

能となったことで、信頼性の高い抗

ウイルス関連製品の迅速な流通の支

援と産業の発展に貢献し、国民の安

心・安全な生活を実現したことは評

価する。 

 

・防爆機器規格適合試験制度

（IECEx）認証の認定プログラムの新

規創設 

火薬使用の工場、鉱山、石油・化

学プラント、燃料電池施設等で使用

する全ての機器は、安全性の観点か

ら高度な防爆性能が義務付けられて

いるが、各国が独自に定める基準と

爆機器規格適合性試験制度（IECEx）

が定める基準との差異の存在によ

り、防爆機器メーカーが海外進出の

際には追加試験を求められる等多重

試験の問題があった。 

そのため、ASNITE により、令和 2

年度に防爆機器の試験所認定プログ

ラム（ISO/IEC17025）を創設し、令

和 3 年度に国内で初めて（一財）産

業安全技術協会（TIIS）を防爆機器

の試験所として認定し、さらに防爆

機器の認証機関の認定プログラム
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世間・市場が求めていたところに NITE が見事にフォーカスし

たことを非常に高く評価。（梶屋委員） 

（ISO/IEC17065）を新規創設した。

IECEx の認証機関・試験所として認め

られたことで、認定がなければ毎年

必要であった審査が 5 年に一度とな

り、国内認証機関・試験所の負担の

大幅軽減に寄与した。また、国内で

国際規格に基づく認証が取得できる

体制を整備したことで、国内防爆機

器メーカー200 社以上がワンストップ

で各国の認証を取得することが可能

となり、海外進出の支援や産業の発

展に貢献したことは評価する。 

 

②産業標準化法に基づく登録制度

（JNLA）の執行等 

機構は、JNLA に基づく試験所の登

録・更新及び JIS マーク表示制度に

おける登録認証機関に対する調査・

立入検査等を着実に実施した。ま

た、ユーザーへの普及啓発を通し

て、基幹目標の指標である JNLA 標章

付き証明書の発行件数の増加に貢献

した。また、令和元年の法改正によ

って新たに JNLA の対象となった電磁

的記録試験の試験所に関する登録プ

ログラムを開発して第１号の登録を

行う等、産業標準化法の新たなニー

ズにも適切に対応し、我が国産業の

信頼性の確保に貢献した。特に電磁

的記録試験を行う試験所の登録は、

その後、JIS マーク表示制度における

認証機関の登録にも活用され、意義

のある成果といえる。 

 加えて、令和元年度に構築した

JNLA の電子申請システムについて、

ユーザーへの説明会等を通してオン

ライン申請、審査等の電子化及び遠

隔審査をさらに進展させ、新型コロ

ナウイルス感染症拡大に伴うニーズ

向上もあり、オンライン申請の利用

は前年度の 3 倍弱に増大した。さら

に、審査業務の平均処理期間を 145

日以内から 106 日に大幅に短縮する

等、従来の課題となっていた認定分
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野の電子化対応について着実に向上

させたことは、業務効率化及び申請

者への利便性向上に大いに貢献して

おり、評価する。 

 

③計量法に基づく登録（JCSS）及び

認定（MLAP）制度の執行等 

機構は、JCSS 制度に基づく登録・

更新審査を、MLAP に基づく認定・更

新審査を滞りなく着実に実施し、全

件実施等の全ての目標を達成した。  

新型コロナウイルス感染症拡大を受

け、国際的にも審査の DX について議

論がなされているが、他国に先駆け

て、特に JCSS の審査活動については

積極的に遠隔審査活動に取り組んだ

結果、遠隔審査の利用拡大に繋が

り、審査業務の平均処理期間を 145

日以内から 106 日と大幅な短縮に寄

与した。従来から課題となっていた

認定分野の電子化対応について、着

実に進展させたことは、業務効率化

及び申請者への利便性向上に大いに

貢献し評価する。 

MLAP の審査活動については、機構

は我が国唯一の特定計量証明認定機

関として、着実に実施している。と

りわけ遠隔審査システムを確立した

ことは、新型コロナウイルス感染症

拡大の状況下において、機構と認定

特定計量証明事業者の業務継続を維

持するために有益であった。また、

機構が特定認定事業者認定業務実施

規定に基づき、認定特定事業者の 3

年ごとの更新周期の中頃に実施して

いるフォローアップ調査によって、

認定特定事業者の高度な分析技術の

質を効果的に維持させ、立入検査を

未然に防いだことは、適正な法執行

に大いに貢献しており、評価する。 

 

＜指摘事項、業務運営上の課題及び

改善方策＞ 

（実績に対する課題及び改善方策



   

 

112 

 

等） 

引き続き目標に沿って取り組んでい

ただきたい。 

 

＜その他事項＞ 

（有識者等によるコメント） 

・デジタル化による審査の短縮につ

いて、１年でこれだけ改善したのは

成果である。また、品質を支える基

準、適合性評価、市場監視、市場か

らの要請等、従来は単独であった機

能を日本版品質チェーンとして俯瞰

的な体系で整理して品質を向上させ

るという方向性を打ち出したこと

は、認定分野の画期的な成果であ

り、質的にも大きな成果である。  

・防爆機器の認定プログラムを新設

したことについて、ニーズを踏まえ

スピーディーに対応していることを

大きく評価したい。全所的に DX を進

めた成果が適合性認定分野でも出て

いると思っている。全体的に効率的

に実施出来ている。令和 2 年度に新

設したテキスタイルエクスチェンジ

認証について、予約申請が殺到して

いるところは大きく変わったと思

う。SDGs の特設サイトも開設され、

広報面も進められており良かったと

思う。外部でも模範的な例として取

り上げられていて素晴らしい。 

・抗ウイルス性試験所の認定プログ

ラムについては、国民生活に直結し

た取組であり、安全・安心を与える

ためにも、機構が引き続き続けてい

くことがふさわしい。抗ウイルス分

野については、市場社会に大きなイ

ンパクトを与えていると思ってい

る。 防爆機器の認定プログラムにつ

いて、以前、IECEx の国際的な委員会

での日本のプレゼンスは非常に低か

った。中小企業が圧倒的に多い業界

であり、コストがかかるため誰もや

りたがらないという事情があった

が、機構が解決してくれたと思って
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いる。認定施設に監査をするのがマ

ストであるところ、オンサイト審査

がコロナ禍のため出来なくなってし

まったが、リモート査察・審査を機

構がいち早く導入し、オンサイト審

査と同等性を確保した上で、リモー

ト審査を早い段階から考え、成功に

導いていることを評価したい。 

 1．産業標

準化法に基

づく登録制

度の執行等 

（１）試験

事業者の登

録・更新 

産業標準化

法に基づく

試験事業者

の登録制度

（JNLA）に

おける試験

事業者の登

録・更新を

迅速、的確

かつ効率的

に実施す

る。状況に

応じて、

Web 会議ツ

ール等を用

いた遠隔審

査を組み合

わせる。 

また、JNLA

の利用拡大

に向け、登

録試験事業

者による標

章を付した

証明書の発

行件数を増

加させるた

めの取組を

実施する。 

1．産業標

準化法に基

づく登録制

度の執行等 

（1）試験

事業者の登

録・更新 

産業標準化

法に基づく

試験事業者

の登録制度

（JNLA）に

おける試験

事業者の登

録・更新を

迅速、的確

かつ効率的

に実施す

る。状況に

応じて、

Web 会議ツ

ール等を用

いた遠隔審

査を組み合

わせる。 

また、JNLA

の利用拡大

に向け、登

録試験事業

者による標

章を付した

証明書の発

行件数を増

加させるた

めの取組を

実施する。

・JNLA に

おける登

録・更新

審査の実

施件数

（全件実

施） 

・電子化

による審

査業務に

ついて

は、平均

処理期間

を 145 日

以内（標

準処理期

間 150

日） 

JNLA は、産業標準化法で定められている制度である。機構は、登録区

分に係る日本産業規格（JIS）の試験を実施する試験事業者を対象とし

て、登録を希望する事業所からの任意の申請に基づき、その事業者のマ

ネジメントシステム、試験施設、機器などが試験を実施する上で適切

か、定められたとおりマネジメントシステムが運営されているか等を国

際標準化機構（ISO）及び国際電気標準会議（IEC）が定めた試験所に関

する基準 ISO/IEC 17025（試験所及び校正機関の能力に関する一般要求

事項）の要求事項に適合しているかどうか審査し、登録する制度であ

る。 

なお、JNLA 試験事業者は 4 年ごとに更新が必要である。 

 

令和 2 年 4 月から開始した事業者によるオンライン申請及び JNLA 標章

付き電子証明証発行に係る事業者向けマニュアル等を機構の Web サイト

に掲載し、オンライン申請及び電子証明書発行の活用メリットを広報す

るとともに、オンライン申請受付を開始した。令和 3 年度は 53 事業者、

延べ 117 件のアカウントを付与するとともに、36 件の申請を受け付け

た。 

また、審査業務の完全オンライン化に向け、審査員向けマニュアルを

作成し、オンライン申請からオンライン審査までのシステム構築を図

り、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために導入した遠隔審査と組

み合わせで、139 件の全審査のうち 66 件を完全オンライン審査で実施し

た。 

審査業務の電子化によって令和 3 年度に受け付けた審査の平均処理期

間は、106 日となり、標準処理期間 150 日に対して 44 日間短縮した。 

令和 3 年度は、政策的・社会的ニーズを踏まえながら、JNLA 登録審査

を全件実施した。16 件の新規登録申請、7 件の追加登録申請、78 件の登

録更新申請が機構に提出された。新規登録申請案件（追加登録申請含

む）に対して速やかに審査チームを編成し、18 件の登録審査を迅速かつ

的確に実施した。また、73 件（令和 2 年度受付分 17 件含む）の登録更

新審査を実施した。その結果、17 件の新規登録（令和 2 年度受付分 8 件

含む）、65 件（令和 2 年度受付分 30 件含む）の登録更新を実施した。 

審査の公平・公正を確保・維持するため、外部専門家・有識者等から

構成する評定委員会を 8 回開催し、IAJapan ボード（評定委員会での審

議を重要な案件に絞り込むために審査で問題のない案件を評価する内部

検討会）を 15 回開催した。 

JNLA 登録・更新審査を全件実施し、指標を達成した。 

JNLA 審査業務の電子化による平均処理期間は、標準処理期間

150 日に対し 44 日間の短縮を実現し、指標を達成した。  
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さらに、申

請及び届出

のオンライ

ン提出並び

に標章を付

した電子的

な証明書の

発行に的確

な対応を行

うととも

に、それら

の普及を推

進する。 

具体的に

は、標章を

付した証明

書の発行件

数の増加に

向けた登録

試験事業者

の啓発のた

めに説明会

を開催し、

標章を付し

た証明書の

発行に関す

る助言や標

章を付した

証明書の発

行事例の紹

介等を行

う。必要に

応じて、標

章を付した

証明書を発

行していな

い登録試験

事業者から

情報収集を

行い、その

理由に応じ

た対応策を

図る。 

さらに、

申請及び届

出のオンラ

イン提出並

びに標章を

付した電子

的な証明書

の発行に的

確な対応を

行うととも

に、それら

の普及を推

進する。具

体的には、

また、JNLA 登録試験所の組織や設備等に関する変更届出書 191 件に対

して、必要に応じて要求事項への適合性について現地確認等を実施して

適切に処理した。 

 

JNLA 業務 実績※ 

新規登録審査数（追加登録審査含む）  18 

登録更新審査数 73 

新規登録数（追加登録含む）  17 

登録更新数 65 

評定委員会開催数 8 

IAJapan ボード開催数 15 

変更届出書処理数 191 

※申請受付後、審査を経て登録に至るまでには、一般的に半年程度又は

それ以上の期間を要するため、一つの年度内の審査数と登録数は必ず

しも一致しない。例えば、令和 3 年度に実施した審査案件の中には、

登録が令和 4 年度になる案件も含まれている。 

 

●JNLA 登録試験所の登録結果の官報及び機構 Web サイトへの掲載 

JNLA 登録試験所の登録等の結果は、機構 Web サイトに登録当日に掲載

するとともに、迅速に官報掲載した（11 件の官報掲載）。 

 

●遠隔審査の的確な実施 

新型コロナウイルス感染症により現地審査の実施が困難な状況でも、

積極的に Web 会議ツール等を用いた遠隔審査を実施した（令和 3 年度実

施件数 56 件）。 

機構は、国内で遠隔審査をいち早く導入し、有効に活用できる体制を

速やかに整えたことで、認定審査のレベルを維持しつつ、機構と事業者

の双方の事業継続機会を確保した。 

 

●JNLA のオンライン申請・届出の受付  

JNLA のオンライン申請・届出は、令和 3 年度は 53 事業者、延べ 117

件のアカウントを付与するとともに、36 件の申請と 79 件の変更届の計

115 件を受け付けた。 

 

●JNLA 関係規程の見直し 

令和 3 年度は、公開文書の見直しを行い、11 文書 13 回の改正を行った。 

特に JNLA 登録申請及び届出のオンライン提出を推進するための「認定

申請審査業務システム使用マニュアル」及び標章を付した電子的な証明

書の発行を的確に対応するための「JNLA 試験証明書の電磁的方法による

発行について」等を改正し公表した。  

 

●JNLA 制度の適正執行、利用拡大に向けた取組 

令和 3 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から前年度

に引き続きオンラインによる制度説明会を開催し、令和 2 年 4 月から開



   

 

115 

 

オンライン

申請及び届

出並びに電

子的な証明

書の発行に

関する説明

会を開催

し、問合せ

にも適切に

対応する。

必要に応じ

て、法令に

基づく申請

及び届出以

外の事業者

からの報告

等について

もオンライ

ン提出を支

援する。 

 

始した JNLA 登録申請及び届出のオンライン提出方法及び JNLA 標章付き

電子証明証発行について具体的な発行事例を交えて紹介するとともに、

令和 2 年度から新型コロナウイルス感染症拡大防止のため新規審査手法

として開発した遠隔審査への対応について協力を依頼した（令和 4 年 3

月 4 日開催、179 事業所から延べ 242 名参加）。 

 

●JNLA 標章を付した証明書の発行件数の増加に向けた取組 

 試験ユーザーが JNLA 登録試験事業者を迅速に検索できる Excel ファイ

ルを機構 Web サイトで公開した。都道府県別、試験方法別、JIS 番号等

から必要な試験事業者を迅速に検索可能となり、JNLA 試験証明書の発行

増加に寄与した。 

 

●JNLA 登録審査における立会試験サンプルの活用  

令和 3 年度は、抗菌加工製品（繊維以外）の JNLA 試験結果の更なる信

頼性向上のため、JNLA 登録更新審査において機構が作成した抗菌まな板

の試験サンプルを用いた立会試験を 9 件実施し、試験所間で概ね相違が

ないことを確認した。 

 

●繊維製品の抗ウイルス性試験の認定  

 新型コロナウイルス感染症の影響により、抗ウイルス製品等の需要が拡

大する中、繊維製品の抗ウイルス性試験の JNLA 登録試験所として、国内

で初めて登録した（令和 3 年 12 月 23 日）。 

 

●JIS ソフトウェア品質評価の試験の認定 

産業標準化法の施行（令和元年 7 月 1 日）により新しく JNLA の登録対

象となったソフトウェアの評価を行う試験（電磁的記録試験）につい

て、国内初の JNLA 登録試験所として登録した（令和 3 年 10 月 20 日）。 

 （２）登録

試験事業者

に対する立

入検査 

登録試験事

業者に対す

る立入検査

を的確に実

施する。 

（2）登録

試験事業者

に対する立

入検査 

登録試験事

業者に対す

る立入検査

を的確に実

施する。 

JNLA にお

ける立入

検査の実

施件数

（全件実

施） 

令和 3 年度は、JNLA 登録試験所の試験結果の信頼性を今後とも確実な

ものとするため、JNLA 登録試験所の移転に伴う立入検査を 1 件実施し、

試験施設・設備及び試験証明書の発行システムの確認を実施した。  

 

JNLA 立入検査を全件実施し、指標を達成した。  

 （３）登録

区分の改正

原案の作成 

経済産業省

からの要請

に応じ、日

本産業規格

（JIS）の

（3）登録

区分の改正

原案の作成 

経済産業省

からの要請

に応じ、日

本産業規格

（JIS）の

 JNLA 登録の対象となる JIS 試験方法の区分（JNLA の試験所登録は、

JIS 試験方法ごとに実施）は、経済産業大臣が「JNLA 登録試験方法区分

を定める告示」で定めており、その告示区分の見直しは、経済産業省の

要請に基づき機構が原案を作成している。  

機構は、令和 3 年度の告示改正を支援するため、令和 3 年 4 月 30 日に

告示改正案を経済産業省に提出した。  

また、告示改正は不要であるものの、JNLA登録ニーズに対応するため1

試験方法1試験区分として「Ｘ・γ線及びβ線用受動形個人線量計測装置
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制定・改正

に対応した

JNLA におけ

る登録区分

の改正原案

の作成を行

う。 

制定・改正

に対応した

JNLA におけ

る登録区分

の改正原案

の作成を行

う。 

並びに環境線量計測装置のエネルギー・方向特性試験」、「中性子用固

体飛跡個人線量計のエネルギー特性試験」、「Ｘ線、γ線及びβ線用線

量当量（率）サーベイメータのエネルギー・方向特性試験」及び「中性

子用線量当量（率）サーベイメータのエネルギー特性試験」を新規追加

するとともに、JIS改正等に伴うJIS項目番号の加除訂正を迅速かつ的確

に行うため、JNLA試験方法区分一覧（JNRP32S10）を2回改正した。 

JNLA 試験方法区分一覧（JNRP32S10）の迅速な改正により、ユーザー

が依頼先の登録試験所を探す場合などに、JIS 項目番号の最新情報によ

る検索が可能となり、ユーザーサービスの利便性向上に貢献すると共

に、告示改正を要しない新たな JNLA 登録ニーズへの迅速な対応を実現し

た。 

 

 （４）国際

相互承認取

決に対応し

た試験所の

認定等の実

施 

国際相互承

認取決に対

応した試験

所の認定審

査及び認定

試験所に対

する認定維

持審査を迅

速、的確か

つ効率的に

実施する。

状況に応じ

て、Web 会

議ツール等

を用いた遠

隔審査を組

み合わせ

る。 

（4）国際

相互承認取

決に対応し

た試験所の

認定等の実

施 

国際相互承

認取決に対

応した試験

所の認定審

査及び認定

試験所に対

する認定維

持審査を迅

速、的確か

つ効率的に

実施する。

状況に応じ

て、Web 会

議ツール等

を用いた遠

隔審査を組

み合わせ

る。 

国際相互

承認取決

に対応し

た試験所

の認定審

査及び認

定維持審

査の実施

件数（全

件実施） 

国際相互承認取決（MRA 制度）とは、国際試験所認定協力機構

（ILAC）等に加盟している認定機関（国際相互承認取決の地位を獲得し

ている認定機関）が、互いに認定した試験所（MRA 試験所）の試験結果

を同等とみなして、相互に受け入れるという制度である。  

機構は、ILAC に加盟するとともに、国際相互承認取決の地位を獲得し

て、MRA 試験所の認定を実施しており、機構が認定した国内 MRA 試験所

の輸出品の試験結果が国際的に信頼あるものと見なされ、輸出品の輸出

先での再試験省略、コスト低減、貿易の円滑化等に貢献している。  

 

●MRA 制度に対応した試験所認定審査及び認定維持審査の実施  

機構は、MRA 制度を希望する JNLA 登録試験所に対し MRA 試験所として

認定する場合には、JNLA 登録に加え、2 年ごとに JNLA 登録試験所に認定

維持審査を、さらに 4 年目に再認定審査を実施している。また、ISO/IEC 

17043（適合性評価−技能試験に対する一般要求事項）に適合した外部機

関の運営する技能試験を JNLA 登録試験所が受けた記録を評価して、技術

的能力の維持を確認している。 

機構は、令和 3 年度 1.（1）の JNLA 登録に加え、試験所の MRA 制度の

認定ニーズに応えて速やかに審査チームを編成し、MRA 制度の要求事項

への適合性を審査して、8 件の認定審査を実施した。また、MRA 試験所か

らの申請に応じて再認定審査 33 件、認定維持審査 6 件を迅速かつ的確に

実施し、ISO/IEC 17025（2017 年版）への移行を確認した。 

 

MRA 制度審査 実績 

認定審査数 8 

再認定審査数 33 

認定維持審査数 6 

 

●認定した試験所の機構 Web サイトへの掲載 

機構は、MRA 制度に基づき認定した MRA 試験所に関する情報（日本語

及び英語）を機構 Web サイトに迅速に掲載した。 

 

●国際相互承認取決要求事項に対応する技能試験の活用と計画  

国際相互承認取決に対応した試験所の認定審査及び認定維持

審査を全件実施し、指標を達成した。  
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機構は、MRA 制度を希望する JNLA 登録試験所に対し MRA 試験所として認

定するに際しては、JNLA 登録に加え、2 年ごとに JNLA 登録試験所に認定

維持審査及び再認定審査を実施し、さらに ISO/IEC 17043 等に適合した外

部機関が提供する技能試験を JNLA 登録試験所が受けた記録を評価し、技

術的能力の継続的な保持の審査を行っている。 

機構は、外部機関が提供している技能試験の結果を MRA 試験所の認定に

活用している。機構は、年度当初に、MRA 認定を希望する試験所が的確に

技能試験を受けられるように、認定で活用している外部機関の技能試験を

4 か年計画として公表している。令和 3 年度に機構が活用した技能試験は、

下表のとおりで、技能試験の結果に問題があった MRA 試験所は、全て是正

処置の妥当性を確認して認定した。  

 

JNLA 試験区分 外部機関名 

MRA 認定で

活用してい

る技能試験 

骨材試験 全国生コンクリート工

業組合連合会 

中央技術研究所 

コンクリート・セメント等無

機系材料強度試験 

温度試験 一般財団法人 

電気安全環境研究所 照明器具電気的特性試験 

金属材料引張試験 KMTL エッジテック株式

会社 技能試験推進部 

 

 

ロックウェル硬さ試験 

金属の化学分析試験（発光分

光分析他） 

規制物質の無機分析試験 

染色堅ろう度試験 一般社団法人 

繊維評価技術協議会 

抗菌性試験 一般社団法人 

抗菌製品技術協議会 

浸出性能試験（※） 一般社団法人 

日本環境測定分析協会 

※：JIS K 0102 の技能試験で、JIS S 3200-7 の試験項目及び分析方法

が同一である技能試験を「浸出性能試験」の技能試験として活用  

 

 2．計量法

に基づく登

録及び認定

制度の執行

等 

（１）校正

事業者の登

録・更新 

計量法に基

づく校正事

業者登録制

度（JCSS）

2．計量法

に基づく登

録及び認定

制度の執行

等 

（1）校正

事業者の登

録・更新 

計量法に基

づく校正事

業者登録制

度（JCSS）

JCSS 登録

・更新審

査の実施

件数（全

件実施） 

 

JCSS は、計量法で定められている制度である。機構は、計量法に基づ

き国に代わり、電子式非自動はかりや電圧測定装置などの計測器を校正

している校正事業者について、国立研究開発法人産業技術総合研究所等

が維持している国家計量標準（計量計測の確かさを示す最上位のもの

で、例えば標準分銅群、ジョセフソン効果電圧測定装置など）を基準と

して、その校正事業者による計測器の校正が適正かどうかを、国際規格

ISO/IEC 17025 に基づいて審査し、登録を実施している。JCSS 登録され

た校正事業者（JCSS 校正事業者）は、製造現場等の計測器の適正な校正

を実施し、製造現場や企業の試験所で使用される計測器の計量計測をよ

り信頼あるものとしている。  

なお、JCSS 校正事業者は 4 年ごとに更新が必要である。 

 

JCSS 登録・更新審査を全件実施し、指標を達成した。  
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における校

正事業者の

登録・更新

を迅速、的

確かつ効率

的に実施す

る。状況に

応じて、

Web 会議ツ

ール等を用

いた遠隔審

査を組み合

わせる。 

また、JCSS

の利用拡大

に向け、登

録校正事業

者による標

章を付した

証明書の発

行件数を増

加させるた

めの取組を

実施する。 

さらに、申

請及び届出

のオンライ

ン提出並び

に標章を付

した電子的

な証明書の

発行に的確

に対応を行

うととも

に、その普

及を推進す

る。 

における校

正事業者の

登録・更新

を迅速、的

確かつ効率

的に実施す

る。状況に

応じて、

Web 会議ツ

ール等を用

いた遠隔審

査を組み合

わせる。 

また、JCSS

の利用拡大

に向け、登

録校正事業

者による標

章を付した

証明書の発

行件数を増

加させるた

めの取組を

実施する。

具体的に

は、標章を

付した証明

書の発行件

数の増加に

向けた登録

校正事業者

の啓発のた

めに説明会

を開催し、

標章を付し

た証明書の

発行に関す

る助言や発

行事例の紹

介等を行

う。必要に

応じて、標

章を付した

証明書を発

令和 3 年度は、政策的・社会的ニーズを踏まえながら、JCSS 登録業務

を全件実施した。8 件の新規登録申請、23 件の追加登録申請、31 件の登

録更新申請が機構に提出された。新規登録申請案件（追加登録申請含

む）に対して速やかに審査チームを編成し、30 件の登録審査を迅速かつ

的確に実施した。また、33 件の登録更新審査を実施した。その結果、45

件の新規登録（追加登録含む）、38 件の登録更新を実施した。 

審査の公平・公正を確保・維持するため、外部専門家・有識者等から

構成する評定委員会を 10 回開催し、IAJapan ボード（評定委員会での審

議を重要な案件に絞り込むために審査で問題のない案件を評価する内部

検討会）を 15 回開催した。 

また、JCSS 校正事業者が登録した組織や職員、設備の変更届出書 533

件に対して、必要に応じて要求事項への適合性について技術的な確認を

行う等して適切に処理した。  

 

JCSS 業務 実績※ 

新規登録審査数（追加登録審査含む）  30 

登録更新審査数 33 

新規登録数（追加登録含む）  45 

登録更新数 38 

評定委員会開催数 10 

IAJapan ボード開催数 15 

変更届出書処理数 533 

※申請受付後、審査を経て登録に至るまでには、一般的に半年程度又

はそれ以上の期間を要するため、一つの年度内の審査数と登録数は

必ずしも一致しない。例えば、令和 3 年度に実施した審査案件の中

には、登録が令和 4 年度になる案件も含まれている。  

 

新規認定ニーズを先取りした新たな登録対象サービスの立ち上げのた

めの取組として、令和 3 年度はシャルピー衝撃値（標準片の校正）の

JCSS 認定取得ニーズを把握し、開始に向け検討を開始した。  

 

●JCSS の登録結果の官報及び機構 Web サイトへの掲載 

JCSS 登録事業者の登録等の結果は、迅速に（原則として登録当日）機

構 Web サ 

イトに掲載した。 

 

●遠隔審査の的確な実施 

新型コロナウイルス感染症の影響により現地審査の実施が困難な状況

でも、積極的に Web 会議ツール等を用いた遠隔審査を実施した（令和 3

年度実施件数 128 件）。 

機構は、国内で遠隔審査をいち早く導入し、有効に活用できる体制を

速やかに整えたことで、認定審査のレベルを維持しつつ、機構と事業者

の双方の事業継続機会を確保した。 
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行していな

い登録校正

事業者から

情報収集を

行い、その

理由に応じ

た対応策を

図る。 

さらに、申

請及び届出

のオンライ

ン提出並び

に標章を付

した電子的

な証明書の

発行を的確

に対応を行

うととも

に、それら

の普及を推

進する。具

体的には、

オンライン

申請及び届

出並びに電

子的な証明

書の発行に

関する説明

会を開催

し、問合せ

にも適切に

対応する。 

●JCSS のオンライン申請・届出の受付  

JCSS のオンライン申請・届出については、JCSS 登録校正事業者向け説

明会を Zoom ウェビナーにて開催し（令和 4 年 3 月 3 日）、オンライン申

請・届出にかかる説明を行い、積極的な利用を促した。  

 

●JCSS 関係規程の見直し 

令和 3 年度に開催された計量行政審議会計量標準部会で承認された国

家計量標準の変更等への対応、新規種類の追加・校正対象拡大ニーズ等

に対応した既存ガイダンス文書の改正等を検討・導入するため、 JCSS 技

術委員会及び技術分科会を 13 回（書面審議 4 回、MS Teams 審議 9 回） 

開催した。これらの検討結果等、及び登録手続きの変更（「登記情報連

携システム」の利用開始に伴う登記事項証明書の提出省略）を踏まえ、

関連する分野共通文書 6 文書、技術的要求事項適用指針 20 文書、及び不

確かさの見積りに関するガイド文書 6 文書の既存文書を改正し、機構

Web サイトで公開し、内外の最新動向に適時対応した。  

 

●JCSS 制度の適正執行、利用拡大に向けた取組 

令和 3 年度は、改正文書改正内容の紹介、“遠隔審査”にかかる諸情

報の提供（書画カメラ及び Web カメラの貸出）、「認定申請審査業務シ

ステム」による申請・届出方法の説明のため、JCSS 登録校正事業者向け

の説明会を Zoom ウェビナーにて開催した（令和 4 年 3 月 3 日）。 

JCSS 校正証明書の活用事例を紹介するとともに、JCSS 校正証明書の発

行促進を要請した。標章付き校正証明書を発行していない登録事業者に

対しては、審査時や個別ヒアリングによりその理由を尋ね、対応策を図

るための集計を行った。 

 

●JCSS 校正証明書の電子的発行にかかる取組  

JCSS 登録校正事業者向け説明会（再掲、令和 4 年 3 月 3 日開催）にお

いて、電子的発行について説明し利用促進を促した。加えて 、「JCSS

登録及び認定の一般要求事項」に登録事業者による電子的発行の方法、

手順の確立の助けとなる情報を追加するための改正作業を行い、校正事

業者技術委員会にて改正に係る審議を行った。 

 

 （２）登録

校正事業者

に対する立

入検査  

登録校正事

業者に対す

る立入検査

を的確に実

施する。 

（2）登録

校正事業者

に対する立

入検査 

登録校正事

業者に対す

る立入検査

を的確に実

施する。 

JCSS にお

ける立入

検査の実

施件数

（全件実

施） 

JCSS 立入検査は、該当案件がなかったため、実績なし。  

 

JCSS 立入検査は、該当案件がなかった。  
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 （３）特定

計量証明事

業者の認定

・更新等  

計量法に基

づく特定計

量証明事業

者認定制度

（MLAP）に

おける特定

計量証明事

業者の認定

・更新を迅

速、的確か

つ効率的に

実施すると

ともに、認

定事業者に

対するフォ

ローアップ

調査を的確

に実施す

る。状況に

応じて、

Web 会議ツ

ール等を用

いた遠隔審

査を組み合

わせる。 

さらに、申

請及び届出

のオンライ

ン提出並び

に標章を付

した電子的

な証明書の

発行に的確

な対応を行

うととも

に、それら

の普及を推

進する。 

（3）特定

計量証明事

業者の認定

・更新等 

計量法に基

づく特定計

量証明事業

者認定制度

（MLAP）に

おける特定

計量証明事

業者の認定

・更新を迅

速、的確か

つ効率的に

実施すると

ともに、認

定事業者に

対するフォ

ローアップ

調査を的確

に実施す

る。状況に

応じて、

Web 会議ツ

ール等を用

いた遠隔審

査を組み合

わせる。 

さらに、申

請及び届出

のオンライ

ン提出並び

に標章を付

した電子的

な証明書の

発行に的確

に対応を行

うととも

に、その普

及を推進す

る。 

MLAP にお

ける認定

・更新審

査及びフ

ォローア

ップ調査

の実施件

数（全件

実施） 

MLAP は、計量法で定められている制度である。機構は、計量法に基づ

き国に代わり、計量法で規定されるダイオキシン等の極微量の有害物質

を計量し証明を行う事業者が、それら有害物質を適正に計量できるかを

法令に基づき審査し、認定を実施している。MLAP 認定された事業者

（MLAP 認定事業者）は、適切にダイオキシン等の計量証明事業を実施

し、その結果をより信頼あるものとしている。MLAP 認定事業者でなけれ

ばダイオキシン等の計量証明事業を行うことができない（令和 3 年度末

時点で 73 事業所が認定されている）。  

なお、MLAP 認定事業者は 3 年ごとに認定の更新審査を受ける必要があ

る。 

 

令和 3 年度は、MLAP 認定・更新審査を全件実施した。1 件の新規認定

申請、9 件の認定更新申請が機構に提出された。認定申請案件に対して

速やかに審査チームを編成し、1 件の新規認定審査、12 件の認定更新審

査を迅速かつ的確に実施した。審査結果について、認定の可否を審議す

る外部専門家・有識者からなる評定委員会を 7 回開催し、1 件の新規認

定、12 件の認定更新を実施した。 

また、MLAP 認定事業者の手順書や組織、設備等に関する変更届出書

156 件に対して、必要に応じて要求事項への適合を確認した。  

 

MLAP 業務 実績※ 

新規認定審査数 1 

認定更新審査数 12 

新規認定数 1 

認定更新数 12 

評定委員会開催数 7 

変更届出書処理数 156 

 

※申請受付後、審査を経て認定に至るまでには、一般的に半年程度又

はそれ以上の期間を要するため、一つの年度内の審査数と認定数は

必ずしも一致しない。例えば、令和 3 年度に実施した審査案件の中

には、認定が令和 4 年度になる案件も含まれている。  

 

●特定計量証明事業者の認定結果等の官報及び機構 Web サイトへの掲載 

新規認定 1 件、更新 12 件の認定事業者の認定情報を迅速に Web サイト

に掲載した。 

 

●遠隔審査の的確な実施 

新型コロナウイルス感染症により現地審査の実施が困難な状況でも、

積極的に Web 会議ツール等を用いた遠隔審査を実施した（令和 3 年度実

施件数 11 件）。 

従来の「MLAP 遠隔審査用チェックリスト」に加え、Web カメラ・書画

カメラの運用を開始し、審査対応の負担軽減を図ると共に、実地試験の

効率化と効果的な確認に向けた取組を開始した。  

MLAP 認定・更新審査及びフォローアップ調査を全件実施し、

指標を達成した。 
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機構は、国内で遠隔審査をいち早く導入し、有効に活用できる体制を

速やかに整えたことで、認定審査のレベルを維持しつつ、機構と事業者

の双方の事業継続機会を確保した。 

 

●MLAP のオンライン申請・届出の受付  

令和 3 年 8 月 6 日に MLAP 事業者説明会を実施し「認定申請審査業務シ

ステム」運用開始の周知と操作方法の説明を行った。認定・申請事業者

向けの指針文書を運用状態に合わせて見直し、事業者及び事務局の利便

性向上を図った。 

 

●MLAP 関係規程の見直し 

令和 3 年 4 月 1 日付け MLAP 所轄部署変更、「認定申請審査業務システ

ム」による申請・届出手順の追加および法務省の登記情報連携システム

の運用開始に伴い、「MLAP 認定申請等の手引き」、「特定計量証明事業

者認定制度 認定業務実施規程」、「特定計量証明事業者認定制度に係る

要員管理規程」、「特定計量証明事業者認定制度に係る委員会規程」、

「認定申請審査業務システム使用マニュアル（MLAP）」の改正を行っ

た。 

 

●MLAP の適正執行、利用拡大に向けた取組  

MLAP における測定法規格である環境省マニュアル（環境大気・土壌・

底質）の改正（令和 4 年 3 月 25 日発行）に伴い、機構への手続き方法に

ついて Web サイトで周知した。（環境省マニュアル（環境大気・土壌・

底質）改正への対応 で後述） 

 

●特定計量証明事業者に対するフォローアップ調査の的確な実施  

認定基準に適合した業務実施体制が維持されているかどうかについ

て、認定の期間中（3 年間）の中頃をめどにフォローアップ調査を実施

することにより、MLAP 認定事業者が引き続き適切な業務実施能力を維持

していることを確認している。  

当該フォローアップ調査の実施において、適切と考えられる事業者に

対しては効率化のため及び事業者への負担の軽減のため、事前チェック

リストを活用することによる原則調査チーム 1 名での調査実施、及び現

地訪問に拠らず提出記録類の確認のみによる評価（書面調査）を導入し

ている（ただし、前回の審査で不適合事項が多かった等の課題があり、

その後の業務実施状況を的確に把握する必要があると判断した案件につ

いては、従前のとおり 2 名で実施、もしくは現地訪問／遠隔的技法によ

る調査を実施することとしている。）。令和 3 年度は 12 件のフォローア

ップ調査（全件を調査チーム 1 名、書面調査）を実施した。 

 

MLAP 業務 実績 

フォローアップ調査数 12 
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●MLAP 技能試験 

MLAP 認定事業者の技術的能力を継続的に確認するため、機構が参加を

要請する技能試験への参加が認定基準（経済産業省告示）等で定められ

ており、外部機関が実施する技能試験を活用して、認定事業者の技術能

力把握を行うとともに、必要に応じて事業者に対して是正措置を要求し

ている。 

令和 4 年 1 月末に第 7 回 MLAP 技能試験結果が通知されたことを受け、

不満足な結果となった事業者に対し同年 3 月末に是正報告書の提出要請

を行った。また、更新審査時に MLAP 技能試験結果と是正報告内容等を審

査員に提供し、計量証明の品質の監視の効果的な確認を行うよう求め

た。 

 

●環境省マニュアル（環境大気・土壌・底質）改正への対応  

MLAP における測定法規格である環境省マニュアル（環境大気・土壌・

底質）の改正（令和 4 年 3 月 25 日発行）に伴い、MLAP の Web サイトで

事業所等へ機構への手続き方法について周知した。変更届出書により提

出される認定事業者の手順書及び技術データの内容確認を的確に実施で

きるよう、旧版と改正版の対照表の作成、「MLAP 審査検査チェックリス

ト」の改正に着手し、改正点を十分に確認する審査を実施するための環

境を整えた。 

 

 （４）認定

特定計量証

明事業者に

対する立入

検査  

認定特定計

量証明事業

者に対する

立入検査を

的確に実施

する。 

（4）認定

特定計量証

明事業者に

対する立入

検査 

認定特定計

量証明事業

者に対する

立入検査を

的確に実施

する。 

MLAP にお

ける立入

検査の実

施件数

（全件実

施） 

MLAP 立入検査は、該当案件がなかったため、実績なし。  MLAP 立入検査は、該当案件がなかった。  

 （５）国際

相互承認取

決に対応し

た校正事業

者の認定等

の実施 

国際相互承

認取決に対

応した校正

事業者の認

定審査及び

校正事業者

（5）国際

相互承認取

決に対応し

た校正事業

者の認定等

の実施 

国際相互承

認取決に対

応した校正

事業者の認

定審査及び

校正事業者

国際相互

承認取決

に対応し

た校正事

業者の認

定審査及

び認定維

持審査の

実施件数

（全件実

施） 

国際相互承認取決（MRA 制度）とは、国際試験所認定協力機構

（ILAC）等に加盟している認定機関（国際相互承認取決の地位を獲得し

ている認定機関）が、互いに認定した校正事業者（ MRA 校正事業者）の

校正結果を同等とみなして、受け入れるという制度である。 

機構は、ILAC に加盟するとともに、国際相互承認取決の地位を獲得し

て、MRA 校正事業者の認定を実施しており、機構が認定した国内 MRA 校

正事業者の輸出品の校正結果については、国際的に信頼あるものと見な

され、輸出品の輸出先での再校正省略、コスト低減、貿易の円滑化等に

貢献している。 

 

●国際相互承認取決に対応した校正事業者認定審査及び認定維持審査の

実施 

国際相互承認取決に対応した校正事業者の認定審査及び認定

維持審査を全件実施し、指標を達成した。  
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に対する認

定維持審査

を迅速、的

確かつ効率

的に実施す

る。状況に

応じて、

Web 会議ツ

ール等を用

いた遠隔審

査を組み合

わせる。 

に対する認

定維持審査

を迅速、的

確かつ効率

的に実施す

る。状況に

応じて、

Web 会議ツ

ール等を用

いた遠隔審

査を組み合

わせる。 

機構は、MRA 制度を希望する JCSS 校正事業者に対し MRA 校正事業者と

して認定する場合には、JCSS 登録に加え、2 年ごとに JCSS 校正事業者に

認定維持審査を、さらに 4 年目に再認定審査を実施している。また、

ISO/IEC 17043 に適合した外部機関の運営する技能試験を JCSS 校正事業

者が受けた記録を評価して、技術的能力の維持を確認している。 

機構は、令和 3 年度、2.（1）の JCSS 登録に加え、校正事業者の MRA

制度の認定ニーズに応えて速やかに審査チームを編成し、 MRA 制度の要

求事項への適合性を審査して、30 件の認定審査を実施した。また、MRA

校正事業者からの申請に応じて、再認定審査 29 件、認定維持審査 96 件

を迅速かつ的確に実施した。  

 

MRA 対応 実績 

認定審査数 30 

再認定審査数 29 

認定維持審査数 96 

 

●認定した校正事業者の機構 Web サイトへの掲載 

機構は、MRA 制度に基づき認定した 41 件の MRA 校正事業者に関する情

報（日本語及び英語）を機構 Web サイトに迅速に掲載した。 

 

●国際相互承認要求事項に対応する技能試験の活用と計画  

機構は、MRA 制度を希望する JCSS 校正事業者に対し MRA 校正事業者と

して認定するに際して、JCSS 登録に加え、2 年ごとに JCSS 校正事業者に

認定維持審査を実施し、さらに ISO/IEC 17043 に適合した外部機関の運

営する技能試験を JCSS 校正事業者が受けた記録を評価し、技術的能力の

継続的な保持の審査を行う。  

機構は、外部機関が提供している技能試験の結果を MRA 校正事業者の

認定に活用している。MRA 認定を希望する校正事業者が、的確に技能試

験を受けられるように、機構は、年度当初に認定で活用している外部機

関の技能試験を 5 か年計画として公表している。令和 2 年度に機構が活

用した技能試験は、下表のとおりである。技能試験の結果に問題があっ

た MRA 校正事業者は、全て是正処置の妥当性を確認して認定した。  
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JCSS 区分 外部機関名 

MRA 認 定 で

活用してい

る技能試験 

質量／はかり／電子式非自動はかり  日 本 計 量 機 器 工

業連合会 圧力／圧力計 

硬さ／ブリネル硬さ試験機等／ブリ

ネル硬さ試験機 
日 本 試 験 機 工 業

会 
力／力計／JIS B 7728 による方法 

質量／分銅等／分銅 

日 本 電 気 計 器 検

定所 

長さ／一次元寸法測定器／ブロック

ゲージ 

電気（直流・低周波）／直流・低周

波測定器等／直流電圧発生装置、直

流電流発生装置、交流電圧発生装置、

交流電流発生装置 

電気（直流・低周波）／直流・低周

波測定器等／直流抵抗器 

放射線・放射能・中性子／ 

X 線測定器・γ 線測定器／ 

線量測定器 

長さ／一次元寸法測定器／標準尺  

温度／接触式温度計／熱電対（比較

校正法） 

長さ／ 

一次元寸法測定器／ 

ブロックゲージ（比較測定法による） 

ハイドゲージ 

デプスゲージ 

直尺（単面が基点となるもの）  

マイクロメータ・ノギス 

一 般 財 団 法 人 日

本品質保証機構 

湿度／ 

湿度測定器等／ 

電子式湿度計 

 3．製品評

価技術基盤

機構認定制

度の実施 

JNLA や

JCSS、MLAP

では対応で

きない分野

を主な認定

対象とする

3．製品評

価技術基盤

機構認定制

度の実施  

JNLA や

JCSS、MLAP

では対応で

きない分野

を主な認定

対象とする

ASNITE に

おける認

定審査及

び認定維

持審査の

実施件数

（全件実

施） 

 

製品評価技術基盤機構認定制度（ASNITE）は、安全の確保や国内外の取

引の円滑化等に関する政策的・社会的要請や新たな政策的・社会的ニーズ

を踏まえ、JNLA や JCSS、MLAP の法令に基づく認定制度では対象外の認定

ニーズについて対応する制度であり、校正（計測器の目盛りの正しさの評

価）、試験（製品の安全性試験、環境中の有害物質測定等）等を行う事業

者（以下の a.～f.の事業者）の認定を実施している。  

機構は、国際ルールに基づいて ASNITE を運営しているため、機構が認

定した事業者は日本国内のみならず国際的に信頼性をもち、国民の安全と

安心の確保、国内外の取引の円滑化等に貢献するものである。  

令和 3 年度は、政策的・社会的ニーズを踏まえながら、ASNITE 認定業務

ASNITE 認定審査及び認定維持審査を全件実施し、指標を達成

した。 
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製品評価技

術基盤機構

認定制度

(ASNITE)に

おいて、安

全の確保や

国内外の取

引の円滑化

等の政策的

・社会的要

請を踏ま

え、試験所

や校正事業

者、製品認

証を行う機

関、IT セキ

ュリティ分

野の評価機

関等の認定

審査及び認

定維持審査

を迅速、的

確かつ効率

的に実施す

る。状況に

応じて、

Web 会議ツ

ール等を用

いた遠隔審

査を組み合

わせる。 

また、国や

産業界から

の要請等、

政策・社会

ニーズに応

じて、新規

分野の審査

実施体制の

構築及び認

定を迅速、

的確かつ効

率的に行う

とともに、

製品評価技

術基盤機構

認定制度

(ASNITE)に

おいて、安

全の確保や

国内外の取

引の円滑化

等の政策的

・社会的要

請を踏ま

え、試験所

や校正事業

者、製品認

証を行う機

関、IT セキ

ュリティ分

野の評価機

関等の認定

審査及び認

定維持審査

を迅速、的

確かつ効率

的に実施す

る。状況に

応じて、

Web 会議ツ

ール等を用

いた遠隔審

査を組み合

わせる。 

また、国や

産業界から

の要請等、

政策・社会

ニーズに応

じて、新規

分野の審査

実施体制の

構築及び認

定を迅速、

的確かつ効

率的に行う

とともに、

を実施した。3 件の新規認定申請及び 8 件の追加認定申請が機構に提出さ

れ、速やかに審査チームを編成し、13 件の認定審査を迅速かつ的確に実施

した。また、6 件の再認定審査、49 件の認定維持審査を実施した。その結

果、11 件の新規認定（追加認定 

含む）を行った。 

※申請受付後、審査を経て認定に至るまでには、一般的に半年程度又は

それ以上の期間を要するため、一つの年度内の審査数と認定数は必ず

しも一致しない。例えば、令和 3 年度に実施した審査案件の中には、

認定が令和 4 年度になる案件も含まれている。 

 

●ASNITE の認定結果の機構 Web サイトへの掲載 

機構は、認定事業者の認定情報（日本語及び英語）を機構 Web サイト

に迅速に掲載した。 

 

●遠隔審査の的確な実施 

新型コロナウイルス感染症の影響により現地審査の実施が困難な状況

でも、積極的に Web 会議ツール等を用いた遠隔審査を実施した（令和 3

年度実施件数 45 件）。 

機構は、国内で遠隔審査をいち早く導入し、有効に活用できる体制を

速やかに整えたことで、認定審査のレベルを維持しつつ、機構と事業者

の双方の事業継続機会を確保した。 

 

●ASNITE のオンライン申請・届出の受付  

令和 2 年度に開始した ASNITE 制度に係るオンライン申請・届出につい

て、引き続き適切に運用するため「認定申請審査業務システム使用マニ

ュアル（ASNITE）」の改正を行った。 

以下に a．～f．の各事業者に対する認定業務実績を記載する。  

 

a. ASNITE 校正事業者認定 

ASNITE 校正は、JCSS 対象外の校正事業者（国家計量標準研究所、外国

ASNITE 認定 
サブプログラム 

実績※ 

新規認
定審査
（追加
含む） 

再認定
審査 

認定維持
審査 

臨時
審査 

新規認
定 

（追加
含む） 

 

a. ASNITE 校正事
業者認定 

6 0 11 0 7 

b. ASNITE 試験事
業者認定（一般） 

2 0 3 0 3 

c. ASNITE 試験事
業者認定（IT） 

0 0 2 0 0 

d. ASNITE 試験事
業者認定（環境） 

0 1 27 0 0 

e. ASNITE 標準物
質生産者認定 

2 0 4 0 0 

f. ASNITE 製品認
証機関認定 

3 5 2 0 1 

合 計 13 6 49 0 11 
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ASNITE の利

用拡大に向

け、認定事

業者による

標章を付し

た証明書の

発行件数を

増加させる

ための取組

を実施す

る。 

さらに、申

請及び届出

のオンライ

ン提出並び

に標章を付

した電子的

な証明書の

発行を的確

に対応を行

うととも

に、それら

の普及を支

援する。 

ASNITE の利

用拡大に向

け、認定事

業者による

標章を付し

た証明書の

発行件数を

増加させる

ための取組

を実施す

る。具体的

には、標章

を付した証

明書の発行

件数の増加

に向けた認

定事業者の

啓発のた

め、認定事

業者から情

報収集を行

い、必要に

応じて、認

定事業者に

対する要求

事項等を定

めた文書改

正や認定事

業者向けの

情報提供等

を行う。 

さらに、申

請及び届出

のオンライ

ン提出並び

に標章を付

した電子的

な証明書の

発行を的確

に対応を行

うととも

に、それら

の普及を支

援する。 

の国家計量標準研究所から校正を受けた校正事業者、海外にある校正事

業者等、計量法で規定されていない校正事業者）の認定ニーズに対応す

るために運営している。上記実績のうち、令和 3 年度は以下の新規立ち

上げの取組を実施した。 

 

●電動自動車の車両接近通報装置試験で用いられるサウンドレベルメー

ター及び音響校正器の校正事業者の認定  

低速走行中の電動自動車は、走行音が静かで歩行者が車の接近に気付

きにくく、事故の原因にもなり得るため、国内で平成 30 年 3 月以降の新

型車に搭載が義務づけられた車両接近通報装置が発する人工的な接近通

報音の大きさの試験は重要であり、特に接近通報音の大きさを測定する

サウンドレベルメーター及び音響校正器が正確であることは、接近通報

音の大きさが正しいことの根拠として重要であるため、近年、電動自動

車の海外輸出時には、車両接近通報装置試験に用いたサウンドレベルメ

ーター及び音響校正器の正確さが認定校正事業者により保証されること

が求められている。この認定ニーズに基づき、車両接近通報装置試験に

用いられるサウンドレベルメーター及び音響校正器の認定制度を令和元

年度に構築し、サウンドレベルメーター及び音響校正器のメーカーの校

正事業者からの申請を令和 2 年度に受理し、令和 3 年度は、国際基準に

基づいて審査を進め、メーカーの校正事業者として国内で初めて認定し

た。 

これにより、認定校正事業者が発行するサウンドレベルメーター及び

音響校正器の校正証明書は、より高い信頼性が確保されていることの証

明となり、そのサウンドレベルメーター及び音響校正器を用いて自動車

メーカーが実施する試験の信頼性の確保に貢献するとともに、電動自動

車の海外輸出においても、その試験結果の信頼性の根拠として活用さ

れ、試験結果及び電動自動車の受入れの加速に貢献するものである。  

 

●校正事業者用公開文書の見直し  

令和 3 年度は、測定の不確かさの算出及び表記方法の国際整合化等を

目的に「ASNITE 校正事業者認定の一般要求事項」の改正を行った。  

 

●ASNITE の利用拡大に向けた取組 

ASNITE-C 認定事業者に対する説明会を Zoom ウェビナーにて開催し、

認定手数料の改正内容の紹介、“遠隔審査”にかかる諸情報の提供等を

行った（令和 4 年 3 月 3 日）。 

 

 

b. ASNITE 試験事業者認定（一般） 

ASNITE 試験事業者認定（一般）は、JNLA 対象外の試験事業者（JIS 以外

の試験を用いる試験事業者）のうち環境分野及び IT セキュリティ分野を

除く認定ニーズに対応するために運営している。上記実績のうち、令和 3

年度は以下の新規認定活動を開始した。 
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●国際・海外規格に基づく抗ウイルス性試験の認定プログラムの新規創設

及び国内初の試験所を認定 

新型コロナウイルス感染症の影響により、衛生意識が高まった国民のニ

ーズに応えるために、洗剤等の液剤、繊維製品、プラスチック製品等の抗

ウイルス関連製品の開発が進んでいる。それに伴い、抗ウイルス関連製品

を対象とした試験の需要が急激に拡大し、ISO/IEC 17025 の認定試験所に

よる抗ウイルス性試験証明書の発行が求められる場合がある。  

こうしたニーズに応えるため、機構は、試験結果を活用する工業会、試

験事業者、有識者と審議を重ね、国際・海外規格に基づく抗ウイルス性試

験の認定プログラムを令和 3 年 7 月 2 日に新規創設した。 

新規創設した抗ウイルス性試験の認定申請を受け、速やかに認定審査活

動を開始し、令和 3 年 12 月 23 日に国内初の抗ウイルス性試験所を認定し

た。 

認定プログラムの創設から 6 か月間という短期間での認定により、洗

剤、繊維、プラスチックなどの生活に身近な抗ウイルス関連製品メーカー

は、信頼性の高い試験証明書を国内外の取引証明に活用できるようにな

り、製品の信頼性確保と円滑な取引に大きく貢献した。  

 

●防爆機器の試験所を認定し、国際的認定の枠組みで防爆機器輸出手続の

簡便化に貢献 

機構は、石油・化学プラント、ガソリンスタンドをはじめ、可燃性液体

や高圧ガスなどの製造・貯蔵・取扱所、燃料電池施設など爆発性の気体が

発生する可能性のある場所で使用されている防爆機器の試験所を対象と

した認定制度を運用している（令和元年度創設）。 

当該認定に係る申請を受理後、新型コロナウイルス感染症の状況下であ

ったが、遠隔審査及び現地審査のハイブリッド形式で審査を実施し、令和

3 年 6 月 30 日に試験所を認定した。機構が認定した試験所の試験結果を

用いることで、海外の試験機関と締結した覚書に基づく試験データの相互

受け入れがより一層促進され、国内防爆機器メーカー約 200 社以上の機器

の輸出手続きの一部を簡略化することが可能となった。  

 

●国内初の欧州衛生工学設計グループ（ EHEDG（イーヘッジ： European 

Hygienic Engineering and Design Group）による認証取得に必要な食

品機械の衛生試験を実施できる国内初の試験所を認定  

食品衛生上の設計を備えた食品機械は、近年、欧州など海外で認証が求

められているが、国内には対応できる試験所がなかったため、海外で衛生

試験を受けなければならず、機器輸送費・渡航費等のコスト、言語の壁や

時間損失などが大きな負担となっていた。  

当該ニーズに応えるため、機構は、EHEDG 認証取得に必要な食品機械の

衛生試験の認定プログラムを創設した。認定申請受理後、速やかに認定審

査活動を開始し、令和 4 年 2 月 9 日に EHEDG 認証制度で活用可能な国内初

の試験所を認定した。 

国内食品機械メーカーが EHEDG 認証取得のための試験を国内の試験所

に依頼することができる環境を整え、EHEDG 認定取得手続に伴う負担軽減、

抗ウイルス試験所の認定プログラム創設は、新型コロナウイ

ルス感染症の流行を受けて、感染予防や衛生意識が高まった国

民のニーズに応えるために各メーカーにおいて様々な抗ウイル

ス関連製品の開発が進んでいる中、抗ウイルス性試験に対する

需要拡大に応えたものである。令和 3 年度、機構が国内で初め

て抗ウイルス試験所を認定したことにより、洗剤、繊維、プラ

スチックなど生活に身近な抗ウイルス関連製品に対して信頼性

の高い IAJapan 標章付き試験証明書が発行可能となり、今後、

信頼性の高い抗ウイルス関連製品の流通が期待される。  

認定プログラムの創設から認定に至るまで約 6 か月間で、政

策・社会ニーズに迅速に対応できたことは、計画水準を上回る

大きな成果である。 
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利便性向上による日本の食品機械メーカーの海外進出に大きく貢献した。 

 

●試験所用公開文書の見直し 

令和 3 年度は、抗ウイルス性試験の認定プログラムの新規創設に伴う

「認定スキーム文書（抗ウイルス）」を制定し、「 ASNITE 試験方法区分

一覧」を改正したほか、認定情報の公表方法の変更等に伴い、「認定ス

キーム文書（6 件）」、「ASNITE 試験事業者の一般要求事項」、

「ASNITE 試験事業者認定の取得と維持のための手引き」及び特定要求事

項文書（2 件）の計 12 文書の制定・改正を行い公表した。  

 

●ASNITE の利用拡大に向けた取組 

令和 3 年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から引き続

きオンラインによる制度説明会を JNLA と合同で開催し、不適合事例の紹

介の他、遠隔審査を円滑に実施するために機構が事業者に貸与する書画

カメラ及びウェブカメラの活用についてデモンストレーションを交えて

紹介した。また、オンラインによる申請及び届出の利用促進について協

力を依頼した（令和 4 年 3 月 4 日開催、ASNITE 試験事業者（一般）9 事

業所参加）。 

更に、抗ウイルス性製品に関連する工業会が主催する講演会におい

て、抗ウイルス性試験の試験所認定に関する情報を提供したほか、抗ウ

イルス性試験の技能試験の実施について工業会と調整を行った。  

 

 

c. ASNITE 試験事業者認定（IT） 

ASNITE 試験事業者認定（IT）は、JNLA 対象外の試験事業者（JIS 以外

の試験を用いる試験事業者）のうち IT セキュリティ分野の認定ニーズに

対応するために運営している。  

 

●試験所用公開文書の見直し 

令和 3 年度は、IT セキュリティ関係の認証スキームを運営する独立行

政法人情報処理推進機構と新規申請事業者の審査期間の短縮のためのプ

ロセス改善、既存認定事業者の認定維持審査手法の改善を行った。令和

4 年度に公開文書を改正予定である。  

 

●ASNITE の利用拡大に向けた取組 

令和 3 年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点からオンラ

インによる制度説明会を開催し、ASNITE 試験（IT）事業者に対して遠隔

審査の手法等の最新情報について情報共有を行ったほか、オンラインに

よる申請及び届出の利用促進について協力を依頼した（令和 3 年 7 月 15

日開催）。 

 

●試験に係る認定ニーズの調査  

ASNITE 試験ニーズを把握するため、IT セキュリティ関係の認証スキー

ムを運営する独立行政法人情報処理推進機構との会合や認定事業者等の
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要望から認定ニーズの把握を行った。また、経済産業省が主催する「産

業サーバーセキュリティ研究会」のワーキンググループにオブザーバー

参加し、外部機関との連携強化を図り、IoT 等の認定ニーズの把握に努

めた。 

 

 

d. ASNITE 試験事業者認定（環境） 

ASNITE 試験事業者認定（環境）は、JNLA 対象外の試験事業者（JIS 以

外の試験を用いる試験事業者）のうち環境分野（大気、水質等の環境測

定や重金属、放射性物質等の測定）の認定ニーズに対応するために運営

している。 

 

●試験所用公開文書の見直し 

令和 3 年度は、認定情報の機構 Web サイトへの掲載等について「認定ス

キーム文書」を改正し、認定手続きの中断、事業廃止手続きの明文化等の

ため「ASNITE 試験事業者（環境）認定プロセス手順書」の改正を行った。 

 

●ASNITE の利用拡大に向けた取組 

令和 3 年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、オンラ

インによる ASNITE-T(環境)試験事業者向け制度説明会を開催した。認定

状況、改正文書の紹介、遠隔審査の実施状況と遠隔審査を円滑に実施する

ために機構が事業者に貸与する書画カメラ及びウェブカメラの活用につ

いてデモンストレーションを交えて紹介した。また、オンラインによる申

請及び届出の利用促進について協力を依頼した（令和 4 年 3 月 24 日開催、

ASNITE 試験事業者（環境）37 名参加）。 

 

 

e. ASNITE 標準物質生産者認定 

ASNITE 標準物質生産者認定は、機器の校正、他物質への値の変換、適

切な測定が行われているかの確認等に用いる、濃度や密度等一定の特性

を有する物質である標準物質の生産事業者が標準物質生産者認定の認定

基準である ISO 17034（標準物質生産者の能力に関する一般要求事項）

に従って生産する能力を認定するプログラムである。  

 

●標準物質生産者用公開文書の見直し  

令和 3 年度は、政府公式 Web サイト情報を用いることによる登記事項

証明書等の提出省略に伴う「ASNITE 標準物質生産者認定の取得と維持の

ための手引き」（RMRP22）の改正を行い、機構 Web サイトで公開した。 

 

●ASNITE の利用拡大に向けた取組 

改正手数料規程の説明、遠隔審査にかかる諸情報の提供のため、

ASNITE-R 認定事業者向けの説明会を Zoom ウェビナーにて開催した（令

和 4 年 3 月 3 日）。 
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●ASNITE の利用拡大に向けた取組 

標準物質生産者からの ASNITE 新規申請相談及び既認定 ASNITE 標準物

質生産者からの追加申請相談に対して迅速に対応した。  

 

f. ASNITE 製品認証機関認定 

製品認証機関は、製品に対して基準・規格への適合性を評価している機

関である。ASNITE 製品認証機関認定は、鉄道、繊維製品、製品安全及び国

際法定計量機関（OIML-CS）、Textile Exchange の 5 分野の製品認証機関

に対して、製品認証を行う機関に関する国際規格 ISO/IEC 17065（適合性

評価－製品、プロセス及びサービスの認証を行う機関に対する要求事項）

に基づき審査・認定を行っている。  

令和 3 年度は、これまでの 5 分野に加え新たに 1 分野、IEC が運営する

国際的な認証制度に基づく認定分野である「IECEx 機器認証スキーム」を

追加し、審査を行った。 

Textile Exchange 分野においては、製品認証機関の追加審査により製

品認証機関の認定範囲の拡大を実施した。また、同分野の認定スキームに

おいて、Secondary Scope の認定対象に「Responsible Mohair Standard」

及び「Responsible Alpaca Standard」を追加し、認定範囲の拡大を実施

した。 

 

●Textile Exchange に基づく製品認証機関の認定範囲の拡大  

Textile Exchange 分野における製品認証機関である一般財団法人ケケ

ン試験認証センター（ケケン）について、Recycled Claim Standard（RCS）

と Global Recycled Standard（GRS）の Primary Scope（材料再生利用者）

の認定範囲を追加した。このことにより、リサイクル繊維製品に関して、

原料から加工、製造、物流、最終製品までの履歴を国内機関が審査するこ

とが可能となった。さらに、GRS には、人権や環境に関する要求事項や化

学物質の制限に関する基準が含まれており、昨今人権や環境への配慮が大

きな課題となっている繊維産業に対して企業リスクを低減する制度の普

及を可能とした。 

 

●IECEx 機器認証スキームに基づく製品認証機関の認定審査  

IECEx システムは、IEC（国際電気標準会議）の下に運用されている認証

システムの一つで、正式には IEC 防爆機器規格適合試験制度と呼ばれ、防

爆機器に関する国際的な相互承認制度である。 

IECEx 機器認証スキームの目的は、安全性を維持しながら、試験と認証

の重複の要求を排除することにより、防爆設備（Ex 設備）の国際貿易を容

易にすることが目標である。令和 3 年度は、1 件の認定申請を受け、現在

審査を実施中である。 

 

●製品認証機関用公開文書の見直し  

令和 3 年度は、IECEx 機器認証スキームに基づく認定業務の開始に伴

い、新たに「認定スキーム文書（ASNITE-Product（IECEx 機器認証スキ

ーム））」、「IECEx 機器認証スキーム分野認定区分一覧」を制定する

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防爆機器は、石油・化学プラント、燃料電池施設をはじめ、

可燃性液体などの製造・貯蔵・取扱所や塗装設備、高圧ガス設

備など爆発性雰囲気を生成する可能性のある場所で使用されて

おり、防爆性能を備えることは産業保安の観点から重要となっ

ている。令和 3 年度、防爆機器の試験所を認定し、さらに防爆

機器の認証に係る認定プログラムを新たに創設したことは、国

内認証機関・試験所の負担を軽減するとともに、国内の防爆機

器メーカー（200 社以上）に対して、日本製防爆機器の信頼性

を確保し、防爆機器メーカーの海外進出並びに国際競争力向上

に貢献するものであり大きな成果である。 
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とともに、認定情報の提供方法の変更、申請期限の修正に伴い、「認定

スキーム文書（ASNITE-Product 関係 5 文書）」、「ASNITE 製品認証機関

認定の一般要求事項」及び「ASNITE 製品認証機関審査プロセス手順書」

の改正を行った。また、Textile Exchange の認定対象範囲の Secondary 

Scope に「Responsible Mohair Standard」及び「Responsible Alpaca 

Standard」を追加したことに伴い、「認定スキーム文書（ASNITE-

Product（Textile Exchange）」、「Textile Exchange 分野認定区分一

覧」の改正を行った。 

 

●ASNITE の利用拡大に向けた取組 

ASNITE-Product の利用・活用事例として、ガス栓分野の適合性検査制

度、カシミヤ 100％タグ制度、鉄道製品輸出のための認証、OIML-CS 制

度、Textile Exchange 認証制度の５分野について、事例紹介を機構 Web

サイトに掲載した。また、主婦連合会の機関誌「主婦連たより」におい

て、Textile Exchange 認定・認証制度の概要の説明を執筆した。 

 

 4．認定の

信頼性確保

及び普及に

関する取組 

（１）認定

制度等にお

ける調査や

立入検査等

の実施 

法令（産業

標準化法、

相互承認実

施法、製品

安全 4 法

（電気用品

安全法

等））に基

づき実施す

る調査や立

入検査等

は、経済産

業省の指示

を踏まえ、

迅速、的確

かつ効率的

に実施する

ことによ

り、我が国

4．認定の

信頼性確保

及び普及に

関する取組 

（1）認定

制度等にお

ける調査や

立入検査等

の実施 

法令（産業

標準化法、

相互承認実

施法、製品

安全 4 法

（電気用品

安全法

等））に基

づき実施す

る調査や立

入検査等

は、経済産

業省の指示

を踏まえ、

迅速、的確

かつ効率的

に実施する

ことによ

り、我が国

・各法律

に基づく

認証機

関、適合

性評価機

関及び検

査機関の

調査及び

立入検査

の実施件

数並びに

JIS 試買

検査の実

施件数

（全件実

施） 

・産業標

準化法に

基づく調

査におい

て迅速に

指摘事項

の改善を

行うよう

登録認証

機関へ指

示する件

数（全件

ア 産業標準化法に基づき国が登録する認証機関の登録・更新のための

調査や、認証機関に対する立入検査について、経済産業省の指示に基

づき、迅速、的確かつ効率的に実施するとともに、国が登録した登録

認証機関及び認証製造業者の品質確保のための市場モニタリング（JIS

試買検査）を経済産業省の要請に基づき的確に実施する。また、特定

機器に係る適合性評価手続の結果の外国との相互承認の実施に関する

法律に基づき国が認定する適合性評価機関の認定・更新のための調査

や、適合性評価機関に対する立入検査について、経済産業省の指示に

基づき、迅速化のための改善（指摘事項の改善を可能な限り早期に行

うよう登録認証機関へ指示等）を図る。  

なお、産業標準化法に基づく認証機関の登録・更新のための調査に

ついては、電子化等による事務手続き等の一層の効率化により、調査

期間の短縮化を図る。 

 

●産業標準化法に基づく認証機関の登録・更新のための調査や立入検査  

認証機関の登録及び更新のための調査は、経済産業省が実施する認証機

関に対する登録又は更新の判断のため、経済産業省が機構に調査の指示を

出し、機構が産業標準化法で定められた登録基準への適合性を調査し報告

するものである。 

令和 3 年度は経済産業省からの指示に基づき、迅速かつ的確に調査を行

い、事前検討会を開催して報告内容を精査した上で、8 件（全件）の調査

報告を行った。 

立入検査は、経済産業大臣からの指示に対し、3 件の検査報告を行っ

た。 

法律名 調査 立入検査 

産業標準化法 8 3 

また、産業標準化法に基づく調査において迅速に指摘事項の改善を行

うよう登録認証機関へ 3 件の指示をした（全件）。 

各法律に基づく認証機関、適合性評価機関及び検査機関の調

査及び立入検査並びに JIS 試買検査を全件実施し、指標を達成

した。 

産業標準化法に基づく調査において迅速に指摘事項の改善を

行うよう登録認証機関へ指示を全件実施し、指標を達成した。  
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の認定制度

等の信頼性

確保を図

る。状況に

応じて、

Web 会議ツ

ール等を用

いた遠隔審

査を組み合

わせる。 

なお、産業

標準化法に

基づく調査

については

迅速化のた

めの改善

（指摘事項

の改善を可

能な限り早

期に行うよ

う登録認証

機関へ指示

等）を図

る。 

の認定制度

等の信頼性

確保を図

る。状況に

応じて、

Web 会議ツ

ール等を用

いた遠隔審

査を組み合

わせる。 

なお、産業

標準化法に

基づく調査

については

迅速化のた

めの改善

（指摘事項

の改善を可

能な限り早

期に行うよ

う登録認証

機関へ指示

等）を図

る。 

実施） ●JIS 試買検査の実施 

経済産業省の要請に基づき、選定された 2 品目（壁紙、長靴）に対し

て市場モニタリング（試買検査）を的確に実施した。 

試買検査結果は、速やかに経済産業省へ情報提供を行い、登録認証機

関及び認証製造業者の信頼性向上に貢献した。 

 

●相互承認実施法に基づく適合性評価機関の認定・更新のための調査や立

入検査 

経済産業大臣から指示がなかったため、実績なし。  

 

イ 消費生活用製品安全法、電気用品安全法、ガス事業法、及び液化石

油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律に基づき国が登録す

る検査機関の登録・更新のための調査や、検査機関に対する立入検査に

ついて、経済産業省の指示に基づき、迅速、的確かつ効率的に実施す

る。 

 

登録・更新のための調査は、経済産業省が受け付けた申請を登録又は

更新をするか判断するために、経済産業省が機構に調査を指示し、機構

が製品安全 4 法（消費生活用製品安全法、電気用品安全法、ガス事業法

及び液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律）の各法

律で定められた登録の基準に適合しているかを確認し、報告している。  

令和 3 年度は、経済産業大臣からの指示に基づき迅速かつ的確に調査

等を行い、事前検討会を開催して報告内容を精査した上で、経済産業省

に対して 17 件（全件）の調査報告を行った。  

なお、新型コロナウイルス感染症が世界的に問題になる中で、Web 会

議ツールを活用し、海外の登録検査機関 1 件（電気用品安全法 1 件（台

湾））、国内の登録検査機関 11 件への調査を遠隔または一部遠隔で実施

した。通常であれば現地に赴き調査を行うが、緊急事態として経済産業

省製品安全課と調査手法を調整し、登録検査機関の登録期限内に手続き

を進めることを可能とした。  

立入検査は、前年度末に経済産業大臣から 1 件の指示（電気用品安全法、

海外の登録検査機関（シンガポール））があり、令和 3 年度に遠隔審査に

より実施した。 

 

法律名 調査 立入検査 

消費生活用製品安全法 5 0 

電気用品安全法 9 1 

ガス事業法 1 0 

液化石油ガスの保安の確保及び取引の適

正化に関する法律 
2 0 

計（製品安全 4 法） 17 1 
 

 （２）新た

な技術や製

品等に係る

（2）新た

な技術や製

品等に係る

 ア 政策・社会ニーズ等を踏まえ、新たな技術や製品等に関する認定・認

証の必要性について調査する。 
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認定に向け

た対応強化 

産業におい

て認定が必

要な分野に

時機を逸す

ることなく

認定制度の

提供に向け

た対応を行

うため、政

策的・社会

的に必要性

が高い新た

な技術や製

品等に係る

分野につい

て、認定ニ

ーズ調査を

実施する。

また、国の

認定機関と

しての信頼

性の維持及

び能力の向

上を図る。 

認定に向け

た対応強化 

産業におい

て認定が必

要な分野に

時機を逸す

ることなく

認定制度の

提供に向け

た対応を行

うため、政

策的・社会

的に必要性

が高い新た

な技術や製

品等に係る

分野につい

て、認定ニ

ーズ調査を

実施する。

また、国の

認定機関と

しての信頼

性の維持及

び能力の向

上を図る。 

●「日本版品質チェーン」体系化のための動向調査・分析  

海外の適合性評価制度と比較して見えてくる日本特有の課題（例；グ

ローバルな規制や規格との調和、規制・標準開発時の認定と認証の連

携、市場環境への柔軟な対応、知名度の向上）を踏まえ、「日本版品質

チェーン」を体系化するための有識者などが参加する研究会、及びタス

クフォース（実働的な検討グループ）を立ち上げ、検討を行った。ま

た、米国、ドイツ及び中国を中心に海外での適合性評価の活用状況の把

握のため、規制当局、認定機関、適合性評価機関、有識者などを対象と

した調査も合わせて実施した。  

 

名称 体制 回数 

適合性評価制度研究会 
学識経験者、政府担当者、

専門家:8 名 

3 回（7 月、11

月、3 月） 

タスクフォース 
研究会委員 1 名、機構 15

名 
12 回 

調査・検討の結果、「日本版品質チェーン」のグランドデザインを描

き、認定センターと機構全体が一体となって取り組むべき 6 つの個別機

能（ルール形成支援、標準開発支援、認定業務品質向上、適合性評価価

値向上、新規事業開発、情報発信・共有）について取りまとめた。 

 

●地域機関との技術連携 

令和 3 年 6 月 14 日に開催された東北地域産業技術連携推進会議に認定

業務の紹介資料を提供した。  

令和 3 年 10 月 29 日、関東甲信越静地域産業技術連携推進会議及び関

東甲信越静地域部会の合同総会に出席した。試験・校正の潜在的顧客で

ある公設試験研究機関に対して試験所・校正機関認定の活用を働きかけ

た。 

 

イ 認定審査員の充実を目的とした機構内部の職員及び外部の技術専門

家等を対象とする審査員養成研修を実施し、さらに既存の審査員の能力

向上を目的に各種スキルアップ研修を実施する。  

 

●審査員等に対する研修の実施  

増加する認定・登録業務に対応するため審査員の確保を目的に、従来

は機構単独で開催していた審査員養成研修を、令和 3 年度は公益財団法

人日本適合性認定協会との共同開催で実施した。加えて、新型コロナウ

イルスの感染予防を意識してオンラインによる開催とした。その結果、

機構側受講者 22 名のうち 18 名の審査員の要件を満たす者を確保した。

また、製品認証業務審査員研修等により ISO/IEC 17065 の審査員 8 名を

確保するとともに、Textile Exchange の基準の理解を深めるために化学

物質管理センターの協力の下で GHS、SDS に係る研修等を開催して審査員

の維持管理に努めた。 

審査員としての力量の維持管理と審査における最新情報の共有を目的

として、年1回の頻度でフォローアップ研修を実施しているところであり、

モノやサービスの品質は、規格・計量・試験・認定・認証・

規制・市場監視などにより支えられており、また、これら一つ

ひとつの要素がそれぞれ関連して結びつくことで「品質チェー

ン」として機能し、モノやサービスの信頼性が確保されてい

る。品質チェーンによる信頼性確保は、欧州を中心に進んでき

ており、各国固有の社会基盤、組織体系、国民性などでそれぞ

れの品質チェーンの状況は異なったものとなっている。日本

は、欧州と比較すると品質チェーンが体系的に整備されておら

ず、企業のグローバルな規制対応の遅れ、製品のみならず人権

や環境にも配慮したルール形成が滞るなどの懸念がある。  

研究会及びタスクフォースにおいては、海外との比較により

見えてくる日本特有の課題（例；グローバルな規制や規格との

調和、規制・標準開発時の認定と認証の連携、市場環境への柔

軟な対応、知名度の向上、適合性評価に係わる「認定」、「認

証」など用語の整理）を浮き彫りにし、「日本版品質チェー

ン」を体系化するための検討を行った。  

その結果、規制と自己適合宣言を補完する柔軟な第三者確認

の活用と活況な TIC 産業（Testing, Inspection, 

Certification）は、我が国と相違し、地球温暖化、サイバー

セキュリティ、SDGs など機構の機能を活用した機動的な対応

の必要性を確認した。 

また、「法・規制・基準」から「市場からの養成」にいたる

までの品質チェーン全体を俯瞰した課題を、認定センター業務

の枠に捕らわることなく、国内ではじめて整理するとともに、

「日本版品質チェーン」のグランドデザインを描き、今後、認

定センターと機構全体が一体となって取り組むべき個別機能に

ついて取りまとめた。これは、我が国の適合性評価制度発展の

ための大きな一歩である。 
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令和3年度としても令和4年2月に210名の審査員（外部151名、内部59名）

に対して、オンラインによる研修を実施した。 

JCSS 等の個別の認定制度は、登録審査等を適格かつ円滑に行うことを

目的に技術研修を実施し、審査員の能力向上等を図った。 

主な研修は、下表のとおり。  

このほかに、これまでの審査員としての経験の実績等を基に、14 名に

ついて審査員（訓練中）から審査員に、4 名について審査員から主任審

査員（訓練中）に、5 名について主任審査員（訓練中）から主任審査員

に昇格させた。 

研修 日程 参加者数 

製品等認証業務審査員研修（※） 令和3年5月17日～21日 3名 

米国EPAエネルギースター研修 令和3年5月26日 24名 

製品認証スキーム研修 令和3年6月22日～23日 14名 

オンライン英語研修（※） 令和 3年 8月 16日～令和 4

年3月31日 

18名 

GHS、SDSに係る研修（※） 令和3年10月26日 9名 

計測における不確かさ研修（中・

上級コース）（※） 

令和3年10月27日～28日 3名 

Textile Exchange(GRS)研修 令和3年11月5日 5名 

審査員養成研修 令和3年12月1日～10日 22名 

防 爆 電 気 機 器  Basic コ ー ス

（※） 

令和3年12月1日～25日 7名 

防 爆 電 気 機 器 Skill-up コ ー ス

（※） 

令和3年12月1日～25日 6名 

直流電圧・電流の測定（※）  令和3年12月7日 1名 

交流電圧・電流の測定（※）  令和3年12月8日 1名 

日本繊維製品消費科学講座（※） 令和3年12月10日 6名 

WEBセミナー「SDGsステップアッ

プ」【実践編】（※） 

令和3年12月14日 2名 

試験要員認定制度（※）【コンク

リート用骨材の試験】 

令和4年2月11日・2月19日 5名 

実習で学ぶ校正と不確かさ評価

（はかり編）（※） 

令和4年2月25日 1名 

審査員フォローアップ研修 令和4年2月28日 210名 

実習で学ぶ校正と不確かさ評価

（現場長さ測定器編）（※）  

令和4年3月1日 3名 

審査員フォローアップ研修（製

品認証関係） 

令和4年3月7日 30名 

ガ ス 栓 分 野 に 関 す る 技 術 研 修

（※） 

令和4年3月7日～11日 3名 

※外部の機関が主催する研修  

 

ウ 認定機関としての業務運営体制の維持・整備と適切な運用・管理・

改善等を通じて、認定機関としての信頼性を維持するとともに、認定機
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関に対する満足度調査を認定事業者に行い、審査等の改善に利用する。  

 

●認定業務におけるマネジメントシステム文書 

認定プログラムに適用する品質マニュアル等の計 276 のマネジメント

システム文書について、令和 3 年度は延べ 103 件の制定・改正実施し、

最新のマネジメントシステム文書に基づく、的確かつ効率的な審査業務

遂行のための環境を確保した。  

主な制定・改正内容は、政府の方針を踏まえ、必要に応じて新型コロナ

ウイルス感染防止対策に関する文書を修正した。また、告示改正やその他

のルール変更に伴う関連文書の修正などを着実に実施した。認定機関の業

務改善・効率化のために業務の見直し及び工数削減を行い、マネジメント

システム文書の見直しを積極的に進めている（令和 4 年度も継続）。 

これらの改正情報は改正の都度、機構認定センター内の職員にメールで

周知し、最新のマネジメントシステム文書に基づいて適切に業務を実施す

るとともに、必要なものは Web サイトに公表することで関係者への時宜を

得た情報提供を確実に行った。  

 

●機構認定センターにおける内部監査の実施  

令和 3 年 7 月から 10 月にかけて、機構認定センターの令和 2 年度後半

及び令和 3 年度前半業務に対する内部監査を実施した。不適合案件に対

しては再発を防止するための処置（予防処置含め）を実施し、認定機関

としての信頼性維持を図った。  

 

●マネジメントレビューの実施  

令和 3 年度のマネジメントレビューを 12 月と 3 月に実施し、ISO/IEC 

17011（適合性評価－適合性評価機関の認定を行う認定機関に対する要求

事項）に基づくマネジメントシステムの運用状況の適切性を確認した。  

国際的な動き（ILAC/IAF の文書改正、フレキシブルスコープの活用）

を踏まえたシステム更新、業務プロセスの改善、人材の確保及び育成、

新規認定分野の開拓と活用促進、中長期視点に立った適合性評価制度へ

の貢献などの認定機関として今後改善すべき事項を特定し、改善計画を

策定して、認定機関としての信頼性の維持・向上を図った。  

 

●審査を受けた事業者に対する満足度調査の実施とそれに基づく改善の

実施 

各事業者への審査終了後に事業者に対する満足度調査を実施し、回答

264 件（回収率 71 %）において 260 件（97％）が「満足」との評価であ

った（「不満」4 件）。審査を通してあった審査員に対する苦情・要望

は、審査員フォローアップ研修で情報共有するとともに、必要な処置を

検討し是正及び改善を実施した。 

●認定審査の品質向上に係る取組  

審査品質に影響する審査員間での認定要求事項の解釈のバラツキ是正

のため、「要求事項共通解釈検討タスクフォース」を設置し、解釈のバ

ラツキが生じやすいテーマについて検討（21 回）を実施した。検討の結
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果は、令和 3 年 2 月 1 日に共通解釈集（18 件解釈記載）に取りまとめ、

審査員等に共有した。また、令和 3 年 2 月 28 日に開催した IAJapan 審査

員フォローアップ研修においても周知した。  

 

 （３）認定

に係る国際

関係業務 

認定を通じ

た取引の円

滑化と国際

展開を支援

するため、

認定制度に

係る国際組

織等の活動

に参画し、

国際相互承

認取決の資

格・権限を

維持する。 

（3）認定

に係る国際

関係業務 

認定を通じ

た取引の円

滑化と国際

展開を支援

するため、

認定制度に

係る国際組

織等の活動

に参画し、

国際相互承

認取決の資

格・権限を

維持する。 

 アジア太平洋認定協力機構（APAC）、国際試験所認定協力機構(ILAC)及

び国際認定フォーラム（IAF）に係る国際相互承認取決の資格・権限を維

持するとともに、委員会、投票活動を通じて国際的な認定制度づくり等に

参画する。また、APAC 相互評価又はそのレビューパネルへの国際評価員

の派遣を通じて、国際相互承認取決の運営に参画する。  

 

以下の活動を通じて、ILAC/IAF/APAC の国際相互承認取決（MRA）の署名

地位を維持している。 

 

●APAC MRA 署名者の地位を維持 

国際的な取り決めを遵守し、APAC MRA 署名者の地位を維持した。また、

関連する国際会議に積極的に参加し、必要な情報収集と対応を実施した。 

 

●APAC からの要請に基づく国際評価員の派遣 

APAC MRA 署名者に対する義務として、他国の認定機関を対象とした相

互評価を行う相互評価員又はその評価結果をレビューするレビューアを

派遣することが求められている。機構認定センターは、相互評価員として

3 名、レビューアとして 1 名を派遣し、国際相互承認取り決めの仕組みの

維持に貢献した。 

また、APMP-APAC 合同技能試験委員会委員として参画し、共同技能試験

プログラムの開発方針作成に寄与した（令和 3 年度はオンライン会議 6 回

開催）。APAC 標準物質生産者認定 WG のメンバーとして APAC 文書の改正

等に寄与した。 

 

●ILAC/IAF/APAC MRA の維持 

ILAC/IAF/APAC MRA 署名者に対する義務である ILAC/IAF/APAC 投票に全

て参画し、署名地位を維持した(各年度の投票総数の 2/3 以上参加が義務。

ILAC：6 件、IAF:18 件、APAC：40 件)。 

その他、IAJapan 認定プログラムに関連する文書改正等のコメント投

票（4 件）、サーベイ（14 件）等を通じ、国際的な認定機関ルールの構

築に貢献した。 

 

 

 

 

 （４）認定

制度の普及

促進 

知的基盤整

備計画を受

けた計量標

準の利用促

進方策を含

（4）認定

制度の普及

促進 

知的基盤整

備計画を受

けた計量標

準の利用促

進方策を含

 ア 国の認定機関という立場から、日本認定機関協議会（JAC）の事務局

として、各認定機関と連携しつつ、認定に係る課題に対応するとともに、

認定制度の普及等を図る。 

 

●JAC 事務局として各認定機関と連携しつつ信頼性等に係る課題への対

応 

JAC は、国内認定機関及び関係省庁（規制当局）等で構成する協議会で

あり、国内の適合性評価制度全体の信頼性・透明性の向上を目的に、国内
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め、産業界

等に向けて

認定制度の

普及促進の

ための広報

活動等を実

施し、国内

外の取引の

円滑化等に

貢献する。 

め、産業界

等に向けて

認定制度の

普及促進の

ための広報

活動等を実

施し、国内

外の取引の

円滑化等に

貢献する。 

認定機関の信頼性と技術レベルの向上を図るとともに、認定制度の啓発・

普及活動を行っている。機構認定センターは JAC の事務局となっている。 

令和 3 年度は、遠隔審査実施、国際動向への対応などの認定機関の運用

を行っていく上での共通的な課題等の情報共有を図るため、令和 3 年 10

月及び令和 4 年 3 月に JAC 運営委員会を開催した。 

また、令和 3 年 9 月 17 日に認定の重要性をより広く伝えるため、適合

性評価機関やそのユーザーなどを対象として JAC セミナー（テーマ：認

定が支える SDGs の実践）を開催した。（参加者：343 名 前年度比 120

％）。 

 

イ 事業者への訪問、展示会、ニュースリリース、講演会等を通じた営業

・広報活動を行うことにより、産業界等への認定制度の普及、利用促進

を図ることに加え、国民に向けた情報提供にも努める。情報をより多く

の者にわかりやすく届ける方策として、デジタルコンテンツ動画配信や

オンライン講座・説明会等を行う。 

 

●認定制度の普及、利用促進に向けた展示会、ニュースリリース、講演会

等を通じた広報活動 

認定制度の普及、利用促進に向け、以下の活動や情報提供を行うととも

に、機構全体の広報と連動した認定制度の広報活動を行った。  

 

令和 3 年度は、ILAC 及び IAF が定めた「世界認定推進の日」（令和 3 年

6 月 9 日）に際して、各議長から発信された共同声明やパンフレット、ポ

スターの和訳資料を作成し、JAC 構成機関の Web サイトを通じて公開した。

令和 3 年度は「認定：認定が支える SDGs の実践」をテーマに、試験、認

証などの適合性評価活動が SDGs の目標達成にどのように貢献しているか

を認定活用事例の紹介などと併せて認定の重要性についてアピールした。 

また、下表の展示会への出展を行い、認定制度の普及、利用促進に向け

た情報発信を行った。 

 

展示会、広報活動等 出展日 開催場所 来場者数 

IIFES2022（オート

メ ー シ ョ ン と 計 測

の先端技術総合展）

への出展 

リアル展 

令和 4 年 1 月

26 日～28 日 

令和 4 年 1 月

26日～2 月 25

日 

東京ビック

サイト及び

オンライン

展示 

リアル展 10,733 名 

オンライン展 

43,444 UB（ユニー

クブラウザ） 

 

以下の講演会等の計 6 件の依頼に対して講師を派遣し、認定制度の普

及、利用促進に向けた情報発信を行った。  

・  認定・認証（認定と SDGs の関係性も含む）に関する NITE 講座を、

オンラインセミナー（令和 3 年 9 月 6 日、参加者：685 名 前年度比

102％、新規参加者数 2 割超）にて開催した。 

・  主に ISO 9001 等の品質マネジメントシステム審査員を対象に、計量
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関係団体と共催し、下表の講演会を実施した。製造業等の業務プロセ

スで試験・測定を必要とする業種の品質マネジメントシステム認証に

おいては、計量トレーサビリティに関する審査が行われていることか

ら、JCSS 校正等による計量トレーサビリティの確保、計測器管理、校

正機関の認定に関する最新情報の提供等を通じて JCSS 等の普及啓発

を推進した。 

講演会名 日程 参加人数 

マネジメントシ

ステムのための

計量トレーサビ

リティ講演会 

①  ライブ配信：令和 4 年 2 月

14 日 

②  オンデマンド配信：令和 4

年 2 月 24 日～3 月 9 日 

①  850 名 

②  871 名 

計 1,721 名（前年度

比 106％） 

 

法改正や社会的・政策的なニーズに基づいて実施した新規認定業務等

のうち、創設（窓口開設）や初認定事例を対象に 5 件のニュースリリー

スを行い、新聞 10 回（日刊工業新聞、化学工業日報、日本計量新報、日

刊自動車新聞、繊維ニュースなど）及びインターネット記事で配信され

た。 

 

①  国内初！食品機械の衛生試験所を認定（令和 4 年 2 月 9 日） 

②  国内初！抗ウイルス性試験の認定試験所誕生（令和 3年12月23日） 

③  電動自動車の「接近通報装置」の測定に用いる音響測定器の校正事業

者を国内初認定（令和 3 年 12 月 3 日） 

④  ソフトウェア製品の品質保証にNITEが貢献（令和3年10月20日） 

⑤  国際・海外規格に基づく抗ウイルス性試験の試験所認定を開始しまし

た（令和3年7月2日） 

 

●認定制度普及のための取組  

認定制度の認知度を高め、その有用性をアピールし、標章付き証明書の

発行件数を増加させる取組として、認定と SDGs の関係について取りまと

めた「SDGs 特設サイト」及び認定の活用事例を機構 Web サイトで公開し

た。 

 

ウ 知的基盤整備計画を受けた計量標準の利用促進や、地域産業及び中堅

・中小企業の振興支援に向けて、国や地方の機関等に対して認定制度に

係る情報発信を行い、制度の普及を図る。また、他分野の取組に関して、

認定・認証の普及に向けた協力を行う。さらに、他分野の職員にも審査

員養成研修の受講機会を提供することで、認定制度の理解を促進し、分

野間の連携を強化する。 

 

 

●認定制度に係る情報発信を行い、制度の普及等  

令和 3 年 6 月 14 日に開催された東北地域産業技術連携推進会議に認定

業務の紹介資料を提供した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs は、持続可能な社会を目指す国際目標であり、我が国

においても積極的な取組が行われている。今回、認定と SDGs

の関係について取りまとめ、「SDGs 特設サイト」を開設した

こと及び個別の活用事例に対応する SDGs 項目を提示したこと

は、認定事業者及びユーザーが自らの取組を SDGs の視点から

発信、アピールする際の一助となる着実な成果である。  
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令和 3 年 10 月 29 日、関東甲信越静地域産業技術連携推進会議及び関

東甲信越静地域部会の合同総会に出席した。試験・校正の潜在的顧客で

ある公設試験研究機関に対して試験所・校正機関認定の活用を働きかけ

た。 

 

●適合性認定分野以外に従事する職員への審査員養成研修の受講機会の

提供 

令和 3 年 12 月に開催した審査員養成研修には、適合性認定分野以外に

従事する職員 1 名が受講し、試験関連業務、試験所評価業務等の情報提供

及び認識共有を行うことができた。  

 

エ 学識経験者、政府担当者、適合性評価に関する専門家で構成する研

究会等で、信頼性向上や利用拡大に向けた登録・認定制度のあり方を検

討する。 

海外の適合性評価制度と比較して見えてくる日本特有の課題（例；グ

ローバルな規制や規格との調和、規制・標準開発時の認定と認証の連

携、市場環境への柔軟な対応、知名度の向上）を踏まえ、「日本版品質

チェーン」を体系化するための有識者などが参加する研究会、及びタス

クフォース（実働的な検討グループ）を立ち上げ、検討を行った。ま

た、米国、ドイツ及び中国を中心に海外での適合性評価の活用状況の把

握のため、規制当局、認定機関、適合性評価機関、有識者などを対象と

した調査も合わせて実施した。  

名称 体制 回数 

適合性評価制度研究

会 

学識経験者、政府担当

者、専門家:8 名 

3 回（7 月、11 月、3

月） 

タスクフォース 
研究会委員 1 名、機構

15 名 
12 回 

 

調査・検討の結果、「日本版品質チェーン」のグランドデザインを描

き、認定センターと機構全体が一体となって取り組むべき 6 つの個別機

能（ルール形成支援、標準開発支援、認定業務品質向上、適合性評価価

値向上、新規事業開発、情報発信・共有）について取りまとめた。  

 

 （５）認定

業務のさら

なる電子化

推進 

機構が運用

する認定制

度におい

て、既存の

業務管理の

仕組みと審

査業務の仕

（5）認定

業務のさら

なる電子化

推進 

機構が運用

する認定制

度におい

て、既存の

業務管理の

仕組みと審

査業務の仕

 ア 認定申請・届出については、認定申請審査業務システムを用いたオン

ライン提出を支援する。また、認定業務に関わる書類のうち電子化が可能

なものは、原則、電子媒体に移行し、認定申請審査業務システムを用いた

ペーパーレス審査を推進する。状況に応じて、Web 会議ツール等を用いた

遠隔審査を組み合わせる。 

 

申請者から書類の電子データによる提出、外部審査員による審査書類

の閲覧、審査書類の作成・保存等を目的に「認定申請審査業務システ

ム」を令和元年度に開発し、令和 2 年 4 月からオンライン申請の受付を

開始した。 

令和 3 年度としての事業者ユーザーID アカウント付与は、611 件（事
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組みを活用

し、審査業

務のセキュ

リティを確

保しつつ、

認定業務全

体の効率

化、迅速化

を推進する

ことで、申

請者の負担

軽減を含め

たサービス

向上を図

る。 

組みを活用

し、審査業

務のセキュ

リティを確

保しつつ、

認定業務全

体の効率

化、迅速化

を推進する

ことで、申

請者の負担

軽減を含め

たサービス

向上を図

る。 

業所からの ID 関係申請受理数は 300 件）の ID 付与を行った。 

「認定申請審査業務システム」を用いることにより、認定審査業務を

すべて電子化することが可能となり、審査書類等の印刷や郵送が不要、

事業者・審査員間のリアルタイムな情報共有を実現することで審査期間

の短縮が可能になるとともに、オンライン化による書類紛失リスクの軽

減に貢献した。また、外部からのシステムへのアクセスが可能となり、

新型コロナウイルス感染症防止に配慮した審査の実施に向けて一翼を担

った。 

 

 

 

 

 

 

 

※ID 関係申請受理数：事業者から提出された新規申請、変更申請、廃止申

請の数 

 

イ 認定制度の利用者が発行する試験報告書・校正証明書の電子発行を

支援するとともに、機構が発行する登録証・認定証を電子発行し、双方

の電子化を推進する。 

 令和 3 年度は、電子証明書発行に係る事業者向けマニュアルなど関係

文書を機構 Web サイトに公開するとともに、事業者向け制度説明会にお

いて電子証明書の具体的な発行事例を紹介するなど、事業者による試験

報告書・校正証明書の電子発行を支援した。  

 また、機構が発行する認定証について、原則電子発行（機構 Web サイ

トへの掲載）とする方針とし、電子化を推進した（計 189 件）。 

 

プログラム名 
ID 関係申請受理数

（※） 
アカウント付与数 

JNLA 61 117 

JCSS 155 314 

MLAP 40 83 

ASNITE 44 97 

計 300 611 

 

4．その他参考情報 

【再掲】予算額との差異 10％超の理由は、組織改編等による業務経費の減である。 
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I-5.国際評価分野                                                                          

１．当事務及び事業に関する基本情報 

I―５ 国際評価技術分野 

業務に関連

する政策・施

策 

経済産業 のうち、基準認証 

安全・安心 のうち、 産業保安 

当該事 業実施

に係る根拠（個

別法条文等） 

独立行政法人製品評価技術基盤機構法 

日本再興戦略（平成 28 年 6 月 2 日閣議決定） 

標準化官民戦略（平成 26 年 5 月 15 日策定） 

当該項目の

重要度、難易

度 

【基幹目標】 

2050 年カーボンニュートラルの実現に向け、蓄電池システム及び再生

可能エネルギー発電設備の信頼性向上に貢献するため、電気保安行政を

技術的に支援するとともに、大型蓄電池システムに関する戦略的な国際

標準開発及び認証基盤構築の実施並びに試験・評価を通じて、国内企業に

よる先端蓄電池の市場獲得規模の更なる増大を目指す。 

【重要度：高】【困難度：高】 

関連す る政策

評価・行政事業

レビュー 

行政事業レビューシート番号 0389 

 

２．主要な経年データ 

 ①主要なアウトプット（アウトカム）情報  ②主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報） 

指標等 
達成目標 基準値 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

 平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

【基幹目標】 

大型蓄電池システムに関

する試験評価拠点の稼働

率を前年度と同程度に維

持した上で、企業等によ

る試験・評価件数に対す

る実用化・認証取得等の

割合 

13％以上  － － － 17.0％ 13.6% 予算額（千円） 607,377 593,664 744,174 

 

1,029,316 1,107,532 

        決算額（千円） 617,500 751,572 

 

（予算額と

の差異 10

％超の理由

は、手数料

収入等の増

である。） 

903,147 

 

（予算額と

の差異 10

％超の主な

理由は、業

務の見直し

及び手数料

等収入の増

である。） 

1,234,754 

 

（予算額と

の差異 10

％超の理由

は、施設整

備費補助金

及び手数料

収入等の増

である。） 

1,049,511 

 

 

        経常費用（千円） 568,156 659,667 841,140 1,058,385 959,836 

        経常利益（千円） 34,071 10,139 ▲15,988 ▲22,586 68,516 

        行政サービス実施コ

スト（千円） 

732,540 829,070 － － － 

        行政コスト（千円） － － 1,339,039 1,390,963 1,314,977 

        従事人員数 32 36 46 48 50 
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３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価及び主務大臣による評価 

 
年度目標 事業計画 

主な評価

指標 

法人の業務実績・自己評価 
主務大臣による評価 

業務実績 自己評価 

 基幹目標 

2050 年カー

ボンニュー

トラルの実

現に向け、

蓄電池シス

テム及び再

生可能エネ

ルギー発電

設備の信頼

性向上に貢

献するた

め、電気保

安行政を技

術的に支援

するととも

に、大型蓄

電池システ

ムに関する

戦略的な国

際標準開発

及び認証基

盤構築の実

施並びに試

験・評価を

通じて、国

内企業によ

る先端蓄電

池の市場獲

得規模の更

なる増大を

目指す。 

基幹目標 

2050 年カー

ボンニュー

トラルの実

現に向け、

蓄電池シス

テム及び再

生可能エネ

ルギー発電

設備の信頼

性向上に貢

献するた

め、電気保

安行政を技

術的に支援

するととも

に、大型蓄

電池システ

ムに関する

戦略的な国

際標準開発

及び認証基

盤構築の実

施並びに試

験・評価を

通じて、国

内企業によ

る先端蓄電

池の市場獲

得規模の更

なる増大を

目指す。 

大型蓄電

池システ

ムに関す

る試験評

価拠点の

稼働率を

前年度と

同程度に

維持した

上で、企

業等によ

る試験・

評価件数

に対する

実用化・

認証取得

等の割合

を 13％以

上とす

る。 

【基盤整備/重要項目】 

 

①  国内企業の蓄電池システムに関して、世界最大級の施設を活用し、

顧客ニーズを踏まえ公的機関である機構による実施が適切である試

験サービスの拡充・実施、試験データの利活用、戦略的な国際標準

開発、認証体制の構築等により、実用化、認証取得、海外展開等を

支援 

 

●顧客ニーズを踏まえ公的機関である機構による実施が適切であ

る試験サービスの拡充・実施、試験データの利活用による支援  

 

機構が保有する大型蓄電池システム試験評価施設（ NLAB）を活用

し、令和 3 年度は 20 社 59 件 80 試験の試験依頼があり全数を実施

した（令和 2 年度は 27 社 53 件 69 試験を実施）。 

また、新型コロナウイルス感染拡大防止に係る緊急事態宣言等の

発令による事業者・機構双方の出勤制限下においても確実に契約手

続が完了できるように、原則押印を不要とする契約手続の簡素化

（所用期間を 3 週間から 2 週間に短縮）を図るとともに、施設予約

ルールの見直しを行い柔軟なスケジュール調整を可能としたこと

で、基幹目標の指標「大型蓄電池システムに関する試験評価拠点の

稼働率を前年度と同程度に維持」を達成した。 

更に、試験実施を通じて、メーカーの新製品開発や認証取得等の

成果を 8 件確認できた。企業等による試験・評価件数に対する実用

化・認証取得等の割合は 13.6％となり、基幹目標の指標「企業等に

よる試験・評価件数に対する実用化・認証取得等の割合を 13％以上」

を上回った。 

 

●戦略的な国際標準開発、認証体制の構築等による支援  

 

IEC/TC120（電気エネルギー貯蔵システム）/WG5（安全）の国内外

委員会等での活動において、平成 28 年度に日本が提案し機構が開

発を支援して令和 2 年 4 月に発行された IEC 62933-5-2（系統接続

用電気エネルギー貯蔵システムの安全性要求事項：電気化学的シス

テム）については、市場や技術開発の動向にあわせた積極的な改訂

作業を日本が主導し、委員会原案（Committee Draft）を提案した。 

また、日本主導で国際標準化を目指している IEC 62933-5-3（系

統接続用電気エネルギー貯蔵システムの運用期間における安全性

要求事項：電気化学的システム）について、関連する他の国際標準

化活動との協調の結果、令和 3 年 10 月に委員会原案（Committee 

Draft）段階を達成した。 

全体評定：A 

 

事業計画の所期の目標を全て達成したことに加え、以下につ

いて、機構がこれまで培った知見・技術や外部機関との連携も

活かして主体的、積極的にユーザーニーズに対応した試験評価

サービスを提供してメーカーの新製品開発や認証取得等の成果

に繋げたことや、電気保安に係る安全情報の発信、システム構

築、電気事業法に基づいた立入検査、スマート保安への関与等

を行うなど、社会や産業界に対し事業計画で求められる水準を

超える成果を生み出し、安全・安心な国民生活や健全で持続性

のある産業発展に貢献した。 

 

○質的に優れた実用化・認証取得等を多く生み出し、基幹目標

の指標「企業等による試験・評価件数に対する実用化・認証取

得等の割合を 13％以上」を達成 

機構が保有する大型蓄電池システム試験評価施設（ NLAB）を

活用した企業ビジネスに直結する試験・評価の実施により企業

等の実用化等を支援するため、試験相談には積極的に対応し

た。新型コロナウイルス感染拡大防止に係る緊急事態宣言等の

発令による事業者・機構双方の出勤制限下においても確実に契

約手続が完了できるように、原則押印を不要とする契約手続の

簡素化（所用期間を 3 週間から 2 週間に短縮）を図るととも

に、施設予約ルールの見直しを行い柔軟なスケジュール調整を

可能とした結果、最終的には 59 件の試験・評価を実施するに至

り、前年度と同程度の稼働率を達成した。  

試験実施を通じて、メーカーの新製品開発や認証取得等の成

果を 8 件確認できた。企業等による試験・評価件数に対する実

用化・認証取得等の割合は 13.6％となり、基幹目標の指標「企

業等による試験・評価件数に対する実用化・認証取得等の割合

を 13％以上」を上回った。 

 

更に、指標を上回っただけでなく、その内容についても、  

➢ 過去に実施経験が無い事業者ニーズの試験条件を達成する

ために、試験装置のチューニングや装置メーカーとの協議を

重ねたことで難度の高い試験の実施に至った。その結果、メ

ーカーが開発した大容量蓄電池システムの安全性が確認さ

れ、全国の通信ビル（電話局）に最大で 550 万 kWh のリチウ

ムイオン電池の設置が開始された。蓄電池システム産業の活

性化及び再生可能エネルギー活用に貢献する大きな成果で

ある。 

評定 Ｂ 

令和 3 年度は、次の①～③の取組

を行い、基幹目標の指標を含む、全

ての評価指標を達成することで、蓄

電池システム及びファインバブルの

国際標準開発や普及活動に寄与する

とともに、電気保安水準の維持・向

上に向けてスマート保安技術導入促

進に係る制度の仕組を構築し、社会

や産業界に対して貢献する成果を上

げた。一方、アウトプットとアウト

カムの繋がりを明確に確認すること

が必要とされているが、特に「新た

な試験システム・試験手法開発」や

「蓄電池システムに関するデータの

共有化」について、明確なアウトカ

ムへの繋がりを確認することができ

なかった。 

以上から、所期の目標を達成して

いると認められるため、「B」評価と

判断した。 

 

①大型蓄電池試験施設（NLAB）を活

用した蓄電池システム産業の支援  

令和 3 年度は、基幹目標の指標(前

年度と同程度の稼働率を維持した上

で、企業等による試験・評価件数に

対する実用化・認証取得等の割合を

13％以上とする。)において、新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響によ

る様々な制約がある中、押印不要等

の契約手続きの簡素化や施設予約ル

ールの見直し等の手続き面での工夫

を行うことにより、試験場稼働率を

95.7%と前年度に比べ約 20％増加させ

た。また、実用化・認証取得等の割

合も実施した試験・評価の内 13.6％

であり、目標値を大きく上回り達成

した。かつ、災害時における国内の

電話局への非常電源用大容量蓄電池
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更に、認証体制の構築等に関しても、次のとおりの活動を実施し

た。 

・  国際標準の国内での更なる認知向上及び活用促進のため、国

内対応規格 JIS C 4441 の周知、認証基盤構築及び関連制度

・規制における当該規格の位置づけに係る検討を関係者間で

進めた。 

・  当該規格に規定される耐類焼性試験に必要なレーザー照射装

置を令和元年度に機構に導入し、一般財団法人電気安全環境

研究所（JET）と連携しながら当該装置を用いた共同試験を令

和 2 年度より実施している。令和 3 年度には、多目的大型実

験棟での大型電池パックを試験体とした初の試験を含む 4 件

の共同試験を実施した。 

・  現在、認証試験機関 2 社を NLAB の利用者に登録している。そ

の他の認証試験機関及び認証機関（以下「認証機関等」とい

う。）に対しても、認証機関等が立ち会う共同試験を NLAB で

実施することで繋がりを持ち、機構からのアプローチによる

訪問ヒアリング等により、認証機関等との協力体制を維持し

ている。特に海外の有力認証機関である株式会社 ULJapan と

は定期的な意見交換を継続して実施した結果、令和 3 年度は

共同試験実施に向けて施設利用者の登録を完了した。  

 

 

 

②  再生可能エネルギー発電設備等に関して、安全情報の効果的な分析

・普及活動等により官民の電気保安に関する取組を支援  

 

●電気保安統計の取りまとめ  

令和 2 年度に発生した電気事故について、経済産業省（本省及び

各産業保安監督部等をいう。）から電気関係報告規則（昭和四十年

通商産業省令第五十四号）に基づき報告された電気事故報告書等の

提供を受け、整理・分析を実施し、令和 2 年度電気保安統計として

取りまとめるとともに、当該年度の事故情報の特徴等を取りまとめ

た概要版を合わせて作成した。  

 

●事故実機調査結果を踏まえての注意喚起  

事故実機調査結果を踏まえ、経済産業省 中部近畿産業保安監督

部近畿支部と連名で注意喚起を公表（令和 3 年 6 月 16 日公表：「更

新推奨時期に満たない高圧ケーブルにおける水トリー現象に係る

注意喚起」）した。 

 

●詳報公表システムの公開及び詳報作成支援システムの改修  

詳報公表システムについて、経済産業省との公表ルールの調整及

びシステムへの公表データ入力という下準備を完了させ、令和 4 年

1 月に公開した。また、詳報作成支援システムについて、令和 3 年

➢ これまで技術的に困難であった大電力対向試験手法を確立

し、本手法を用いた DCDC コンバータシステムの電力入出力

性能確認試験を実施した。その結果、日本の小型船舶検査機

構（JCI）の立会審査に合格し、国内初となる国土交通省「水

素燃料電池船安全ガイドライン」に準拠した船舶の開発に成

功し、実証試験が開始された。このことは、蓄電池の大型化

・高容量化に伴って益々重要となる安全性・信頼性の高度化

に貢献する大きな成果である。 

➢ 平成 28 年度の NLAB 運営開始から、機構は試験の実施や「蓄

電池システム産業の将来に関する検討委員会」の設置・運営

等を通じてステークホルダーからの信頼を勝ち得たことで、

認証機関との連携が実現し、車載用蓄電池の安全性試験実施

と認証取得を国内で完結することができるようになった。そ

の結果、自動車メーカーは NLAB にて実施した R100 耐火性試

験等の結果を活用して、複数のバッテリーの認証を取得し

た。このことは、自動車メーカーによる EV 車の普及拡大の

後押し（2050 年カーボンニュートラル実現への貢献）に繋が

る大きな成果である。 

など、機構のこれまでの実績が活かされて企業等による実用化・

認証取得等に繋がり、また、市場規模の大きな案件やカーボンニ

ュートラルに貢献する案件が含まれるなど、質的に優れた成果を

上げた。 

 

このように、前年度と同程度の稼働率を達成しつつ、企業等に

よる試験・評価件数に対する実用化・認証取得等の割合は指標値

を大きく上回り、更には実用化・認証取得等が質的に優れた内容

であったことは、計画水準を大きく上回る成果である。  

 

○（蓄電池システム）データ利活用、国内初となる産業界への

データ共有を達成 

令和 2 年度に選定した２つの試験テーマ（耐類焼性試験、水

没試験）について、試験実施に係る内部規程を整備しデータ取

得の加速化を図りつつ、WG メンバー企業と共同でデータを取

得。3 社分のデータを入手できた水没試験については、本取組の

肝となる産業界へデータ共有する際のルールを 1 年通して検討

（WG4 回開催等）の上で決定し、国内初となる産業界へのデータ

共有を達成した。これは、ハブとしての機構の立ち位置を確立

し、蓄電池システム関係企業の協調領域拡大に繋がる重要なメ

ルクマールである。 

このように、産業界全体で共有できるデータ取得を目指す国

内初の試みを実現したことは、計画水準を大きく上回る成果で

ある。 

 

○（蓄電池システム関係）策定した規格に関する国内認証基盤

システムの安全性確認のための試験

条件の実現や、船舶用水素燃料電池

システムの開発等、様々な分野に貢

献しており、将来を見据えた価値の

ある試験が多く行われたことを評価

する。 

令和 2 年 4 月に制定された

IEC62933-5-2（系統接続用電気エネ

ルギー貯蔵システムの安全性の要求

事項：電気化学的システム）の改訂

や、IEC62933-5-3（系統接続用電気

エネルギー貯蔵システムの運用期間

における安全性要求事項：電気化学

的システム）制定における国際的な

標準化活動を積極的に進めた結果、

共に委員会原案（CD)段階に達すると

ともに、IEC62933-5-2 の JIS である

C4441（電気エネルギー貯蔵システム

－電力システムに接続される電気エ

ネルギー貯蔵システムの安全要求事

項－電気化学的システム）について

は、認証機関と連携し、国内の認証

サービスが開始するに至った。さら

に、新たな試験手法を開発する等、

今後、より一層、事業者のニーズに

対応した支援が期待でき、評価す

る。 

 また「蓄電池システム産業の将来

に関する検討委員会」での議論の結

果を踏まえ、２つの試験テーマ（対

類焼性試験、水没試験）について試

験データを取得し、水没試験で取得

したデータを国内で初めて産業界に

提供を開始する等、産業界の競争力

強化に向けて大きく貢献しており、

評価する。 

 

②電気保安技術支援業務 

機構は電気保安行政における技術

支援機関として、事故情報の分析や

事故実機調査を中心にこれまで活動

を行ってきた。令和 3 年度は、令和 2

年度の電気事故情報を集計した電気

保安統計の公表、事故情報の整理・
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7 月にスマートフォンでも操作できるように改修し、令和 4 年 3 月

には小出力発電設備以外の事故についても事故が発生した地区を

管轄している産業保安監督部に事故報告を電子申請できるよう改

修した。加えて、令和 4 年 3 月に使い方を解説した動画を公開する

ことで、システムを利用しやすくなるよう環境を整えた。このよう

に、機構は事故情報の“集約”と“活用”の両方の仕組みを提供し、

事故情報活用の DX 化を促進することで、事故情報の分析の高度化、

効率化に繋がり、経済産業省は行政判断に必要な情報を、事業者は

事故防止等に必要な情報を容易に得られるようになった。  

 

●電気事業法に基づく立入検査の全件実施  

令和 2 年度中に事故情報の分析や事故実機調査等の結果を踏まえ

て機構が経済産業省に行った提言に基づき経済産業省が策定した

立入検査計画に従って、再生可能エネルギー発電設備（パワーコン

ディショナ（PCS）の不具合による事故が発生した事業所、施工不全

又は保守不全の事故が発生した事業所等）17 件について、経済産業

省から電気事業法に基づいた立入検査の指示を受け、全件実施し

た。 

 

●スマート保安への貢献 

経済産業省は、スマート保安官民協議会電力安全部会において、

「電気保安分野 スマート保安アクションプラン（令和 3 年 4 月 30

日）」を策定し、スマート保安（※スマート保安：急速に進む技術

革新やデジタル化、少子高齢化等が一層深化する環境変化の中、官

民が連携し、IoT や AI などの新技術の導入等により産業保安にお

ける安全性と効率性を追求する取組をいう。）の導入促進の取組を

加速させている。機構は、スマート保安を促進するための仕組みと

して、スマート保安技術（スマート保安に資する技術や保安方法等

をいう。）やデータを活用した新たな保安方法の妥当性を確認し、

官民間・業界間でその知見を共有することを目的とした「スマート

保安プロモーション委員会」を設置（令和 3 年 10 月 27 日第 1 回委

員会開催）し、機構が事務局を務めた。また、機構は、当該委員会

の運用にあたり、事業者等からスマート保安に資する技術評価の申

請を受け、スマート保安プロモーション委員会でその技術の妥当性

が評価され、評価結果を受けてカタログ化することによりスマート

保安技術の開発・普及と現場実装を支援する仕組みを構築した。そ

して、事業者等と積極的に意見交換を行うことでスマート保安技術

に関する情報を収集し、令和 4 年 3 月 28 日開催のスマート保安プ

ロモーション委員会において、「停電年次点検の延伸（ 1 年に 1 回

から 3 年に 1 回）の技術要件」について技術的妥当性の評価を得た。 

 

を整備 

 国内認証機関（電気安全環境研究所：JET）に対する JIS C 

4441 に基づく試験実施法の提案のほか、機構や JET のほか国際

規格策定関係者を交えた定期的な検討の場を設け、試験項目を

元に具体的な検討事項を機構から提示しつつ協議を進めた。そ

の結果、令和 4 年 2 月末から当該認証機関による定置用大型蓄

電システムの安全性に関する認証・評価サービスが開始され

た。これにより、JIS C 4441 に基づく国内認証がワンストップ

で可能となった。 

このように、国内認証機関による認証サービスが公表し国内

ワンストップで認証が可能化したことは、計画水準を大きく上

回る成果である。 

 

○（電気保安技術支援業務関係）電気保安の向上に貢献する仕

組みを構築 

 事故報告 DX 化について、スマートフォン対応や事故情報の公

表ルール調整と公表開始により、詳報システム 3 種（入力～デ

ータ管理～公表） を完成させ、事故情報活用の DX 化を推進。

結果、情報不足な事故報告はなくなり、経済産業省は行政判断

に必要な情報を、事業者は事故防止等に必要な情報を容易に得

られるようになった。 

また、取組を始めて 1 年でスマート保安推進の仕組みを構築

・運用し、第 1 号案件について評価を得た。結果、経済産業省

は「保安規程の適切性の判断」における技術要件の確認・評価

について行政事務処理期間を大幅に削減できるように、事業者

は保安点検経費の削減や自らのスマート保安技術の PR ができる

ようになった。 

このように、経済産業省及び事業者が必要とする情報取得の

容易化及び分析の高度化・効率化したこと、スマート保安プロ

モーション委員会を運用して初めての成果を実現したことは、

計画水準を大きく上回る成果である。  

 

○（ファインバブル関係）国際規格 2 本発行・参照ラボ設立に

技術移転貢献 

 国際規格（標準報告書含む）2 本の発行、国際規格の国内外で

の普及活動、参照ラボ設立のため一般社団法人ファインバブル

産業会への技術移転を行った。その結果、国内だけでなく国外

でのファインバブル産業の更なる自立的な発展、国内認証制度

での測定信頼性向上に貢献した。 

このように、技術移転を受けた（一社）ファインバブル産業

会が参照ラボを設立して国内認証制度での測定信頼性向上に寄

与したことは、計画水準を大きく上回る成果である。  

 また、標準化・認証基盤整備での機構としての役割を完了し

業務を終え、リソースを機構内他業務に割り当てたことは、新

分析を基にした事故事例集の作成や

審議会等への分析結果の提供、過去

の知見をもとに対象の絞り込みと内

容の深化を図った事故実機調査等を

着実に実施した。詳報システム

（※1）においては、過去の電気事故

情報を容易に得ることが可能な詳報

公表システム（※2）の運用を開始し

たことに加え、詳報作成支援システ

ムについても、スマートフォン対応

版の構築や当該システムの使い方を

解説した動画の公開等、利用促進の

ための環境整備を行い、事故情報の

活用促進に取り組んだ。立入検査に

ついては、経済産業省からの指示を

受け、全 17 件を着実に実施するとと

もに、令和 2 年度の事故情報に基づ

く統計的な分析、事故実機調査等の

結果から、令和 4 年度の立入検査先

の提案を実施した。さらに、スマー

ト保安技術導入促進に係る制度の柱

の一つであるスマート保安プロモー

ション委員会（※3）の事務局とし

て、同委員会を立ち上げるととも

に、委員によりその妥当性が評価さ

れたスマート保安技術をカタログ化

することで、技術の開発・普及と現

場実装を支援する仕組みを構築し

た。その上で、申請案件の発掘に積

極的に取り組み、14 件の事業者等の

打合せを実施し、うち 1 件について

は技術的妥当性を得るに至った。こ

のように、目標に基づく業務を着実

に実施した上で目標を上回る成果を

挙げ、また、新しい分野にも積極的

に取組み成果を上げるまで至ったこ

とは、電気保安水準の維持・向上に

向けて大きく貢献しており、評価す

る。 

 

※1 機構が経済産業省と連携し構築・運用

を行っている電気工作物の事故に関する情報

システム  

※2 詳報データベースを構成するシステム
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たな業務に挑戦する上で重要で、機構業務の優良事例である。 

 

＜通則法第 28 条の 4 に基づく評価結果の反映状況＞ 

○令和 2 年度までの委託事業で実施している IEC62933-5-3 の

策定について、制定に向けた積極的な活動を引き続きお願いし

たい。また EC62933-5-2(=JIS C4441（※）)の制定後の活用方

法についても十分に検討を行い、認証基盤整備に資するものと

なることを期待する。 

※JIS C4441: 電気エネルギー貯蔵システム－電力システムに接

続される電気エネルギー貯蔵システムの安全要求事項－電気

化学的システム 

 

●反映状況 

IEC 62933-5-3 については、委員会原案段階を令和 3 年 10

月に達成するなど、国際規格発行にむけ、順調にステージを

進めている。また、IEC 62933-5-2 については、環境共創イ

ニシアチブが募集する蓄電池システム補助金の応募要件への

活用・取込みに向け、新エネルギーシステム課へ提言をおこ

なったところ、当該規格内で特に重要な安全性として要求し

ている蓄電池部の耐類焼性が新たな要件として採用された。

今後も引き続き積極的に関係者と連携・協議をはかること

で、当該規格の幅広い活用を促し、蓄電池システム産業の活

性化に貢献していく。 

 

○これまでの事故情報分析や事故実機調査等で蓄積した機構の

知見を、新たに開始される立入検査業務やスマート保安プロモー

ション委員会事務局業務に効果的に活用するなど、新旧の業務を

適切に組み合わせることで、電気保安の PDCA サイクル高度化へ

の更なる貢献を期待する。 

 

●反映状況 

令和 2 年度中に事故情報の分析や事故実機調査等の結果を

踏まえて機構が経済産業省に行った提言に基づき経済産業省

が策定した立入検査計画に従って、経済産業省から指示され

た再生可能エネルギー発電設備（パワーコンディショナ

（PCS）の不具合による事故が発生した事業所、施工不全又は

保守不全の事故が発生した事業所等）全件（17 件）につい

て、立入検査を確実に実施した。 

また、機構のこれまでの電気保安業務で培った知見を活か

して、事業者等と積極的に意見交換を行うことでスマート保

安技術に関する情報を収集し、令和 4 年 3 月 28 日開催のスマ

ート保安プロモーション委員会において、「停電年次点検の

延伸（1 年に 1 回から 3 年に 1 回）の技術要件」について技

術的妥当性の評価を得た。 

の一つで、電気事業法に基づく電気工作物に

関する全国の事故情報を一元化し、公開する

サービス  

※3 スマート保安プロモーション委員会と

は、官民が連携してスマート保安を強力に推

進するために設置された「スマート保安官民

協議会」の電気保安分野において策定された

アクションプランにおいて、スマート保安技

術やデータを活用した新たな保安方法につい

て、その妥当性を確認・共有する場として設

置が提案された委員会  

 

③ファインバブルに関する国際規格

進展への貢献及びその普及活動 

ファインバブル（※4）は日本が世

界をリードする革新的な技術である

が、技術の発展や普及の前提となる

測定方法が確立していないことが、

ファインバブルの技術開発や信頼性

担保の障壁となっている。その中

で、機構はファインバブル技術に関

する国際標準化を検討している

ISO/TC（技術委員会）281（ファイン

バブル技術）WG（作業グループ）国

内審議委員会及び国際委員会に専門

家として参加し、機構が中心となっ

て規格提案を行ってきた。その結

果、令和 3 年 9 月に ISO24261-2（フ

ァインバブルの消泡に関する評価法 

（パート 2））、令和 3 年 4 月に

ISO/TR 24217-2（ファインバブル規

格への SDGs の帰属ガイドライン）が

国際規格として発行された。 

ファインバブル水はファインバブ

ル以外の粒子を含んでいることがあ

り、ファインバブルの測定には光散

乱を利用した手法が使われている

が、その手法では水中のファインバ

ブルと粒子を区別して測定すること

が難しかったため、ISO24261-2 を用

いることによって、ファインバブル

と粒子を区別して評価することが可

能となった。また、ISO/TR24217-2

は、ファインバブル技術が世界で注
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このように、既存業務の知見を新規業務に活かしながら更

なる電気保安向上に貢献していく。  

 

＜機構の評価・計画諮問会議委員からのコメント＞ 

大規模な NLAB の稼働率が 90％を超えていることであり、これ

は市場のニーズを捉えた大きな成果。国際標準で規制されてい

るが、各蓄電池メーカーで共通する試験は多い。時間とコスト

を使って繰り返し同じ試験を行うのではなく、合意の上で可能

な限りデータを開示・共有化することを可能にしたことは、産

業界にとって大きな合理化に繋がる。産業界にとって有益であ

り、非常に良い点に注目して取り組んだ。個人的には、国際評

価技術本部は最高評価である S 評価に相応しく、遜色がないと

思う。（梶屋委員） 

目されている SDGs への貢献に資する

ことを分かりやすく示した標準報告

書であり、当該報告書が発行された

ことでファインバブル業界全体の信

頼性の向上と、ファインバブル技術

産業への適切な投資活動促進や、更

なる産業発展が期待される。機構の

取組により国際規格が発行されたこ

とは、ファインバブルの測定結果の

信頼性の向上に繋がるとともに、国

際規格の下、他国製品との優位性を

示すことができ、国内企業の競争力

強化に繋がる成果であったため、評

価する。 

令和 3 年度は、国際規格発行のみ

ならず、普及活動等も積極的に行っ

た。新型コロナウイルス感染症拡大

の影響により、対面での実施に懸念

が生じた段階で迅速にオンライン

（YouTube 配信）を用いた普及活動に

方針転換したことで、場所や時間を

問わず情報を得る機会を提供するこ

とができ、これまで参加できなかっ

た遠方の技術者等のセミナー参加が

可能となった。さらに、実験操作を

動画化して紹介することにより、規

格の理解度を向上させた。 

 また、国内認証制度においては、

機構は試験ラボへの技術指導を行

い、試験結果の精度をより高くする

参照ラボ機能としての役割があった

が、令和 3 年度に、事業者（民間）

に対し、機構が持つ国際規格に基づ

いた測定技術の技術移転を行い、事

業者が運営する参照ラボ設立を支援

した。これにより、事業者が自立し

て国内認証制度を運営できる体制整

備がなされ、ファインバブル業界の

今後の発展に貢献し、機構としての

所期の目標は全て達成したことか

ら、業務を（一社）ファインバブル

産業会へ移管し、機構の役割は令和 3

年度で完了した。 
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※4 直径 100μm 未満の微細な泡。水にファ

インバブルを分散させることで、洗浄力向上

や農作物の発育を促進する等の機能性を発現

させる技術  

 

＜指摘事項、業務運営上の課題及び

改善方策＞ 

（実績に対する課題及び改善方策

等） 

・令和 2 年度までの委託事業で実施

していた IEC62933-5-3 の制定、

IEC62933-5-2 の改訂に向けた積極的

な活動を、引き続き期待する。ま

た、開始された JIS C4441 の認証サ

ービスについては、認証機関や関係

者と連携して取組を拡大し、事業者

のニーズに対応した支援を通じて、

国内産業界の発展・国際競争力強化

に資するものとなることを期待す

る。 

 

＜その他事項＞ 

（有識者等によるコメント） 

・単に試験・評価のみを実施するだ

けではなく、業界全体を巻き込み、

蓄電池の安全性に関わるハブとな

り、色々な試験結果を流通させなが

ら、我が国の蓄電池産業を牽引し

た。世界の中でも NLAB しかできない

試験があり、色々な仮説に基づき取

得したデータをメタ化し、いかに産

業界に流通していくかということが

重要である。水没試験のデータにつ

いて、個別の企業が取得したデータ

を他社へ共有することは非常に難し

いことが多かったと思うが、産業界

へのデータ共有を実現出来たことを

含め、NLAB のミッションは次のステ

ージに進んでいると思っている。 

・日本は災害が多いため、ニーズに

合わせて新たな試験システムや試験

手法を開発したことは、高く評価で

きる。企業と連携することで新たな

アウトカムが生まれるため、このエ
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コシステム（新たな環境）ができて

いることを評価したい。  

・事故報告の DX 化が進んでいるとこ

ろは素晴らしい。処理期間が短くな

ったところは経費も安くできるた

め、具体的に評価できる。 

・ファインバブルについて、認証制

度での測定構築に貢献しているた

め、高く評価したい。 

・NLAB の稼働率については 100％に

近い。大型蓄電池については多額の

設備投資が必要であり、一企業だけ

でマネジメントできるものではな

い。日本のような災害大国は、定置

型の蓄電池を一時的な電力を供給す

る危機管理機能としているため、機

構の NLAB の存在価値は非常に大きい

と思っている。蓄電池業界は信頼性

の高い NLAB を活用して展開していき

たいと思っており、業界・市場のニ

ーズに NLAB が非常にマッチしている

と思っている。実用化認証取得の事

例が 8 項目あるが、直接、間接に関

わらず機構のプレゼンスはアウトカ

ムとして評価されるべきだと思う。 

・大型蓄電池のデータの共有化を実

現できたことは、高く評価する。安

全分野は目標が共通であり、データ

共有ができる分野である。蓄電池は

日本の産業競争力を維持できる最後

の砦であると思うが、基本的なデー

タを共有化すれば、評価のスピード

アップやコストを下げ、オールジャ

パンのビジネスが容易に可能とな

る。非常にすばらしい取組であっ

た。 

 １．大型蓄

電池システ

ムに関する

グローバル

認証基盤整

備 

IEC/TC120

（電気エネ

1．大型蓄

電池システ

ムに関する

グローバル

認証基盤整

備 

IEC/TC120

（電気エネ

 ア 日本主導による大型蓄電池システムの国際標準化を実現するた

め、IEC/TC120 の国内外委員会等に参加し、主に IEC62933-5-3 及び

IEC62933-5-2 の 2nd バージョン等の国際標準化活動に貢献する。  

 

IEC/TC120（電気エネルギー貯蔵システム）/WG5（安全）の国内外委員

会等での活動において、平成 28 年度に日本が提案し機構が開発を支援し

て令和 2 年 4 月に発行された IEC 62933-5-2（系統接続用電気エネルギ

ー貯蔵システムの安全性要求事項：電気化学的システム）については、

 

 

 

 

IEC 62933-5-2 については、対応国内規格である JIS C 4441

の JIS 原案作成委員会や TC120/WG5 の国際委員会において、発

展著しい市場動向及び技術開発動向にあわせた積極的な検討継

続及び検討結果を受けた改訂作業が求められていた。これらの
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ルギー貯蔵

システム、

日本提案で

設立）等に

おける大型

蓄電池シス

テムの試験

・評価に関

する国際標

準化を支援

するととも

に、関係機

関と連携し

つつ、標準

化後の認証

基盤整備に

貢献する。 

また、大型

蓄電池シス

テムに関す

る試験評価

拠点を適合

性評価の実

施に活用す

るため、関

係機関と連

携しつつ当

該評価拠点

を活用した

試験評価の

サービスを

実施すると

ともに、急

速な技術進

歩に伴い複

雑化・高度

化する試験

に対応する

ため、OJT

の実施や外

部機関が行

う技術的な

研修の受講

を通じて、

ルギー貯蔵

システム、

日本提案で

設立）等に

おける大型

蓄電池シス

テムの試験

・評価に関

する国際標

準化を支援

するととも

に、関係機

関と連携し

つつ、標準

化後の認証

基盤整備に

貢献する。 

また、大型

蓄電池シス

テムに関す

る試験評価

拠点を適合

性評価の実

施に活用す

るため、関

係機関と連

携しつつ当

該評価拠点

を活用した

試験評価の

サービスを

実施すると

ともに、急

速な技術進

歩に伴い複

雑化・高度

化する試験

に対応する

ため、OJT

の実施や外

部機関が行

う技術的な

研修の受講

を通じて、

市場や技術開発の動向にあわせた積極的な改訂作業を日本が主導し、委

員会原案（Committee Draft）を提案した。 

また、日本主導で国際標準化を目指している IEC 62933-5-3（系統接

続用電気エネルギー貯蔵システムの運用期間における安全性要求事項：

電気化学的システム）について、関連する他の国際標準化活動との協調

の結果、令和 3 年 10 月に委員会原案（Committee Draft）段階を達成し

た。 

以上のとおり、蓄電池システムの安全性国際規格を日本主導で継続し

て開発した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 「標準化官民戦略」において「認証基盤を速やかに整備する」こ

ととされている大型蓄電池システムについて、IEC62933-5-2、

IEC62619 の 2nd バージョン及び関連する安全性規格の試験体制の整

備、及び試験・認証機関との協力体制強化により、試験・認証基盤構

築を進める。また、アにおいて開発に貢献した国際標準の普及活動を

行い、活用促進をはかる。 

 

●IEC 62933-5-2 の認証体制整備等 

国際標準の国内での更なる認知向上及び活用促進のため、国内対応規

格 JIS C 4441 の周知、認証基盤構築及び関連制度・規制における当

該規格の位置づけに係る検討を関係者間で進めた。  

・  国内認証機関と JIS 発行後の国内企業向け認証サービス実現に向

け協議を継続して実施し、国際規格策定関係者も交えた協議を定期

的に実施し、その中で試験実施提案などを行った結果、令和 4 年 2

月に国内初となる認証・評価サービスが開始され、国内でワンスト

ップで認証が取得できる体制が整備された。  

・  蓄電池システム補助金（令和 3 年度補正予算「再生可能エネルギー

導入加速化に向けた系統用蓄電池等導入支援事業」（経済産業省担

当部署：資源エネルギー庁 省エネルギー・新エネルギー部 新エネ

ルギーシステム課）（執行団体：一般社団法人環境共創イニシアチ

ブ（SII）））の応募要件への活用・取込みに向け、新エネルギーシ

ステム課へ提言をおこなったところ、規格内で要求している蓄電池

部の耐類焼性が新たな要件として採用された。 

・  電気事業法体系への JIS C 4441 の取込の検討の場に参画し、電力

安全課へ当該規格取込みの必要性を提言した結果、引き続き同規格

の活用について検討されることとなった。  

 

声を受けとめ、改訂作業を機構が支援した結果、日本主導によ

る国際標準開発体制が構築・継続されている。令和 3 年度は、

諸外国で発生している事故情報の収集と分析等、参加各国との

密な協力関係のもと、各国メンバーからの様々な意見を適切に

調整し、作業原案（Working Draft）の作成と議論を重ねた。そ

の結果、当該原案を委員会原案（Committee Draft）として提案

するに至った。 

IEC 62933-5-3 については、特にリユース電池に関する内容に

ついては、リユース電池供給側である車載関係者が主導する電

池側規格との密な協力関係を構築した。この協力関係をもとに

規格間に齟齬のないよう開発活動を推進していることを国際会

議等において強調した。また、参加メンバーとの入念な作業原

案に関する協議を行うとともに、出された意見の反映活動等の

これまで積み上げてきた丁寧かつ着実な活動を実施した。その

結果、委員会原案の提案が速やかに受理され、各国へ正式に回

付され、委員会原案段階を達成することができ、計画の水準を

達成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

IEC 62933-5-2 及び JIS C 4441 発行後における活用促進のた

め、早期の認証・評価基盤構築に向けて、具体的なサービスの

開始に向けた積極的な提案・はたらきかけを実施した。国内認

証機関のほか、国際規格開発の際に規格内容の議論を実施して

きた関係者も交え、メーカー・ユーザー及び試験実施機関とし

ての NLAB も含めた多角的な視点から認証・評価サービスの実現

に向けての定期的な協議の場を設け議論を進めた。具体的な顧

客のない状況での議論は容易ではなかったが、令和 3 年度の新

たな取組みとして洗い出した試験項目を元に具体的な検討事項

を提示したことで、より詳細な議論が実施可能となり、実現へ

と着実に歩をすすめ、その結果、令和 4 年 2 月に国内初となる

量産品蓄電システムの認証サービス及び、系統用蓄電システム

のリスクアセスメント評価サービスが開始された。  

 また、新エネルギーシステム課に対し、蓄電システムの安全

性の重要性及び IEC 62933-5-2 及び JIS C 4441 について紹介と

補助金要件等への取込みを提言した。その結果、当該規格で特

に重要であると位置づけている蓄電部の耐類焼性に関する要件

の必要性について理解を得、当該要件が補助金事業の必須要件

として採用された。これにより、安全な蓄電システムの導入が
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試験人員の

教育やノウ

ハウの拡充

を行い、専

門性を高め

る。 

さらに、普

及啓発活動

や事業者訪

問等を行

い、当該評

価拠点の認

知度向上や

業界ニーズ

の把握を行

うととも

に、試験サ

ービスの拡

充を行う。 

加えて、当

該評価拠点

を活用し

て、日本の

蓄電池シス

テム産業競

争力向上に

資する有益

で活用可能

なデータの

取得を進

め、蓄電池

システムに

関係する国

内の様々な

ステークホ

ルダーでの

共有を図

る。 

試験人員の

教育やノウ

ハウの拡充

を行い、専

門性を高め

る。 

さらに、

普及啓発活

動や事業者

訪問等を行

い、当該評

価拠点の認

知度向上や

業界ニーズ

の把握を行

うととも

に、試験サ

ービスの拡

充を行う。 

加えて、

当該評価拠

点を活用し

て、日本の

蓄電池シス

テム産業競

争力向上に

資する有益

で活用可能

なデータの

取得を進

め、蓄電池

システムに

関係する国

内の様々な

ステークホ

ルダーでの

共有を図

る。 

（1）国際

標準化の取

組の支援と

認証基盤構

築への貢献 

●IEC 62619 の 2nd バージョンの認証体制整備等 

 当該規格に規定される耐類焼性試験に必要なレーザー照射装置を令和

元年度に機構に導入し、一般財団法人電気安全環境研究所（ JET）と連

携しながら当該装置を用いた共同試験を令和 2 年度より実施している。

令和 3 年度には、多目的大型実験棟での大型電池パックを試験体とした

初の試験を含む 4 件の共同試験を実施した。 

 

●認証機関との協力体制を構築  

現在、認証試験機関 2 社を NLAB の利用者に登録している。その他の

認証試験機関及び認証機関（以下「認証機関等」という。）に対して

も、認証機関等が立ち会う共同試験を NLAB で実施することで繋がりを

持ち、機構からのアプローチによる訪問ヒアリング等により、認証機関

等との協力体制を維持している。  

特に海外の有力認証機関である株式会社 ULJapan とは定期的な意見交

換を継続して実施した結果、令和 3 年度は共同試験実施に向けて施設利

用者の登録を完了した。 

 

 

促進されることが見込まれる。加えて、電気事業法体系への当

該規格の取込みについても電力安全課に対して必要性を提言し

た結果、次年度も継続して検討の場を持つこととなった。  

このように、継続した提言活動等が実を結びつつあり、実効

性のある制度への IEC 62933-5-2 及び JIS C 4441 の取込み検討

が前進していることは計画水準を大きく上回る成果である。 

 

また、IEC 62619 2nd バージョンの試験・認証体制が整備さ

れ、事業者における当該規格の活用が軌道にのるとともに、海

外の有力認証機関であり、特に米国に絶大な影響力を持つ株式

会社 ULJapan と定期的な意見交換を継続して、共同試験実施に

向けた調整に尽力した結果、施設利用者の登録を完了した。  
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  （2）大型

蓄電池シス

テムに関す

る適合性評

価の実施 

 

 ア 適合性評価の実施に当たり、認証機関等から信頼性を有すると認

められる試験所として運営するために、認証機関等から要求される管

理・記録等（試験装置等の校正・保守、試験実施要員に対する研修・

教育訓練の実施、記録等）を適切に行う。  

 

必要な試験装置等の校正・管理、試験実施要員に対する研修を継続し

て実施し、認証機関等から要求される信頼性を確保している。  

また、令和 3 年度には、安全管理チームを新規に発足させ、従来から

実施していた安全対策（ヒヤリハット対策、安全パトロール等）を一元

的に実施することにより安全対策の精度を向上させるとともに、外部機

関が実施する安全に係る講演、実地訓練及び事故体験等の研修を受講す

ることで、試験実施要員の安全意識醸成を図った。  

 

 

イ 試験評価拠点の普及啓発活動を行い、施設を活用した企業の研究

開発、認証取得等に資する試験を実施する。また、独自に試験サービ

スにおける課題解決やデータ利活用を目的として試験の協力者を募集

する公募試験を実施し、得られたデータの解析に着手する。 

 

 

●NLAB の普及啓発活動 

令和 2 年度に引き続き、展示会への出展や個社に対するアウトカム調

査を行い積極的なアウトリーチ型の広報活動を実施した。  

また、NITE 講座をオンラインで開催した結果、受講者数は延べ 498 名

に達した（令和 2 年度 434 名）。アンケート調査の結果では、7 割を超

える受講者が総合評価で「満足」、「ほぼ満足」と回答した。 

 

 

＜広報活動＞ 

 令和 3 年度 令和 2 年度 

展示会への出展 1 回 2 回 

講演会への登壇 1 回 1 回 

アウトカム調査 15 社・団体 17 社・団体 

 

 

●共同試験の実施状況 

令和 3 年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止に係る緊急事態宣言

等の発令期間中も感染対策を徹底し、1 年を通して試験サービスの提供

を継続した。また、原則押印を不要とする契約手続の簡素化（所用期間

を 3 週間から 2 週間に短縮）を図るとともに、施設予約ルールの見直し

を行い柔軟なスケジュール調整を可能としたことで、稼働率の上昇に繋

げ、最終的には前年度を上回る稼働率を達成した。 

 

試験相談には積極的に対応し、事務手続きが試験希望期間までに難し

 

 

 

 

 

必要な試験装置等の校正・管理、試験実施要員に対する研修を

継続して実施し、認証機関等から要求される信頼性を確保してお

り、計画の水準を達成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原則押印を不要とする契約手続の簡素化（所用期間を 3 週間か

ら 2 週間に短縮）を図るとともに、施設予約ルールの見直しを行

い柔軟なスケジュール調整を可能としたことで、稼働率の上昇に

繋げ、最終的には前年度を上回る稼働率を達成した。 

＜令和 2 年度及び令和 3 年度の稼働率＞ 

 多目的大型実験棟 機能別実験棟 

令和 2 年度 80.4％ 66.2％ 

令和 3 年度 95.7％ 80.8％ 

 

また、試験実施を通じて、メーカーの新製品開発や認証取得等

について指標を上回る成果を上げた（※）。 

※ 基幹目標における指標「企業等による試験・評価件数に対す

る実用化・認証取得等の割合を 13％以上とする」に対して、

下表のとおり 13.0％を達成。 

 試験・評価

件数 

実用化・認証

取得等の件数 

割合 

令和 3 年度 59 件 8 件 13.6％ 

 

更に、実用化・認証取得等の内容についても、 

➢ 過去に実施経験が無い事業者ニーズの試験条件を達成する

ために、試験装置のチューニングや装置メーカーとの協議を

重ねたことで難度の高い試験の実施に至った。その結果、メ

ーカーが開発した大容量蓄電池システムの安全性が確認さ
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い場合を除き、担当者や試験室を調整することで全ての試験を実施し

た。 

令和 2 年度は 27 社 53 件 69 試験の試験依頼があり全数を実施し、令

和 3 年度は 20 社 59 件 80 試験の試験依頼があり全数を実施した。  

 

※「20 社」とは試験を実施した事業者等の数、「59 件」とは事業者と試

験契約を締結した件数、「80 試験」とは実施した試験の数を表してい

る。一度の試験契約で一連の試験を実施して蓄電池等の安全性等を確

認するため、1 契約で 2 種類以上の試験を実施することもある。ここ

では契約件数と試験件数の両方を記載したが、蓄電池等の安全性等は

一連の試験によって確認できるものであり、1 契約による一連の試験

を「1 件の試験・評価」としてカウントすることが適切であるため、

以後は特別の記載がない限り、契約件数（59 件）を実績として記載す

る。 

 

＜試験依頼元属性＞ 

属性 令和 3 年度 令和 2 年度 

電池メーカー 6 件 8 件 

セットメーカー 13 件 17 件 

自動車関連 6 件 5 件 

認証機関 4 件 2 件 

試験機関 20 件 17 件 

その他 10 件 4 件 

合計 59 件 53 件 

 

＜被試験体属性＞ 

※被試験体は 1 つの試験で 1 つ消費することになるため、ここでは契約

件数ではなく、試験件数の内訳を記載している。  

属性 令和 3 年度 令和 2 年度 

蓄電池（定置用） 3 件 12 件 

蓄電池（移動体用） 53 件 34 件 

蓄電池（その他、不明） 1 件 2 件 

蓄電池以外（蓄電池関連付属品、燃

料電池、消防設備） 

23 件 21 件 

合計 80 件 69 件 

 

試験の内訳としては、移動体用蓄電池（約 66％）及び蓄電池以外の関

連品（約 29％）が大部分を占めており、蓄電池システム産業における様

々な製品の実用化・認証取得に貢献している。 

また、令和 3 年度も、引き続き自動車用蓄電池の試験依頼（試験機関

経由での依頼を含む）が多数あり（6 社 24 件）、これまでに全ての国内

主要自動車メーカーが NLAB を活用している。 

電気自動車の世界的な開発競争はいっそう激しくなっており、小型乗

用車から大型車に開発のターゲットが広がってきていること等から、そ

れ、全国の通信ビル（電話局）に最大で 550 万 kWh のリチウ

ムイオン電池の設置が開始された。蓄電池システム産業の活

性化及び再生可能エネルギー活用に貢献する大きな成果で

ある。 

➢ これまで技術的に困難であった大電力対向試験手法を確立

し、本手法を用いた DCDC コンバータシステムの電力入出力

性能確認試験を実施した。その結果、日本の小型船舶検査機

構（JCI）の立会審査に合格し、国内初となる国土交通省「水

素燃料電池舩の安全ガイドライン」に準拠した船舶の開発に

成功し、実証試験が開始された。このことは、蓄電池の大型

化・高容量化に伴って益々重要となる安全性・信頼性の高度

化に貢献する大きな成果である。 

➢ 平成 28 年度の NLAB 運営開始から、機構は試験の実施や「蓄

電池システム産業の将来に関する検討委員会」の設置・運営

等を通じてステークホルダーからの信頼を勝ち得たことで、

認証機関との連携が実現し、車載用蓄電池の安全性試験実施

と認証取得を国内で完結することができるようになった。そ

の結果、自動車メーカーは NLAB にて実施した R100 耐火性試

験等の結果を活用して、複数のバッテリーの認証を取得し

た。このことは、自動車メーカーによる EV 車の普及拡大の

後押し（2050 年カーボンニュートラル実現への貢献）に繋が

る大きな成果である。 

など、機構のこれまでの実績が活かされて企業等による実用化・

認証取得等に繋がり、また、市場規模の大きな案件やカーボンニ

ュートラルに貢献する案件が含まれるなど、質的に優れた成果を

上げた。 

 

このように、前年度と同程度の稼働率を達成しつつ、企業等に

よる試験・評価件数に対する実用化・認証取得等の割合は指標値

を達成し、更には実用化・認証取得等が質的に優れた内容であっ

たことは、計画水準を大きく上回る成果である。  
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れに用いる電池の大容量化や大電流化により試験サンプルも大型化して

いる。このため、民間の試験所で対応出来ない試験が増えてきており、

NLAB がそれらを引き受けることによって、国内自動車産業の競争力確保

に貢献している。 

 なお、NLAB での自動車用蓄電池の試験実施に当たっては、引き続き国

土交通省所管の交通安全環境研究所、経済産業省、一般財団法人自動車

研究所等と、役割分担等についての意見交換を実施しながら行ってい

る。 

 

●企業等による実用化・認証取得等（アウトカム）の状況 

NLAB の活用により、メーカーは新製品の開発、認証取得等の成果を得

られた。令和 3 年度は以下の 8 件のアウトカムが確認された（令和 2 年

度は 9 件） 

 

➢ NTT ファシリティーズ株式会社は 2018 年度より導入を開始した高電

圧直流給電用リチウムイオン電池(以下、本製品)について、大容量

化を進め、NLAB における耐震性能評価試験結果を活用し、2020 年度

より大容量化した本製品の導入を開始した。これにより、蓄電池シ

ステム産業の活性化及び再生可能エネルギー活用に貢献した。  

 

➢ ヤンマーパワーテクノロジー株式会社は、NLAB にて実施した試験結

果を活用して、燃料電池試験船の建造を完了し、実証試験を開始し

た。これにより、安全性・信頼性の高度化に貢献した。  

 

➢ 自動車メーカーは新型 HV 製品化にあたり、釘刺し試験を NLAB にて

実施し、試験結果を活用したバッテリーを搭載した HV の販売を 2021

年より開始した（企業名、製品名公表不可）。 

 

➢ 自動車メーカーは NLAB にて実施した燃焼・消火試験の結果を活用し

て、電動車用電池の蓄電池システムへのリユースについて、実証試

験を開始した（企業名、製品名公表不可）。  

 

➢ 電機メーカーは NLAB にて実施した振動試験の結果を活用し、電力会

社へ系統側蓄電池の納品を開始した（企業名、製品名公表不可）。 

 

➢ 電池メーカーは NLAB にて実施した耐震試験の結果を活用し、これま

で設置が困難だった形式の壁面への家庭用蓄電池システムの壁掛け

設置が可能であることを確認した。設置可能な住宅の種類が増加し

たことにより、市場拡大と販路の拡大を実現した（企業名、製品名

公表不可）。 

 

➢ 東芝三菱電機産業システム株式会社は、定置用蓄電池システムに導

入されている装置について、NLAB にて実施した動作確認試験の結果

を活用し、安全性を確認・製品を出荷した（製品名公表不可）。 
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➢ 自動車メーカーは NLAB にて実施した耐火性試験の結果を活用し、欧

州販売に必要な製品の認証を取得した（企業名、製品名公表不可）。 

 

 

●データ利活用を目的とした試験協力者の募集 

後述する「データ利活用 WG」において選定した日本の蓄電池システム

産業の競争力強化に資する有益で活用可能な試験テーマ（耐類焼性試験

及び水没試験）について、令和 3 年度は 11 件（耐類焼性試験 1 件、水没

試験 10 件）の試験を実施した。現在は、試験の協力者と共に得られた試

験データの解析を進めるとともに、3 社以上のデータが取得できた水没

試験については産業界へのデータ共有を実行した。令和 4 年度において

は、引き続き、耐類焼性試験及び水没試験のデータ取得及び解析を進め、

日本の蓄電池システム産業界に試験データを共有することで、ハブとし

ての機構の立ち位置を確立するとともに、蓄電池システムに関わる各企

業の協調領域の拡大を図っていく。  

 

 

ウ 事業者訪問等を通じて要望、ニーズを把握し、試験装置の追加導

入・改造、試験評価手法開発等の試験サービスの拡充を実施する。  

 

●試験サービスの拡充 

＜遮断試験＞ 

 蓄電池システムに搭載する保護デバイスである電流ヒューズやコンダ

クタ（電流遮断器）の遮断試験システムを平成 29 年度に導入し、事業

者ニーズに基づきこれまで当該システムの装置拡張を実施してきたとこ

ろ。令和 3 年度には当該装置を用いた共同試験を 14 件実施するととも

に、事業者ニーズを十分満たすと考えられる最大遮断電流を 15kA から

30kA へ拡張するために必要となる試験装置の調達等を実施した（令和 4

年度に拡張完了予定）。 

 なお、機構が開発した当該遮断試験システム（高電圧大電流遮断試験

システム）は前述のとおり、メーカーの新製品開発に繋がり、安全性・

信頼性の高度化に貢献した。  

 

＜耐類焼性試験＞ 

 耐類焼性試験を再現性高く実施可能とするレーザー照射装置を令和元

年度に導入し、令和 3 年度には一般財団法人電気安全環境研究所

（JET）と連携しながら当該装置を用いた共同試験を 4 件実施した。 

 

 

●多目的中型実験棟等の新規整備 

近年、国内外で再生可能エネルギーの導入拡大が急速に進み、蓄電池

について世界的に需要が高まると同時に、全固体電池をはじめとする次

世代蓄電池の技術開発が進む中で、これらに対応し、各企業の枠を超え

た安全性・性能評価が可能な施設が求められている。また、 EV の世界

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機構が平成 29 年度から開発を続けてきた高電圧大電流遮断試

験システムについて、最大遮断電流の拡張に向けた試験装置の

調達等を実施するとともに、事業者から依頼に基づき当該試験

システムを活用した共同試験を 14 件実施したことは、計画水準

を大きく上回る成果である。 
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的な需要の高まりを背景として、多目的大型実験棟（大型チャンバー）

の高稼働が続いており、カーボンニュートラル促進のため蓄電池評価の

需要が今後増加する見込みである。このような背景のもと、 NLAB 機能

を拡張するために、令和 3 年度補正予算「カーボンニュートラル促進の

ための国際標準・認証拠点整備事業」（令和 3 年 12 月 20 日国会成立）

として、試験評価・認証基盤の拠点（多目的中型実験棟（中型チャンバ

ー）等）を新たに整備するために、機構内に多目的中型実験棟新築 PT

を設置（令和 3 年 12 月 21 日の運営会議承認）しつつ、その活動を開始

した。 

令和 3 年度は計 15 回 PT 開催（このほか、令和 3 年 11 月 26 日の令和

3 年度補正予算閣議決定を受け、PT 設置前に関係者によるプレ PT を計

3 回開催）しつつ、整備対象施設の基本条件及び要求水準並びに設計・

施工・工事監理に係る要求水準を定めた要求水準書（仕様書）をはじめ

とした入札公告資料の策定、土地購入の意思表明、 CM 業務及び公募プ

ロポーザルの入札公告等の活動を行った。 

本事業は、経済産業省等と調整の上、令和 4 年度に繰越されたため、

令和 4 年度も引き続き多目的中型実験棟等の新規整備に必要な活動を実

施していく。 

 

 

エ 蓄電池システム産業関係者による会議体を運営し、日本の蓄電池

システム産業の競争力強化のために、将来に向けて必要とされる取り

組みの検討を引き続き実施するとともに、機構で取得した試験データ

の活用方法についての検討を進める。また、国内外の関係者、関係機

関等との連携強化を図る。 

 

●蓄電池システム産業の将来に関する検討委員会の運営  

世界的な蓄電池市場の拡大により、平成 28 年度の NLAB 開設当時と比

較して、想定以上の試験ニーズが増加しており、機構では、NLAB ユーザ

ーやユーザーになりうる企業からヒアリング等を実施し、企業ニーズに

基づいたオリジナル試験を実施してきたが、今後、急速に多様化・大型

化する蓄電池の使用範囲の拡大と次世代高機能型蓄電池の検討が進む中

で、機構として日本の蓄電池産業の発展と世界における競争力強化を継

続的に後押ししていくことが求められている。 

このような状況を踏まえ、機構は、大型蓄電池のグローバル認証基盤

整備事業を更に加速させるため、機構が核となり、ユーザー、試験機関

やアカデミア関連等 23 委員と経済産業省の蓄電池関連の 11 か所の所管

課等を招へいし、急速に拡大し続けている蓄電池システム産業の世界市

場において、いかに日本産業が勝っていくかを議論する「蓄電池システ

ム産業の将来に関する検討委員会」を令和元年度に立ち上げた。 

令和 3 年度は、引き続き本検討委員会を開催（第 6 回：10 月 20 日）

し、後述する「データ利活用 WG」の進捗状況、IEC62933-5-2 発行等に関

する情報を共有することで、日本の蓄電池システムに関わる様々なステ

ークホルダーに対し、日本の蓄電池システム産業界の将来のあるべき姿

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度に整備した日本の蓄電池システム産業における課

題解決のための論点ごとのアクションプラン（中間整理）にお

いて、アクションプランとして挙げられた「データ利活用」に

関して、機構はデータ利活用における課題と対応策を検討し、

実行に移すための仕組みとして令和 2 年度に「データ利活用

WG」を立ち上げた。本 WG を運営し、「データ利活用」を実行し

ていくには事業者の協力が不可欠であるため、積極的に事業者

への声かけを実施し、粘り強く説明することで新たに WG メンバ

ーを 2 社追加することに成功した（うち 1 社は社内事務手続の

関係から WG 参画は令和 4 年度から）。また、本取組の肝となる

「産業界へのデータ共有方針」について、1 年を通して検討（WG

開催 4 回の他、WG 委員等との個別意見交換を 8 回）行った結

果、産業界へ試験データを共有する際の基本方針を確定すると

ともに、本方針に従い産業界へ試験データの共有を実行した。 

 本取組は、蓄電池システム産業界全体で活用する試験データ

の取得を目指す国内初の試みであり、取得した試験データは日

本の蓄電池システム産業界の宝となる。事業者の協力が不可欠
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の実現に向けて今後取り進める取組を共有した。  

 また、令和元年度に整備した日本の蓄電池システム産業における課題

解決のための論点ごとのアクションプラン（中間整理）において、アク

ションプランとして挙げられた「データ利活用」に関して、機構はデー

タ利活用における課題と対応策を検討し、実行に移すための仕組みとし

て令和 2 年度に「データ利活用 WG」を立ち上げ、本格的な議論、取組

を開始した。 

 令和 3 年度は、引き続き本 WG を開催（第 4 回：6 月 25 日、第 5 回：

9 月 30 日、第 6 回：12 月 21 日、第 7 回：3 月 2 日）し、産業界へ試験

データを共有する際の基本方針を確定した。また、3 社以上のデータが

取得できた水没試験については、本方針に従い産業界へ試験データの共

有を実行した。また、試験協力者の合意の下、データ利活用に係るプレ

スリリース（1 月 31 日）を行い、産業界における本取組の認知度向上

（データ取得の加速化）を図るとともに、試験協力者の製品 PR に貢献

した。令和 4 年度においては、引き続き、耐類焼性試験及び水没試験の

データ取得及び解析を進め、日本の蓄電池システム産業界に試験データ

を共有することで、ハブとしての機構の立ち位置を確立するとともに、

蓄電池システムに関わる各企業の協調領域の拡大を図っていく。  

 

●サンディア国立研究所との連携 

機構は平成 28 年度の NLAB 稼働時より、国内外の蓄電池業界に対する

機構のプレゼンス向上や、蓄電池システムに関する国内外の規制等の状

況把握等を目的として、国内外の関係者や関係機関との連携を模索して

おり、その中で米国蓄電池業界に対し大きな影響力を持っているサンデ

ィア国立研究所（SNL）との連携をこれまで進めてきたところ。最初はお

互いの信頼関係構築から始まり、その後、共同試験の実施や論文発表等、

具体的な成果を上げていき、最終的には規格開発やお互いの施設での試

験結果を活用した効果的な試験サービスの提供等に繋げることを目指し

ている。 

上記背景のもと、機構は SNL と平成 28 年度に秘密保持契約（3 年間有

効）を締結し、3 年後の令和元年度に更新を行った。当該秘密保持契約の

もと、引き続き令和 3 年度は SNL との共同試験における条件設定等の協

議を続け、大型蓄電池システムの試験・手法開発に向けて、次の進展を

達成した。 

  

＜ラウンドロビン方式での試験実施準備＞ 

大型蓄電池システムに関する試験手法開発に繋げていくための緊密な

連携に係る最初の共同試験として、SNL と機構が安全性試験をラウンド

ロビン方式（同じ試験体を準備し、各機関が同一条件で同一の試験を実

施し、試験データを比較する）で実施し、試験環境の違い等による試験

データの差異を確認することに平成 30 年度に合意した。当該試験を実施

するには、双方の試験において可能な限り有意差を生じさせないよう、

均一かつ同等の試験体を入手することが課題であったが、試験体の仕様

に目途を立て、令和 2 年 1 月に試作した計 50 セルが機構に納品された。

である状況の下、積極的な声かけにより WG メンバーを増やすと

ともに、複数の試験を実施しデータを入手することで産業界へ

の試験データ共有まで達成したことは、ハブとしての機構の立

ち位置を確立するとともに、蓄電池システム関係企業の協調領

域拡大に繋がる重要なメルクマールであり、計画水準を大きく

上回る成果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SNL との連携（※）に関しては、コロナ禍の影響により共同試

験が遅れぎみであったが、これまで不定期であった打合せを定

期的に開催（概ね 1 回／月の頻度）することを提案し同意を得

て、より円滑な意思疎通・協力体制を構築したことにより、 SNL

と取り決めた評価条件にて単電池レベルの 4 試験(釘刺し、外部

短絡、過充電、外部加熱)、モジュールレベルの 1 試験(耐類焼)

を着実に実施し、計画の水準を達成した。 

 

※ SNL は米国エネルギー省（DOE）傘下の研究所であり、米国蓄

電池業界に対し大きな影響力を持っている。例えば、米国の蓄

電システムの安全性に関する基準（モデルコード）策定を統括

する役割を果たし、その基準を議論するための WG を多数主催

している。また、蓄電システムの燃焼モデル開発の研究を実施

している。そのため、SNL との協力関係を構築していくことで、

米国蓄電池業界に対する機構のプレゼンスが向上し、米国の基

準策定に我が国の意見を反映させることも可能となり、我が国

企業の国際競争力強化につながることが期待される。  
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令和 2 年度は、試作した試験体の初期評価実施後、SNL に送付し、双方

での初期評価結果の対応を確認した。更に、試験条件の詳細に関する議

論を推し進め、評価条件を決定した。この決定に基づいて令和 3 年度は、

8 月に単電池レベルの 4 試験(釘刺し、外部短絡、過充電、外部加熱)、

12 月にモジュールレベルの 1 試験(耐類焼)を実施した。 
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を行う。 

 

 ア 日本が推進するファインバブルの国際標準化を実現するため、ISO 

/TC 281（ファインバブル技術）の国内外委員会等に参加し、ファイン

バブルの特性評価に関する測定方法を用いたデータを提供すること

で、国際標準化活動に貢献する。また、規格案の審議を進展させるた

め、外部機関と連携し関係者の信頼を得るようにする。 

 

ファインバブル技術に関する国際標準化を検討している ISO/TC(技術

委員会)281（ファインバブル技術）の WG（作業グループ）1（一般原則）、

2（計測）及び 3（アプリケーション）の国内審議委員会及び国際委員会

に専門家として参加し、以下の取組を実施することで国際標準化へ貢献

した。 

 

●機構が原案作成し、主体となって提案した国際規格  

機構が開発した手順をもとに原案を作成し、機構が主体となって提案

を行った国際規格及び標準報告書が発行された。  

 

＜ファインバブルの消泡に関する評価法（パート 2：消泡技術）＞ 

当該国際規格案は令和 2 年 2 月に新作業項目提案（NP）登録され、令

和 2 年 10 月に国際規格原案（DIS）登録、国際規格原案（DIS）投票によ

る 30 件のコメントを処理した後、令和 3 年 9 月 20 日に国際規格として

発行された。 

ファインバブル水はファインバブルだけでなくファインバブル以外の

粒子（コンタミ）を含んでいることがある。現在、ファインバブルの測

定には光散乱を利用した手法が使われているが、このような手法では水

中のファインバブルとコンタミを区別して測定することは難しい。ファ

インバブルをコンタミと区別して評価することを目的とし、機構が主体

となって国際規格「ファインバブルの消泡に関する評価法 パート 1：

評価手順」を提案した。当該規格では、ファインバブルの消泡技術を用

いた評価手法の手順が記載されており、令和 2 年 11 月 13 日に発行され

た。令和 3 年度に発行された国際規格「ファインバブルの消泡に関する

評価法 パート 2：消泡技術」では、より高い消泡効果が得られる 3 つ

の消泡技術（超音波照射、超遠心、凍結融解）について記載されており、

例えば、機構が開発した超音波照射手法では、適切な周波数の超音波を

照射すると、他の手法に比べてファインバブルをより多く消泡できる。  

これら 2 つの国際規格を用いてファインバブルを評価することによ

り、ファインバブルをより精度よく測定することができ、評価結果の信

頼性を高めることができる。  

 

 

 

 

 

 

 

機構はこれまでファインバブル技術に関する 6 本の国際規格

案を作成し、ISO/TC281 の委員会に専門家として参加した。令和

3 年度は、ファインバブルを水中のコンタミと区別して精度良く

測定する方法を国際規格として、各ファインバブルの応用技術が

SDGs のどの目標に貢献するかを説明する方法を標準報告書とし

て発行させた。これにより、測定結果及びファインバブル応用技

術の信頼性が向上され、ファインバブル技術産業全体の健全な発

展が期待できる（※）。 

 このように、「測定」という観点だけで無く、「各応用技術の

SDGs 達成」という観点からファインバブルを評価する手法を国際

標準化することにより、ファインバブル技術の信頼性向上と健全

な産業発展に貢献したことは、計画水準を大きく上回る成果であ

る。 

 

※  国内外のファインバブル市場は成長を続けており、令和 3 年

度は世界で 1000 億円を超え、令和 6 年度には 1500 億円を超

える見込み（株式会社矢野経済研究所推計）  
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＜ファインバブル規格への SDGs の帰属ガイドライン＞ 

当該ガイドライン案は令和 2 年 2 月に新作業項目提案（NP）登録され、

令和 2 年 6 月に標準仕様書原案（DTS）登録された。令和 2 年 10 月に中

央事務局と議論した結果、標準報告書（Technical Reports）として発行

されることとなり、令和 3 年 4 月 13 日に発行された。 

ファインバブルは水と空気さえあれば作成することができ、水質浄化、

洗浄、農業、漁業、環境などの多くの分野に適用可能な技術であること

から、SDGs の目標達成に大変有効な技術であると期待されている。この

標準報告書は、各ファインバブルの応用技術が SDGs のどの目標に貢献す

るかを示すガイドラインである。このガイドラインに基づいて SDGs 貢献

に資する技術であることを説明できるようになることにより、ファイン

バブル業界全体の信頼性の向上と、ファインバブル技術産業への適切な

投資活動促進やさらなる産業発展が見込まれる。  

 

 

●機構が開発した測定方法及び実験データを提供した国際規格  

 3 本の国際規格案「表面張力の測定方法」、「シャワーヘッドの測定

方法」、「ノズルの測定方法」について、機構が開発した測定方法及び

取得した実験データを国内審議委員会に提供した。当該規格案は各々、

国立研究開発法人産業技術総合研究所、株式会社サイエンス、高知工業

高等専門学校が主体となって活動しており、産業界、研究機関、行政機

関が連携し進めている。令和 3 年 9 月の Web 会議を経て、当該 3 本の規

格は新作業項目提案（NP）登録された。 

 

 

イ これまで発行した国際標準規格の普及活動として、機構がもつ試

験設備や測定技術を活用して、民間が実施するファインバブル関連製

品に関する国内認証基盤構築等への協力及びセミナー等を行う。公設

試等も含めた試験機関だけでなく、オンラインを利用することでより

多くのファインバブル測定実施者の評価技術の底上げをすることによ

り、国内のファインバブル技術関連の研究開発を間接的に支援する。  

 

令和 3 年度までに発行した 6 本の国際規格（標準報告書含む）につい

て、以下のとおり、普及活動を行った。日本国内だけでなく国外もター

ゲットに普及活動を行い、国内外の多くの測定実施者に対して技術を広

めることができた。なお、測定操作を動画化して紹介することにより、

規格の本文を読んだだけではイメージが難しい箇所について、理解を促

すことに成功した。 

  

●YouTube を用いた配信 

 ファインバブルを扱い始めて間もない方を対象とし、国際規格に基づ

くファインバブルの測定法だけでなく基礎情報も含んだコンテンツを作

成した。令和 2 年度に日本語版 6 本に引き続き、日本語版 1 本及び英語

版 6 本作成し、YouTube 配信を行った。YouTube を用いることにより、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度までに発行した 6 本の国際規格（標準報告書含

む）について、ファインバブルを扱い始めて間もない方及びフ

ァインバブル測定実施者を対象としてオンラインを用いた普及

活動を行った。これにより、場所や時間を問わず情報を得る機

会を提供することができた。また、国内だけでなく国外に対

し、積極的に普及活動を行った。YouTube 配信及びライブ配信と

いったオンラインを用いることにより、より多くの国及び研究

者等の参加を可能とし、ファインバブルに興味を持つ者へのア

ピール及び技術力の底上げに貢献し、産業発展に貢献した。  ま

た、測定操作を動画化して紹介することにより、規格の理解度

を促進した。 

地方公設試等への普及については、既にファインバブル技術
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機構は場所や時間を問わず情報を得る機会を提供し、より多くの方の技

術力の底上げに貢献した。日本語版だけではなく英語版も作成し配信す

ることにより、自由に国境の行き来ができない状況に対応し、また、行

き来が可能であったとしても、対面の講演会では国外からの参加人数は

絞られてしまう点を克服している。このようにして、ファインバブル技

術を世界により広めることができた。  

 

●オンラインを用いたライブ配信 

 ファインバブル測定実施者を対象とし、国際規格に基づくファインバ

ブルの測定法に関する説明をライブ配信した。中小企業を中心に技術交

流を促すことを目的として公益財団法人名古屋産業振興公社が開催した

講演会では、約 110 名のファインバブル技術者に対して説明を行った。  

 国内だけでなく国外でも講演を行い、令和 3 年 9 月に開催された

APEC（アジア太平洋経済協力）基準適合性小委員会のワークショップに

おいて、国際規格の紹介を行った。10 ヵ国から約 50 名という多くの国

及び研究者が参加し、ファインバブル技術に興味を持つ国へのアピール

及び技術力の底上げに寄与し、産業発展に貢献した。  

 

●地方公設試等への普及活動  

 ファインバブル技術の研究及び産業応用で知られる高知工業高等専門

学校への国際規格に基づくファインバブルの測定法に関する説明を行っ

た。また、ファインバブル技術に興味を持ち、ファインバブル技術に関

する研究を検討していた地方公設試にも説明を行った。  

このように、既にファインバブル技術の活用が盛んな地域だけでな

く、そうでない地域に対しても熱心に説明を行う事により、ファインバ

ブル技術の普及及び発展に貢献した。  

 

 これまで、国内認証制度において、試験ラボへの技術指導を行うこと

で試験結果の精度をより高くする役割を持つ参照ラボ機能を機構が持っ

ていた。令和 3 年度、機構が持つ国際規格に基づく測定技術を一般社団

法人ファインバブル産業会に技術移転を行い、令和 3 年 12 月 24 日、一

般社団法人ファインバブル産業会が運営する参照ラボが設立した。これ

により、一般社団法人ファインバブル産業会が自立して国内認証制度を

運営できるようになった。 

 

 

 

の活用が盛んな地域だけでなく、そうでない地域に対しても熱

心に説明を行う事により、ファインバブル技術の普及及び発展

に貢献した。 

このように、様々な工夫を行って国際規格の普及活動を行

い、当初の計画以上に広く技術の普及を行えたことは、計画水

準を大きく上回る成果である。 

機構が有する測定技術を民間へ移転させ、参照ラボ立ち上げ

に大いに貢献し、民間の自立した国内認証制度の運営に貢献し

た。 

 

 

グローバル認証基盤整備事業のもと平成 25 年度から機構にお

けるファインバブル業務が開始し、ファインバブルの測定方法

の開発、国際標準化、国内認証制度構築支援を行ってきた。平

成 25 年度から令和 3 年度までの以下の成果により、ファインバ

ブル関連製品の信頼性が担保され、ファインバブル産業の健全

な発展に貢献することができたため、令和 3 年度をもって、機

構によるファインバブル業務は終了した。  

●ファインバブル測定方法の開発 

ファインバブル試験・評価用設備を整備し、発生後短時間で

消えてしまうマイクロバブル、目に見えないウルトラファイン

バブル、それぞれの特性に合わせた測定方法を開発した。  

 

●国際標準化 

機構が開発した測定法等以下 6 本の国際規格類を発行させ、海

外に対しても技術の普及及び産業発展に貢献した。  

【令和 3 年度までに発行した規格一覧】 

➢ ウルトラファインバブル分散水の保存及び輸送 

➢ ウルトラファインバブル測定のためのサンプリング及び

試料調製 

➢ マイクロバブルのサイズ評価法 

➢ ファインバブルの消泡に関する評価法（パート 1：評価手

順） 

➢ ファインバブルの消泡に関する評価法（パート 2：消泡技

術） 

➢ ファインバブル規格への SDGs の帰属ガイドライン（標準

報告書） 

●国内認証制度構築支援 

 機構が開発したファインバブルの測定方法が業界団体規格に

採用され、平成 29 年度に民間による国内認証制度がスタートし

た。また、認証マークのグローバル展開に向けて、令和 3 年

度、民間による海外との認証協力が開始され、民間が行うグロ

ーバル認証制度に貢献した。 

●令和 3 年度には、機構が持つ測定方法を民間に技術移転する
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ことで参照ラボが設立し、新技術に信頼を付与する制度構築と

それを持続可能とする技術支援を行う事により、民間の自立し

た国内認証制度の運営に貢献した。 

 

 ３．電気保

安技術支援

業務 

再生可能エ

ネルギー発

電設備導入

拡大やスマ

ート保安推

進加速とい

った進展す

る状況変化

下での持続

的な電気保

安水準の維

持・向上に

貢献するた

めに、電気

保安に係る

事故情報の

整理・分

析、事故実

機調査の実

施とデジタ

ル化等によ

る高度化及

び効率化、

事故分析の

高度化を見

据えた情報

システムの

構築・運用

・改修、経

済産業省が

指示する再

生可能エネ

ルギー発電

設備等に対

する電気事

業法に基づ

いた立入検

3．電気保

安技術支援

業務 

再生可能エ

ネルギー発

電設備導入

拡大やスマ

ート保安推

進加速とい

った進展す

る状況変化

下での持続

的な電気保

安水準の維

持・向上に

貢献するた

めに、安全

情報の整理

・分析・水

平展開等を

基軸とし、

電気保安行

政を技術的

に支援する

機関として

必要な取組

を行う。 

（1）電気

保安に係る

事故情報の

整理・分析

及び事故実

機調査 

事業者から

経済産業省

に提出され

る電気設備

の事故情報

について、

経済産業省

 令和 2 年度に発生した電気事故について、経済産業省（本省及び各産

業保安監督部等をいう。以下「3．電気保安技術支援業務」において同

じ。）から電気関係報告規則（昭和四十年通商産業省令第五十四号。以

下「報告規則」という。）に基づき報告された電気事故報告書等の提供

を受け、引き続き整理・分析を実施した。この取組は、平成 28 年度に

平成 27 年度発生の電気事故報告書の整理・分析を開始した当初より継

続的に実施しているものであり、令和 3 年度で 6 年目の取組となる。 

また、令和元年度本格運用開始からの継続的な取組として、自家用電

気工作物の事故等のうち経済産業省や設置者等関係者と協議の上で機構

において事故実機調査が必要と判断された案件について、経済産業省か

らの要請に基づいた、事故実機調査を実施した。  

 

●電気保安統計の取りまとめ  

報告規則第 2 条に基づき電気事業者から経済産業省に提出された電気

保安年報及び報告規則第 3 条に基づき経済産業省に報告された電気事故

報告書について、経済産業省から提供を受け、経済産業省の内規「電気

関係報告規則第 3 条に規定する事故の報告及び自家用電気工作物電気事

故統計表の作成について（内規）」に基づき集計し、令和 2 年度電気保

安統計として取りまとめるとともに、当該年度の事故情報の特徴等を取

りまとめた概要版を合わせて作成した。これらは令和 4 年 3 月に経済産

業省 Web サイトから経済産業省と機構の連名で公開された。  

 

●電気事故情報の整理・分析 

報告規則第 3 条に基づき経済産業省に報告された電気事故報告書につ

いて、整理・分析を行い、分析結果を経済産業省の審議会等に情報提供

した。また、平成 30 年度からの継続的な取組として令和 3 年度も事故

事例集を作成し、セミナー等で紹介するとともに、機構 Web サイトで公

開した。 

 

●事故実機調査 

令和元年度から本格開始した事故実機調査を令和 3 年度も引き続き実

施した。 

令和 3 年度は、令和元年度～2 年度で蓄えた知見を活かし、調査対象の

絞り込みと調査内容の深化を図りながら、31 件の調査を実施した。具

体的には、これまで多数あった気中負荷開閉器（PAS）の調査は、蓄積

した知見を活かして依頼受付前のヒアリングで自然現象（雷）起因と推

定できるものは受け付けず、高圧ケーブルといった調査精度を高める必

要が認められる電気工作物を中心に調査を行った。  

事故実機調査は、電気保安向上において有用性は高いものの、法令に

基づく調査ではないため、座して案件が来るというものではないが、依

電気保安統計の取りまとめや電気事故情報の整理・分析・水

平展開を行い、事業者による自主保安の取組の維持・向上に貢

献した。また、事故実機調査結果を踏まえた注意喚起を行う

等、適切に経済産業省や関係者に情報を共有しており、計画の

水準を達成した。 
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査の的確な

実施、スマ

ート保安に

係る技術の

妥当性評価

等、電気保

安に関する

官民への専

門的支援を

検討・実施

しつつ、体

制の整備を

行う。 

の要請に基

づき、事故

情報を統計

的にまとめ

るとともに

事故の傾向

等の評価・

分析を行

い、年間統

計や水平展

開すべき事

項等の分析

結果を経済

産業省や産

業構造審議

会保安・消

費生活用製

品安全分科

会電力安全

小委員会等

に報告する

とともに、

関係団体や

関係者等に

情報共有す

る。また、

自家用電気

工作物の事

故等のうち

経済産業省

や設置者等

関係者と協

議の上で機

構において

事故実機調

査が必要と

判断された

案件につい

て、経済産

業省からの

要請に基づ

き事故実機

調査をデジ

タル化等に

頼者である事業者や経済産業省からは、事故原因究明の深掘りができ、

機構の調査結果は大変有用である等と好評を得ている。例えば、令和 2

年度に続き、事故実機調査結果を踏まえて注意喚起をすべき案件を見い

だし、経済産業省 中部近畿産業保安監督部近畿支部と連名で注意喚起

を公表（令和 3 年 6 月 16 日公表：「更新推奨時期に満たない高圧ケー

ブルにおける水トリー現象に係る注意喚起」）することができた。 

また、電気事業法に基づく立入検査において経済産業省が立入検査計

画を策定する際に、機構は事故実機調査の結果も踏まえた提言を行い、

策定を支援した。加えて、機構が実施した立入検査のうち、パワーコン

ディショナ（PCS）の不具合による事故が発生した事業所、施工不全又

は保守不全の事故が発生した事業所においては、事故実機調査結果から

得た製品構造などの情報を立入検査時に活用することができた。  
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よって高度

化・効率化

しつつ実施

し、経済産

業省や関係

者に情報を

共有する。

これらの分

析・調査作

業を通じ、

制度上変更

が必要な箇

所があれ

ば、その点

に対する対

処方針案を

含めて、経

済産業省に

提言する。 

  （2）詳報

データベー

スの構築・

運用・改修 

行政におけ

る電気保安

に係る事故

情報の管理

・分析・水

平展開等の

高度化に資

するよう構

築した、

「詳報デー

タベース

（※）」を

着実に運用

しつつ、利

用者から改

善点や意見

を抽出し、

利用者の利

便性向上に

必要な改修

を行う。 

 詳報データベースを構成する詳報システム 3 種（詳報作成支援システ

ム、詳報管理システム、詳報公表システム）について、令和 3 年度にお

いても、定例的な保守作業以外ではシステム停止することなく、安定な

運用を実施した。 

また、詳報作成支援システムについて、小出力発電設備事故報告制度

を踏まえた構築を実施した上で、令和 3 年 7 月にスマートフォンでも操

作できるように改修し、令和 4 年 3 月には小出力発電設備以外の事故に

ついても事故が発生した地区を管轄している産業保安監督部に事故報告

を電子申請できるよう改修した。加えて、令和 4 年 3 月に使い方を解説

した動画を公開することで、システムを利用しやすくなるよう環境を整

えた。更に、詳報公表システムについて、経済産業省との公表ルールの

調整及びシステムへの公表データ入力という下準備を完了させ、令和 4

年 1 月に公開した。これにより、平成 29 年から着手した詳報システム 3

種の構築及びシステムを活用した仕組みの調整について完成に至った。

機構は事故情報の“集約”と“活用”の両方の仕組みを提供し、事故情

報活用の DX 化を促進することで、事故情報の分析の高度化、効率化に繋

がり、経済産業省は行政判断に必要な情報を、事業者は事故防止等に必

要な情報を容易に得られるようになった。 

その他、使い勝手面において改善意見等を常時募集としており、その

内容を整理し、令和 3 年度末にはシステム改修を行い、より使い勝手の

よいシステムとして作り込みを行った。  

 

詳報システム 3 種（詳報作成支援システム、詳報管理システ

ム、詳報公表システム）について、計画どおり公開し、安定な

運用を実施した。また、使い勝手に関するユーザーニーズを踏

まえて改善を実施した。 

特に、詳報公表システムを経済産業省との公表ルールの調整

及びシステムへの公表データ入力という下準備を完了させて公

開に至ったことで、これまで事業者等が電気事故情報を調べる

際には、産業保安監督部ごとに公開している情報（検索機能な

し）を一つずつ確認する必要があったが、検索機能を有したデ

ータベース（詳報公表システム）を利用することで事故防止等

に必要な情報を容易に得られるようになった。また、詳報作成

支援システムについては、スマートフォン対応版の構築や、使

い方を解説した動画の公開等、システムを利用しやすくなるよ

う環境を整えた。このように、事故情報の“集約”と“活用”

の両方の仕組みを提供し、事故情報活用の DX 化を促進して電気

保安の高度化に貢献したことは、計画水準を大きく上回る成果

である。 
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 また、新

設される小

出力発電設

備事故報告

制度を踏ま

えた情報シ

ステムの構

築を行う。 

※詳報デー

タベース： 

事業者等か

ら経済産業

省に提出さ

れる電気工

作物に関す

る事故報告

書の作成を

支援するシ

ステム（詳

報作成支援

システ

ム）、電気

工作物に関

する事故情

報を整理・

分析するシ

ステム（詳

報管理シス

テム）、電

気工作物に

関する事故

情報を公表

するシステ

ム（詳報公

表システ

ム）の 3 シ

ステムで構

成されてい

る。 

  （3）電気

事業法に基

づいた立入

検査 

事故情報分

電気事業

法に基づ

く立入検

査の実施

件数（全

令和 2 年度中に事故情報の分析や事故実機調査等の結果を踏まえて機

構が経済産業省に行った提言に基づき経済産業省が策定した立入検査計

画に従って、再生可能エネルギー発電設備（パワーコンディショナ

（PCS）の不具合による事故が発生した事業所、施工不全又は保守不全

の事故が発生した事業所等）17 件について、経済産業省から電気事業

経済産業省から電気事業法に基づいた立入検査の指示を受

け、全件（17 件）実施した。また、経済産業省が行う令和 4 年

度の立入検査テーマの選定において、機構は令和 2 年度の事故

情報からの統計的な分析・事故実機調査等の結果を踏まえ、経

済産業省へ提案を実施しており、計画の水準を達成した。  
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析等に基づ

いて立入検

査先の提案

を行うこと

等を通じ、

選定段階か

ら経済産業

省と密接に

連携しつ

つ、経済産

業省が指示

する再生可

能エネルギ

ー発電設備

等に対する

電気事業法

に基づいた

立入検査を

的確に実施

する。 

件実施） 法に基づいた立入検査の指示を受け、全件実施した。  

なお、立入検査は現地に行くことが必要になるため、コロナ禍で実施

するにあたり、 

➢ 日程面では、緊急事態宣言等の発令状況及び事業者の意向を考慮

して日程調整を行い、また、立入検査員の PCR 陰性証明を求める

事業者に対しては事前に陰性証明書を取得した。  

➢ 立入検査実務面では、可能な限り密を避けて円滑に行えるよう、

以下のとおりの工夫を行った。 

・立入検査資料は可能な限りメール等で入手し、書類の確認を事

前に実施した。 

・疑問点等については、事業者にメール等で事前にやりとりを実

施し、当日は書類確認時間を極力最小限にして、発電設備等の現

場確認に時間をかける配分とした。  

・経済産業省が作成する実施要領とは別に、主に電気設備の技術

基準にかかる要求事項をまとめた機構独自のチェックリストを作

成して立入検査に用いた。 

 また、産業保安監督部から照会のあった太陽電池発電設備の架台の強

度に疑義のある案件について、設計図等の技術情報を基に構造解析を行

い、技術的観点から助言等を行った。  

 

経済産業省が行う令和 4 年度の立入検査テーマの選定において、機構

は令和 2 年度の事故情報からの統計的な分析・事故実機調査等の結果を

踏まえ、経済産業省へ提案を実施し、機構だけでなく産業保安監督部が

実施する立入検査方針にも反映させた。 

 

更に、立入検査員の能力向上 に資する以下の活動を行った。 

➢ 経済産業省が実施する立入検査に 15 件同行した。 

➢ 専門家講師を招いて、太陽電池発電設備の構造設計に関する勉強

会のほか、太陽電池発電設備の現場において、立入検査実施時の

留意点等についての研修会を開催した。  

➢ サイバー攻撃演習を含めた研修「自家用電気工作物対応サイバー

セキュリティ教育」を機構職員に受講させた。 

➢ 電気保安協会の送配電設備や受電設備を使用し、専門家講師から

設備の使用方法や保安管理方法等についての指導を受けた。  

 

 

  （4）技術

支援機関と

しての電気

事業法執行

業務に関す

る専門的支

援等の検討

・実施及び

必要な体制

 経済産業省では令和 2 年度からスマート保安官民協議会を設置（令和

2 年 6 月 29 日設置）し、産業保安分野での、スマート保安（※スマー

ト保安：急速に進む技術革新やデジタル化、少子高齢化等が一層深化す

る環境変化の中、官民が連携し、IoT や AI などの新技術の導入等によ

り産業保安における安全性と効率性を追求する取組をいう。）の導入促

進の取組を加速させており、電気保安分野では、スマート保安官民協議

会電力安全部会において、「電気保安分野 スマート保安アクションプ

ラン（令和 3 年 4 月 30 日）」が策定されている。当該アクションプラ

ンの中で、スマート保安技術（スマート保安に資する技術や保安方法等

経済産業省は、スマート保安官民協議会電力安全部会におい

て、「電気保安分野 スマート保安アクションプラン（令和 3 年

4 月 30 日）」を策定し、スマート保安の導入促進の取組を加速

させている。当該アクションプランの中で、スマート保安技術

の妥当性確認等を行う仕組みが必要とされたことを受け、機構

は、半年でスマート保安プロモーション委員会を立ち上げた。

また、機構は、当該委員会の運用にあたり、事業者等からのス

マート保安に資する技術評価の申請を受け、スマート保安プロ

モーション委員会でその技術の妥当性が評価され、評価結果を
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整備 

再生可能エ

ネルギー発

電設備導入

拡大やスマ

ート保安推

進加速とい

った進展す

る状況変化

下での持続

的な電気保

安水準の維

持・向上に

貢献するた

め、スマー

ト保安に係

る技術の妥

当性評価

等、電気保

安に関する

官民への専

門的支援を

検討・実施

しつつ、安

全情報の整

理・分析・

水平展開等

をし、また

体制整備を

行う。 

をいう。）の妥当性確認等を行う仕組みが必要とされたことを受け、機

構はスマート保安促進に貢献するための活動を実施した。  

 

●スマート保安プロモーション委員会の設置  

機構は、スマート保安を促進するための仕組みとして、スマート保安

技術やデータを活用した新たな保安方法の妥当性を確認し、官民間・業

界間でその知見を共有することを目的とした「スマート保安プロモーシ

ョン委員会」を設置（令和 3 年 10 月 27 日第 1 回委員会開催）し、機構

が事務局を務めた。 

 また、機構は、当該委員会の運用にあたり、事業者等からのスマート

保安に資する技術評価の申請を受け、スマート保安プロモーション委員

会でその技術の妥当性が評価され、評価結果を受けてカタログ化するこ

とによりスマート保安技術の開発・普及と現場実装を支援する仕組みを

構築した。 

なお、当該委員会の内容について、電力安全小委員会の下に電気保安

に係る制度検討を専門的かつ効率的に行っていくことを目的として設置

された、産業構造審議会保安・消費生活用製品安全分科会電力安全小委

員会電気保安制度ワーキンググループの、令和 3 年 11 月 5 日開催の会

議で報告した。 

 

●スマート保安プロモーション委員会での成果 

当該委員会を立ち上げただけで事業者等からスマート保安に資する技

術評価の申請が来ることはなく、機構は様々な当該委員会の広報活動を

展開した。上述の電気保安制度ワーキンググループでの報告、スマート

保安に関するアンケート調査の実施（後述）、エネルギーに関する展示

会に訪問しての情報収集、電気保安に関係する業界団体との意見交換、

機構ホームページにスマート保安のページを作成してスマート保安に関

する問合せ対応等を実施した。その結果、スマート保安に関して 14 件

の事業者等との打合せを実現し、うち 1 件「停電年次点検の延伸（1 年

に 1 回から 3 年に 1 回）の技術要件」について、令和 4 年 2 月 14 日及

び令和 4 年 3 月 28 日に開催された当該委員会に諮り、技術的妥当性の

評価を得た。 

停電年次点検は事業者が作成する保安規程によって定められており、

停電年次点検の延伸を行う場合は、保安規程変更を産業保安監督部に届

け出て受理される必要がある。産業保安監督部は保安規程の適切性を判

断することになるが、このうち最も時間を要するのは技術要件の妥当性

判断である。この技術要件の妥当性判断に当該委員会の評価を活用する

ことで、行政事務処理期間を大幅に短縮することが期待される。 

 

●スマート保安に関するアンケート調査の実施 

スマート保安における各種保安技術モデルについて、事業者単位に導

入要望内容、現状及び令和 7 年（「電気保安分野 スマート保安アクシ

ョンプラン（令和 3 年 4 月 30 日）」におけるターゲットイヤー）にお

ける導入推進想定等を調査・分析して、現状評価と取組状況を把握する

受けてカタログ化することによりスマート保安技術の開発・普

及と現場実装を支援する仕組みを構築した。更に、機構は、電

気保安制度ワーキンググループでの報告、スマート保安に関す

るアンケート調査の実施、電気保安に関係する業界団体との意

見交換等の広報活動を積極的に展開し、その結果、スマート保

安に関して 14 件の事業者等との打合せを実現し、うち 1 件「停

電年次点検の延伸（1 年に 1 回から 3 年に 1 回）の技術要件」に

ついて、令和 4 年 2 月 14 日及び令和 4 年 3 月 28 日に開催され

た当該委員会に諮り、技術的妥当性の評価を得た。 

停電年次点検は事業者が作成する保安規程によって定められ

ており、停電年次点検の延伸を行う場合は、保安規程変更を産

業保安監督部に届け出て受理される必要がある。産業保安監督

部は保安規程の適切性を判断することになるが、このうち最も

時間を要するのは技術要件の妥当性判断である。この技術要件

の妥当性判断に当該委員会の評価を活用することで、行政事務

処理期間を大幅に短縮することが期待される。他方、事業者に

とっては、電気保安を維持又は向上しつつ保安点検経費の削減

ができることや、産業保安監督部への届出が短期間で受理され

ること、委員会の判断を活用することで自らのスマート保安技

術を PR できるようになることが期待される。 

以上のように、スマート保安に関する取組開始から 1 年で委

員会設置を含めた仕組みを構築し、初めての成果を上げるとこ

ろまで実現したことは、計画水準を大きく上回る成果である。  
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と共に、スマート保安プロモーション委員会の円滑運用及びスマート保

安推進に向けた機構の今後の活動又は取組内容を検討することを目的と

して、スマート保安に関するアンケート調査を実施した。 

アンケート調査を通じて電気設備ごとのスマート保安に関する進捗状

況と課題を把握すると同時に、スマート保安プロモーション委員会の認

知度が低いことが判明した。この結果を受け、機構は、アンケート調査

結果を取りまとめた報告書内に、電気設備ごとの分析結果と KPI 設定

（※）についての提言及びスマート保安推進に向けた機構の今後の取組

について記載し、経済産業省及びアンケート調査に協力いただいた業界

団体に情報提供した。 

 

※  「電気保安分野 スマート保安アクションプラン（令和 3 年 4 月 30

日）」において、スマート保安技術導入に係る KPI の考え方とし

て、「スマート保安技術モデルの実装に資する技術（組合せを含

む）を整理し、令和 3 年度に新たな KPI を設定することを検討す

る。なお、当該 KPI については必要に応じフォローアップの際に随

時追加・見直しを行う。」旨が記載されている。 

 

 

４．その他参考情報 
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Ⅱ.業務運営の効率化             

１．当事務及び事業に関する基本情報 

Ⅱ 業務運営の効率化に関する事項 

当該項目の重要度、

難易度 

設定なし 関連する政策評価

・行政事業レビュ

ー 

行政事業レビューシート番号 0389 

 

 

２．主要な経年データ 

 評価対象となる指標 

達成目標 

基準値 

（前中期目標期間最

終年度値） 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

（参考情報） 

当該年度までの累積値等、必要な情報 

   － － － － －  

 

３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価及び主務大臣による評価 

 
年度目標 事業計画 

主な評価

指標 

法人の業務実績・自己評価 
主務大臣による評価 

業務実績 自己評価 

 １．業務改

善の取組に

関する目標 

運営費交付

金を充当す

る業務につ

いては、業

務の効率化

を図ること

等により、

人件費、事

務所賃料等

の効率化が

できない経

費、新規に

追加される

ものや拡充

分等は除外

した上で、

業務経費に

ついては前

年度比 1%以

上、一般管

理費につい

ては前年度

比 3%以上の

効率化を行

1．業務改

善の取組に

関する目標 

運営費交付

金を充当す

る業務につ

いては、業

務の効率化

を図ること

等により、

人件費、事

務所賃料等

の効率化が

できない経

費、新規に

追加される

ものや拡充

分等は除外

した上で、

業務経費に

ついては前

年度比 1%以

上、一般管

理費につい

ては前年度

比 3%以上の

効率化を行

 ●運営費交付金業務の予算削減における効率化  

機構は、新規に追加されるものや拡充分の他、人件費、事務所賃料等

の効率化ができない経費等を除外した上で、業務経費の効率化として前

年度比 1％減、一般管理費の効率化として前年度比 3％減を係数として乗

じた運営費交付金の交付を受け、効率化目標（業務経費の効率化として

前年度比 1％減、一般管理費の効率化として前年度比３％減）を達成し

た。 

 

●調達等合理化計画 

令和 3 年度調達等合理化計画については、契約監視委員会（令和 3 年 6

月 14 日）における了承を経て公表（令和 3 年 6 月 30 日）し、一者応札・

応募の減少のために事業者が応札準備期間を十分に確保できるように、以

下の取組を継続的に実施した。  

 すべての役務調達について入札説明会の実施や調達予定情報の Web サ

イトでの公開等による情報提供の充実  

 機構 Web サイトから入札説明書をダウンロードできる仕組みやテレビ

会議を活用した東京と大阪等の複数拠点での同時入札説明会・入開札の

実施を行う等の入札参加者の利便性の向上  

 応募者の増加を促すため、十分な公告期間の確保や入札案件に応じた入

札参加資格(ランク)の緩和 

 入札不参加事業者への聞き取り調査を行い、改善策を検討 

 令和 4 年２月から電子入札システムを導入  

 

以上の取組を踏まえ、一者応札・応募減少のための指標を 2 つ設定し、

いずれの指標も達成した。 

 

指標１：公告から適合証明書等又は入札書提出期限までの期間を平均で 25

評定：B 

年度目標に掲げられた、１．業務改善の取組に関する目標、

２．給与水準の適正化等、３．業務の電子化を軸に機構全体の

業務運営の効率化に努め、期初の計画を達成した。  

１．業務改善の取組に関する目標については、業務経費を前

年度比 1%以上、一般管理費を前年度比 3%以上の経費削減をす

るとともに、調達等合理化計画に基づいた適正化の取組につい

て指標を達成した。 

２．給与の適正化等については、機構の令和３年度の給与水

準に関する対国家公務員(ラスパイレス)指数は 94.2 (年齢・

地域・学歴勘案、令和２年度は 94.7)であり、適正な給与水準

を維持した。 

３．業務の電子化については、業務プロセスの効率化の一環

として、職員から問い合わせが多い財務・会計、人事、情報シ

ステム等の業務について、対応者の負担軽減を図ることを目的

に、人工知能を活用した「AI チャットボット：自動会話プロ

グラム」の運用を開始した。 

 

評定 Ｂ 

業務経費を前年度比 1%減、一般管

理費を前年度比 3%減の経費削減を行

い、適正な給与水準を維持してい

る。令和 3 年度は、財務・会計、人

事、情報システム等の内部職員から

問合せの多い業務について、人工知

能を活用した「AI チャットボット：

自動会話プログラム」の運用を開始

し、問合せ対応者の負担軽減及び業

務の効率化を図った。また、外部機

関等との打ち合わせや会議等の会話

内容を自動テキスト化するサービス

の運用を開始し、議事録作成の効率

化及び職員の負担軽減を図った。こ

のほか、所期の目標として掲げた業

務改善の取組を着実に実施したと認

められる。 

以上から、事業計画における所期

の目標を達成していると認められる

ため、「B」評価と判断した。 
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う。新たに

発生又は業

務量の増加

が見込まれ

るものにつ

いても、業

務の効率化

を図ること

により、運

営費交付金

の増大の抑

制に努め

る。 

また、調達

等合理化計

画に基づき

調達の改善

を図る。 

う。新たに

発生又は業

務量の増加

が見込まれ

るものにつ

いても、業

務の効率化

を図ること

により、運

営費交付金

の増大の抑

制に努め

る。 

また、調達

等合理化計

画に基づき

調達の改善

を図る。 

日以上確保する。 

結果１：平均 27.95 日（契約件数 219 件） 

指標２：令和 3 年度に契約する予定情報の充実を図り、100 件以上公告前

に公表する。 

結果２：事業内容等を詳細に記載するなど予定情報の充実を図り、198 件

公表済み 

 

●契約業務の効率化 

令和 3 年 10 月、バイオテクノロジーセンター（木更津）で実施していた

契約業務を企画管理部 財務・会計課（本所）に集約すると共に業務フロ

ーの見直しを行うことで、契約業務の効率化を達成した。  

 ２．給与水

準の適正化

等 

役職員の給

与水準につ

いて、「独

立行政法人

改革等に関

する基本的

な方針（平

成 25 年 12

月 24 日閣

議決定）」

を踏まえ、

国家公務員

の給与水準

を十分に考

慮し、引き

続き適正化

を図るとと

もに、取組

状況を公表

する。 

2．給与水

準の適正化

等 

役職員の給

与水準につ

いて、「独

立行政法人

改革等に関

する基本的

な方針（平

成 25 年 12

月 24 日閣

議決定）」

を踏まえ、

国家公務員

の給与水準

を十分に考

慮し、引き

続き適正化

を図るとと

もに、取組

状況を公表

する。 

 機構は、人材の効率的・有効活用、適正配置を推進し、職員数及び人

件費の厳正な管理を行うことで、給与水準の適正化を図った。  

「独立行政法人改革等に関する基本的な方針」で求められている国家

公務員の給与を参酌した給与水準の妥当性については、令和 3 年度給与

水準に関する対国家公務員(ラスパイレス)指数を算出し、94.2 (年齢・

地域・学歴勘案、令和 2 年度は 94.7)と国家公務員とほぼ同水準であ

り、適正な給与水準を維持した。  
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 ３．業務の

電子化 

機構の情報

基盤システ

ム(NITE-

LAN システ

ム)の活用

を通してロ

ケーション

フリーなワ

ークスタイ

ルの促進及

び外部事業

者とのコミ

ュニケーシ

ョンの活性

化を支援

し、機構業

務全体のパ

フォーマン

スの向上と

改善を図

る。 

また、業務

の電子化の

一層の推進

を図るとと

もに、さら

なる効率化

を目指し、

すでに電子

化された業

務やシステ

ムの見直し

を行う。そ

の際、新た

な情報シス

テムの構築

を行う場合

には、業務

効率の向上

に加え、情

報セキュリ

ティや内部

3．業務の

電子化 

機構の情報

基盤システ

ム(NITE-

LAN システ

ム)の活用

を通してロ

ケーション

フリーなワ

ークスタイ

ルの促進及

び外部事業

者とのコミ

ュニケーシ

ョンの活性

化を支援

し、機構業

務全体のパ

フォーマン

スの向上と

改善を図

る。また、

電子決裁等

業務の電子

化の一層の

推進を図る

とともに、

さらなる効

率化を目指

し、既に電

子化された

業務やシス

テムの見直

しを行う。

その際、新

たな情報シ

ステムの構

築を行う場

合には、業

務効率の向

上に加え、

情報セキュ

リティや内

 ア 財務会計、人事給与、文書管理等を含む管理業務全般について、業務

管理プロセスを見直し、業務の完全電子化を進め、業務の効率化と内部統

制の強化を実現する。さらに、今まで電子化が困難であった業務に対して、

ロボット化（RPA）や AI 等の新技術の活用することにより電子化を促進す

る。 

業務プロセスの効率化の一環として、職員から問い合わせが多い財務・

会計、人事、情報システム等の業務について、対応者の負担軽減を図るこ

とを目的に、人工知能を活用した「AI チャットボット：自動会話プログラ

ム」の運用を開始した。また、外部機関等との打合せや会議等の議事録作

成の効率化を目的に、会話内容を自動テキスト化するサービスの運用を開

始した。 

 

イ テレワーク環境の拡充及び職員間コミュニケーションの活性化を支

援する Web 会議環境の拡充等 NITE-LAN システム最適化計画に記載された

事項の反映や促進を行う。さらに機構で作業を行なう外部事業者が利用で

きるネットワーク環境を運用することにより、機構職員と事業者間のコミ

ュニケーションの活性化を図る。 

 

 新型コロナウイルス感染症対策として、国からテレワークが求められる

中、職員全員が自宅等から NITE-LAN システムを使ってテレワークできる

環境を整備するととともに、テレワーク下においても職員間のコミュニケ

ーションを取ることができるよう Web 会議環境（会議ツールの提供、Web

カメラ等の導入）を拡充した。これにより、各部門が外部に向けて実施す

る業務報告会やセミナーに、国内全ての地域から参加することが可能にな

り有意義なものとなった。 

 

 

ウ 情報システム開発・調達や業務の効率化に関して、民間企業で専門的

な知識と経験を有する CIO 補佐官の積極的な活用により、業務の最適化を

図るとともに、透明性、公平性の確保等 IT 調達制度の適切な運用を行う。

また、情報システムの構築・改修、運用に当たっては、機構内のシステム

の全体像を俯瞰しつつ、情報セキュリティに十分配慮した上で、計画的に

行う。 

 

機構での情報システムの構築・改修に対して、民間企業で専門的な知

識と経験を有する CIO 補佐官への事前相談やヒアリングを通じて、シス

テム開発の計画段階から、業務の実態、調達担当課の要望、情報システ

ムとしての全体像、必要な要件等を把握した。個別の情報システムの観

点のみではなく、インフラを提供する NITE-LAN システムのライフサイク

ル、費用、NITE-LAN システムと個別システム間でのシステムの安定稼働

等を総合的に考慮し、調達単位の提案、個別システム所管課間の調整を

行う等の支援を行った。 

情報システム政府調達審査会を７システム 14 回(前年度８システム 20

回)実施するとともに、審査会以外に仕様書審査を 161 件（前年度 154 件）、
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統制の確保

の観点を踏

まえ、計画

的に実施を

行う。 

次期 NITE-

LAN システ

ムについて

は、今後の

機構におけ

る業務のあ

り方や新た

な働き方、

デジタル化

を踏まえ、

課題や方向

性を整理し

て仕様書に

とりまと

め、調達手

続きを開始

する。 

さらに、

NITE-LAN シ

ステムの安

定的な運用

を行う。 

部統制の確

保の観点を

踏まえ、計

画的に実施

を行う。 

さらに、

NITE-LAN シ

ステムの更

新に向けた

検討と安定

的な運用を

行う。 

提案書の確認を 45 件（前年度 35 件）、工数の積算を 53 件（前年度 45 件）

行い、システム構築・改修を計画的に行った。 

 

 

エ 今後の機構における業務のあり方や新たな働き方、デジタル化を踏ま

え課題や方向性を整理し、次期 NITE-LAN システムの構築方針を決定の上、

作成した方針に基づき仕様書にとりまとめ、調達手続きを開始する。  

 

次期 NITE-LAN システムについては、NITE-LAN システムの見直し方針

を策定、運営会議での承認、また、現行 NITE-LAN システムの市場化テス

トでの評価後に調達手続きを開始、令和 4 年 2 月 14 日に官報公示を行っ

ており、令和 4 年度に入札、契約、構築作業を経て令和 5 年 4 月 1 日か

ら運用を開始する。 

 

オ NITE-LAN システムの安定運用を確保し各種電子申請の処理を適切に

行う。また、職員等への教育、業務における妥当性の判断等を行い、業務

のペーパーレス化及び電子的文書の管理の徹底を図る。さらに、NITE-LAN

システムの運用(ヘルプデスク対応等)を通して、NITE-LAN システムの利

用に関する FAQ を集積し、これを公開することにより NITE-LAN システム

の利活用を促進する。 

 

NITE-LAN システムの安定運用を確保するため、脆弱性情報を提供する

サービス等を利用して積極的に脆弱性情報、アップデート情報及び不具

合情報を収集し、これらに迅速に対応するとともに、不具合が発生しそ

うな部品の交換等の予防的な対策を積極的に行った。これにより、情報

システム基盤としての NITE-LAN システムの令和 3 年度の稼働率

99.2%(令和 2 年度 99.6%)と高水準を維持した。また、NITE-LAN システム

の各種申請の処理時間については、3 営業日以内の処理時間を維持した 

(申請件数: 1,370 件)。加えて、試験室を中心に全拠点に対して無線 LAN

アクセスポイントを増設することで更なるペーパーレス化の推進を図っ

た。 

  なお、ペーパーレスに関する取組は平成 29 年度から開始し、令和 3 年

度で 5 年目となったが、更なるテレワークの推進により、令和 2 年度に

比べ 14.0%(70 万円)の印刷経費の削減(前年度は 59.8%(744 万円)削減)を

実現した。 

  NITE-LAN システムの運用(ヘルプデスク対応等)を通して、NITE-LAN シ

ステムの利用に関する FAQ を集積し、機構イントラを通じて公開した。 

 

内部手続における書面・押印・対面の見直しを実施し、紙で施行してい

た文書を電子的な施行へと移行するため規程等の見直しを行い、押印に代

わる手法として、既存の文書管理システムに内部手続用の承認フロー機能

を追加したことした結果、令和 3 年度の文書管理システムの電子起案数

7,436 件となり、令和 2 年度の文書管理システムの電子起案数 4,278 件か

ら 73％増の電子起案数となった。 
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また、文書管理を行うシステムについては、ユーザーからの意見・要望

等を元に、利便性向上のための改修を行った。その結果、内部手続用の起

案数が大幅に増えたにもかかわらず、電子決裁率（電子起案数 /総起案数）

100％を維持した。 

 

  
電子 

起案数 

紙 

起案数 

合計 

起案数  

電子起案

割合 

令和 3 年度 7,436 0 7,436 100.0% 

令和 2 年度 4,278 0 4,278 100.0% 

令和元年度 4,131 0 4,131 100.0% 

 

「会計手続、人事手続等の各府省等の内部手続における書面・押印・対

面の見直し」（令和 2 年 11 月 16 日、内閣官房行政改革推進本部事務局）

を受け、調達手続きの電子化のため、電子入札システムの導入及び導入に

合わせた規程改正等を実施。令和 4 年 2 月から運用を開始し、入札参加事

業者の利便性向上を図った。  

また、旅費業務の効率化を目的として、アウトソーシングサービスを導

入。規程改正等を合わせて実施した。  

 

４．その他参考情報 
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Ⅲ.財務内容の改善 

１．当事務及び事業に関する基本情報 

Ⅲ 財務内容の改善に関する事項 

当該項目の重要度、難

易度 

設定なし 関連する政策評価・行政事

業レビュー 

行政事業レビューシート番号 0389 

 

２．主要な経年データ 

 

評価対象となる指標 達成目標 

基準値 

（前中期目標期間最終

年度値等） 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

（参考情報） 

当該年度までの累積値等、必要な情報 

 － － － － － － － － － 

 

３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価及び主務大臣による評価 

 
年度目標 事業計画 

主な評価

指標 

法人の業務実績・自己評価 
主務大臣による評価 

業務実績 自己評価 

 適切な財

務管理を行

うととも

に、業務の

効率的な実

施による費

用の低減、

必要に応じ

た保有資産

の見直し、

受益と負担

の関係の適

正化を踏ま

えた手数料

設定、その

他の経営努

力により、

健全な財務

内容を維持

する。 

また、やむ

を得ない事

情を除き、

原則借り入

れは行わな

い。 

適 切 な 財

務管理を行

う と と も

に、業務の

効率的な実

施による費

用の低減、

必要に応じ

た保有資産

の見直し、

受益と負担

の適正化を

踏まえた手

数料額を設

定し、成長

分野へ注力

した戦略的

かつ効果的

な予算編成

を行い、経

営努力によ

り、健全な

財務内容を

維持する。 

具 体 的 に

は、会計処

理 の 適 正

化、財務諸

表や事業報

 ●適切な予算編成と管理 

令和３年度当初の予算編成においては、主務大臣の評価結果による減

額を増額に変えることで、職員のモチベーションの向上に結び付ける取

組を実施した。具体的には、前年度予算額から 15％を一律削減した上で、

S 評価の分野は 15％増額、A 評価の分野は 8％増額とすることで成果を

予算に反映した。戦略的な予算配分については、予算の執行率等を用い

た PDCA により、成熟分野は業務効率化による費用の低減を進め、捻出さ

れた予算については新たな価値の創造に向けた事業や業務の大幅な削減

・効率化を進めるための事業など、予算対効果が高いと考えられる事業

に戦略的に配分した。 

また、令和 4 年度の予算編成についても、機構の総合力を発揮した社

会課題解決へのイノベーション支援に係る事業や新中期方針に沿った事

業価値を最適化・最大化する事業など、重点的に予算措置するテーマを

設け、戦略的な予算編成を行った。 

予算執行管理として、各分野から、上半期は四半期ごと、下半期は毎

月報告を求め、予算執行率を適時確認し、年 2 回の機構内の補正予算編

成（予算の組み替え）により、予算の効果的な執行を管理した。また、

入札における効果（予算との差額）等で捻出された予算について、機構

内の補正予算編成前に予約として各分野に配分し、早期執行できる仕組

みを実践したことで、予算執行率 99.1％を実現した。 

 

●手数料の見直し 

機構における手数料設定及び見直しルールを徹底し、対象であるすべ

ての手数料（14 規程）について見直しを行い、受益と負担の適正化を踏

まえた手数料額を設定した。 

 

●会計処理の適正化及び財務諸表の作成 

独立行政法人向け説明会への参加や会計監査人への相談等により情報

収集や事前準備を行いながら、会計監査人の適正意見を得た令和 2 事業

評定：B 

適切な財務管理や業務の効率的な実施による費用の低減、手

数料の見直しを適切に行った。 

その結果、健全な財政状態を基にした法人運営を行うこと

で、財務の安定した国民へのサービスの提供を行うことができ

た。 

評定 Ｂ 

適正な会計処理、財務管理及び業

務の効率的な実施により費用を低減

させる等健全な財務内容が維持され

ている。 このほか、所期の目標とし

て掲げた財務内容改善の取組を着実

に実施したと認められる。 

以上から、事業計画における所期

の目標を達成していると認められる

ため、「B」評価と判断した。 
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告書、決算

報告書の作

成、決算数

字の有効活

用等の財務

管 理 を 行

う。 

ま た 、 や

むを得ない

事 情 を 除

き、原則借

り入れは行

わない。 

年度財務諸表を作成し、令和 3 年 6 月に経済産業大臣に提出し承認を受

けた。 

会計処理に携わる担当者との直接対話や意見交換、会計担当者を集め

た会議の開催により、担当者間で情報共有し、誤った会計手続を防ぎな

がら適正な会計処理を行い、機構の財務状況における信頼性を確保した。 

また、「独立行政法人会計基準」及び「独立行政法人会計基準注解」

の改訂に対応して、令和 3 年度会計処理を適正に行った。 

 

●借り入れについて 

計画とおりに予算を執行したため、借入の実績なし。  

 

 

４．その他参考情報 
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Ⅳ.その他マネジメント 

１．当事務及び事業に関する基本情報 

Ⅳ その他主務省令で定める業務運営に関する事項 

当該項目の重要度、

難易度 

設定なし 関連する政策評価・行政事

業レビュー 

行政事業レビューシート番号 0389、0390 

 

２．主要な経年データ 

 評価対象となる指標 

達成目標 

基準値 

（前中期目標期間最終年度

値等） 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

（参考情報） 

当該年度までの累積値等、必要な情報  

テレビや新聞等のメディ

アにおける報道実績 

3%増加 （令和２年度実績の広告換

算値との比較） 

－ － 60.3%増 52%増 18%増  

Web ニュース等、新しい

メディアにおける報道実

績 

10％増加 （令和２年度実績の件数と

の比較） 

－ － 34%増 29%増 

 

47%増  

国民からの認知度 10％増加 （令和２年度認知度調査結

果との比較） 

－ － 38%増 4.8%増 39.8%増  

国民・社会に対する情報

提供件数 

500 件     916 件 1,004 件  

 

３．各事業年度の業務に係る目標、計画、業務実績、年度評価に係る自己評価及び主務大臣による評価 

 
年度目標 事業計画 

主な評価

指標 

法人の業務実績・自己評価 
主務大臣による評価 

業務実績 自己評価 

 １．広報、

情報提供の

推進 

安全な国民

生活の実現

と健全で持

続性のある

産業発展の

ため、機構

が有する安

全性情報や

評価技術を

多種・多様

な広報活動

により有効

かつタイム

リーに発信

する。ま

た、その情

報発信を通

じて、機構

1．広報、

情報提供の

推進 

安全な国民

生活の実現

と健全で持

続性のある

産業発展の

ため、機構

が有する安

全性情報や

評価技術を

多種・多様

な広報活動

により有効

かつタイム

リーに発信

する。ま

た、その情

報発信を通

じて、機構

国民・

社会に対

する情報

提供件数

（500 件

（動画投

稿数を含

む。）。

なお、ツ

イッター

のソーシ

ャルメデ

ィアを活

用した情

報提供に

も努め

る。） 

（アウ

トカム）

テレビや

新聞等

●情報提供件数 

令和 3 年度の情報提供としては、オンラインでのセミナーや説明会の実

施など、創意工夫しながら、可能な限り各部門ともに情報発信、提供等を

行った結果、1,004 件となり、目標値（500 件）比 201%と目標値を大幅に

上回る結果であった。 

 

●メディアにおける報道実績 

令和 3 年度のメディアにおける報道実績は、TV 放映 249 件、新聞掲載 

142 件等であり、広告換算費として推計 29.6 億円となり、目標を 4.5 億

上回った（（前年度から 3%増）の目標値比 597％）。 

 

●Web ニュースでの報道実績 

令和 3 年度は、Web メディアに機構が提供したニュース、映像等が 3,880

件と数多く取り上げられ、前年度 2,647 件から 46.6%増（（前年度から 10

％増）の目標値比 466%）となった。 

 

●国民からの認知度 

認知度については、令和 2 年度 8.8％であったが、令和 3 年度は 12.3％

となった。 

 

ア 記者会見等を効果的に行いつつ、最新情報を適時に発信する。また、

評定：A 

 令和 3 年度は、外部ライターの採用（非常勤）によるプレス

リリースの質向上と外部配信サービスを活用したメディアリレ

ーション強化を行った。この結果、広告換算値、Web ニュース

件数、認知度において、いずれも前年度を上回る結果となっ

た。  

また、SNS の一種である“note”を開始したほか、子どもやそ

の保護者からの認知性が高いキャラクターである「うんこドリ

ル」とのコラボレーションを行うなどし、一般国民に向けた広

報にも努めた。 

 加えて、経営マネジメント改革の推進と社会的課題に対する

的確かつ迅速な経営判断により、アウトプット、アウトカム両

面からみても、今までの延長線上にはない新しい成果を数多く

社会に提供することができたと考え、その他業務運営に関する

重要事項の自己評価をＡとした。 

 

○経営マネジメント改革の促進 

【提供価値の向上】 

 社会的課題解決への貢献の可能性がある技術や製品（有望技

術等）の評価制度整備を進めるため、機構内に、各部門及び各

支所を有機的に結集した「チーム NITE」を 2021 年 8 月に設置

評定 Ｂ 

令和 3 年度は、次の①～③の取組

を行い、全ての評価指標を達成する

ことで、組織マネジメント向上や、

広報活動を通じて社会や産業界に貢

献する成果を上げた。このほか、所

期の目標として掲げた取組を着実に

実施したと認められる。一方、これ

らは困難度が高いものとは認められ

ず、また、アウトプットとアウトカ

ムの繋がりが明確に確認できなかっ

た。 

以上から、事業計画における所期

の目標を達成していると認められる

ため、「B」評価と判断した。 

 

①組織力向上に向けた新たな取組  

機構は、社会課題解決への貢献の

可能性がある技術や製品の評価制度

整備を進めるため、令和 3 年 8 月、
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が国民・産

業から信頼

・支持され

るととも

に、機構の

活動成果が

国民の安全

・安心のた

めに広く活

用されるこ

とを目指

す。 

なお、これ

ら広報や情

報の提供に

おいて全職

員が業務ア

ウトプット

をどのよう

に経済・社

会の活性化

に繋げるか

を常に意識

をすること

を目指す。 

が国民・産

業から信頼

・支持され

るととも

に、機構の

活動成果が

国民の安全

・安心のた

めに広く活

用されるこ

とを目指

す。 

なお、これ

ら広報や情

報の提供に

おいて全職

員が業務ア

ウトプット

をどのよう

に経済・社

会の活性化

に繋げるか

を常に意識

をすること

を目指す。 

（Web 上

のメディ

アへの掲

載、Web

ニュース

を含む）

のメディ

アにおけ

る報道実

績を 3%増

加（令和

元年度実

績の広告

換算値と

の比較） 

Web ニ

ュース

等、新し

いメディ

アにおけ

る報道実

績を 10％

増加（令

和元年度

実績の件

数との比

較） 

国民か

らの認知

度を前年

度比で 10

％増加

（令和元

年度認知

度調査結

果との比

較） 

学生に向けた教育・情報提供、市民講座や施設見学、報告会、一般公開

等、対象者にあった様々な取組による情報提供を推進する。  

 

令和 3 年度の情報発信（アウトプット）は、目標値を大幅に上回る 1,004

件（目標値比 201%）であった。特に今年度においては、外部サービスを使

用した 2,000 以上のメディア担当者へリリースを配信することで、メディ

アとのリレーションを強化した。加えて、災害や家庭用製品による死亡事

故発生時など、国民の関心が高いタイミングに、製品事故に関する情報提

供や注意喚起等を行った。 

これらの結果、機構が行った情報発信に対し、広告換算値（29.6 億円

（前年度比およそ 121％）と目標値を上回る数の報道あり）などのアウト

カムについて、昨年度を上回る成果が得られた。  

 

【アウトプット(件)】                                 

 令和３年度 令和２年度 令和元年度 

メディアへの情報提供 353 444 408 

 うち、プレスリリース 86 43 47 

展示会への出展 24 14 61 

講演・寄稿 279 152 338 

報告会等 348 84 139 

計 1,004 916 1,051 

 

【アウトカム】 

 令和３年度 令和２年度 令和元年度 

TV 放映 （回） 249 189 152 

新聞掲載 （回） 142 185 257 

記者発表の参加 （社） 126 66 92 

広告換算費 （円） 

（推計値） 

29.6 億 22 億以上 14.7 億以上 

 

 

イ Web サイトやソーシャルメディア、メールマガジン等の ICT（※）ツ

ールを活用し、国内外に向け広くわかりやすい情報発信に努める。特に

文字や静止画では伝わりづらい情報について、動画による情報発信への

転換を進める。 

※ICT(Information and Communications Technology)：情報通信技術の

こと。 

ソーシャメデイアの活用として、令和 3 年度は YouTube で 95 本の動画

を公開したほか、Twitter では、312 ツイート（1～2 回/日）の配信を行っ

た。 

YouTube については、機構公式 YouTube サイトの累計視聴回数が 2,775

万回（前年度比＋750 万回、1 日平均 2 万回視聴）、チャネル登録者数 2.9

万人（前年度比＋8188 人）に達した。 

 Twitter については、機構が成果発表やイベント開催を行う際や災害時

し、複数の持続的な連携協議関係を構築できた。社会実装化に

向けた課題への取組をオール NITE で実施することが可能とな

るように、各地域で取り組むテーマについて関係する各部門等

が連携して対応する体制を構築した。  

 

【成長性の向上】 

 第 2 期中期方針を策定し、理事長のリーダーシップにより全

職員が共有することで、今後の不確実な社会変化に柔軟に対応

し、 新たな創造性を発揮しうる組織文化を醸成した。  

また、令和 3 年度に引き続き業務説明会や官庁訪問では女性

職員の対応者を増強、また業務内容に留まらず、育休産休を含

めたライフプランについても説明を行った結果、新規採用職員

のうち女性の採用率が 50％と前年度（60％）と国家公務員試

験（一般職）の合格者に占める女性割合(38.5%)を大きく上回

った。 

 

○時代のニーズに的確にとらえた分かりやすい広報の実施  

令和 3 年度も引き続き、時事性や社会性を捉まえたテーマ

（リチウムイオン電池（携帯扇風機や非純正バッテリー）の発

火、電動車いすの踏切事故、除雪機の事故、SDGs、バイオテク

ノロジー等）を選定し、リリース発出や YouTube 動画の公開を

行った。 

より多くの方に情報を届けるためには TV や Web ニュースに

掲載される必要があるため、メディア提供用の動画作製に力を

入れることで、メディアに取り上げられやすくなった。  

また、Twitter のタイムラインを確認し、国民の関心が高い

タイミングで、Twitter による投稿するなどの工夫を行った。 

その結果、TV 放映 247 件、新聞掲載 142 件、Web 掲載 3,880 件

等のアウトカムを創出し、広告換算費で約 29.6 億円となり、

目標値（25.86 億円）比 114％と大きく上回った。 

 

○オープン・イノベーションに向けた取組 

機構は、官民による協創実現に必要なオープン・イノベーシ

ョン促進のため、行政執行法人で唯一、事業者からのイノベー

ション支援に関する窓口を令和２年２月に設け、令和 2 年度末

までに 45 件を受け付けた。今年度は、3 件の共同研究、13 件

の試験設備利用、11 件の技術相談、2 件の講師派遣と、合計

29 件を受け付け、うち計 18 件の技術相談や試験設備利用、講

師派遣の実施、2 件の共同研究契約を締結し、事業者等に対し

イノベーション支援のための解決策の提供を実施している

（NITE イノベーション協創プログラム「NICE (NITE 

Innovative Collaboration Expert)」）。 

また、令和 2 年度から実施してきた２件の共同事業について

は機構のこれまでの実績に基づく支援により、民間企業の安全

各部門及び各支所を有機的に結集し

たバーチャル組織「チーム NITE」を

機構内に設置し、有望技術等の探索

や支援を開始した。地域の大学やベ

ンチャー企業等の 26 カ所と意見交換

を行い、うち 1 件について、機構は

試験手法の開発及び標準化の支援に

向けて合意した。有望技術の社会実

装に向けて、機構の各部門等が連携

して対応する体制を構築し、蓄積さ

れたノウハウや知見を生かした地域

活動への参画は、積極的に地域課題

の解決に貢献した。 

 また、役職員のデジタルリテラシ

ー向上や DX による内部業務の改善等

に積極的に取り組み、機構内におい

て業務運営を効率化・高度化し、結

果として機構外へのきめ細やかな支

援に繋がったことは、機構の総合力

向上の成果である。 

令和 3 年度は機構が独自に策定し

た第一期中期方針の最終年度であ

り、その成果を踏まえ、引き続き中

長期的な課題への取組に対応すべ

く、第二期中期方針（令和 4～8 年

度）を策定した。 

以上の取組は、機構の総合力が発

揮された成果であり、安全・安心な

国民生活の実現と健全で持続ある産

業発展に貢献したことは、評価す

る。 

 

②時代のニーズを的確にとらえた広

報・情報提供の推進 

広報については、製品安全分野を

中心に、時代のニーズに迅速に応え

るべく積極的に実施した。より多く

の国民に情報を届けるため、TV や

Web ニュースといった従来のツールの

他、SNS 等の新たなツールも積極的に

取り入れることで、国民の関心の高

いタイミングに的確に情報発信を行

う工夫をした。その結果、機構の認

知度が前年度より大きく上回ったこ
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の注意喚起などの情報配信を投稿した（312 ツイート）。その結果、総閲

覧数が約 5,098,443 回、総フォロワー数は 861 名増の 5,067 名（令和 4 年

3 月末時点）に達した。 

また、2022 年 3 月から“note”（SNS の 1 種）を開始した。“note”で

は読者を一般国民に設定し、読者からの共感を得るために業務の背景や担

当する職員の思いなどを紹介したり、プレスリリースの内容を相互補完的

に分かりやすく紹介したりといった取り組みを行っている。  

 

消費者や事業者向けに開催している NITE 講座を、Zoom 等を使用したオ

ンラインで 12 講座（YouTube 録画配信の 2 講座を含む）実施し、全国から

総勢 5,406 名以上の参加者（YouTube 配信は除く）を集めた。外部の告知

プラットフォームへの掲載を行うなどし、（参加者中）約 7 割を占める新

規参加者を獲得した。 

 

メールマガジンは、以下の情報発信を行った。 

・化学物質管理分野：NITE ケミマガ 48 回配信（登録者数 9,744 名、前年

度比 733 名増） 

・製品安全分野： 製品安全情報（PS）マガジン 27 回配信（登録者数 7,351 

名、前年度比 192 名減） 

・バイオテクノロジー分野：6 回配信（登録者数 1,894 名、前年度比 23 名

増） 

 

【アウトプット】 

 令和３年度 令和２年度 令和元年度 

YouTube への登録本数（本） 95 66 21 

Twitter でのツイート回数

（回） 

312  386 345 

メ ー ル マ ガ ジ ン の 配 信 

（回） 

81 82 83 

 うち、化学物質管理分野 48 49 49 

 うち、製品安全分野 27 27 28 

 うち、バイオテクノロジー

分野 

6 6 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性予測システムを世界初の公的なシステムとして OECD から公

開や人工構造タンパク質繊維の国際標準化に貢献した。  

 

 

＜機構評価・計画諮問会議委員からのコメント＞ 

 アウトカムにおいてインハウスのみではなく、外部組織に関

係する事やスキルアップの成果が出てきた事等は A 評価になる

のではないか。（菊池委員） 

前年と比較し、アウトプット、アウトカムともにさらに充実し

ている。人員的なところで民間企業への出向、意欲と能力のあ

る人材を発掘する社内広報、仕事を通じて人を育てる職場の実

現等に具体的に取り組んでおり、具体的なアウトカムを出して

いる。（筑紫委員） 

とで活動の成果が広く伝達され、国

民の安全・安心な生活の実現に貢献

したことは、評価する。 

 

③NITE 協創プログラム（NICE）を起

点としたオープン・イノベーション

の推進 

機構は、我が国のイノベーション

創出促進に貢献すべく、令和元年度

に NITE 協創プログラム NICE（NITE 

Innovative Collaboration Expert）

を立ち上げた。さらに令和元年度に

NICE プログラムを紹介する Web サイ

トを立ち上げ、事業者からの提案・

相談をワンストップで受け付けるイ

ノベーション・ハブ（協創窓口）を

設置し、事業者からの提案・相談を

ワンストップで受け付け、事業者が

抱える課題に対し、5 分野のシナジー

を活かして NITE が有する技術・ノウ

ハウを提供し、最適なソリューショ

ンを提供している。 

令和 3 年度は 29 件の提案・相談を

受け付け、事業者等に対し、イノベ

ーション支援のための解決策の提供

を実施した。また、令和 2 年度から

実施してきた 2 件の共同事業につい

て、機構の蓄積されたノウハウや知

見を生かし事業者へ支援を行った結

果、1 件は世界初の公的なシステムと

して OECD から「安全性予測システ

ム」として公開され、もう 1 件は人

工構造タンパク質繊維の国際標準化

に貢献した。機構の積極的な取組が

事業者のイノベーションの加速化に

寄与したことは成果であり、評価す

る。 

 

＜指摘事項、業務運営上の課題及び

改善方策＞  

（実績に対する課題及び改善方策

等） 

・横断的な社会課題解決に向けて、

蓄積されたノウハウや知見を最大限
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【アウトカム】 

 

 

ウ 計画的な広報活動や効果的な情報提供を行うために、機構の中期広

報戦略に基づき、ブランドイメージを明確化し、国民による機構の認知

度の向上を図り、多くの人に届く広報を目指す。  

 

 若年層や女性からの認知度向上を目的に、子どもやその保護者の認知

度が高い「うんこドリル」（株式会社文響社）とのコラボレーションに

よるコンテンツ作成（「うんこドリル（くらしの安全編）」）を行っ

た。本コンテンツは、クイズ形式を採用しているため、製品事故の予防

に向けた正しい知識の定着にも効果があると考えられる。子どもやその

保護者（父母、祖父母）の 3 世代が一緒になって製品事故を学んでいた

だきながら、「製品事故の情報と言えば NITE」といったブランディング

にも資する。 

 

エ 顧客視点の広報として、グラフ、図表、見出しなどを活用し、業務

実績等報告書や財務諸表などの報告書との相互参照（リンク）などを用

いて、機構のビジョン（価値観）からビジネスモデル、戦略、ガバナン

ス等の価値創造ストーリーをわかりやすく表現したアニュアルレポート

（事業報告書）を作成し、ステークホルダーに対して理解しやすい機構

の概要情報を発信する。 

 

 経済産業省や企業等に訴求するための統合レポート（事業報告書）の

作製に加え、一般国民に対しての事業説明を行う資料として、機構パン

フレット（総合パンフレット）を改訂した。総合パンフレットでは、く

らしの安全や SDGs に関連した業務、SNS（YouTube や Twitter）配信に関

する情報など、国民の関心事を盛り込むなどの工夫を行った。  

 令和３年度 令和２年度 令和元年度 

YouTube の閲覧数 （回） 7,499,000 8,281,586 7,740,184 

Twitter の閲覧数（回） 5,098,443 2,040,393 1,602,135 

メールマガジン登録者

数（名） 

18,989 18,447 17,715 

 うち、化学物質管理

分野 

9,744 9,033 8,344 

 うち、製品安全分野 7,351 7,543 7,520 

 うち、バイオテクノ

ロジー分野 

1,894 1,871 1,851 

活用し、社会・政策ニーズへの迅速

かつ適切な対応を実現いただきた

い。 

・引き続き、適時に多種・多様な広

報活動を通じて、国民の安全・安心

に関する情報提供を通じた貢献を実

施し、その成果が社会へ与える影響

を検証すること。 

・引き続き、DX の取組を加速し、業

務の高度化や効率化を行うことで、

機構内部にとどまらず、外部へのデ

ジタル化への取組も着実に実施する

こと。 

・働き方改革やワークライフバラン

スを推進するための取組を継続して

行うこと。  

 

＜その他事項＞  

（有識者等によるコメント）  

・広報活動の成果（広告換算値前年

度比 21％増、報道実績前年度比 47％

増等）が前年度に比べて非常に高

く、認知度が過去最高になる等、第

一期中期方針の成果が実を結んだと

いうのが令和 3 年度であり、大きく

評価すべきである。また、機構は知

的労働を通じた価値のある情報を提

供するプロフェッショナルサービス

ビジネスがビジネスモデルの基本で

あるが、単なる事故原因等の情報発

信をしている組織から、課題解決型

のプロフェッショナルサービスに変

わってきたと感じている。ソリュー

ションプロバイダーやコンサルティ

ングといった質的に高い価値を提供

している。全ての職員（経営層、中

間層、若手）においてマインドが変

わったということは大きな成果であ

る。 

・機構に似ている海外の行政機関と

比較して、Twitter や YouTube の登録

者数は大きく上回っている。新たな

SNS を使い、メディアを取り込んだ形

で包括的に幅広く広報活動を行うこ
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とが、機構は出来るようになってき

た。諸外国のエージェントと比べて

も機構は一歩進んでいると言える。  

・機構の強みである非財務データ

（知的価値）と財務データの両方の

観点からビジョンや方向性を示す

「統合レポート」について、他の機

関にはない新たな取組をいち早く取

り入れ、着実に発行できたことは大

きな成果と言える。決算報告書やイ

ンテグレイティッドレポートと言わ

れているものを発行している製品安

全に関わる機関は世界を見てもな

い。連続で出せたことは非常によか

った。 

・全ての目標で 120％達成しており、

特に国民への認知度が高まったこと

は努力をした結果である。YouTube の

チャンネル登録数も過去最高とな

り、効率的かつ社会的価値を生むと

ころにリソースを割いた成果であっ

たと、高く評価する。 

・IT パスポートを役職員の 73％取得

していることは、素晴らしい。この

ような取組がバックグラウンドとな

り、人材高度化や DX を始めとする色

々な取組に繋がり、着実に成果を上

げている。 

・データプラットフォームについて

は、国として非常に重要なことだと

思うが、着実に成果を上げていると

ころを大きく評価する。今後は世界

と比較してレベルアップを図ってい

ただきたい。 

  2．施設及

び設備に関

する計画 

年度目標の

達成のため

に必要な施

設及び設備

を老朽化へ

の対策を含

め適切に整

 ○必要な施設及び設備を老朽化への対策を含め適切に整備する。  

本所の試験室集約事業を行い、大型Ｘ線解析室（事業規模 24 百万円）

を整備した。これに伴い、財務・会計課書庫、認定センター書庫の移動・

整備等を実施した。老朽化対策については、汚水管・雑排水管の更新（事

業規模 7 百万円）、非常用発電機用蓄電池の更新（事業規模 5 百万円）、

本館地下の漏水対策工事（事業規模（3 百万円）、雨水配管の整備などを

行い、排水系統、電気設備等の大幅な改善を図った。また、その他多数の

室内環境更新を実施し、部屋内の机、イスなどの什器整備も実施した（事

業規模 30 百万円）。 
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備する。ま

た、保有す

る施設・設

備につい

て、耐久性

や安全性を

確保し、施

設・設備の

機能を維持

する観点か

ら中長期の

営繕計画を

更新する。 

（施設の内

容） 

工業製品等

に関する技

術上の評

価、工業製

品等の品質

に関する情

報の収集、

評価、整理

及び提供並

びに工業製

品等の評価

の技術に関

する調査及

び研究等の

推進に必要

な施設・設

備の整備 

（当初予定

額） 

なし 

（財源） 

運営費交付

金 

○保有する施設・設備について、耐久性や安全性を確保し、施設・設備の

機能を維持する観点から中長期の営繕計画を更新する。  

本所の施設・設備について、耐久性や安全性を実地で確認し、再度その

施設・設備の構成要素を見直して中長期営繕計画を抜本的に更新した。さ

らに、支所等の施設・設備等の中長期営繕計画をとりまとめ校正すること

によって、機構全体の中長期営繕計画についても更新した。  

 

○工業製品等に関する技術上の評価、工業製品等の品質に関する情報の

収集、評価、整理及び提供並びに工業製品等の評価の技術に関する調査

及び研究等の推進に必要な施設・設備の整備  

 本所の試験室集約事業を行い、大型Ｘ線解析室（事業規模 24 百万円）

を整備した。【再掲】これによって、大型の事故実機等の解析を新たに行

えるよう、施設・設備を整備した。  

 ２．組織・

人事に関す

る目標 

社会的要請

に迅速かつ

効率的に対

3．組織・

人事に関す

る計画 

（1）組織

に関する計

画 

 ア 理事長のトップマネジメントの下、機構内部の分野間の連携を一層推

進し、機構の有する多様かつ高度な技術的知見、人材、設備等の一体的な

活用を推進する。また、イントラや外部サービスを活用した各分野の活動

状況・成果の共有化等の機構内広報を積極的に行い、分野・支所等の連携

の活性化に取り組む。 

 

○機構の総合力を発揮した社会課題解決へのイノベーション支

援取組 

社会的課題解決への貢献の可能性がある技術や製品（有望技

術等）の評価制度整備を進めるため、機構内に、各部門及び各

支所を有機的に結集したヴァーチャル組織「チーム NITE」を

2021 年 8 月に設置し、地域の大学や企業との対話、産学官連
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応するた

め、理事長

のトップマ

ネジメント

により、組

織に関して

は、社会的

ニーズを踏

まえた分野

間及び外部

との連携を

一層推進す

るととも

に、適切に

見直された

中期方針に

沿った業務

実施に努め

る。また、

令和２年６

月に行政執

行法人とし

て日本で初

めて策定し

た価値協創

ガイダンス

に基づく統

合レポート

を用いて、

ステークホ

ルダーとも

協議を重

ね、より社

会のニーズ

に対応した

取組、対応

を進める。

人事に関し

ては、人材

確保・育成

方針を策定

し、専門分

野の複層化

や業務経験

経済産業省

施策及び社

会のニーズ

に迅速に対

応できるよ

う、理事長

のトップマ

ネジメント

の下、社会

的ニーズを

踏まえた分

野間及び外

部との連携

を一層推進

するととも

に、適切に

見直された

中期方針に

沿った業務

実施に努め

る。また、

令和２年６

月に行政執

行法人とし

て日本で初

めて策定し

た価値協創

ガイダンス

に基づく統

合レポート

を用いて、

ステークホ

ルダーとも

協議を重

ね、より社

会のニーズ

に対応した

取組、対応

を進める。

さらに、中

期方針や基

幹目標、基

盤整備／重

要項目を常

●機構内部の分野間の連携推進 

業務担当分野だけでは対応が困難な案件について、技術や知見を有する

他分野と連携することにより、技術的知見や人材、設備等の効率的な活用

を進めた。   

令和 3 年度については、次の表に示す連携により効率的に業務を進め

た。 

連携分野名 連携業務名 取組と成果 

製品安全分

野・化学物

質管理分野

・バイオテ

クノロジー

分野 

化学物質に

係る製品事

故の原因究

明に向けた

取組 

製品安全分野における皮膚障害案件等の

原因化学物質を特定するため、バイオテク

ノロジーセンターが保有するフーリエ変換

質量分析計（FT-MS）等を用いた分析を、令

和３年度は 24 件実施した。うち 16 件につ

いては分析結果を製品安全分野の事故究明

調査にて活用した。加えて、バイオテクノロ

ジー分野による皮膚障害等に関する製品事

故の原因物質の特定作業において感作性を

示すサンダルの接着剤の成分が発見され、

過去においても数件の同一事例が存在して

いることから、化学物質管理分野へ 1件（DBM

及び DBF）の情報が提供された。 

また、ガストーチのガス漏れによる発火

事故が多発していたところ、国内品及び輸

入品計 15 検体について、ガスを封止するＯ

（オー）リングの添加剤の分析を実施した。

輸入品の中にはＯリングの品質に問題があ

るものが存在することが判明したため、分

析結果をとりまとめ、製品安全分野におけ

る業務報告会にて製造・輸入事業者等へ情

報提供した。 

（令和 3 年度は、製品安全分野から化学

物質管理分野への製品事故の原因究明に係

るリスク評価の依頼がなかったため、製品

含有化学物質のリスク評価は実施していな

い。） 

製品安全分

野・バイオ

テクノロジ

ー分野 

住環境にお

いて微生物

が関係する

事故原因究

明技術の開

発 

原因究明技術の開発に向けて、令和 3 年

度は、バイオテクノロジー分野において、

エアコンに繁殖したカビが原因と想定され

るアレルギー性喘息の被害に関する検討及

び原因と考えられる臨床由来の担子菌 1 菌

株のアレルギー性喘息原因タンパクの特定

を行った。 

携活動への参画、関係する適合性評価機関との連携強化を進

め、有望技術等の探索（支援）を開始した。26 箇所の VC、大

学、産学官連携機関、ベンチャー企業等と意見交換し、複数の

持続的な連携協議関係を構築できた。各部門の強みを活かした

具体的支援、評価制度構築を進めていく対象候補を特定。うち

1 件は、連携について合意した。 

大学や企業等への訪問の結果、機構の技術やノウハウへの期待

が高まり、具体的な有望技術等の候補の特定、その実用化や市

場化に必要な具体的支援について関係部門や支所の連携による

議論を開始した。 

社会実装化に向けた課題への取組をオール NITE で実施するこ

とが可能となるように、各地域で取り組むテーマについて関係

する各部門等が連携して対応する体制を構築した。 

各地域の産業特性を活かしたイノベーションの支援候補のテ

ーマ・分野を特定。令和 4 年度からの、地域と各部門等による

支援開始を可能とした。 

支所を中心に地方産業局や他独法と地域課題の共有と産学官連

携活動への貢献のための参画方法等について意見交換し、機構

の知見を生かした地域活動（地方通産局、産議連、公設試、中

小機構 等）への具体的な参画に至った。 

機構 の実績を大学、企業等に理解いただき、複数の相談、依

頼案件を獲得、具体的な案件をスタート（日本オートファジー

コンソーシアムとの連携）させることができた。  

各支所を活用して、地域に根ざした大学等との連携窓口、地

域産学官連携活動（関西共創の森（関西）、T-MAJSNT（東

北）、北陸未来共創フォーラム （北陸）、KO-LABO 及び OIMS

（関東））への支援機関として参画など、地域ごとの有望な技

術等の発掘や支援を提供するネットワークを充実させることが

でき、令和 4 年度へ繋げることができた。 
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の多様化に

対応した複

合的専門性

を持つ人材

の確保を行

うととも

に、人員配

置や人材育

成を適切に

行う。ま

た、職員の

生産性を高

めるととも

に働きやす

い職場環境

の整備に努

める。 

に意識し、

それらに基

づいた業務

実施に努め

るととも

に、SDGs の

達成に向け

業務を見直

していく。 

バイオテク

ノロジー分

野・適合性

認定分野 

バイオバン

キングの国

際 標 準

（ISO）に関

する情報共

有 

適合性認定分野から共有された ISO 

20387 に関する国際動向を活用し、ISO 

20387 に係る微生物バンクに特化した国際

標準規格書（ISO 24088-1）について、我

が国がすでに構築している品質管理に添っ

た規格となるよう文書作成に参画するとと

もに、国内での認定審査等の整備と微生物

バンクの認知度向上に向けて ISO 20387 の

JIS 規格化検討にも参画した。 

化学物質管

理分野・バ

イオテクノ

ロジー分野

・北陸支所 

界面活性剤

のリスク評

価に必要な

物性の解明

に向けた取

組 

・令和２年度は、化学物質管理分野の知見

と北陸支所の試験技術を連携し、logPow 測

定の試験対象物質や試験条件等を検討し

た。 

・令和３年度は、北陸支所（低速攪拌法）

により界面活性剤の logPow の測定を行い

結果の再現性を確認し、手法の素案を作成

するとともに、バイオテクノロジー分野の

試験技術及び設備とも連携して、化学物質

管理分野の担当者も指導を受け試験を行う

ことにより人材育成も進めながら、他の測

定法（溶解度比法）による結果の検証につ

いての検討を開始した。 

 

●機構内の分野横断的なプロジェクトチームの活動の推進  

特定のミッションを達成するため、時限的に機構内の複数分野の職員が

集まって活動するプロジェクトチームを設置し、技術的知見や人材、設備

等の効率的な活用を進めた。令和３年度については、次の表に示すとおり

プロジェクトチームの活動を実施し、それぞれ成果を得た。  

 

連携分野名 
プロジェク

トチーム名 
取組と成果 

全分野 チーム NITE 社会的課題解決への貢献度の高い技術や

製品が社会や市場で適切に評価される仕組

みである標準化、認証、認定制度等を構築

することを通じて有望技術等の実用化や市

場化に貢献するため、有望技術等の探索に

効果的な地域企業、大学、研究機関との連

携を進めるべく、複数の地域産学官連携機

関の活動に参画し、また、有望技術の標準

化を目指すコンソーシアム等との連携を開

始するに至った。 
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企画管理部

・国際評価

技術分野・

製品安全分

野・バイオ

テクノロジ

ー分野・認

定分野 

本所試験室

の集約化 PT 

国際本部が大型 X 線解析機を令和 3 年度

に新たに設置することに伴い、本所試験室

集約化プロジェクトを立ち上げ、以下のと

おり本館地階に試験室を集約する事業を実

施 

・本館地階書庫を別館へ移動し、旧書庫を

大型 X 線解析室用に整備 

・電源の整備、パーティションの設置及び

空調の設置 

・大型 X 線装置の設置 

バイオテク

ノロジー分

野・企画管

理分野・デ

ジタル統括

官 

バイオテク

ノロジーセ

ンター業務

改善 PT 

バイオテクノロジー分野の NBRC 株分譲

関連業務において、押印廃止などの影響を

受けて業務手続きが複雑化したことによ

り、 依頼の受付から微生物の発送までの

日数が増加するなどの事態が発生してい

た。 

これらの問題を解決するため、KPI を設

定し、煩雑化していた分譲業務プロセスを

可視化して問題点を明らかにした上で、マ

ネジメント分野及びデジタル統括官の協力

を得て業務工程の効率化を実現した。  

その結果、受付から発送までに最大 21

日間要していた日数を 10 日間前後まで短

縮しこれを継続することで KPI を達成する

とともに、1 人当たりの時間外勤務時間も

約 30 時間から約 15 時間に半減させ、本 PT

の目標を達成した。 

バイオテク

ノロジー分

野・東北支

所 

バイオ施設

自動化・老

朽化対策 PT 

バイオ戦略及び知的基盤整備計画を踏ま

え、国内での微生物資源・データ基盤の整

備・拡充を加速するため要求した令和 4 年

度当初予算施設整備費補助金に対し、予算

成立後の速やかな事業実施に向けた準備を

行った。 

マネジメント分野のアドバイザーや、自

動化・高効率化の対象業務に携わる関係課

のメンバーが一丸となって 2 カ月間という

短期間に集中的に議論、検討を行い、自動

化・高効率化を実現するための設備・施設

等の要件を決定した。 
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国際評価技

術分野・企

画管理分野 

多目的中型

実験棟新築

PT 

近年、国内外で再生可能エネルギーの導

入拡大が急速に進み、蓄電池について世界

的に需要が高まると同時に、全固体電池を

はじめとする次世代蓄電池の技術開発が進

む中で、これらに対応し、各企業の枠を超

えた安全性・性能評価が可能な施設が求め

られている。また、EV の世界的な需要の高

まりを背景として、多目的大型実験棟（大

型チャンバー）の高稼働が続いており、カ

ーボンニュートラル促進のため蓄電池評価

の需要が今後増加する見込みである。この

ような背景のもと、NLAB 機能を拡張するた

めに、令和 3 年度補正予算「カーボンニュ

ートラル促進のための国際標準・認証拠点

整備事業」（令和 3 年 12 月 20 日国会成

立）として、試験評価・認証基盤の拠点

（多目的中型実験棟（中型チャンバー）

等）を新たに整備するために、機構内に多

目的中型実験棟新築 PT を設置（令和 3 年

12 月 21 日の運営会議承認）しつつ、その

活動を開始した。 

令和 3 年度は計 15 回 PT 開催（このほ

か、令和 3 年 11 月 26 日の令和 3 年度補正

予算閣議決定を受け、PT 設置前に関係者に

よるプレ PT を計 3 回開催）しつつ、整備

対象施設の基本条件及び要求水準並びに設

計・施工・工事監理に係る要求水準を定め

た要求水準書（仕様書）をはじめとした入

札公告資料の策定、土地購入の意思表明、

CM 業務及び公募プロポーザルの入札公告等

の活動を行った。 

本事業は、経済産業省等と調整の上、令和

4 年度に繰越されたため、令和 4 年度も引

き続き多目的中型実験棟等の新規整備に必

要な活動を実施していく。 

化学物質管

理分野・デ

ジタル統括

官 

化学物質管

理情報基盤

高度化プロ

ジェクトチ

ーム 

9 回の定例会を開催し、化学物質管理セ

ンター内にどういったデータベースやツー

ルが利用されているかを情報共有した。ま

た、事業者から申請されたデータをどのよ

うに加工（機構で価値を付加）し、最終的

に NITE-CHRIP 等から公開しているかの、

横断的な業務フローを作成して、重複作業

や、効率化出来そうな部分について、洗い

出しを行った。 
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イ 社会の変化に基づく新しい行政ニーズに対応し、時代に応じた価値を

創造し続けるためには、既存業務を不断に見直し、新たな事業を構築し続

ける必要があるため、新規事業を検討する。  

機構のオープン・イノベーションへの取組を推進するため、NITE イノベ

ー シ ョ ン 協 創 プ ロ グ ラ ム 「 NICE (NITE Innovative Collaboration 

Expert)」を運営し、事業者からの提案・相談を受け付けている。 

 

令和３年度末の時点で、以下表のとおり計 29 件の提案・相談が寄せら

れ、２件について共同研究契約を締結した。  

概要 受付 

件数 

実施 

件数 

検討中 

共同研究・共同試験 3 2 1 

試験設備利用 13 7 - 

技術相談 11 10 1 

講師派遣等 2 2 - 

 

昨年度からの取組の成果として、機構のこれまでの実績に基づく支援に

より、民間企業の安全性予測システムを世界初の公的なシステムとして

OECD から公開や人工構造タンパク質繊維の国際標準化に貢献した。  

 

 

ウ 支所における業務について、保有する機能及び所在する地域における

特長を活かし、支所ごとの取組を適宜実行する。  

支所の保有技術や地域ネットワークを活かした地域の外部組織との連

携を強化し、機構の業務を周知することを目的として、地域における事

業者、自治体、国の機関（経済産業局、産業保安監督部）、公設試等を

各支所 50 回以上訪問し、k 機構の業務の説明を行った。その結果、バイ

オの DBRP の認知度の向上やイノベーションの支援の開始につながった。  

支所ごとの取り組みとして主なものは以下のとおり。  

東北支所では、東北公設試間での発酵に係る情報共有と「地域微生物

活用ガイドライン」の共同編集に貢献、産業技術連携推進会議（産技

連）で表彰された。 

中部支所では、消防・警察に対し、連携強化を通じ、機構の事故原因

究明活動を効率化することを目的として消防及び警察機関事故原因究明

技術研修会をオンライン開催し、491 アカウントの参加があった。 

 

  （2）人事

に関する計

画 

専門分野の

複層化や業

務経験の多

様化に対応

 ア 分野横断的キャリアパスの考え方をもとに、中堅若手職員を中心とし

た能力開発研修や分野横断的な配置換等を積極的に推進し、外部機関との

積極的な人事交流に取り組み、適正に人員を配置するとともに注力すべき

業務への大胆な人員投入や専門分野の複層化、業務経験の多様化を図る。

また、自身の専門性を活かしつつ新たな専門分野に挑戦する人材を積極的

に採用する。多様な人材の的確な配置により機構の業績を向上し、独法評
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した多様な

人材の確保

を行うとと

もに、適切

な人員配置

や組織活性

化・人材育

成に取り組

む。また、

職員の働き

やすい環境

作りに努め

る。 

価結果を職員の賞与に適切に反映する。  

 

●人材の確保 

社会的要請に迅速に対応するため、高度な専門性を有する人材及びマ

ネジメント経験を積んだ将来の幹部候補を対象として選考採用を行い、8

名（選考採用職員 7 名及び任期付職員 1 名）を採用した。 

新規職員の採用活動では、コロナ禍に対応し、オンラインツールを活

用した業務説明会を 86 回実施し、のべ 261 名(前年度 142 名)が参加し

た。新規採用向けの官庁訪問(国家公務員一般職試験(大卒程度))には、

87 名（令和 2 年度 89 名）の訪問者があり、化学、機械等幅広い試験区

分から 18 名 (令和 3 年 10 月１日付け採用 1 名、令和 4 年 4 月 1 日付け

採用 17 名（前年度 10 名）)を採用した。 

令和 2 年度に引き続き一次面接のオンライン実施に加え、Web ページに

よる面接申込を導入することにより、24 時間受付やワンストップでの面

接日程調整という訪問者側の利便性と自動での受付処理という機構側の

効率性が向上した。(再掲) 

また、令和 3 年度に引き続き業務説明会や官庁訪問では女性職員の対

応者を増強、また業務内容に留まらず、育休産休を含めたライフプラン

についても説明を行った結果、新規採用職員のうち女性の採用率が 50％

と前年度（60％）と国家公務員試験（一般職）の合格者に占める女性割

合(38.5%)を大きく上回った。また、女性職員の管理職を積極的に登用

し、10 名 16％(前年度 9 名 15％)となった。 

なお、女性職員の人数・割合は引き続き高水準 114 名/427 名 27％(前

年度末時点 114 名/427 名 27％)を維持した 

 

●外部機関との人事交流 

人材の育成及び活用、機構の組織運営の活性化を図るため、独立行政

法人では初めて官民交流法による民間企業（花王株式会社及び協和発酵

バイオ株式会社）への出向を実現させたほか、外部機関への出向を希望

する職員を内部公募により広く募集し、派遣予定者を決定した。  

デジタル庁や独立行政法人情報処理推進機構への出向を含め、次の組

織と人事交流を実施している。  

（単位：名） 

 令和 3 年度 令和 2 年度 

経済産業省(本省) 出向 15、受入 11 出向 17、受入 11 

経済産業省(近畿局等) 出向 3、受入 1 出向 3、受入 1 

他府省 出向 1、受入 0 出向 2、受入 0 

他独法 出向 1、受入 0 出向 1、受入 1 

民間 出向 2、受入 0 出向 0、受入 0 

 

●理事長表彰の実施 

他の職員の規範となるような推奨すべき事績があった職員（グループ）

や業務への取組が他の職員の規範となるべき顕著な活動をした職員を理

事長が表彰する理事長表彰及び理事長特別表彰について、それぞれ８件
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（前年度７件）及び６件（前年度８件）の推薦があり、選考の結果２件（前

年度４件）及び３件（前年度３件）を表彰した。これにより、職員の業務

への取組に対する意識の向上を図った。  

 

 

イ 有能な若手職員・女性職員の抜擢を行うとともに、職員一人一人の能

力を活用するため、研修を実施し、人材マネジメントの向上を図る。また、

管理職育成への活用や業務パフォーマンス向上のため 360 度評価及び職

員の業務満足度調査を実施する。 

 

●有能な人材の登用 

女性を積極的に管理職に登用し、政府方針（採用昇任等基本方針）にあ

る 15％の目標を達成した。また、幅広い世代から、新しいことに積極的に

挑戦する姿勢、熱意、行動力、マネジメント力等を持ち合わせている人材

を積極的に管理職に登用できる仕組みを導入した。  

 

●新人研修及び階層別研修の実施 

職制の階層別に実施する研修として、新規採用職員研修  (令和３年 11

月)、新任主任研修（令和３年 12 月）、新任主査研修（令和３年７月）、

新任専門官研修 (令和３年８月)、新任管理職研修（令和３年７月）を実

施した。これらの研修においては、経済産業省が策定した「最強のチーム

をつくるヒント集」をもとに、内容や講師等の見直し等により、職制ごと

に必要とされる能力開発を効果的に行った。  

 

●人を育てる能力の向上に向けた研修の実施  

仕事を通じて成長できる職場を実現するため、上司や先輩の人材育成能力

を高める研修（コーチング、マネジメント力強化、OJT 指導者研修）及び

部下側の内省力を高めて主体的に業務が進めるための研修を実施した。  

 

●若手・中堅のマネジメント能力育成 

将来の管理職となり得る人材を育成するため、令和３年６月から令和４

年２月まで（９回）幹部候補生（16 名）向け、外部講師による経営マネジ

メント研修を実施した。 

 

●ダイバーシティへの理解 

障害を持つかたと一緒に働くことに関する理解を促進するための研修

を実施（令和３年１２月１回）した。 

 

●SDGs 研修の実施 

社会的課題への理解促進のため、新規採用職員等を対象とした SDGs 入

門研修（令和３年５月の１回）を実施した。  

 

●360 度評価の実施 

管理職等の組織マネジメントの向上に資することを目的とし、平成 30
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年度から開始したマネジメント状況調査（360 度評価）をフィードバック

し、マネジメント等の改善の気づきとした。管理職等には前年度との結果

の比較及び自己評価との比較も含めてフィードバックし、特に注意が必要

な管理職等には個別に指導、追跡調査を行った。  

 

●職員満足度調査の実施 

働きがいのある職場を目指すための取組を検討するための基礎情報と

して、仕事、職場、組織に関する状況をできる限り正確に把握することを

目的とし、職員への満足度調査を実施し、約 540 名（常勤職員及び非常勤

職員の約 86％）の回答が集まった。 

 

ウ ストレスチェックの結果等を踏まえ、職場におけるコミュニケーショ

ンの促進や、男性職員も含めた育児休業の取得促進等職員の働きやすい環

境作りに努める。また、働き方改革の一環として、テレワーク制度を適正

に運用するとともに労働時間法制の改正に対応し長時間労働の抑制や年

次休暇取得促進等に取り組み、職員の仕事と生活の調和（ワークライフバ

ランス）を推進する。 

 

●長時間労働の是正 

時間外勤務の実績状況を「見える化」するとともに、時間外勤務の必要

性を事前に確認を徹底し、時間外勤務の多い職員の状況確認を行い、時間

外勤務の削減を図った。これにより、時間外勤務の合計時間数を前年度比

3％の減少（令和 3 年度 50,032 時間、令和 2 年度 51,721 時間）となった。 

 

●テレワーク・時差出勤の推進 

新型コロナウイルス感染症への対応として、事業所のある自治体の要請

に応じ、テレワーク・時差出勤の推奨や強化を柔軟に行った。また、新型

コロナウイルス感染症への対応以外においても常勤・非常勤問わず職員が

テレワーク対応できるよう規程の改正し、Wifi ルーターの貸与等を行っ

て、テレワーク環境をさらに整備した。  

 

●ストレスチェックの実施 

労働安全衛生法に基づき、職員のメンタル不調の予防や集団分析による

職場環境の改善を目的として、令和 3 年 10 月１日から 15 日にストレスチ

ェックを実施した。令和 3 年度は集団分析をおよそ 27 区分(1 区分 10 人

以上)で行い、受検率は 88％と前年度（94％）と同様に職員からの協力が

得られた。健康リスクが高かった 1 区分の所属長には、人事企画課長より

集団分析結果を伝え改善に努めるよう指導した。高ストレス者について、

産業医による面談を促し、メンタルヘルス不調の予防に努めた。  

 

●挨拶＆テレワーク環境向上キャンペーンの実施  

新型コロナの感染拡大によりテレワークが一気に普及したため、オンラ

インでも積極的な挨拶と役職員間のコミュニケーションがスムーズにな

ることを目的として、令和 3 年 4 月に「挨拶＆テレワーク環境向上キャン
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ペーン」を実施した。テレワークであっても課室のメンバーの表情、声、

体調等を定期的に確認し合える機会を設けることで、孤立感、不安感の軽

減につながったとのポジティブな声が寄せられた。職員からポスターデザ

インを募集する等キャンペーンの実効性を確保した。  

 

●年末調整手続きの合理化 

職員が行う年末調整にかかる書類に外部サービスを利用しオンライン

で提出できるようにするとともに、年末調整の自治体への届け出の効率化

を図った。 

 

 

エ 障害者雇用における積極的な差別是正措置として、障害の特性に配慮

した合理的な方法を用いる採用に取り組むとともに、障害者も働きやすい

職場作りに向けた施設整備、援助者の配置等の検討や研修を実施する。  

 

障害者雇用促進法の法定雇用率を維持しつつ、障害等に配慮した適切な

人員配置を行った。 

 

 

オ 理事長のトップマネジメントの下、組織の理念の共有、職員の自律や

視野を広げることへの支援等を通じて、組織活性化に取り組む。  

 

●異業種交流会の開催 

職員ひとり一人が世の中の変化を知り、今後機構がどのように変化に

対応、適応していく必要があるのか考える機会を設定することで、行動

指針にある「広い視野」を持つことができるよう、外部専門家の講演及

び意見交換を合計 11 回実施し、延べ約 1,200 名が参加した。 

 

●オンライン学習サービスの導入 

職員ひとり一人が行動指針にある「広い視野」を持って行動する際の

一助となるべく、業務の隙間時間等を利用して社会情勢、政策動向等に

関する情報に触れられる機会を設けることを目的としたオンライン動画

サービスを令和３年 10 月から３月まで導入した。 

 

  4．積立金

の処分に関

する事項 

当該事業年

度におい

て、独立行

政法人通則

法第 44 条

の処理を行

ってなお積

 令和３年度は、独立行政法人製品評価技術基盤機構法（平成 11 年法律

第 204 号）第 12 条第１項及び独立行政法人の組織、運営及び管理に係る

共通的な事項に関する政令（平成 12 年６月７日政令第 316 号）第 21 条

第 1 項の規定に基づき、以下の 2 項目について積立金の繰越が承認され

た。 

・自己財源で取得した固定資産の減価償却後の簿価相当額  

・前払費用等 

なお、繰越した 2 項目については、予定どおり執行した。  
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立金がある

ときは、そ

の額に相当

する金額の

うち、独立

行政法人製

品評価技術

基盤機構法

第 12 条第 1

項に基づ

き、経済産

業大臣の承

認を受けた

金額につい

て、承認を

受けた業務

の財源に充

てることと

する。 

 （１）内部

統制 

ガバナンス

の強化を図

り、理事長

のトップマ

ネジメント

により機構

の業務を着

実に推進す

るため、内

部統制に対

する役職員

の意識を浸

透させると

ともに、リ

スク要因を

的確に抽出

し事前の対

策が迅速か

つ効果的に

行われるよ

う、リスク

管理体制の

維持改善と

5．その他

機構の業務

運営に関す

る事項 

(1)内部統

制 

ガバナンス

強化を図

り、理事長

のトップマ

ネジメント

により機構

の業務を着

実に推進す

るため、内

部統制に対

する役職員

の意識を浸

透させると

ともに、リ

スク要因を

的確に抽出

し事前の対

策が迅速か

つ効果的に

 ア 内部統制に対する役職員の意識を更に浸透させるため、定期的に課室

単位で規程遵守やリスクへの対応、中期方針、基幹目標、SDGs の達成等に

ついてディスカッションを行い、内部統制・リスク管理委員会や内部統制

を意識する業務月間で機構全体に共有するとともに、必要に応じて対応の

見直しを行うことで、内部統制システムの強化を図る。  

 

インシデントの再発防止や未然防止等、リスク管理を考えるきっかけと

して、課室ごとに業務上のリスクを洗い出し、その中から特に重点的に低

減に取り組むリスクを分野毎に設定してメリハリを付けたリスク低減対

策を実施。また、イントラネット等を通じて対策結果を全職員が確認でき

るようにすることで、他部門が把握したリスクを自部門でも認識し、横展

開できるように横断的にリスク管理ができる仕組みを構築した。その結

果、定期的に課室単位で規程遵守やリスクへの対応、中期方針、基幹目標

等についてディスカッションを行う場を作り、内部統制上やリスク管理上

の事故が発生した際にも可及的速やかに共有し対応を行った。  

定期的に重要な内部統制の推進や重要なリスク管理の課題等を把握し、

改善するために議論を行う場として、内部統制・リスク管理委員会を開催

（令和３年１１月及び令和４年３月）し、必要に応じて内部統制の体制や

リスク管理等の対応方法を見直し規程を改正するなど、内部統制の強化を

図った。 

 

さらに、リスク管理に対する役職員の意識を更に浸透させるほか、集中

的に業務の見直し・確認等を実施する取組として、以下の業務月間を実施

し、統制環境の整備に努めた。  
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認識の徹底

を図り、内

部統制が有

効に機能す

るよう努め

る。また、

目標管理に

おける PDCA

サイクルに

おいては、

役職員間の

円滑な情報

伝達を行う

とともに、

第三者の視

点を取り入

れた改善等

に努める。 

万一不測の

事態が発生

した際は、

内部統制シ

ステムに則

り迅速冷静

に正確な情

報伝達と対

処判断を行

い、信頼性

維持に努め

るとともに

厳正な対策

をとる。 

行われるよ

う、リスク

管理体制の

維持改善と

認識を徹底

し、内部統

制が有効に

機能するよ

う努める。

また、目標

管理におけ

る PDCA サ

イクルにお

いては、役

職員間の円

滑な情報伝

達を行うと

ともに、第

三者の視点

を取り入れ

た改善等に

努める。 

万一不測の

事態が発生

した際は、

内部統制シ

ステムに則

り迅速冷静

に正確な情

報伝達と対

処判断を行

い、信頼性

維持に努め

るとともに

厳正な対策

をとる。 

（業務月間・キャンペーン）  

 法令・規程等遵守確認月間（４月） 

 挨拶＆コミュニケーション向上キャンペーン  

 法人文書管理推進月間（５月）  

 契約適正化推進月間（６月）  

 業務改善月間（７月） 

 ヒヤリハット・リスク管理月間（９月）  

 情報セキュリティ月間(10 月) 

 組織活性化月間（11 月） 

 資産等管理適正化推進期間（12 月～令和４年２月） 

 ハラスメント防止・倫理月間（12 月） 

 中期方針理解推進月間（令和４年１月）  

 次年度準備月間（令和４年３月）  

 

イ 独立的・中立的モニタリングとしては、監事監査、会計監査人監査、

内部監査及び情報セキュリティ監査を行う。また、不適切な契約を是

正するために契約監視委員会を行う。 

 

●適切な監査の実施 

監事監査、会計監査人監査、監査室による内部監査の三様監査において、

情報セキュリティ監査なども含む様々な視点での監査を行うとともに、外

部有識者からなる契約監視委員会で適正な契約履行を監視するなど、機構

の経営についてモニタリングを行った。そのモニタリング結果を踏まえ

て、PDCA サイクルを確実に機能させ、改善につなげた。  

 

●監事監査 

 令和 2 年度期末監事監査実施（令和 3 年 4 月 22 日～5 月 28 日） 

 令和 3 年度期中監事監査実施（令和 3 年 9 月 15 日～12 月 8 日） 

 

●会計監査人監査 

 財務諸表監査（令和 3 年 2 月 26 日～6 月 4 日） 

 監査報告（令和 3 年 6 月 4 日） 

 

●内部監査 

 令和 2 年度期末内部監査実施計画（令和 3 年 4 月 23 日） 

 令和 2 年度期末内部監査（令和 3 年 5 月 17 日～6 月 30 日）（本所、

バイオテクノロジーセンター（木更津市）、大阪事業所）  

 令和 2 年度期末内部監査報告（令和 3 年 7 月 21 日） 

 令和 3 年度内部監査年度計画（令和 3 年 9 月 3 日） 

 令和 3 年度期中内部監査実施計画（令和 3 年 9 月 3 日） 

 令和 3 年度期中内部監査（令和 3 年 10 月 8 日～令和 3 年 12 月 13 日）

（支所、燃焼技術センター（桐生市）、バイオテクノロジーセンター

（木更津市）、大阪事業所）  

 令和 3 年度期中内部監査報告（令和 4 年 1 月 21 日） 
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●情報セキュリティ監査 

 令和 3 年度情報セキュリティ監査年度計画（令和 3 年 6 月 10 日） 

 令和 3 年度情報セキュリティ監査実施計画（令和 3 年 6 月 10 日） 

 入札（令和 3 年 8 月 27 日）: 落札者：株式会社ファイブドライブ  

 監査実施期間（令和 3 年 9 月 1 日～令和 4 年 3 月 10 日） 

 監査結果報告（令和 4 年 3 月 10 日） 

 

●契約監視委員会 

 ・令和 3 年度契約監視委員会（令和 3 年 6 月 14 日） 

 

 

ウ 業務執行に必要な法令等の改正情報を適時確認し、法令遵守に努め

る。 

法令等に基づく官庁・地方自治体等への届出・報告・申請等を確実に行

うため、法令・規程等遵守月間を通じて法定等届出一覧表を更新し、各事

業所の最新の届出状況を把握し、遅滞なく届出を行うように促した。  

 また、新たな規程の制定や改廃の進捗状況を把握し、確実かつ迅速に規

程改正等を行える体制を整備した。また、最新規程類については、イント

ラネットへ掲載・公表・周知を行い、役職員が規程類へアクセスしやすい

環境管理の維持を図った。 

 

エ 理事長のトップマネジメントの下、理事長・理事と各センター所長等

の機構幹部間で事業方針・内容及び業務実績等について日常的に議論

し共有するため、運営会議（各センターの次長以上の会議）、理事長

ヒアリング（理事長・理事と各センター所長等の業務方針会議）等を

定期的に開催する。また、理事長のトップマネジメントを促進するた

めに運営会議、理事長ヒアリング等で決定される機構の事業方針等に

ついて機構全職員に共有する。 

 

●トップマネジメントによる意思決定 

組織運営に関する重要事項の基本方針及び事業執行に係る判断を行う

ため、理事会（9 回）を開催し、組織運営の検討、事業執行に係る判断、

機構の運営に関する情報の共有等を行うために、原則毎週、日常的な議論

の場として理事長・理事と各センター等所長等で構成する運営会議（41

回）を開催した。 

また、日常的に開催される会議では把握しきれない各分野の詳細な目

標・計画、業務の進捗状況及び世の中への貢献(アウトカム)についての集

中的な議論を行う場として、分野ごとに理事長ヒアリング（ 18 回）を開

催した。このヒアリングは、テレビ会議で全職員に公開する形で実施する

ことで、各職員が主体的に事業に参加する意識を持てるような環境を整

備している。 

 

●経営陣の声の伝達 

機構は、理事長を始めとする経営陣の声を届けるため、理事長から全職
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員に対して年頭訓示を行い、その動画をイントラネットで配信し、その他

の経営幹部からのメッセージもコラムとしてイントラネットに載せると

ともに、経営に関する各会議の資料や議事録を共有することで、経営陣の

意向や姿勢、倫理観等を伝達・浸透させた。また、理事長を始め幹部職員

が全国の事業所と直接またはオンラインでディスカッションを行った。  

 

 

オ 年度目標を達成するための計画（事業計画）案の策定及び業務実績に

対する自己評価書の作成にあたっては、機構の各専門分野やマネジメント

に見識を有する外部有識者からの意見を聴取し適切に実施するとともに、

意見聴取の結果等を職員に共有する。 

 

事業計画案の策定及び業務実績に対する自己評価書の作成にあたって、

機構の各専門分野や財務・マネジメントに関する見識を有する外部有識者

からの意見を聴取するため、外部有識者委員で構成される評価・計画諮問

会議を開催した（令和２年度評価：令和２年６月 1 日、令和４年度計画：

令和４年２月３日）。意見聴取の結果は、事業計画の策定及び業務実績に

対する自己評価書に反映させた。 

なお、当該会議はオンライン会議に接続し、全事業所から傍聴可能な状

況にするとともに、イントラネットでも資料を共有することで、全職員が

事業計画の策定及び業務実績に対する自己評価を認識し、機構が進むべき

方向性を意識している。 

 

 

カ 基幹目標を達成するために、基盤整備/重要項目を念頭に業務を行い、

運営会議で月次進捗報告をするとともに、経済産業省が委嘱した経営に関

する有識者への業務進捗報告及び有識者からの助言を踏まえて、事業の

PDCA を継続的に実施し、平成 29 年度に公開した中期方針を見直すととも

に、経営マネジメント改革に取り組む。  

 

基幹目標を達成するため、運営会議等で各月における指標の進捗状況を

確認し、月次で目標に向けたプランを見直す対策を講じるなど、短い周期

で PDCA を回した。その結果を踏まえて、四半期ごとに経済産業省が任命

した 2 名の経営に関する有識者に業務実績を報告するとともに、有識者か

らの助言を事業へフィードバックするなど PDCA に反映した。 

また、経営に関する有識者の知見を機構内に取り入れるべく、幹部候補

職員を対象に研修（16 名が参加）を行い、事業運営に生かしている。 

さらに、今後の不確実な社会変化に柔軟に対応し、新たな創造性を発揮

できるよう 組織力・人材力を強化し、デジタル技術等を活用した事業価

値の向上を図るとともに、社会・経済の制度構築と、イノベーション支援

のための活動を車の両輪としてバランス良く取り組むことで、安全・安心

な国民生活の実現と健全で持続性のある産業発展に貢献できるように機

構の第２期中期方針（令和 4 年度～令和 8 年度）を策定した。 
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 (2)情報セ

キュリティ

対策 

サイバーセ

キュリティ

基本法に基

づく政府の

情報セキュ

リティ対策

における基

本方針であ

るサイバー

セキュリテ

ィ戦略（平

成 30 年 7

月 27 日閣

議決定）を

踏まえ、機

構の内部規

律の充実及

びその運営

の徹底を通

じて、情報

セキュリテ

ィ対策のた

めに必要な

措置を講じ

るため、次

の対策に取

り組む。 

 

①政府機関

等の情報セ

キュリティ

対策のため

の統一基準

を基に、必

要に応じ

て、情報セ

キュリティ

関係規程類

を見直し、

不正アクセ

ス及び標的

(2)情報セ

キュリティ

対策 

サイバーセ

キュリティ

基本法に基

づく政府の

情報セキュ

リティ対策

における基

本方針であ

るサイバー

セキュリテ

ィ戦略（平

成 30 年 7

月 27 日閣

議決定）を

踏まえ、機

構の内部規

律の充実及

びその運営

の徹底を通

じて、情報

セキュリテ

ィ対策のた

めに必要な

措置を講じ

るため、次

の対策に取

り組む。 

 

①政府機関

等の情報セ

キュリティ

対策のため

の統一基準

を基に、必

要に応じ

て、情報セ

キュリティ

関係規程類

を見直し、

不正アクセ

ス及び標的

 ア 政府機関等の情報セキュリティ対策のための統一基準を基に、必要に

応じて機構の情報セキュリティ関係規程類の見直しや情報システムのセ

キュリティ対策の見直し・強化を行う。  

 

経済産業省等関係機関から提供される不審メールや不正プログラム、

標的型メールの情報(438 件)を活用し、職員に対して注意喚起を行うこ

とによりインシデント(標的型攻撃メールによる情報搾取等)の発生を未

然に防止した。また、外部から提供された機構に対する不正通信情報(14

件)に対して、迅速に状況を把握するとともに内容の解析を行い適切に対

処した。さらに、不正通信情報においては、その内容に応じて一部の通

信の遮断を行った。 

 

イ 経済産業省等関係機関と連携し、セキュリティ関連情報やその対策の

情報収集を迅速に行う。それらを踏まえ情報セキュリティインシデント発

生時等緊急時の対応能力を強化する。 

さらに、情報収集やセキュリティ診断の結果等を機構の情報セキュリティ

対策へ反映する。また、高度サイバーセキュリティ対策ガイドラインに基

づき、さらなるセキュリティ強化を検討する。  

 

ウ 情報セキュリティに関する e ラーニング・自己点検、新人研修、標的

型攻撃メール訓練を実施し、役職員（派遣職員等を含む）の情報セキュリ

ティに対する意識の向上を図る。また、トラブルの発生等にも踏み込んだ

公開サーバ緊急連絡訓練や情報セキュリティインシデント対応演習の実

施等によりインシデント発生時の適切な対応能力の維持・向上を図る。さ

らに、定期的な情報セキュリティ診断等を着実に実施する。  

 

情報セキュリティ教育については、全職員を対象として、令和 3 年 7

月 30 日から令和 3 年 9 月 30 日までの２か月間、e ラーニングでの研修

を実施し、理解を浸透させるために理解度テスト（合格条件は正答率 80

％以上）を義務づけた。また令和 3 年 10 月 1 日から令和 3 年 11 月 30 日

までの 2 ヶ月間、自己点検を WEB アンケート形式で実施した。 

有識者による講演会を 2 種類実施した。1 つ目 (参加者約 180 名)は、

悪質化・巧妙化するサーバ攻撃への対応を内容とした。２つ目(参加登録

者約 100 名)は、ソーシャルメディアのリスクを内容とした。いずれも

Web 会議システムによるウェビナーで開催した。 

研修や講演会においては、テレワーク環境における情報セキュリティ

対策に関する知識や注意事項への理解がより深まるよう工夫した。  

標的型攻撃メール訓練については、より実践的な形に近づけるため抜

き打ちで実施するとともに、送付元の名称を実在の部署名に似せる、実

際にあった攻撃手法に似せる等、標的メールの内容を工夫して実施する

ことで、職員の練度を高め、機構全体としての情報セキュリティの維持

・向上を図った（年間で 3 回実施）。また、添付ファイルを開封した場

合でも、情報システム課や情報統括官室への連絡が重要であることの周

知を図った 
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型攻撃メー

ルへの対策

等機構の情

報システム

のセキュリ

ティ対策の

見直し・強

化を図るこ

とにより、

情報セキュ

リティイン

シデントの

未然防止・

低減を図

る。 

 

②国の行政

機関や他の

独立行政法

人等におい

て重大な情

報セキュリ

ティインシ

デントが発

生した場合

や経済産業

省等関係機

関から情報

セキュリテ

ィに係る重

要な情報の

提供等があ

った場合に

おいては、

速やかな役

職員への注

意喚起や必

要に応じて

対策・対応

を行う等、

役職員（派

遣職員、外

部調査員等

を含む）の

型攻撃メー

ルへの対策

等機構の情

報システム

のセキュリ

ティ対策の

見直し・強

化を図るこ

とにより、

情報セキュ

リティイン

シデントの

未然防止・

低減を図

る。 

 

② 国の行

政機関や他

の独立行政

法人等にお

いて重大な

情報セキュ

リティイン

シデントが

発生した場

合や経済産

業省等関係

機関から情

報セキュリ

ティに係る

重要な情報

の提供等が

あった場合

において

は、速やか

な役職員へ

の注意喚起

や必要に応

じて対策・

対応を行う

等、役職員

（派遣職員

等を含む）

の情報セキ

公開サーバ緊急連絡訓練を令和 4 年 3 月 16 日から 18 日に実施し、機

構の公開システムから部門ごとに選定した各システムに対して、改ざん

等のインシデントが発生した際に緊急連絡が定められたとおり適切に行

えることを確認した。 

さらに、機構の公開システムについては、定期的な情報セキュリティ

診断を実施し、診断結果に基づき、セキュリティ対策を行った。  
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情報セキュ

リティに対

する意識の

向上やイン

シデント発

生時の適切

な対応能力

の維持・向

上を図る。

また、理解

度に合わ

せ、e ラー

ニング、講

習会等によ

る更なる指

導を実施す

る。 

ュリティに

対する意識

の向上やイ

ンシデント

発生時の適

切な対応能

力の維持・

向上を図

る。また、

理解度に合

わせ、e ラ

ーニング、

講習会等に

よる更なる

指導を実施

する。 

 (3)デジタ

ルトランス

フォーメー

ション

（DX）の推

進 

機構が保有

する情報の

デジタル化

及び役職員

のデジタル

リテラシー

の向上を図

り、機構に

おけるデジ

タル情報の

活用を推進

する。ま

た、デジタ

ルを活用し

た外部機関

との連携に

よる社会的

意義のある

新たな価値

の創造を目

指す。 

(3)デジタ

ルトランス

フォーメー

ション

（DX）の推

進 

機構が保有

する情報の

デジタル化

及び役職員

のデジタル

リテラシー

の向上を図

り、機構に

おけるデジ

タル情報の

活用を推進

する。ま

た、デジタ

ル人材の採

用・育成に

加えて、デ

ジタルを活

用した外部

機関との連

携による社

会的意義の

職員の IT

パスポー

ト試験等

情報処理

技術者試

験の取得

率を 50%

以上 

 令和 2 年度に策定した NITE Digital Vision 2021 に基づく、以下の４

つの柱からなるアクションプランを令和 3 年 7 月に策定し、これに沿っ

て DX を推進した。 

[①新しい価値の創造・提供］  

 現場の DX 案件を迅速に実行するため、契約総額 1,000 万円未満の案件

をデジタル統括官の判断で迅速にプロジェクト化できる仕組みを構築し

た（令和 4 年度より運用開始）。また、機構外への新たな価値の提供と

して「スマホのカメラ機能を使った製品安全情報を提供するアプリ

（NITE AR-Shot）の構築」（製安 C）、「NITE-Gmiccs の SDS 作成機能拡

充」（化学 C）に取り組み、前者は令和 4 年度に公開を予定しており、

後者は令和 4 年 4 月 1 日から運用を開始した。 

[②データ及び業務プロセスのデジタル化］  

 データのデジタル化の促進を図り、機構内や他組織との協創における

データ利活用及び機構内の業務効率化等を推進すること目的とした「デ

ータのデジタル化に関する基本規程」を令和 3 年 12 月に策定した。 

 また、業務プロセスのデジタル化、情報システム間の API 連携及びシ

ステムの運用・刷新等を進めることを目的に「情報システム全体の運用

・管理に関するガイドライン」の案を令和 4 年 3 月末にとりまとめた。 

[③組織文化の変革］ 

 機構の役職員のデジタルリテラシーの向上及び意識改革の一環とし

て、次のとおり計 3 回の DX 推進講演会を実施した。 

 

講演タイトル 講師、実施時期 

事例から見る DX 推進のポイント JIPDEC 坂下常務理事、令和 3 年 9

月 22 日実施 

業務プロセス改革の勘所 IT 協会 横川経営コンサルタント、

令和 3 年 12 月 16 日実施 
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ある新たな

価値の創造

に向け、外

部ニーズの

収集や、外

部連携の方

策について

検討し、適

宜実行す

る。 

トランスフォーメーションを自

分事化するためのヒント 

IPA 羽生田特命担当部長及び下川研

究員、令和 4 年 1 月 28 日実施 

 

[④デジタル人材の育成］ 

 役職員のデジタルリテラシーの向上の一環として、常勤役職員及び非

常勤職員（希望者のみ）が IT パスポート試験を受験し、本年度事業計画

に示した指標「職員の IT パスポート試験等情報処理技術者試験の取得率

を 50%以上」を達成した。（令和 4 年 3 月 31 日時点の取得率は 73％を達

成。なお、3 月 31 日時点の常勤職員数から休職、産休及び国際機関等派

遣中の者を除いた数を母数とした。） 

 また、機構で必要とするデジタル人材の人物像や育成等について検討し

「デジタル人材の確保・育成の方向性」の素案を作成し、議論を開始した。 

 (4)イノベ

ーションへ

の支援 

AI、素材

（マテリア

ル）、セン

サー利活用

（センシン

グ）といっ

た社会課題

解決や新産

業創出につ

ながる分野

への研究開

発を推進す

るため、外

部からの提

案等に対

し、総合窓

口を通じた

ワンストッ

プ化を図

り、相談し

やすい仕組

みとするこ

とにより機

構の保有す

る知見・ノ

ウハウを活

かした外部

機関との協

創を行う。 

(4)イノベ

ーションへ

の支援 

AI、素材

（マテリア

ル）、セン

サー利活用

（センシン

グ）といっ

た社会課題

解決や新産

業創出につ

ながる分野

への研究開

発を推進す

るため、外

部からの提

案等に対

し、総合窓

口を通じた

ワンストッ

プ化を図

り、相談し

やすい仕組

みとするこ

とにより機

構の保有す

る知見・ノ

ウハウを活

かした外部

機関との協

創を行う。 

 機構のオープン・イノベーションへの取組を推進するため外部からの提

案等に対し、総合窓口として NITE イノベーション協創プログラム「NICE 

(NITE Innovative Collaboration Expert)」を運営し、事業者からの提案

・相談を受け付けている。 

 

令和３年度末時点で、下表に示す計 29 件の提案・相談が寄せられ、２

件について共同研究契約を締結した。  

概要 受付 

件数 

実施 

件数 

検討中 

共同研究・共同試験 3 2 1 

試験設備利用 13 7 - 

技術相談 11 10 1 

講師派遣等 2 2 - 

 

令和２年度からの取組の成果として、機構のこれまでの実績に基づく支

援により、民間企業の安全性予測システムを世界初の公的なシステムとし

て OECD から公開や人工構造タンパク質繊維の国際標準化に貢献した。  
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 (5)情報公

開・個人情

報保護 

独立行政法

人等の保有

する情報の

公開に関す

る法律（平

成 13 年法

律第 140

号）、個人

情報の保護

に関する法

律（平成 15

年法律第 59

号）及び行

政手続にお

ける特定の

個人を識別

するための

番号の利用

等に関する

法律（平成

25 年法律第

27 号）に基

づき、適切

に対応する

とともに、

役職員（派

遣職員、外

部調査員等

を含む）へ

の周知徹底

を行う。特

に個人情報

保護に関し

ては関係法

令の改正を

反映した、

e ラーニン

グ等による

指導を実施

する。 

(5)情報公

開・個人情

報保護 

独立行政法

人等の保有

する情報の

公開に関す

る法律（平

成 13 年法

律第 140

号）、独立

行政法人等

の保有する

個人情報の

保護に関す

る法律（平

成 15 年法

律第 59

号）及び行

政手続にお

ける特定の

個人を識別

するための

番号の利用

等に関する

法律（平成

25 年法律第

27 号）に基

づく事務等

について、

適切に対応

するととも

に、役職員

（派遣職員

等を含

む。）に対

して周知徹

底を行う。

特に個人情

報保護に関

しては関係

法令の改正

を反映した

e ラーニン

 ア 独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律に基づき、文書の

開示請求への対応を適切にするとともに、開示・不開示決定を迅速に行う。 

 

独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律に基づき、文書の開

示請求があった場合には、円滑に対応し、開示の手続きを実施（請求件）

した。 

情報公開請求数 

  情報公開請求数 

令和 3 年度 10 

令和 2 年度 8 

 

 

イ 独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律に基づき、保

有個人情報を明確化し、保有個人情報の適切な管理を行うとともに、個人

情報ファイル簿の作成、公開等を適切に実施する。また、行政手続におけ

る特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づき、特定

個人情報を適切に取り扱う。 

 

保有個人情報の管理今年度新たに個人情報の件数が 1,000 件を越えた

ものについて、個人情報ファイル簿  

を公表し、個人情報保護委員会に連絡した。また、令和３年度の非識別

加工情報の募集について、スケジュールを作成し、個人情報保護委員会に

連絡した。 

個人情報ファイル簿数 

  個人情報ファイル簿数 

令和 3 年度 14 

令和 2 年度 15 

 

事故調査員や委員会委員等のマイナンバー（全 417 件）について、専用

事務室において適切に保管・管理している。  

 

 

ウ 役職員（派遣職員等を含む）へ個人情報保護及び特定個人情報取扱

いに関して e ラーニング等による研修を実施する。 

 

4 月の新規採用職員研修において、新入職員への教育を行った。  

また、機構全職員に対して個人情報保護に関する基礎的な知識を習得

し、理解を浸透させるための e ラーニングを令和 4 年 1 月 6 日～1 月 28

日に実施した。その結果、受講対象者の役職員（660 名）全員が受講を

完了し、理解度確認のためのテストの正答率 100％（全員合格）を達成

した。 

 

令和 3 年改正個人情報保護法の令和 4 年 4 月 1 日施行及び独立行政法人

等の保有する個人情報の保護に関する法律の廃止に伴い、個人情報保護管
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グ等による

指導を実施

する。 

理規程等の内部規程を改正し、個人情報漏えい時の報告義務の新設条文等

の改正内容について、役職員に周知を行った。 

 (6)保有資

産、環境保

全 

機構が保有

する資産に

ついて、適

切に管理す

るととも

に、不要と

なった資産

について

は、適切に

処分する。

また、環境

負荷の低減

に資する物

品調達を進

め、自主的

な環境管理

を行うとと

もに、持続

可能な開発

目標

（SDGs）を

踏まえて策

定した温室

効果ガス排

出抑制等の

ための実施

計画につい

て、目標達

成に向けた

具体的な行

動に積極的

に取り組

む。 

（6）保有

資産、環境

保全 

機構が保有

する資産に

ついて、適

切に管理す

るととも

に、不要と

なった資産

について

は、適切に

処分する。

また、環境

負荷の低減

に資する物

品調達を進

め、自主的

な環境管理

を行うとと

もに、SDGs

を踏まえて

策定した温

室効果ガス

排出抑制等

のための実

施計画につ

いて、目標

達成に向け

た具体的な

行動に取り

組む。 

 ア 機構が保有する資産について、定期的に適切な管理状況を確認すると

ともに、各資産の保有の必要性について厳正に検証する。  

 

令和３年 12 月から令和４年２月を資産等管理適正化推進月間とし、令

和３年度は試験室の再配置が行われたことから、資産の移動・移管等の確

認を重点的に行った。 

また、新規登録や移動の際には、迅速に資産ラベルを発行・貼付するこ

とにより、資産台帳と現物が速やかに一致するように取り組んだ。  

 

 

イ 知的財産権について、機構の知的財産ポリシーに基づき、適正な管理

を行う。 

  

知的財産権の更新や放棄等の対応を適正に行った。また、共同研究・事

業等の新規及び更新に係る契約案件では、知的財産権に関して事前合議で

の確認や必要に応じて顧問弁理士にも照会を行い、適正な管理を行った。  

 

ウ 環境物品の調達の推進を図るための方針を定め、これに基づきグリー

ン購入法に適合した物品の調達目標を 100％とする。 

 

 「環境物品の調達の推進を図るための方針」を策定し、運営会議やグリ

ーン調達推進連絡会議、契約適正化推進月間を通じて周知徹底を図り、製

品事故調査や技術上の評価等を行う上で調達せざるを得ない物品を除い

た全ての品目において調達目標である 100％調達を達成した。 

 

エ 「政府がその事務及び事業に関し温室効果ガスの排出の抑制等のため

実行すべき措置について定める計画」（平成 28 年 5 月 13 日閣議決定）に

定める平成 25 年度を基準に令和 12 年度（目標年度）までに温室効果ガス

の総排出量 40％削減を目指す計画を踏まえ、機構の実施計画に掲げる 40

％削減を実現するため、エネルギー消費効率の高い機器の導入、温室効果

ガス排出係数の少ない電気の使用等に努める。  

 

温室効果ガス排出抑制実施計画を達成するため、温室効果ガス排出係

数の少ない電力を調達したほか、機構本所においては使用電力量

（1,787,020kW）のうち 100%について、温室効果ガス排出のない電力を

調達・使用した。 

  

 (7)安全管

理、災害対

策 

大規模災害

等へ備え、

(7)安全管

理、災害対

策 

大規模災害

等へ備え、

 ア 保有する施設・設備について耐久性や安全性を確保するため中長期の

営繕計画を更新することで、必要な施設の営繕を適切に行う。 

 

本所の施設・設備について、耐久性や安全性を実地で確認し、再度その

施設・設備の構成要素を見直して中長期営繕計画を抜本的に更新した。さ
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事業継続計

画等を踏ま

えた必要な

施設の営繕

を適切に行

うととも

に、自主的

な防災訓練

の実施や政

府主導の防

災訓練等に

参加し、役

職員（派遣

職員等を含

む）の安全

を確保す

る。 

必要な施設

の営繕を適

切に行うと

ともに、自

主的な防災

訓練の実施

や政府主導

の防災訓練

等に参加

し、役職員

（派遣職員

等を含

む。）の安

全を確保す

る。 

らに、支所等の施設・設備等の中長期営繕計画をとりまとめ校正すること

によって、機構全体の中長期営繕計画についても更新した。  

 

特に、令和 3 年度では、蒸気ボイラー更新工事設計・施工(1 号棟)及び

蒸気配管更新工事設計・施工(2 号棟)、昇降機の耐震強化工事設計・施工

(2 号棟)等の建物設備の更新（事業規模 60 百万円）を令和 3 年度内に完

成させ大規模な災害時の様々なリスクに備えることができた。  

 

イ 役職員（派遣職員等を含む）から広く安全に関する情報を収集し、必

要なものについては適切に対応し、事故の未然防止を推進する。  

 

役職員から報告された事故・ヒヤリハット情報を労働安全衛生法に基づ

く衛生委員会を活用してとりまとめ、本所、かずさ事業所、大阪事業所の

各衛生委員会の間で連携して対策を考えるとともにイントラ等で機構全

体に情報を共有して職員の意識づけや対策を行う体制を構築することに

より、事故の未然防止を推進した。  

新型コロナウイルス感染症対応として、咳エチケットやマスク着用、手

洗い、換気の遂行、発熱時対応等の労働安全上必要となる情報を収集・職

員へ提供するとともに、必要に応じて消毒等の処置を実施した。  

 

ウ 消防計画等に基づく防災訓練を実施するとともに、毎年実施される政

府主導の政府総合防災訓練に参加する。これにより、役職員（派遣職員等

を含む。）の防災への意識向上と緊急時における役割把握を進め、災害時

の被害縮小化を図る。 

 

消防計画に基づく、防災訓練（避難訓練）を令和 3 年 11 月 29 日に実施

した。 

具体的には、避難訓練、消火器訓練、AED 訓練及び消火栓・放水訓練を行

った。 

 

エ 事故・災害等の緊急時においては、事業継続計画(BCP)等に基づき、

迅速な初動対応、復旧等を行う。また、事故・災害を想定した訓練として、

BCP に基づき、職員の安否確認及び業務時間外の事故・災害の発生を想定

した非常参集等の訓練を年 1 回以上行う。 

 

令和 3 年度は、事故・災害を想定した訓練として、安否確認訓練に加

えて、災害等による停電時に非常電源等、非常用の設備が想定どおり作

動するか確認を行うシステム稼働訓練、停電時に自動で非常用電源に切

り替わらなかった場合手動で切替えを行う非常用電源・手動訓練を行

い、災害発生時でも業務を継続することを意識した訓練を行った。  

 

 既存の事業継続計画(BCP)については、災害対策を目的とした事業継続

計画に留まるものであったことから、新型コロナウイルス感染症等の感染

症対策を目的とした事業継続計画(BCP)の感染症対策公表版を策定した。  
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４．その他参考情報 

 

 


